
1近世編 第一章 幕藩体制の成立と大村藩

　
　
長
崎
の
御
領
化

　

戦
国
時
代
末
期
の
大
村
家
は
、
当
主
純
忠
が
、
佐
賀
の
龍
造
寺
隆
信
や
武
雄
の
後
藤
貴
明
と
い
っ
た
周
辺
の
大
名
・
領
主
と
争
っ
た
。

特
に
龍
造
寺
隆
信
の
勢
力
拡
大
に
伴
い
、
純
忠
は
娘
を
隆
信
の
次
男
江
上
家
種
へ
嫁
が
せ
る
な
ど
し
て
融
和
に
努
め
た
が
、
嫡
子
喜よ

し

前あ
き

を

人
質
と
し
て
佐
賀
へ
差
し
出
す
こ
と
を
命
じ
ら
れ
、
天
正
十
二
年（
一
五
八
四
）に
は
、
居
城
で
あ
る
三
城
城
か
ら
下
城
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、

実
質
的
に
隆
信
へ
の
臣
従
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

　

喜
前
は
波
多
に
送
ら
れ
た
後
、
大
村
へ
帰
っ
た
が
、
二
人
の
弟
達
は
佐
賀
へ
送
ら
れ
て
人
質
と
な
っ
て
い
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
龍
造
寺
家
は
、
喜
前
に
対
し
て
、
純
忠
と
語
っ
た
り
、
書
状
を
認し

た
た

め
た
り
、
伝
言
を
す
る
こ
と
さ
え
も

禁
じ
、
も
し
両
者
と
の
間
に
書
状
や
伝
言
を
届
け
る
者
が
い
れ
ば
死
罪
に
す
る
と
命
じ
た
と
い
う
（
1
）。
大
村
家
の
領
主
権
は
極
め
て
脆

弱
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

　

天
正
十
二
年
三
月
二
十
四
日
、
隆
信
が
島
津
・
有
馬
の
連
合
軍
に
島
原
半
島
沖
田
畷
で
の
合
戦
で
討
ち
死
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
九
州

は
島
津
家
に
よ
る
統
一
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
沖
田
畷
の
合
戦
以
後
も
、
龍
造
寺
家
に
属
し
て
い
た
純
忠
は
悩
み
続
け
て
い

た
。
先
ほ
ど
の
フ
ロ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
純
忠
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
甥
で
も
あ
る
有
馬
晴
信

を
は
じ
め
、
多
く
の
家
臣
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
有
馬
家
と
は
敵
対
す
る
こ
と
を
避
け
た
い
、
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
龍
造
寺
氏

と
敵
対
す
れ
ば
、
佐
賀
に
人
質
と
し
て
出
し
て
い
る
二
人
の
子
ど
も
た
ち
の
命
が
危
な
い
と
も
考
え
て
い
た
。
こ
れ
を
イ
エ
ズ
ス
会
副
管

区
長
の
コ
エ
リ
ョ
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
助
言
に
従
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
滅
亡
さ
せ
る
訳
に
は
い
か
な
い
と
し
て
、
有
馬
晴
信
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と
和
睦
し
、
手
元
に
残
っ
て
い
た
五
歳
の
一
人
息
子
ル
イ
ス
を
人
質
と
し
て
有
馬
家
へ
送
る
こ
と
に
し
て
、
龍
造
寺
家
と
の
手
切
れ
を
宣

言
し
た（
2
）。

　

も
っ
と
も
、
島
津
氏
の
家
老
上
井
覚
兼
の
日
記（
3
）
に
よ
れ
ば
、
天
正
十
四
年（
一
五
八
六
）七
月
十
八
日
の
記
事
と
し
て
、
下
大
隅
の

銀
之
介
と
い
う
商
人
が
肥
前
国
か
ら
帰
っ
て
き
て
報
告
す
る
に
は
、
龍
造
寺
氏
、
西
郷
氏
、「
大
村
辺
之
衆
」
が
薩
摩
勢
を
襲
撃
す
る
か
も

し
れ
な
い
、
と
の
こ
と
で
、
覚
兼
自
身
は
信
じ
て
い
な
い
が
、
一
応
、
伊
集
院
忠
長
・
同
忠
棟
へ
知
ら
せ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
肥
前

国
内
の
政
治
状
況
は
、
決
し
て
単
純
な
構
図
で
は
な
か
っ
た
。

　

天
正
十
五
年
、
全
国
統
一
を
目
指
す
豊
臣
秀
吉
の
九
州
入
り
に
よ
っ
て
、
九
州
は
新
し
い
局
面
を
迎
え
た
。
島
津
氏
も
抵
抗
を
見
せ
た

が
抗
せ
ず
、
降
伏
し
、
大
村
家
も
秀
吉
へ
臣
従
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
て
、
純
忠
は
、
隣
国
と
争
う
一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
入
信
す
る
と
と
も
に
、
外
国
貿
易
に
よ
る
利
潤
に
注
目
し
、
領
内
横
瀬
浦
を

開
港
し
て
い
た
が
、
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
に
後
藤
貴
明
に
よ
っ
て
焼
か
れ
て
し
ま
い
、
同
地
に
居
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
も
ち
り
ぢ

り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
、
純
忠
は
、
領
内
福
田
を
開
港
し
た
が
、
外
海
に
面
し
て
い
た
こ
と
か
ら
良
港
と
は
い
え
ず
、
適
当
な
地
を
探
し
た
結
果
、
元

亀
二
年
（
一
五
七
一
）、
湾
の
奥
深
く
に
位
置
し
た
長
崎
を
開
港
し
た
。
更
に
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
に
は
、
長
崎
と
茂
木
の
地
を
イ
エ

ズ
ス
会
へ
寄
進
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
長
崎
は
、
豊
後
や
博
多
と
並
び
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
た
め
の
一
大
拠
点

に
な
る
と
と
も
に
、
南
蛮
船
が
入
港
す
る
こ
と
で
、
も
と
も
と
寒
村
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
急
速
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
長

崎
へ
は
、
大
村
氏
や
キ
リ
ス
ト
教
（
イ
エ
ズ
ス
会
）
と
敵
対
し
て
い
た
近
隣
の
領
主
で
あ
る
深
堀
氏
や
西
郷
氏
が
幾
度
と
な
く
襲
撃
を
繰

り
返
し
て
お
り
、
純
忠
は
防
戦
に
努
め
な
が
ら
、
南
蛮
貿
易
を
行
う
と
と
も
に
キ
リ
シ
タ
ン
を
庇
護
し
た
。

■
一
．
長
崎
奉
行

　

し
か
し
、
秀
吉
の
九
州
入
り
に
伴
い
、
長
崎
の
地
は
、
同
人
の
命
に
よ
り
公
収
と
な
っ
た
。
九
州
入
り
し
た
天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）

六
月
十
九
日
、
博
多
に
滞
在
し
て
い
た
秀
吉
は
、
伴
天
連
追
放
令
を
出
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
止
を
命
じ
た
が
、
貿
易
は
認
め
て
い
た
。
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そ
し
て
天
正
十
六
年
四
月
六
日
、
長
崎
の
代
官
と
し
て
、
豊
臣
大
名
の
毛
利
勝
信
と
佐
賀
の
鍋
島

直
茂
写
真
1
―
1
を
任
命
し
て
い
る
。
次
に
あ
げ
る
の
は
、
鍋
島
直
茂
宛
の
秀
吉
朱
印
状
で
あ
る（
4
）。

長
崎
廻
近
年
伴
天
連
令
知
行
分
事
、
御
代
官
被　

仰
付
候
間
、
致
取
沙
汰
、
物
成
等
可
運
上

候
也

　

天
正
十
六

　
　
　

卯
月
六
日　
　

〇（
秀
吉
朱
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鍋
島
飛
騨
守
と
の
へ

　

鍋
島
直
茂
は
、
龍
造
寺
隆
信
の
義
弟
で
あ
り
、
か
つ
隆
信
存
命
中
か
ら
、
ま
だ
織
田
信
長
の
家

臣
で
あ
っ
た
秀
吉
と
も
折
衝
を
行
い
龍
造
寺
家
の
外
交
面
を
支
え
る
一
方
、
秀
吉
の
九
州
入
り
の
際
に
は
、
龍
造
寺
家
と
は
別
に
肥
前
国

養
父
郡
と
高
来
郡
の
一
部
を
宛
行
う
旨
が
記
さ
れ
た
領
知
朱
印
状
を
拝
領
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
毛
利
勝
信
は
、
秀
吉
の
側
近
で
あ
る

黄
母
衣
衆
の
一
人
で
、
当
時
豊
前
小
倉
六
万
石
の
大
名
で
あ
り
、
豊
臣
政
権
の
九
州
経
営
及
び
後
に
行
わ
れ
る
朝
鮮
出
兵
で
も
活
躍
す
る

な
ど
、
秀
吉
か
ら
厚
い
信
頼
を
得
て
い
る
大
名
で
あ
っ
た
。
勝
信
の
子
勝
永
は
、
龍
造
寺
隆
信
の
子
で
、
同
人
の
戦
死
後
、
龍
造
寺
家
の

当
主
で
あ
っ
た
政
家
の
娘
を
正
室
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
先
述
の
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
、
鍋
島
直
茂
と
毛
利
勝
信
、
を
キ
リ
ス
ト
教
の

「
異
教
徒
」で
あ
り
、「
不
品
行
」な「
敵
」と
し
て『
日
本
史
』中
に
記
述
し
て
お
り
、
か
つ
鍋
島
直
茂
と
大
村
純
忠
・
有
馬
晴
信
は
、
戦
国

時
代
以
来
の「
敵
」と
も
指
摘
し
て
い
る
。

■
二
．
大
村
氏
の
代
替
わ
り

　

九
州
入
り
し
た
秀
吉
に
対
し
て
、
大
村
家
で
は
、
純
忠
や
そ
の
子
の
喜
前
が
上
方
へ
上
洛
を
し
て
臣
従
し
た
が
、
天
正
十
五
年
（
一
五

八
七
）
五
月
十
八
日
、
純
忠
は
大
村
に
お
い
て
波
乱
の
人
生
を
終
え
た
。
享
年
は
五
五
歳
で
あ
っ
た
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、

キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
純
忠
は
、
死
去
の
前
日
、
腰
元
の
女
性
に
駕か

籠ご

の
中
の
鳥
を
逃
が
す
よ
う
に
命
じ
た
と
い
う
。
し
か
し
彼
女
が
鳥

に
対
し
て
思
い
や
り
の
な
い
対
応
を
し
た
た
め
、
純
忠
は
怒
り
を
露
わ
に
し
た
。
後
に
気
持
ち
が
落
ち
着
く
と
、
彼
女
に
対
し
て
怒
っ
た

写真1-1　鍋島直茂像
（公益財団法人 鍋島報效会所蔵）
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こ
と
を
詫
び
る
と
と
も
に
、
帯
を
与
え
て
許
し
を
乞
う
た
。
そ
し
て
純
忠
は
、「
こ
れ
ら
の
小
鳥
は
デ
ウ
ス
様
が
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
予
は
そ
れ
を
か
わ
い
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
今
後
と
も
愛
情
を
も
っ
て
扱
っ
て
欲
し
い
」と
願
っ
た（
5
）。

　

純
忠
の
葬
式
は
、
同
じ
く
フ
ロ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
盛
大
な
葬
儀
が
営
ま
れ
、
奥
方
や
子
ど
も
た
ち
の
満
足
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
群
衆

が
参
集
し
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
司
祭
も
、
会
則
に
従
っ
て
、
純
忠
の
た
め
の
ミ
サ
を
捧
げ
た
。

　
　
朝
鮮
出
兵
と
喜
前

　

純
忠
の
死
去
に
伴
い
、
新
た
に
大
村
家
の
当
主
と
な
っ
た
の
が
子
の
喜
前
で
あ
る
。
そ
し
て
、
早
速
、
新
当
主
に
大
き
な
課
題
が
与
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
秀
吉
の
命
令
に
よ
る
朝
鮮
半
島
へ
の
出
兵
で
あ
っ
た
。

　

国
内
を
統
一
し
た
秀
吉
は
、
そ
の
野
望
を
海
外
に
向
け
、
明
の
征
服
を
目
指
し
、
朝
鮮
に
対
し
て
は
、
対
馬
の
大
名
宗
氏
を
通
し
て
国

王
の
入
朝
を
要
求
し
た
。
更
に
明
征
服
の
た
め
の
先
駆
け
と
な
る
べ
き「
征せ

い

明み
ん

嚮き
ょ
う

導ど
う

」や
、
明
へ
の
侵
攻
の
た
め
の
道
を
空
け
る「
仮か

途ど
う

入に
ゅ
う

明み
ん

」を
求
め
た
が
こ
と
ご
と
く
拒
否
さ
れ
た
た
め
、
天
正
二
十
年（
一
五
九
二
）正
月
五
日
、
軍
令
を
発
し
、
三
月
か
ら
の
朝
鮮
半
島
出
兵

に
備
え
る
た
め
、
諸
大
名
へ
肥
前
名
護
屋
に
集
ま
る
よ
う
に
命
じ
た（
6
）。

　

大
村
家
へ
は
、
正
月
三
日
付
の
秀
吉
朱
印
状（
巻
頭
写
真
）に
お
い
て
、
喜
前
に
対
し
て
朝
鮮
半
島
へ
の
出
兵
を
命
じ
る
な
か
で
、
①
朝
鮮

半
島
へ
喜
前
が
連
れ
て
行
く
家
臣
及
び
大
村
で
の
留
守
を
守
る
家
臣
の
名
前
を
記
し
た
帳
面
を
差
し
出
す
こ
と
、
②
朝
鮮
半
島
へ
出
陣
し

な
い
家
臣
が
い
た
ら
、
必
ず
成
敗
を
加
え
る
こ
と
、
③
留
守
居
の
妻
子
を
十
五
日
よ
り
前
に
急
ぎ
大
坂
へ
提
出
す
る
こ
と
、
を
命
じ
て
い

る
（
7
）（『
大
村
見
聞
集
』）。
全
体
的
に
①
か
ら
③
ま
で
、
大
村
家
臣
団
を
秀
吉
と
い
う
統
一
政
権
が
自
ら
把
握
す
る
と
と
も
に
、
抵
抗
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
秀
吉
が
処
分
を
行
う
こ
と
を
示
す
こ
と
で
、
喜
前
の
出
陣
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
と
は
別
に
、
同
日
付
、「
大
村
新
八
郎
殿　

御
留
守
居
衆
中
」
に
宛
て
て
、
浅
野
長
政
、
石
田
正
澄
、
寺
沢
広
高
、
木
下
吉
隆
、
長
束

正
家
連
名
の
書
状
で
、
留
守
居
衆
の
帳
面
や
妻
子
の
差
し
出
し
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
も
し
命
令
に
従
わ
な
け
れ
ば
「
御
成
敗
」
を
加
え

る
と
厳
命
し
て
い
る（
8
）。

二
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■
一
．
朝
鮮
半
島
で
の
喜
前

一
．
文
禄
の
役

　

秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
半
島
へ
の
出
兵
は
、
朝
鮮
半
島
で
在
陣
・
軍
事
行
動
を
続
け
た
大

村
家
に
と
っ
て
、
前
代
か
ら
続
く
苦
難
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

文
禄
の
役
に
お
け
る
朝
鮮
半
島
へ
の
日
本
軍
の
陣
立
は
、
一
番
か
ら
九
番
に
ま
で
編

成
さ
れ
、
合
計
一
五
万
八
〇
〇
〇
人
余
の
動
員
計
画
が
立
て
ら
れ
た
（
9
）。
大
村
家
は
、

軍
役
千
人
が
課
さ
れ
、
対
馬
府
中
の
宗
義
智
、
肥
後
宇
土
の
小
西
行
長
、
肥
前
平
戸
の

松
浦
鎮
信
、
肥
前
日
野
江
の
有
馬
晴
信
、
肥
前
五
島
（
福
江
）
の
五
島
純
玄
と
と
も
に
、

先
陣
と
し
て
真
っ
先
に
朝
鮮
半
島
へ
渡
る
一
番
組
と
し
て
編
成
さ
れ
て
お
り
、
肥
前
国

内
で
は
、
佐
賀
の
龍
造
寺
家
以
外
が
ま
と
め
て
一
陣
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

唯
一
肥
後
の
大
名
で
あ
っ
た
の
が
小
西
行
長
だ
が
、
同
人
は
秀
吉
か
ら
朝
鮮
と
の
事
前

交
渉
を
任
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
第
一
陣
を
率
い
る
立
場
に
あ
っ
た
。

　

喜
前
は
、
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
四
月
十
二
日
、
軍
兵
を
率
い
て
名
護
屋
城
写
真
1
―

2
を
出
陣
し
、
同
月
二
十
八
日
に
釜
山
浦
へ
到
着
し
た（『
大
村
見
聞
集
』）。

　

そ
の
後
、
小
西
行
長
等
と
と
も
に
釜
山
城
を
囲
む
と
、
釜
山
鎮ジ

ン

僉
使
鄭チ

ョ
ン
バ
ル撥
の
戦
死
も

あ
っ
て
、
釜
山
城
は
日
本
軍
の
手
に
落
ち
た
。
更
に
、
行
長
が
率
い
る
第
一
陣
は
、
釜

山
城
の
東
北
に
位
置
す
る
東ト

ン

萊ネ

城
を
落
と
し
て
い
る
。
五
月
三
日
に
は
当
時
、
朝
鮮
の

都
で
あ
っ
た
漢
城
へ
入
っ
た
。
既
に
朝
鮮
国
王
一
族
は
漢
城
を
脱
出
し
て
お
り
、
首
都

は
民
衆
に
よ
る
乱
暴
や
、
こ
れ
ま
で
身
分
的
に
抑
圧
さ
れ
て
き
た
奴
婢
な
ど
が
進
ん
で

日
本
軍
の
味
方
を
す
る
な
ど
、
朝
鮮
社
会
は
混
乱
を
極
め
る
状
況
で
あ
っ
た
。

写真1-2　肥前名護屋城図屏風〈佐賀県指定重要文化財〉� （佐賀県立名護屋城博物館所蔵）
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五
月
上
旬
ま
で
に
は
、
日
本
軍
が
続
々
と
漢
城
に
集
結
し
、
朝
鮮
支
配
に
向
け
て
各
軍
が
朝
鮮
八
道
へ
分
遣
す
る
こ
と
に
な
り
、
喜

前
の
属
す
る
一
軍
は
、
明
と
隣
接
す
る
平
安
道
に
駐
留
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
安
道
に
は
平
壌
が
あ
り
、
朝
鮮
国
王
は
漢
城
か
ら
平

壌
に
逃
れ
て
い
た
が
、
日
本
軍
の
来
襲
に
よ
っ
て
同
地
か
ら
も
退
去
し
て
い
た
。
一
部
朝
鮮
側
の
抵
抗
も
あ
っ
た
が
、
六
月
十
五
日
に

は
、
平
壌
城
へ
の
入
城
を
果
た
し
た
。
小
西
行
長
は
平
安
道
の
経
営
と
、
明
側
の
武
将
沈
惟
敬
と
の
和
平
交
渉
の
た
め
、
平
壌
を
離
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め（
10
）、
喜
前
も
そ
の
ま
ま
同
地
に
留
ま
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
和
平
交
渉
は
困
難
を
極
め
、
文
禄
二
年
正
月
五
日
、
明
軍
四
万
三
〇
〇
〇
人
を
は
じ
め
と
す
る
朝
鮮
軍
八
〇
〇
〇
人
、
義

兵
二
〇
〇
〇
人
あ
ま
り
が
、
日
本
軍
の
籠
も
る
平
壌
城
を
取
り
囲
ん
だ
。
七
日
に
は
明
・
朝
鮮
軍
に
よ
る
総
攻
撃
が
開
始
さ
れ
、
日
本

軍
は
一
六
〇
〇
人
余
り
の
戦
死
者
を
出
し
、
そ
の
夜
に
城
を
放
棄
し
て
黄
海
道
鳳
山
へ
逃
れ
た
。
し
か
し
こ
こ
に
駐
留
し
て
い
る
は
ず

の
豊
後
の
大
名
大
友
義
統
は
既
に
逃
亡
し
て
お
り
、
よ
う
や
く
黒
田
長
政
の
部
隊
と
合
流
し
た
。
そ
し
て
、
更
に
南
下
し
、
再
び
漢
城

へ
と
集
結
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
戦
局
の
膠
着
状
態
と
、
日
本
軍
の
な
か
に
も
厭
戦
気
分
が
漂
い
は
じ
め
、
明
と
の
講
和
を
探
る
小
西
行
長
や
沈
惟
敬
の

相
談
に
よ
っ
て
、
五
月
十
五
日
、
偽
り
の
使
者
で
あ
る
明
の
謝
用
梓
・
徐
一
貫
が
名
護
屋
に
い
る
秀
吉
の
も
と
へ
到
着
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
秀
吉
は
明
と
の
講
和
交
渉
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
朝
鮮
半
島
に
在
陣
す
る
日
本
軍
は
日
本
へ
の
引
き
上
げ
を
開
始
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
九
州
・
四
国
の
諸
大
名
は
、
全
軍
が
帰
国
す
る
ま
で
、
朝
鮮
半
島
南
部
の
城
に
在
番
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
、
喜
前
も
ま

た
例
外
で
は
な
く
、
小
西
行
長
や
宗
義
智
と
同
じ
熊
川
城
・
同
端
城
に
在
番
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
喜
前
が
日
本
へ
戻
っ
た
の

は
、
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
六
月
十
六
日
で
あ
り（
11
）、
明
の
使
者
揚
方
亭
と
沈
惟
敬
の
警
固
を
し
な
が
ら
の
帰
朝
で
あ
っ
た
。
足
か

け
四
年
に
わ
た
り
、
異
国
の
地
で
戦
場
を
渡
り
歩
い
た
の
で
あ
る
。

二
．
慶
長
の
役

　

明
と
の
和
平
交
渉
を
始
め
た
秀
吉
で
あ
っ
た
が
、
一
旦
は
日
本
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
た
朝
鮮
国
王
の
王
子
を
降
伏
の
証
と
し
て
来
日
す
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る
こ
と
を
求
め
た
。
し
か
し
朝
鮮
側
は
こ
れ
に
抵
抗
を
示
し
た
た
め
、
秀
吉
は
来
日
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
無
礼
と
し
て
咎
め
日
明
交

渉
は
破
綻
し
た
。

　

慶
長
二
年（
一
五
九
七
）正
月
十
五
日
、
喜
前
は
文
禄
の
役
と
同
じ
く
、
小
西
行
長
に
率
い
ら
れ
た
、
宗
、
松
浦
、
有
馬
、
五
島
と
い
っ

た
西
肥
前
の
大
名
た
ち
と
同
じ
第
一
陣
に
編
成
さ
れ
、
朝
鮮
半
島
へ
と
渡
っ
て
い
る
。
慶
長
の
役
は
、
前
の
文
禄
の
役
と
は
異
な
り
、

対
明
交
渉
を
有
利
に
進
め
る
た
め
、
朝
鮮
半
島
南
部
の
確
保
を
主
目
的
と
し
て
お
り
、
釜
山
に
上
陸
し
た
一
行
は
、
一
旦
、
忠
清
道
へ

と
向
か
っ
た
が
、
最
終
的
に
半
島
南
部
の
順
天
城
に
入
城
し
た
。

　

慶
長
の
役
は
、
秀
吉
の
死
に
よ
っ
て
終
結
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
喜
前
も
、
同
三
年
十
一
月
二
十
六
日
に
釜
山
を
発
し
、
博
多
へ
到

着
し
て
い
る
。

　

朝
鮮
半
島
へ
渡
っ
た
喜
前
や
大
村
家
臣
団
が
、
ど
の
よ
う
な
心
情
で
あ
っ
た
の
か
を
伝
え
て
く
れ
る
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、

主
従
共
々
辛
酸
を
な
め
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

し
か
し
、
朝
鮮
半
島
へ
渡
ら
ず
、
国
内
に
残
っ
た
家
臣
も
い
た
。
こ
れ
に
は
様
々
な
理
由
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
家
臣
側
か
ら
す

る
と
、「
大
村
家
覚
書
」巻
四
に
よ
れ
ば
、
合
戦
で
は「
自
分
賄
」、
つ
ま
り
自
分
で
合
戦
に
か
か
る
費
用
を
全
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
が
重
荷
と
な
っ
て
合
戦
へ
参
加
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
大
村
家
と
し
て
は
、
こ
れ
で
は
出
陣
し
た
家
臣
に

対
し
て
不
公
平
と
な
る
ば
か
り
か
、
当
主
に
よ
る
家
臣
団
統
制
の
不
安
定
さ
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

先
述
し
た
と
お
り
、
朝
鮮
出
兵
は
、
秀
吉
と
い
う
上
位
権
力
が
、
出
陣
を
拒
否
す
る
大
村
家
中
に
対
し
て
成
敗
を
加
え
る
と
命
じ
た

ほ
ど
、
統
一
政
権
が
行
う
重
要
な
政
策
で
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
大
村
家
で
は
、
公
儀
権
力
の
お
墨
付
き
の
も
と
、
出
陣
し
な
か
っ
た
家

臣
を
処
罰
し
、
自
ら
の
権
力
を
強
化
し
て
い
く
政
策
を
と
っ
た
。

三
．
小
佐
々
氏
の
領
地
没
収 

　

そ
の
代
表
的
な
事
例
と
し
て
小
佐
々
氏
が
あ
げ
ら
れ
る
。
小
佐
々
氏
は
、
戦
国
期
に
は
、
多
以
良
村
城
ノ
辻
に
城
を
構
え
、
同
村
の

ほ
か
、
中
浦
、
松
島
、
大
嶋
、
蠣
の
浦
、
崎
戸
、
瀬
戸
、
江
島
、
平
島
各
村
を
領
し
、
外
海
地
方
か
ら
五
島
列
島
に
至
る
五
島
灘
全
域
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を
水
軍
を
も
っ
て
支
配
す
る
在
地
領
主
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
文
禄
・
慶
長
両
度
の
役
に
積
極
的
な
功
績
を
あ
げ
な
か
っ
た
と
し
て
、

多
以
良
村
以
外
の
領
地
を
全
て
没
収
さ
れ
て
い
る
。
や
や
年
代
が
離
れ
る
が
、
大

村
藩
の
家
臣
団
の
知
行
高
と
領
有
す
る
村
々
を
書
き
上
げ
た
「
慶
長
十
七
年
壬
子

諸
士
高
帳
」（
12
）
か
ら
、
小
佐
々
氏
の
右
の
旧
領
地
が
誰
の
知
行
地
と
な
っ
て
い
た

の
か
を
示
し
た
の
が
表
1
―
1
で
あ
る
。
本
表
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
四
〇
〇
石
取

で
あ
る
福
田

流
の
知
行
地
の
う
ち
、
松
島
村
一
四
石
七
斗
六
升
八
合
が
編
入
さ

れ
て
お
り
、
二
五
三
石
七
斗
三
升
五
勺
八
才
取
の
朝
長
次
郎
兵
衛
純
興
の
知
行
地

の
う
ち
、
瀬
戸
村
の
う
ち
一
〇
八
石
四
斗
二
升
が
同
じ
く
同
人
の
知
行
地
と
な
っ

て
い
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
小
佐
々
氏
の
知
行
地
で
あ
っ
た
村
々
が
、
他
の
家
臣

団
に
分
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
西
彼
杵
半
島
の「
外
海
」衆
も
、
朝
鮮
出
兵
に
協
力
的
で
は
な
か
っ
た
と

の
理
由
で
、
神
浦
・
瀬
戸
・
天
久
保
氏
な
ど
の
所
領
が
没
収
さ
れ
た
。

　

大
村
領
内
に
お
い
て
、
小
佐
々
氏
の
よ
う
な
所
領
規
模
は
も
と
よ
り
、
在
地
領
主
と
し
て
、
大
き
な
力
を
持
つ
領
主
の
知
行
地
を
没

収
し
て
、
そ
れ
を
家
の
な
か
に
吸
収
し
て
い
く
こ
と
で
、
弱
体
化
し
て
い
た
大
村
氏
の
権
力
基
盤
を
強
化
し
て
い
っ
た
。

■
二
．
関
ヶ
原
の
戦
い
と
大
村
氏

　

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
八
月
十
八
日
、
秀
吉
が
死
去
す
る
と
、
豊
臣
政
権
内
で
は
、
徳
川
家
康
と
石
田
三
成
そ
れ
ぞ
れ
が
主
導
権
を

め
ぐ
る
攻
防
を
繰
り
広
げ
、
両
者
は
つ
い
に
、
同
五
（
一
六
〇
〇
）
年
九
月
十
五
日
、
徳
川
家
康
を
総
大
将
と
す
る
東
軍
と
、
毛
利
輝
元

を
総
大
将
と
す
る
石
田
三
成
方
の
西
軍
に
分
か
れ
、
美
濃
国
関
ヶ
原
で
激
突
し
た
。
結
果
は
東
軍
の
勝
利
で
終
わ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
時
、

大
村
氏
は
東
軍
に
属
し
た
。『
大
村
見
聞
集
』に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
、
喜
前
と
松
浦
鎮
信
・
有
馬
晴
信
・
五
島
玄
雅
の
西
肥
前
の
大
名
た
ち
は
、

表1-1　小佐々氏元知行地一覧
知　行　地 人　　　名 石　　　高
多比良村 田川彌右衛門隆武 50石
（平村） 小佐々彌三郎 10石
中浦村 原才助 23石9斗7升6合2勺5札
（中浦） 村田太郎左衛門 25石3斗7升2合
（中うら） 一瀨七衛門 26石3斗7升9合6勺
（中浦） 鈴田治右衛門 27石2斗8升3合2勺
松嶋村 福田 流 40石9斗9升
大島 隱居知行今道源五右衛門 18石3斗4升2合
蠣の浦村 給人無し
崎戸村 給人無し
瀬戸村 朝長次郎兵衛純興 108石4斗2升
江ノ島 一瀨四郎助 73石9斗6升
平嶋村 給人無し
【註】　�「慶長十七年壬子諸士高帳」（長崎県史編纂委員会編『長崎県史』史

料編　第二　「大村藩」所収）から作成。
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松
浦
郡
柏
島
（
下
関
と
も
）
に
集
ま
っ
て
、
東
西
ど
ち
ら
の
軍
に
属
す
べ
き
か
相
談
し
た
と
い
う
。
喜
前
は
東
軍
に
味
方
す
る
こ
と
を
主

張
し
、
加
藤
清
正
が
肥
後
国
内
で
西
軍
の
小
西
行
長
の
居
城
で
あ
っ
た
宇
土
城
を
攻
め
る
際
、
家
臣
大
村
種
純
と
今
里
純
生
を
大
将
と
し

て
総
勢
三
〇
〇
名
を
派
遣
し
た
。
西
肥
の
大
名
た
ち
が
東
軍
に
属
し
た
の
は
、
中
央
の
政
治
情
勢
は
も
と
よ
り
、
肥
前
国
内
で
は
、
佐
賀

の
鍋
島
勝
茂
が
西
軍
に
属
し
て
い
た
こ
と
か
ら
（
た
だ
し
、
そ
の
父
鍋
島
直
茂
は
豊
前
の
黒
田
如
水
を
通
じ
て
東
軍
に
属
し
て
い
た
）、

こ
れ
へ
の
対
抗
心
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

九
月
二
十
八
日
に
は
、
家
康
か
ら「
忠
節
之
段
祝
着
候
」と
す
る
朱
印
状
を
拝
領
し
た
。

　
　
慶
長
四
年
の
検
地

　

土
地
の
生
産
高
を
決
定
す
る
う
え
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
検
地
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
検
地
は
、
家
臣
団
の
知
行
地
を
決
定

す
る
う
え
で
も
必
要
で
あ
っ
た
。
検
地
は
、
藩
や
村
か
ら
の
役
人
が
、
村
ご
と
、
若
し
く
は
田
や
畠
ご
と
に
、
収
穫
高（
土
地
の
生
産
高
）

を
調
査
し
て
石
高
と
し
て
算
出
し
て
い
く
。
大
村
藩
で
は
、
喜
前
が
関
ヶ
原
の
前
年
で
あ
る
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
全
領
内
を
対
象

と
し
た
検
地
を
実
施
し
て
い
る
（
13
）。
こ
の
時
、
藩
外
か
ら
落
合
小
右
衛
門
正
勝
と
い
う
検
地
師
を
雇
っ
て
、
大
村
彦
右
衛
門
純
勝
・
今

道
長
兵
衛
・
今
里
新
左
衛
門
が
奉
行
を
担
当
し
た（
14
）。
こ
の
時
実
施
さ
れ
た
検
地
に
お
け
る
田
畠
の
区
分
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
田
に
つ
い
て
上
々
か
ら
下
々
ま
で
五
つ
の
区
分
に
分
け
て
お
り
、
石
盛
も
上
々
田
の
一
段
一
石
五
斗
か
ら
下
々
田
の
一
段

五
斗
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
里
畠
・
山
畠
は
上
か
ら
下
々
ま
で
四
つ
の
区
分
で
あ
る
が
、
里
畠
の
石
盛
は
、
上
畠
が
一
段
六
斗
で
あ
る
が
、

山
畠
は
一
段
八
斗
と
異
な
っ
て
い
る
。
屋
敷
は
上
中
下
の
三
つ
の
区
分
に
分
け
ら
れ
、
石
盛
は
上
屋
敷
で
一
段
一
石
三
斗
、
中
屋
敷
で
一

段
一
石
一
斗
、
下
屋
敷
で
一
段
米
九
斗
と
な
っ
て
い
る
。
大
村
藩
の
検
地
は
、
秀
吉
が
行
っ
た
太
閤
検
地
よ
り
も
低
い
基
準
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
彼
杵
地
方
が
平
地
よ
り
も
山
が
ち
の
地
域
的
特
性
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た（
15
）。

　

慶
長
三
年
の
検
地
で
は
、「
郷
村
記
附
録
」上（
16
）
に
よ
れ
ば
、
最
後
に「
検
地
帳
三
拾
五
冊
な
り
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
検

地
帳
を
三
五
冊
作
成
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
も
の
の
、
現
在
の
と
こ
ろ
伝
来
し
て
お
ら
ず
、
詳
細
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

三
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そ
し
て
、
慶
長
四
年
の
検
地
に
よ
っ
て
、
藩
の
石
高
は
、
二
万
一
四
二
七
石
四
斗
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
結
果
と
し
て
、
藩
士
の

知
行
高
が
確
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
記
し
た
の
が「
慶
長
高
帳
」（
17
）で
あ
る
。

　
「
慶
長
高
帳
」
で
は
、
喜
前
の
弟
で
あ
る
大
村
何
右
衛
門
（
一
六
七
六
石
四
斗
二
升
五
合
）
が
筆
頭
と
し
て
い
る
が
、
上
位
は
中
世
以
来

の
大
村
庶
家
一
門
の
一
〇
人
が
占
め
て
お
り
、一
つ
の
階
層
を
つ
く
っ
て
い
る
。
以
下
の
階
層
を
あ
げ
て
い
く
と
、「
大
村
給
人
」が
二
八
名
、

「
小
姓
衆
」が
七
九
名
と
な
っ
て
お
り
、こ
こ
ま
で
が
城
下
に
集
住
し
て
い
た
家
臣
と
な
る
。次
か
ら
は
地
方
に
居
住
し
て
い
た
家
臣
で
、「
給

人
」（
郡
村
二
五
名
、
彼
杵
三
〇
名
、
波
佐
見
三
三
名
）が
八
八
名
、「
西
方
衆
」一
八
名
・「
外
浦
衆
」八
名
で
、
計
二
六
名
と
続
い
て
い
る
。

　

次
に
同
史
料
か
ら
、
庶
家
一
門
で
あ
る
大
村
何
右
衛
門
の
知
行
高
や
知
行
村
を
あ
げ
て
み
る
。

高
千
六
百
七
拾
六
石
四
斗
弐
升
五
合　
　
　

大
村
何
右
衛
門

　

此
田
畠
弐
百
弐
拾
町
壱
段
九
畝
拾
歩

　
　

内
百
拾
町
三
段
九
畝
弐
歩　
　
　
　
　

鈴
田
村
之
内

　
　
　

分
米
九
百
七
石
六
斗
壱
升
三
合

　
　

同
四
拾
六
町
弐
段　
　
　
　
　
　
　
　

大
村
之
内

　
　
　

分
米
三
百
五
拾
弐
石
三
斗
九
升
六
合

　
　

同
拾
六
町
五
段
五
畝
七
歩　
　
　
　
　

郡
村
之
内

　
　
　

分
米
百
四
拾
八
石
六
升
七
合

　
　

同
弐
拾
四
町
八
段
弐
畝　
　
　
　
　
　

伊
木
力
村
之
内

　
　
　

分
米
百
六
拾
六
石
三
斗
壱
升
九
合

　
　

同
拾
五
町
弐
段
弐
畝
弐
拾
歩　
　
　
　

西
海
村
之
内

　
　
　

分
米
百
弐
石
三
升

　

右
分
米
合
千
六
百
七
拾
六
石
四
斗
弐
升
五
合
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是
則
知
行
高
也

　

大
村
何
右
衛
門
の
知
行
地
は
、「
地
方
」の
鈴
田
村
・
大
村
・
郡
村
、「
向
地
」の
伊
木
力
村
、「
内
海
」の
西
海
村
か
ら
成
っ
て
お
り
、「
外
海
」

地
区
に
は
な
い
も
の
の
、
藩
領
の
か
な
り
広
範
囲
に
渡
っ
て
存
在
し
て
い
る
。
特
に
鈴
田
村
は
、
何
右
衛
門
の
み
が
一
村
全
て
を
知
行
し

て
お
り
、
他
の
家
臣
と
の
相
給
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
本
藩
の
蔵
入
地
さ
え
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
大
村
何
右
衛
門
は
、
鈴
田
村
を
、

い
わ
ば
独
占
的
に
排
他
的
に
支
配
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
各
家
臣
団
の
知
行
地
を
設
定
し
、分
限
帳
で
あ
る「
慶
長
高
帳
」を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、藩
権
力
が
検
地
に
よ
っ

て
領
内
の
石
高
を
把
握
で
き
た
か
ら
こ
そ
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
大
村
何
右
衛
門
は
喜
前
の
弟
で
あ
る
か
ら
異
な
る
も
の
の
、
中
世
以
来

の
大
村
庶
家
一
門
が
知
行
高
の
上
位
を
独
占
す
る
限
り
、
大
村
藩
が
近
世
大
名
と
し
て
飛
躍
す
る
た
め
に
は
、
大
き
な
障
害
と
な
っ
た
。

�

（
野
口
朋
隆
）

註（
1
）　

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
著
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳『
完
訳
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
9
』大
村
純
忠
・
有
馬
晴
信
編
Ⅰ「
島
原
・
五
島
・
天
草
・
長
崎
布
教

の
苦
難
」〈
中
公
文
庫
〉（
中
央
公
論
新
社　

二
〇
〇
〇
）

（
2
）　

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
著
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳『
完
訳
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
10
』大
村
純
忠
・
有
馬
晴
信
編
Ⅱ「
大
村
・
竜
造
寺
の
戦
い
と
有
馬
晴

信
の
改
宗
」〈
中
公
文
庫
〉（
中
央
公
論
新
社　

二
〇
〇
〇
）

（
3
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編『
大
日
本
古
記
録 「
上
井
覚
兼
日
記
」下
』（
岩
波
書
店　

一
九
九
一
）

（
4
）　
「
鍋
島
家
文
書
」（
佐
賀
県
史
編
纂
委
員
会
編
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
古
文
書
編　

第
三
巻　

佐
賀
県
史
料
集
成
刊
行
会　

佐
賀
県
立
図
書
館　

一
九
五
八
）

（
5
）　

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
著
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳『
完
訳
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
11
』大
村
純
忠
・
有
馬
晴
信
編
Ⅲ「
黒
田
官
兵
衛
の
改
宗
と
少
年
使
節

の
帰
国
」〈
中
公
文
庫
〉（
中
央
公
論
新
社　

二
〇
〇
〇
）

（
6
）　

文
禄
・
慶
長
の
役
、
お
よ
び
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
大
村
家
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
①
北
島
万
次
『
豊
臣
政
権
の
対
外
認
識
と
朝
鮮
侵
略
』〈
歴
史
科
学

叢
書
〉（
校
倉
書
房　

一
九
九
九
）、
②
中
野　

等『
文
禄
・
慶
長
の
役
』〈
戦
争
の
日
本
史
16
〉（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
八
）を
参
考
に
し
た
。
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（
7
）　
「
見
聞
集
」（
藤
野　

保
・
清
水
紘
一
編『
大
村
見
聞
集
』　

高
科
書
店　

一
九
九
四
）以
下
、『
大
村
見
聞
集
』と
略
す
。

（
8
）　

前
掲
註（
7
）

（
9
）　
「
小
早
川
家
文
書
」
五
〇
一
号
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
十
一
「
小
早
川
家
文
書
之
一
〈
小
早
川
家
文
書
、
小
早
川
家

証
文
１
〉」　

東
京
大
学
出
版
会　

一
九
七
一
）

（
10
）　

前
掲
註（
6
）②

（
11
）　

前
掲
註（
7
）

（
12
）　
「
慶
長
十
七
年
壬
子
諸
士
高
帳
」（
長
崎
県
史
編
纂
委
員
会
編『
長
崎
県
史
』史
料
編　

第
二　

長
崎
県　

吉
川
弘
文
館　

一
九
六
四　
「
大
村
藩
」所
収
）

（
13
）　

大
村
藩
の
検
地
に
つ
い
て
は
、
①
大
村
市
史
編
纂
委
員
会
編『
大
村
市
史
』上
巻（
大
村
市
役
所　

一
九
六
二
）、
②
藤
野　

保「
大
村
藩
」（
長
崎
県
史

編
集
委
員
会
編『
長
崎
県
史
』藩
政
編　

長
崎
県　

吉
川
弘
文
館　

一
九
七
三
）が
あ
り
、
本
稿
で
も
参
照
し
た
。

（
14
）　
「
郷
村
記
附
録
」上（
藤
野　

保
編『
大
村
郷
村
記
』第
六
巻　

国
書
刊
行
会　

一
九
八
二
）

（
15
）　

前
掲
註（
13
）①　

四
三
頁

（
16
）　

前
掲
註（
14
）

（
17
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

大
村
家
史
料

　
　
権
力
強
化
と
家
臣
団

■
一
．
御
一
門
払
い

　

大
村
藩
で
は
、
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）、
藩
主
と
同
じ
一
族
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
大
村
姓
を
名
乗
り
、
藩
内
で
も
他
の
家
臣

と
は
異
な
る
、
大
き
な
所
領
を
有
し
て
い
た
庶
家
一
門
に
対
し
て
、
そ
の
所
領
を
没
収
す
る
御
一
門
払
い
（
親
類
払
い
と
も
）
を
敢
行
し

た
（
1
）。
庶
家
一
門
は
、
中
世
の
大
村
氏
が
戦
国
大
名
と
し
て
発
展
し
て
い
く
な
か
で
、
他
氏
を
押
さ
え
当
主
権
力
を
確
立
し
、
か
つ
こ

れ
を
守
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
世
大
名
へ
と
脱
皮
し
て
い
く
際
、
逆
に
庶
家
一
門
の
存
在
が
藩
主
権
力

第
二
節
　
江
戸
幕
府
と
藩
権
力
の
形
成

一
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の
確
立
を
阻
害
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

さ
て
、
没
収
さ
れ
た
人
数
は
、
左
に
記
す
史
料「
見
聞
集
」巻
十
二（
2
）
に
あ
る
と
お
り
一
三
名
で
、
没
収
石
高
は
、
五
二
二
一
石
七
斗

二
升
三
合
と
な
る
。
こ
れ
に
喜
前
の
弟
で
鈴
田
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
大
村
何
右
衛
門
純
宣
と
、
同
じ
く
弟
の
大
村
善
次
郎
純
直
が
藩
主
の

親
族
と
い
う
理
由
か
ら
、
領
地
を
半
減
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
分
が
、
お
よ
そ
一
四
六
三
石
と
な
る
。
合
わ
せ
て
、
約
六
六
八
四
石
が
没
収

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
の
検
地
に
よ
る
大
村
藩
石
高
の
実
に
三
六
㌫
に
当
た
る
ほ
ど
の
石
高
と
な
っ

て
い
る（「
見
聞
集
」巻
十
二
）。

　
　
　
（
前
略
）

高
千
四
百
四
拾
石
六
斗
六
升	

大　

村　

清　

助

高
八
百
六
拾
八
石
三
斗
五
升	

大
村
理
右
衛
門

高
七
百
拾
八
石
六
斗
五
升	
大
村
六
左
衛
門

高
五
百
四
拾
六
石
四
斗
弐
升
四
合	
大
村
伊
左
衛
門

高
四
百
三
拾
壱
石
五
斗
三
升	

大
村
七
郎
左
衛
門

高
弐
百
四
拾
三
石
五
斗
八
升	

大
村
勝
八
郎

高
三
百
三
拾
九
石
七
斗
三
升	

大　

村　

喜　

助

高
百
三
拾
九
石
三
斗
五
升	

大
村
次
郎
八
郎

高
七
拾
九
石
七
斗
三
合	

大
村
半
次
郎

高
五
拾
六
石
八
斗
九
升
六
合	

大
村
久
六
郎

高
八
拾
三
石
五
斗
三
升	

大
村
橘
左
衛
門

高
六
拾
壱
石
四
斗
四
升	

大　

村　

性　

助

高
弐
百
壱
石
八
斗
八
升	

大
村
性
五
左
衛
門

（
朱
筆
）平
戸
ニ
退
、
吉
村
・
永
村
・
浅
村
氏
祖

（
朱
筆
）佐
嘉
ニ
退
、
後
改
山
崎
氏（

吉
）
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以
上
拾
三
人

高
千
六
百
七
拾
六
石
四
斗
弐
升
五
合

	

大
村
何
右
衛
門

　

何
右
衛
門
純
宣
君　

喜
前
公
御
弟
な
り
、
桜
田
屋
敷
ニ
住
居
、
鈴
田
殿
と
称
す
、
無
嗣
子
断
絶

　

�

一
説
御
親
類
払
之
節
、
御
伯
父
之
御
続
ニ
而
半
知
ニ
被
召
成
御
留
有
之
候
処
、
何
右
衛
門
殿
心
底
子
孫
断
絶
之
了
簡
ニ
而
乱
心
せ

ら
る
と
も
云

高
千
弐
百
五
拾
壱
石
四
斗
壱
升
四
合

	

大
村
善
次
郎

　

善
次
郎
純
直
君
、
後
右
馬
之
助
と
改
ら
る

　

喜
前
公
御
弟
な
り
、
御
子
右
馬
助
敏
武
、
寛
永
十
七
年
於
江
戸

　

乱
心
、
自
害
あ
り
て
跡
絶

右
之
両
人
は
所
領
之
半
を
減
せ
ら
る
ゝ
と
云

　
　
　
（
後
略
）

　

御
一
門
払
い
が
敢
行
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
藩
権
力
の
強
化
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
、
特
に
直
轄
地
で
あ
る
蔵
入
地
を
増
や
す
こ

と
が
目
指
さ
れ
た
。
藩
権
力
に
と
っ
て
、
そ
の
基
盤
と
な
る
蔵
入
地
の
存
在
形
態
は
重
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
藤
野　

保
の
研
究
に
よ

れ
ば
、
慶
長
四
年
、
つ
ま
り
関
ヶ
原
の
前
年
に
お
け
る
大
村
氏
の
蔵
入
地
は
、
庶
家
一
門
や
「
西
方
衆
」、
小
佐
々
氏
な
ど
の
「
外
海
衆
」

な
ど
の
在
地
給
人
の
存
在
に
よ
っ
て
、
多
く
が
一
村
を
支
配
で
き
な
い
分
散
知
行
で
あ
り
、
か
つ
微
少
に
し
か
設
定
で
き
な
か
っ
た
。
例

え
ば
、
大
村
氏
の
本
拠
地
で
あ
る
玖
島
城
の
あ
る
「
地
方
」
地
区
は
、
一
一
ヵ
村
あ
っ
た
が
、
一
村
全
て
が
蔵
入
地
と
な
っ
て
い
る
村
は

な
い
。
特
に
、
三
浦
・
鈴
田
・
江
串
・
川
棚
の
四
ヵ
村
に
は
蔵
入
地
す
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
鈴
田
村
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り
、

家
中
第
一
の
石
高
を
有
す
る
大
村
何
右
衛
門
が
単
独
で
一
村
ご
と
知
行
し
て
い
る
村
で
あ
り
、
三
浦
村
は
、
家
中
第
二
位
の
石
高
を
有
し

（
朱
筆
）

（
朱
筆
）
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た
大
村
清
助
が
一
村
を
単
独
で
知
行
し
て
い
た
。
ま
た
「
外
海
」
で
も
、
多
以
良
村
・
嘉
喜
（
崎
戸
）
村
・
江
島
村
写
真
1
―
3
・
平
島
村
は
、

全
て
中
世
以
来
の
領
主
で
あ
っ
た
小
佐
々
吉
之
丞
が
単
独
で
知
行
す
る
村
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
大
村
藩
の
蔵
入
地
は
、「
慶
長
高
帳
」（
3
）
に
よ
れ
ば
、
四
四
五
四
石
余
し
か
な
く
、
し
か
も
七
〇
㌫
は
「
地
方
」
地
区
に
集
中

し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
藩
権
力
の
基
盤
と
な
る
蔵
入
地
が
少
な
い
場
合
、
本
家
に
よ
る
庶
家
一
門
の
統
制
も
ま
た
支
障

を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。

　

実
際
、
先
ほ
ど
の
家
中
第
二
位
の
所
領
を
有
す
る
大
村
清
助
は
、
大
村
彦
右
衛
門
と
と
も
に
、
蔵
入
地
を
そ
れ
ぞ
れ
半
分
宛
支
配
す
る

よ
う
に
藩
主
大
村
喜
前
の
嫡
子
で
あ
っ
た
部
屋
住
み
の
純
頼
か
ら
命
じ
ら
れ
た
が
、
村
々
を
廻
村
し
て
も
、
お
ご
り
ち
ら
し
、
庄
屋
を
は

じ
め
と
す
る
村
人
た
ち
を
困
ら
せ
、
更
に
蔵
入
地
の
年
貢
米
を
不
正
に
処
理
し
て
勘
定
帳
も
提
出
せ
ず
、
藩
の
収
支
を
夥
し
き
も
の
に
す

る
な
ど
、
そ
の
お
ご
り
高
ぶ
り
が
問
題
と
さ
れ
た
。

　

つ
い
に
純
頼
は
清
助
を
牢
人
に
処
し
た
が
、
こ
の
時
、
清
助
が
藩
へ
抵
抗
す
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
大
村
右
門
は
、
自
分
の
家
臣
を
率
い
て
、
玖
島
城
大
手
門
を
固
め
、
清

助
か
ら
の
攻
撃
に
備
え
て
お
り
、
城
下
は
緊
迫
し
た
状
況
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
同
人
か
ら

は
何
の
抵
抗
も
な
く
、
素
直
に
平
戸
へ
立
ち
退
い
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
庶
家
一
門
の
存
在
自
体
が
、
大
村
藩
の
家
臣
団
統
制
は
も
と
よ
り
、
在
地
支

配
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
、
か
つ
秀
吉
の
時
代
か
ら
打
ち
続
く
中
央
政
権
へ
の
役

負
担
、
更
に
長
崎
貿
易
の
利
潤
を
失
う
な
か
で
、
大
村
藩
が
御
一
門
払
い
を
行
い
、
そ
の
権
力

の
強
化
を
指
向
す
る
に
は
十
分
な
理
由
が
あ
っ
た
。

　

藤
野　

保
に
よ
れ
ば
、
御
一
門
払
い
は
、
朝
鮮
の
役
に
お
け
る
勲
功
を
有
す
る
家
臣
に
対
し

て
、
旧
領
安
堵
と
一
部
の
有
力
家
臣
に
対
し
て
は
恩
賞
と
い
う
形
で
付
与
す
る
こ
と
で
彼
ら
の

協
力
の
も
と
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
純
頼
は
、
慶
長
十
年（
一
六
〇
五
）に
伏
見
城
で
父

写真1-3　西海市崎戸町江島（旧江島村）



16

と
と
も
に
、
徳
川
家
康
・
秀
忠
親
子
の
も
と
へ
伺
候
し
、
そ
の
後
家
康
と
と
も
に
江
戸
へ
下
っ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
推
測
で
し
か
な
い
が
、

御
一
門
払
い
は
、
徳
川
氏
の
理
解
・
後
ろ
盾
の
も
と
に
敢
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
大
村
一
門
で
あ
っ
て
も
、
大
村
六
右
衛
門（
一
九
七
石
余
）、
大
村
彦
右
衛
門（
一
七
四
石
余
）を
は
じ
め
、
大
村
角
左
衛
門
、

大
村
孫
左
衛
門
、
大
村
与
左
衛
門
の
計
五
家
は
、
追
放
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
特
に
彦
右
衛
門
は
、
そ
れ
ま
で
に
も
藩
政
に
参
画
し
て
い
た

が
、
以
後
も
一
貫
し
て
藩
主
家
を
支
え
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
大
村
藩
の
御
一
門
払
い
に
お
い
て
、
特
に
注
目
さ
れ
る
点
と
し
て
、
御
一
門
払
い
で
改
易
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
中
世
に
分

家
し
た
一
門
庶
家
で
あ
り
、
藩
主
喜
前
の
弟
で
あ
る
大
村
何
右
衛
門
純
宣
及
び
同
じ
く
弟
善
次
郎（
右
馬
助
）純
直
は
石
高
の
減
少
は
あ
っ

た
も
の
の
、
改
易
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

御
一
門
払
い
後
の
状
況
を
示
す
「
慶
長
十
七
年
壬
子
諸
士
高
帳
」（
4
）
を
見
て
み
る
と
、
家
臣
団
中
第
一
位
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
半
減

さ
れ
た
と
は
い
え
九
七
三
石
余
の
純
直
で
あ
り
、
藩
主
に
最
も
近
い
血
縁
関
係
に
あ
る
一
門
・
分
家
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。
こ
こ
で
指
摘
で
き
る
の
は
、
近
世
に
お
け
る
大
名
本
分
家
関
係
の
特
質
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

近
世
大
名
家
で
は
、
有
力
な
一
門
・
家
臣
を
押
さ
え
、
本
家
（
藩
主
）
の
権
力
を
維
持
・
強
化
し
て
い
く
た
め
に
、
藩
主
に
と
っ
て
最
も

血
縁
関
係
の
近
い
弟
や
庶
子
、
時
に
伯
父
な
ど
に
知
行
を
与
え
分
家
を
創
出
し
て
い
っ
た
（
5
）。
若
し
く
は
、
有
力
一
門
・
家
老
家
へ
、

同
じ
く
藩
主
の
弟
や
庶
子
を
養
子
に
入
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

前
者
の
分
家
創
出
に
お
け
る
知
行
の
分
与
は
、
藩
財
政
と
も
関
連
す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
が
十
七
世
紀
中
に
行
わ
れ
た
が
、

後
者
の
養
子
縁
組
に
つ
い
て
は
、
近
世
を
通
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
権
力
の
維
持
と

い
う
側
面
以
外
、
藩
主
及
び
そ
の
嫡
男
が
万
が
一
死
去
し
て
し
ま
っ
た
際
に
、
血
統
を
同
じ
く
す
る
後
継
者
を
確
保
し
て
お
く
と
い
う
族

制
的
な
意
味
も
あ
っ
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
近
世
大
名
家
に
と
っ
て
、
一
門
は
必
要
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
大
村
藩
の
場
合
も
、
中
世
以
来
の

一
門
庶
家
の
「
御
一
門
払
い
」
を
遂
行
し
つ
つ
も
、
純
直
や
純
宣
と
い
っ
た
藩
主
近
親
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
純
直
は
、
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分
家
大
名
や
分
家
旗
本
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」（
6
）
に
よ
れ
ば
、
家
康
へ
も
し
ば
し
ば
御
目
見
を
行
っ
て
お
り
、

幕
府
も
そ
の
存
在
を
認
め
て
い
る
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
幕
府
と
つ
な
が
り
を
持
つ
一
門
分
家
を
藩
内
に
温
存
し
な
が
ら
、「
御
一

門
払
い
」が
遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

■
二
．
家
臣
団
編
成
の
変
容

　

御
一
門
払
い
が
行
わ
れ
た
結
果
、
大
村
藩
の
家
臣
団
編
成
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
御
一
門
払
い
の
結
果
と
し
て
、

家
臣
団
の
氏
名
と
知
行
村
及
び
知
行
高
を
記
し
た
分
限
帳
で
あ
る
「
慶
長
十
七
年
壬
子
諸
士
高
帳
」（
7
）
が
あ
る
。
こ
れ
を
表
に
し
た
の
が

表
1
―
2
で
あ
る
。

　

同
表
に
よ
れ
ば
、
家
臣
団
中
、
最
高
の
石
高
を
有
す
る
の
は
大
村
善
次
郎
（
後
に
右
馬
佐
、
右
馬
之
助
と
も
）
で
、
九
七
三
石
六
斗
一

升
九
合
六
勺
で
あ
る
。
以
下
、
松
浦
右
近
の
六
六
一
石
八
斗
九
升
六
勺
、
大
村
彦
右
衛
門
・
大
村
拾
右
衛
門
・
福
田

流
が
そ
れ
ぞ
れ
四

〇
〇
石
と
続
い
て
い
る
。
五
年
前
の
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
の
時
の
状
況
と
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
一
〇
〇
〇
石
以
上
の
家
臣

は
い
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
村
姓
を
名
乗
る
家
臣
も
、
ほ
ぼ
上
位
層
に
は
い
な
く
な
っ
て
お
り
、
庶
家
一
門
の
力
は
完
全
に
そ
が

れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
中
世
以
来
の
血
縁
関
係
に
基
づ
く
家
臣
団
編
成
が
解
体
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ

う
。
な
お
、
善
次
郎
家
は
、
寛
永
十
七
年（
一
六
四
〇
）、
子
の
右
馬
助
敏
武
が
乱
心
し
て
自
害
し
た
こ
と
に
よ
り
断
絶
と
な
っ
て
い
る
。

■
三
．
慶
長
十
七
年
の
検
地

　

慶
長
十
二
年（
一
六
〇
七
）の
御
一
門
払
い
は
、
大
村
藩
の
家
臣
団
編
成
の
み
な
ら
ず
、
村
方

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
村
に
と
っ
て
領
主
が
替
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
年
貢
の
負
担
量

が
変
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

　

大
村
藩
で
は
、
領
内
の
石
高
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
庶
家
一
門
の
知
行
地
を
召
し
上

げ
た
こ
と
に
よ
り
、
二
回
目
の
検
地
を
実
施
し
て
、
領
内
の
石
高
を
把
握
し
た
。
特
に
、
特
徴

的
な
こ
と
と
し
て
、
以
下
、
四
点
を
あ
げ
て
お
く
。

表1-2　石高分布図
石　　高 人　数
500石以上 2
400石以上 3
300石以上 1
200石以上 15
100石以上 23
  50石以上 14
  10石以上 90

【註】　�「慶長十七年壬子諸士高
帳」（長崎県史編纂委員会
編『長崎県史』史料編　第
二　「大村藩」所収）から
作成。
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ま
ず
一
点
目
と
し
て
、
全
村
に
わ
た
っ
て
村
高
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
、
一
門
庶
家
が
単
独
で
知
行
し
て
い
た
村
、
例

え
ば
、
大
村
何
右
衛
門
の
場
合
、
鈴
田
村
は
村
高
九
〇
七
石
余
で
あ
っ
た
も
の
の
、
今
回
の
検
地
に
よ
っ
て
、
一
〇
六
〇
石
余
へ
と
高
上

げ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
村
高
の
変
化
は
、ほ
ぼ
全
て
の
村
で
も
同
様
で
あ
り
、慶
長
十
七
年
か
ら
五
年
後
、元
和
三
年（
一
六
一
七
）

の
知
行
高
が
記
載
さ
れ
た
「
大
村
家
記
」
巻
二
を
見
て
み
る
と
、
地
方
、
向
地
、
内
海
、
外
海
各
領
で
合
計
四
八
ヵ
村
の
石
高
が
記
さ
れ

て
お
り
、
合
計
二
万
七
九
七
三
石
八
斗
七
升
七
合
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
今
回
の
検
地
で
は
、
前
回
の
慶
長
四
年
の
検
地
の
結
果
、

打
ち
出
さ
れ
た
石
高
二
万
一
四
二
七
石
四
斗
よ
り
も
、
六
五
〇
〇
石
あ
ま
り
を
多
く
打
ち
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
増
加
の
理
由
に

つ
い
て
は
、
特
に
前
回
の
慶
長
四
年
か
ら
一
三
年
余
り
し
か
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
し
て
も
、
生
産
量
が
大
幅
に
増
え
た
と
い
う
よ

り
も
、
縄
外
れ
地
や
隠
田
が
摘
発
さ
れ
た
結
果
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う（
8
）。

　

第
二
の
点
と
し
て
、
今
回
の
慶
長
十
七
年
の
検
地
で
確
定
し
た
石
高
は
、
幕
末
ま
で
大
村
藩
の
石
高
及
び
村
高
と
し
て
継
承
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
大
村
藩
の
公
称
石
高
で
あ
る
、
二
万
七
九
〇
〇
石
余
と
い
う
数
字
は
、
今
回
の
検
地
で
打
ち
出
さ
れ
た
数
字
で
あ
り
、「
寛

政
重
修
諸
家
譜
」
に
よ
る
と
、
元
和
三
年
九
月
五
日
に
藩
主
大
村
純
頼
が
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
か
ら
、「
領
地
の
御
朱
印
を
た
ま
ふ
」
と
あ

る（
9
）。
こ
の
「
御
朱
印
」
と
は
、
領
知
朱
印
状
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
将
軍
が
大
名
の
領
地
に
対
す
る
領
有
権
を
安
堵
す
る
た
め
に
発
給

さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。

　

現
在
、
こ
の
時
に
拝
領
し
た
領
知
朱
印
状
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
慶
長
十
七
年
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
石
高
二
万
七
九
〇
〇
石

余
が
記
さ
れ
て
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
た
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
四
月
五
日
付

の
大
村
純
長
宛
の
領
知
朱
印
状
を
あ
げ
る（
10
）。

　

肥
前
国
彼
杵
郡
之
内
四
拾
八
箇
村
都
合
弐
万
七
千
九
百
石
余
目
録
在
別
紙
事
、
如
前
々
充
行
之
訖
、
全
可
領
知
者
也
、
仍
如
件

　
　
　

寛
文
四
年
四
月
五
日
御
朱
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筆
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
部
伝
右
衛
門
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大
村
因
幡
守
と
の
へ

　
　
　
　

目
録

　
　
　

肥
前
国

　

彼
杵
郡
之
内　

四
拾
八
ヶ
村　

但
嶋
共

�

大
村　

萱
瀬
村　

郡
村　

江
串
村　

千
綿
村　

彼
杵
村　

川
棚
村　

波
佐
見
村　

宮
村　

鈴
田
村　

三
浦
村　

壱
岐
力
村　

佐
瀬

村　

長
与
村　

時
津
村　

滑
石
村　

幸
田
村　

戸
町
村　

福
田
村　

式
見
村　

三
重
村　

神
浦
村　

雪
浦
村　

松
嶋
村　

瀬
戸
村　

多
井
良
村　

中
浦
村　

加
喜
浦　

江
嶋　

平
嶋　

大
多
和
村　

面
高
村　

大
嶋　

天
窪
村　

横
瀬
浦
村　

河
内
浦
村　

八
木
原
村　

大
串
村　

形
上
村　

長
浦
村　

西
海
村　

日
并
村　

浦
上
古
場
村　

浦
上
北
村　

浦
上
家
野
村　

浦
上
西
村　

陌
苅
平
村　

黒
崎

村

　
　
　

都
合
弐
万
七
千
九
百
七
拾
三
石
八
斗
七
升
七
合

　
　

右
今
度
被
差
上
郡
村
之
帳
面
相
改
、
達　

上
聞
所
被
成
下　

御
朱
印
也
、
此
儀
両
人
奉
行
依
被　

仰
付
執
達
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
井　

伊
賀
守
尚
庸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

寛
文
四
年
四
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
笠
原
山
城
守
長
頼

　
　
　
　
　
　
　

大
村
因
幡
守
殿　

　

第
三
の
点
は
、
第
二
の
点
と
も
関
連
す
る
の
だ
が
、
右
に
あ
げ
た
領
知
朱
印
状
の
目
録
に
記
さ
れ
た
四
八
ヵ
村
は
、
慶
長
十
七
年
（
一

六
一
二
）の
検
地
に
よ
っ
て
、こ
の
時
期
に
確
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。そ
も
そ
も
大
村
藩
領
の
村
数
は
、「
慶
長
十
年
御
領
内
高
目
録
之
事
」

（
11
）に
は
、
四
九
ヵ
村
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
な
か
に
は
、「
浦
上
ノ
内
北
村
」、「
浦
上
ノ
内
家
野
村
」、「
浦
上
ノ
内
西
村
」、「
浦

上
ノ
内
平
村
」、「
浦
上
ノ
内
黒
崎
村
」、「
浦
上
ノ
内
雪
ノ
浦（
村
）」と
い
う
よ
う
に
、
浦
上
と
い
う
広
域
行
政
区
域
の
な
か
に
記
載
さ
れ
て

い
る
村
名
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
村
の
な
か
に
は
更
に
陌
苅
村
も
含
ま
れ
て
い
る
。
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浦
上
地
域
で
こ
の
よ
う
な
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
背
景
と
し
て
、
同
年
に
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
長
崎
新
町
（
外
町
）
が
没
収
さ
れ
た
こ

と
が
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
、
幕
府
は
、
大
村
藩
領
の
一
部
を
没
収
し
た
か
わ
り
と
し
て
、
大
村
藩
が
秀
吉
か
ら
没

収
さ
れ
て
い
た
浦
上
・
家
野
・
外
目（
陌
苅
・
黒
崎
両
村
及
び
雪
浦
村
の
一
部
を
合
わ
せ
た
も
の
）を
返
還
し
て
い
る（
12
）。
し
た
が
っ
て
、「
慶

長
十
年
御
領
内
高
目
録
之
事
」
は
、
返
還
後
の
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
行
政
区
分
と
し
て
は
他
の
地
域
と
同
様
の
扱
い
が

で
き
て
い
な
い
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
曖
昧
な
部
分
を
残
し
て
い
る
大
村
藩
領
に
つ
い
て
、
一
律
に
確
定
し
て

い
く
作
業
が
必
要
で
あ
っ
た
。
実
際
、
慶
長
十
七
年
の
検
地
以
降
、
大
村
藩
領
は
四
八
ヵ
村
と
し
て
確
定
す
る
の
で
あ
り
、
行
政
区
分
を

確
定
す
る
う
え
で
も
、
当
年
の
検
地
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
。

　

第
四
の
特
徴
と
し
て
、
慶
長
十
七
年
の
検
地
に
よ
っ
て
、
田
地
の
み
な
ら
ず
、
畠
地
に
対
す
る
把
握
も
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
の
成
果
と
し
て
、「
慶
長
年
中
畠
方
納
目
録
之
事
」（
13
）
が
あ
る
。
同
目
録
は
、
慶
長
十
七
年
二
月
十
四
日
付
で
、
前
年
の
十
六
年
分

の
畠
地
か
ら
の
大
豆
一
三
三
俵
五
升
三
合
四
勺
四
才
、
た
ば
こ
一
一
四
二
斤
百
五
匁
、
木
綿
一
一
三
斤
三
〇
目
、
麻あ

さ

苧お

七
八
七
く
れ
、
小

豆
一
俵
二
斗
五
升
四
合
、
ご
ま
一
升
九
合
、
更
に
「
は
し
も
と
屋
敷
代
」
と
し
て
の
銀
子
一
七
匁
分
、
そ
れ
ぞ
れ
算
出
し
た
分
を
書
き
上

げ
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
慶
長
十
七
年
の
検
地
は
、
同
十
二
年
の
御
一
門
払
い
か
ら
連
続
し
て
お
り
、
家
臣
団
統
制
、
藩
財
政
の
確
立
、
藩
及
び
村
の
石

高
・
行
政
区
分
の
確
定
な
ど
、
以
後
の
大
村
藩
に
と
っ
て
、
極
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
る
事
業
で
あ
っ
た
。

■
四
．
在
地
鉄
砲
足
軽
の
編
成

　

戦
国
期
か
ら
普
及
し
た
集
団
戦
法
及
び
鉄
砲
や
、
天
守
閣
や
虎
口
に
代
表
さ
れ
る
近
世
城
郭
の
出
現
は
、
大
名
家
の
軍
団
編
成
そ
の
も

の
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

大
村
藩
で
は
、
多
く
の
武
士
は
大
村
氏
の
城
下
町
で
あ
る「
大
村
」へ
集
住
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、『
大
村
見
聞
集
』に
よ
れ

ば
、
検
地
の
実
施
と
同
年
の
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）、
藩
主
喜
前
は
、
家
臣
大
村
彦
右
衛
門
純
勝
に
命
じ
て
、
鉄
砲
組
を
編
成
し
て

い
る
。
こ
の
時
、
大
村
藩
で
は
、
譜
代
小
身
の
侍
の
末
子
を
五
〇
人
選
び
、
諫
早
口
の
押
さ
え
の
た
め
鈴
田
村
に
在
郷
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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当
該
期
は
、
徳
川
家
と
豊
臣
家
の
関
係
が
、
既
に
悪
化
し
て
お
り
、
大
村
家
の
中
で
も
、
再
び
合
戦
が
行
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

推
測
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
若
し
く
は
、
再
び
領
主
同
士
が
争
う
戦
国
時
代
が
到
来
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

大
村
家
で
は
、
翌
十
八
年
、
更
に
五
〇
人
を
選
び
、
藤
津
口
へ
の
押
さ
え
と
し
て
、
江
串
村
に
在
郷
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
後
年
に

至
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
居
住
し
て
い
る
足
軽
を
、
鈴
田
組
・
江
串
組
と
称
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

鈴
田
組
の
諫
早
口
、
江
串
組
の
藤
津
口
は
、
と
も
に
佐
賀
藩
領
と
接
し
て
い
る
。
諫
早
口
は
佐
賀
藩
の
大
身
家
臣
諫
早
家
（
二
万
六
〇

〇
〇
石
余
）
と
、
藤
津
口
は
同
じ
く
佐
賀
藩
の
分
家
大
名
（
支
藩
）
で
あ
っ
た
鹿
島
藩
主
鍋
島
家
（
二
万
石
）
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
大

村
藩
で
は
、
他
に
領
地
を
接
し
て
い
る
平
戸
藩
領
や
五
島
（
福
江
）
藩
領
方
面
に
は
、
足
軽
組
を
在
郷
さ
せ
て
い
な
い
。
諫
早
口
や
藤
津

口
は
、
大
村
家
が
上
方
や
江
戸
へ
上
る
場
合
の
通
路
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
諫
早
・
藤
津
両
口
に
足
軽
を
在
郷
さ
せ
た
こ
と
は
、
上
方
・

江
戸
へ
の
押
さ
え
と
い
う
よ
り
も
、
や
は
り
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
『
日
本
史
』
の
な
か
で
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
国
期
以
来
、
険

悪
な
仲
で
あ
っ
た
佐
賀
藩
へ
の
押
さ
え
と
し
て
の
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

後
年
と
な
る
が
、
両
口
の
足
軽
は
、
明
和
五
年（
一
七
六
八
）に
出
さ
れ
た
法
令（
14
）に
よ
る
と
、

一�

鈴
田
・
江
串
御
鉄
砲
之
者
、
以
前
ゟ
訳
有
之
被
差
置
候
付
而
、
脇
村
江
村
直
り
之
儀
者
不
相
成
候

と
い
う
箇
条
が
あ
る
。
右
の
法
令
で
は
、
足
軽
達
が
以
前
か
ら
他
村
へ
の
居
住
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
こ
れ
か
ら
禁
止

す
る
の
か
不
分
明
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
後
の
条
文
で
は
、「
尤
是
迄
脇
村
江
居
候
者
は
只
今
迄
之
通
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

禁
止
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
村
へ
の
移
住
者
が
出
て
い
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
法
令
が
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
鈴
田
・
江
串
両
組
の
足
軽
は
在
郷
し
て
い
る
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

た
だ
し
、
鈴
田
組
の
半
数
に
つ
い
て
は
、
元
和
年
間
（
一
六
一
五
～
二
四
）
に
久
原
村
に
再
び
移
住
さ
せ
て
、
城
下
の
守
衛
と
し
た
。

こ
れ
が
城
下
武
家
屋
敷
に
お
け
る
百
人
衆
小
路
写
真
1
―
4
と
し
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

先
述
し
た
と
お
り
、
大
村
藩
で
は
足
軽
を
拡
充
す
る
た
め
に
、
譜
代
家
臣
の
二
男
や
三
男
と
い
っ
た
末
子
を
取
り
立
て
て
い
る
。
江
戸

時
代
で
は
、
譜
代
大
名
を
は
じ
め
と
す
る
諸
大
名
家
の
多
く
が
、
渡
り
奉
公
人
を
雇
う
事
例
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
大
村
家
や
、
隣
国
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の
佐
賀
藩
主
鍋
島
家
を
は
じ
め
と
し
て
、
中
世
以
来
同
じ
所
領
に
居
続
け
、
家
臣
団
も
ま
た
、

先
祖
代
々
同
じ
主
家
に
仕
え
る
こ
と
の
多
か
っ
た
旧
族
居
付
大
名
家
の
場
合
、
家
臣
団
の
末
子

を
取
り
立
て
る
こ
と
で
、
足
軽
の
拡
充
を
図
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
れ
は
、
家
臣
団
の
庶
子
対

策
と
い
う
側
面
が
大
き
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
取
り
立
て
を
含
め
て
、「
譜
代
」
家
臣

が
多
数
を
占
め
る
こ
と
で
、
旧
族
居
付
大
名
家
で
は
、
家
臣
団
の
な
か
で「
譜
代
」意
識
が
熟
成

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

■
五
．
足
軽
の
石
高

　
「
見
聞
集
」
巻
五
に
は
、
足
軽
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
次
に
足
軽
の
石
高
と
そ
の
編
成
に

つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
を
表
に
し
た
の
が
、
表
1
―
3
で
あ
る
。

　

ま
ず
足
軽
を
統
率
す
る
組
頭
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
全
体
的
に
二
〇
〇
石
台
が
多
く
、
全

一
一
人
中
七
人
が
二
〇
〇
石
台
で
あ
る
。
石
高
の
最
高
は
、
江
串
鉄
砲
足
軽
を
二
二
人
率
い
る

朝
長
左
門
で
三
〇
〇
石
、
最
低
は
江
串
鉄
砲
足
軽
二
〇
人
を
率
い
る
南
条
新

右
衛
門
の
七
〇
石
と
な
っ
て
い
る
。

　

足
軽
の
石
高
は
、「
見
聞
集
」巻
二
十
七
に
よ
れ
ば
、足
軽
は
、寛
永
年
間（
一

六
二
四
～
四
四
）
に
一
律
で
八
石
を
給
付
さ
れ
て
い
た
が
、
普
請
の
免
除
と

引
き
替
え
に
六
石
に
減
少
し
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
表
1
―
3
に
よ
れ
ば
、
平

均
で
は
三
石
以
上
四
石
未
満
が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

個
人
別
の
最
高
石
高
は
、
堀
内
隼
人
組
の
「
三
浦　

中
間
」
宗
儀
右
馬
允
・

田
添
助
太
夫
・
一
瀬
新
兵
衛
の
六
石
で
、
最
低
は
三
根
伊
右
衛
門
組
の
橋
口

十
次
郎
で
一
石
二
斗
と
な
っ
て
い
る
。

表1-3　足軽の石高平均値
組　　　名 石　　高

小佐々彌三郎組 3.97石
朝長次郎兵衛組 3.70石
式見六之充組 3.03石
南條新右衛門組 3.70石
峯伊右衛門組 2.98石
富永四郎左衛門組 3.02石
神浦與太衛門組 3.12石
岩永久右衛門組 2.99石
朝長左門組 3.90石
朝長次郎兵衛組 3.83石
堀内隼人組 3.39石
嶺伊右衛門組 3.12石
一瀬七衛門組 2.55石
波佐見村五十人衆 1.84石

【註】　「慶長十七年壬子諸士高帳」（長崎
県史編纂委員会編『長崎県史』史
料編　第二　「大村藩」所収）から
作成。

写真1-4　百人衆小路武家屋敷跡
� （大村市教育委員会提供）
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■
六
．
足
軽
の
職
務

　

足
軽
組
の
職
務
は
、
先
述
の
と
お
り
、
合
戦
の
際
に
は
鉄
砲
組
と
し
て
出
陣
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
平
時
に
は
、
次
の
よ
う
な
職
務

が
規
定
さ
れ
て
い
た（「
見
聞
集
」巻
二
十
七
）。

　
　
　
　
　

鉄
砲
之
者
勤
方
覚

　
　

一
急
変
之
節
立
之
板
御
契
約
其
外
鉄
砲
之
儀
者
、
不
及
申
候
事

　
　

一
御
城
御
要
害
ニ
而
者
格
外
之
儀
も
相
勤
可
申
事

　
　

一
関
御
供
相
勤
可
申
事

　
　

一
長
崎
御
供
之
事

　
　

一
行
列
之
事

　
　

一
辻
番
之
事

　
　

一
御
門
堅
之
事

　
　

一
夜
廻
之
事

　
　

一
御
通
番
之
事

　
　

一
御
用
御
銀
荷
物
見
番
之
事

　
　

一
御
法
事
番
之
事

　
　

一
盆
踊
番
之
事

　
　

一
御
城
石
垣
御
普
請
、
但
手
木
羽
す
り
之
事

　
　

一
も
が
り
垣
之
事

　
　

一
竹
ゑ
ん
〳
〵
、
し
ゆ
ろ
に
て
の
事

　
　

一
ゑ
つ
り
之
事



24

　
　

一
村
方
石
垣
、
但
手
木
羽
す
り
之
事

　
　

一
端
午
御
幟
番
之
事

　
　

一
御
庭
御
坪
之
内
御
普
請
之
儀
、
格
外
之
儀
相
勤
可
申
事

　
　

一
御
上
使
之
節
火
消
之
事

　
　

一
宝
円
寺
御
祭
礼
警
固
之
事

　
　

一
御
船
作
事
番
之
事

　
　

一
御
作
事
石
つ
き
矢
倉
之
上
之
事

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
合
戦
時
は
鉄
砲
隊
と
し
て
出
陣
す
る
以
外
、
籠
城
戦
に
も
出
陣
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
平
時
に
は
、

主
に
藩
主
が
長
崎
や
江
戸
へ
参
勤
交
代
で
赴
く
際
の
行
列
に
お
供
を
す
る
こ
と
や
、
門
番
を
は
じ
め
、
法
事
・
夜
廻
り
・
盆
踊
り
の
警
備

を
行
う
な
ど
、
様
々
な
職
務
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
。

　

十
七
世
紀
後
半
と
思
わ
れ
る
「
純
長
公
御
代
御
規
式
之
事
」（
15
）
に
よ
る
と
、
足
軽
は
、
鈴
田
組
・
江
串
組
と
は
別
に
、
一
番
先
手
足
軽

が
六
組
、
二
番
脇
二
備
足
軽
が
四
組
、
三
番
持
筒
・
側
筒
が
四
組
、
四
番
殿
備
足
軽
、
五
番
が
大
筒
組
足
軽
と
、
一
番
か
ら
五
番
ま
で
、

計
一
六
組
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
右
の
史
料
は
、
大
村
藩
の
一
年
間
の
儀
礼
に
つ
い
て
書
か
れ
た
史
料
だ
が
、
正
月
元
旦
の
儀
式

に
お
い
て
、
家
老
以
下
、
用
人
、
旗
奉
行
、
持
鑓
奉
行
、
近
習
、
番
頭
、
歩
行
頭
、
小
姓
頭
、
馬
廻
、
医
師
、
小
姓
、
歩
行
組
頭
、
中
小

姓
、
茶
道
、
料
理
人
、
坊
主
ま
で
が
玖
島
城
へ
出
仕
し
て
藩
主
と
対
面
儀
礼
を
果
た
す
の
に
対
し
て
、
足
軽
は
正
月
二
日
に
玖
島
城
へ
出

仕
し
て
組
毎
に
対
面
儀
礼
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
だ
け
足
軽
の
格
式
が
家
老
以
下
の
武
士
に
比
べ
て
低
い
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。

　

四
代
藩
主
大
村
純
長
は
、
軍
制
改
革
を
行
っ
た
が
、
足
軽
層
に
つ
い
て
も
、
そ
の
人
物
の
器
量
に
よ
っ
て
各
組
に
一
人
ず
つ
小
頭
を
任

命
し
、
組
の
差
配
を
担
わ
せ
た
。
組
内
で
問
題
が
発
生
し
た
際
に
対
処
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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■
七
．
軍
役
規
定

　

寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
四
月
三
日
、
大
村
藩
で
は
、
江
戸
幕
府
が
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に
公
布
し
た
軍
役
規
定
を
改
訂
し
た
の
に

伴
い
、
自
藩
の
軍
役
に
つ
い
て
も
定
め
て
い
る
。

　
「
見
聞
集
」
巻
五
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
、
大
村
内
匠
助
・
同
彦
右
衛
門
連
名
で
藩
主
の
仰
せ
と
し
て
定
め
ら
れ
た
規
定
と
し
て
、
一
〇

〇
石
か
ら
一
五
〇
石
ま
で
の
侍
は
、
馬
一
匹
と
鑓
一
本
、
二
〇
〇
石
取
り
は
、
馬
一
匹
、
鑓
一
本
、
鉄
砲
一
梃
、
三
〇
〇
石
取
り
は
、
馬

一
匹
、
鑓
一
本
、
弓
一
張
、
鉄
砲
一
梃
、
六
〇
〇
石
取
り
は
馬
二
匹
、
鑓
三
本
、
弓
二
張
、
鉄
砲
三
梃
を
、
そ
れ
ぞ
れ
持
参
す
る
よ
う
に

定
め
て
い
る
。

　

更
に
馬
乗
の
武
士
に
対
し
て
は
、
馬
を
用
意
す
る
た
め
と
し
て
、
一
〇
〇
石
取
り
は
田
銭
一
〇
〇
目
、
一
五
〇
石
取
り
は
田
銭
二
〇
〇

目
、
二
〇
〇
石
以
上
は
田
銭
二
五
〇
目
を
そ
れ
ぞ
れ
免
除
す
る
よ
う
に
規
定
し
た
。

　

こ
の
軍
役
規
定
は
、
以
後
、
改
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
幕
末
に
至
る
ま
で
大
村
藩
の
軍
役
規
定
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
軍
役
令
で
は
な
い
が
、
寛
文
四
年（
一
六
六
四
）十
二
月
十
八
日
、
家
老
中
か
ら
出
し
た「
定
」（
16
）と
し
て
、
他
領
へ
鉄
砲
を
は

じ
め
と
し
た
武
具
類
の
売
り
払
い
を
禁
じ
て
い
る
。
反
対
に
他
領
か
ら
武
具
類
を
購
入
す
る
こ
と
は「
心
次
第
」と
し
て
認
め
て
い
る
。

　
　
幕
府
と
大
村
藩

■
一
．
証
人

　

戦
国
時
代
は
、
大
名
や
家
老
の
子
弟
が
他
国
の
人
質
と
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
続
く
近
世
に
お
い
て
も
大
名
家
、
と
り
わ
け
一
国
、

若
し
く
は
同
規
模
を
有
す
る
国
持
大
名
家
を
は
じ
め
と
す
る
外
様
大
名
家
は
、
幕
府
に
対
し
て
、
大
名
の
妻
や
子
弟
及
び
家
老
の
子
弟
を

人
質
＝
証
人
と
し
て
江
戸
に
詰
め
さ
せ
る
こ
と
で
、
徳
川
家
に
対
す
る
服
属
の
証
と
し
た
。
そ
し
て
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
停
止

さ
れ
る
ま
で
、
外
様
大
名
家
の
証
人
提
出
は
続
い
た
。

　

証
人
の
提
出
は
大
村
家
も
例
外
で
は
な
い
。
ま
ず
純
忠
の
庶
子
で
、
美
し
い
髭
で
有
名
で
あ
っ
た
純
直
は
、
兄
喜
前
に
随
っ
て
秀
吉
の

二
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朝
鮮
出
兵
に
出
陣
し
た
が
、
後
に
は
家
康
に
拝
謁
し
て
お
り
、
そ
の
弟
で
あ
る
純
栄
も
、
家
康
に
仕
え
た
と
い
う
（
17
）。
こ
う
し
た
大
村

藩
主
家
の
庶
子
が
家
康
に
御
目
見
を
す
る
の
も
、
大
村
家
の
嫡
子
の
万
一
に
備
え
た
後
継
者
の
お
披
露
目
と
と
も
に
、
近
世
初
頭
で
は
服

属
の
証
と
し
て
の
意
味
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
大
名
庶
子
は
、
次
に
述
べ
る
家
老
の
子
弟
と
異
な
り
、
幕
府
か
ら
強
制
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
大
村
家
の
自
発
性
に
委
さ
れ
て
い
た
。

　

一
方
、
家
老
や
そ
の
子
た
ち
の
在
江
戸
に
つ
い
て
は
、
後
に
述
べ
る
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
か
ら
六
年
に
か
け
て
起
き
た
藩
主
純
頼

の
急
死
及
び
純
信
写
真
1
―
13
の
相
続
に
当
た
っ
て
、
家
老
大
村
彦
右
衛
門
純
勝
が
、
証
人
と
し
て
江
戸
に
詰
め
る
よ
う
に
幕
府
か
ら
命
じ

ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
当
時
、
大
村
藩
で
は
、
藩
主
の
名
代
と
し
て
の
立
場
に
も
あ
っ
た
彦
右
衛
門
が
江
戸
に
詰
め
て
い
た
ほ
か
、
大
村
内
匠
助
、
同
式

部
、
浅
田
左
門
と
い
っ
た
家
老
も
代
わ
る
代
わ
る
江
戸
に
詰
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
大
村
彦
右
衛
門
は
、
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
に

老
齢
に
よ
り
隠
居
を
願
い
出
た
た
め
、
大
村
藩
で
は
彦
右
衛
門
の
子
弥
五
左
衛
門
を
証
人
に
す
る
こ
と
と
、
内
匠
助
・
弥
五
左
衛
門
、
更

に
式
部
が
死
去
し
た
た
め
、
そ
の
子
右
馬
助
が
交
代
で
江
戸
へ
詰
め
る
こ
と
を
幕
府
へ
願
い
出
て
い
る
。

■
二
．
幕
府
か
ら
命
じ
ら
れ
る
様
々
な
公
儀
役

　

江
戸
時
代
を
通
し
て
大
村
藩
は
、
幕
府
か
ら
様
々
な
役
（
公
儀
役
）
が
課
さ
れ
て
い
る
。
公
儀
役
は
、
主
君
が
家
臣
に
対
し
て
俸
禄
を

与
え
る
「
御
恩
」
の
代
わ
り
に
家
臣
が
主
君
に
対
し
て
果
た
す
べ
き
「
奉
公
」
で
あ
り
、
封
建
社
会
に
お
い
て
主
君
と
家
臣
の
主
従
関
係
を

成
り
立
た
せ
る
極
め
て
重
要
な
事
柄
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
家
臣
で
あ
る
大
名
が
務
め
る
べ
き
公
儀
役
と
し
て
、
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の

が
、
合
戦
時
に
主
君
の
命
に
応
じ
て
出
陣
す
る
軍
役
で
あ
ろ
う
。
大
村
藩
が
江
戸
時
代
を
通
し
て
担
っ
た
長
崎
警
備
も
軍
役
に
相
当
す
る

が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
の
箇
所
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
に
譲
り
、
本
節
で
は
、
こ
れ
以
外
の
軍
役
に
つ
い
て

述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
大
村
家
で
は
、
先
述
の
と
お
り
、
豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
は
家
臣
団
を
率
い
て
朝
鮮
半
島
へ
渡
っ
た
が
、
こ
れ
も
当

然
軍
役
と
な
る
。

　

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
大
坂
夏
の
陣
に
お
い
て
は
、
大
坂
へ
出
陣
す
べ
き
か
ど
う
か
、
本
多
正
純
へ
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
家
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康
の
「
御
意
」
と
し
て
、「
御
手
前
之
儀
、
船
手
之
御
役
可
被
仰
付
之
旨
御
意
候
」（
18
）
と
伝
え
ら
れ
、「
船
手
」
の
役
を
命
じ
ら
れ
、
徳
川
家

か
ら
の
命
令
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
大
坂
へ
船
を
出
す
準
備
を
し
て
い
た
。
こ
れ
は
藩
領
が
広
く
海
に
面
し
て
い
た
大
村
藩
に
と
っ
て
適

任
の
役
と
い
え
る
。
次
に
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
の
冬
か
ら
始
ま
っ
た
島
原
・
天
草
一
揆
に
お
け
る
大
村
藩
の
出
動
状
況
を
見
て

み
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
．
島
原
・
天
草
一
揆
と
大
村
藩

　

同
一
揆
は
、
島
原
半
島
及
び
天
草
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
一
斉
に
武
力
蜂
起
し
、
当
時
、
廃
城
と
な
っ
て
い
た
島
原
半
島
の
原
城
に
立

て
籠
も
り
、
幕
府
・
大
名
各
軍
と
対
峙
し
た
も
の
の
、
翌
十
五
年
（
一
六
三
八
）
二
月
二
十
八
日
の
総
攻
撃
に
よ
っ
て
、
総
大
将
天
草

四
郎
時
貞
以
下
、
二
万
人
以
上
の
死
者
を
出
し
た
一
大
事
件
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
島
原
・
天
草
一
揆
に
お
け
る
大
村
藩
は
、
幕
府
の
命
令
に
よ
り
有
馬
・
原
城
攻
め
に
は
参
加
し
て
お
ら
ず
、
一
揆
勢
が
長
崎
を

襲
撃
す
る
と
の
噂
が
あ
っ
た
た
め
、
長
崎
奉
行
榊
原
飛
騨
守
、
馬
場
三
郎
左
衛
門
の
指
揮
下
の
も
と
、
長
崎
の
警
備
を
行
っ
て
い
た
。

警
備
は
、
長
崎
浦
口
に
一
艘
ご
と
に
付
き
、
物も

の

頭が
し
ら

一
人
・
士

さ
む
ら
い

二
人
・
足
軽
一
四
人
他
、
総
勢
二
五
〇
人
か
ら
な
る
番
船
五
艘
を
出
し
て
、

キ
リ
シ
タ
ン
の
襲
撃
に
備
え
た
。
ま
た
、
例
え
ば
、
十
二
月
八
日
の
原
城
に
お
け
る
戦
い
で
長
崎
奉
行
か
ら
の
指
示
と
し
て
、
幕
府
軍

が
有
家
や
口
之
津
ま
で
攻
め
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
揆
勢
が
海
へ
船
で
逃
れ
て
い
る
た
め
、
警
備
を
厳
重
に
す
る
よ
う
に
命
令
が

あ
っ
た
。

　

な
お
、
当
時
の
藩
主
は
江
戸
に
い
た
純
信
で
あ
る
が
、
幼
少
で
あ
る
こ
と
と
病
で
も
あ
っ
た
た
め
、
一
揆
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
名

代
と
し
て
大
村
彦
右
衛
門
純
勝
が
江
戸
か
ら
長
崎
へ
行
き
、
大
村
藩
兵
の
指
揮
を
取
っ
て
い
た
。
そ
し
て
病
が
快
方
に
向
か
っ
た
と
し

て
、
十
二
月
二
十
七
日
に
、
純
信
自
身
、
長
崎
へ
着
陣
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
長
崎
奉
行
の
両
人
も
、
戦
場
で
あ
る
原
城
へ
出
陣
し

て
い
た
た
め
、
大
村
家
で
は
、
藩
士
大
村
太
左
衛
門
・
浅
田
弥
次
右
衛
門
・
熊
野
市
郎
左
衛
門
・
井
石
主
水
・
今
道
茂
右
衛
門
・
今
道

左
近
右
衛
門
・
一
瀬
権
之
助
を
代
わ
る
代
わ
る
原
城
へ
遣
わ
し
て
、
そ
の
指
示
を
仰
ぐ
と
と
も
に
指
揮
下
に
入
っ
て
い
た
。

　

一
揆
終
了
後
、
戦
死
し
た
板
倉
重
勝
に
替
わ
っ
て
幕
府
軍
の
総
大
将
を
務
め
て
い
た
松
平
信
綱
は
長
崎
へ
行
き
、
巡
察
を
行
っ
て
江
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戸
へ
帰
っ
た
が
、
こ
の
時
、
三
重
村
に
烽
火
山
を
定
め
た
た
め
、
大
村
藩
で
は
足
軽
三
人
を
常
番
さ
せ
た
。

二
．
普
請
役

　

公
儀
役
に
は
、
将
軍
か
ら
命
じ
ら
れ
て
城
や
石
垣
を
造
営
す
る
普
請
役
が
あ
る
。
こ
れ
を
江
戸
時
代
は
手
伝
普
請
役
と
も
称
し
た
。

特
に
、
江
戸
城
、
大
坂
城
、
名
古
屋
城
、
駿
府
城
な
ど
が
築
城
さ
れ
た
近
世
前
期
に
多
く
動
員
さ
れ
た
が
、
西
国
の
大
名
は
石
垣
を
、

東
国
の
大
名
は
堀
の
掘
削
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た（
19
）。

　

大
村
藩
で
も
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）、
駿
府
城
の
手
伝
普
請
を
命
じ
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
、
大
坂
の
陣
も
終
わ
っ
た
元
和
五
年

九
月
十
六
日
、
大
村
純
頼
は
幕
府
か
ら
、
来
年
の
三
月
一
日
か
ら
大
坂
城
の
石
垣
普
請
を
始
め
る
の
で
準
備
を
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ

て
い
る（
20
）。
そ
し
て
元
和
六
年（
一
六
二
〇
）と
寛
永
元
年（
一
六
二
四
）、
同
九
年
に
大
坂
城
石
垣
普
請
を
務
め
た
。
同
十
三
年
に
は

江
戸
城
鍛
冶
橋
・
幸
橋
両
門
脇
の
普
請
を
そ
れ
ぞ
れ
務
め
て
い
る
。
特
に
大
坂
城
の
普
請
で
は
、
唐
津
藩
主
の
寺
沢
志
摩
守
の
組
に
入

り
、
土
方
丹
後
守
、
杉
原
伯
耆
守
と
共
に
西
大
手
門
外
側
石
垣
六
間
五
尺
六
寸
、
京
橋
口
御
門
左
一
番
櫓
下
石
垣
四
間
、
同
門
左
櫓
一

番
・
二
番
の
間
の
石
垣
四
間
二
尺
、
同
大
手
門
堀
外
側
の
石
垣
五
間
一
尺
四
寸
三
分
、
本
丸
下
空
堀
一
〇
間
の
普
請
を
担
当
し
た
。

三
．
馳
走
役

　

幕
府
か
ら
命
じ
ら
れ
た
大
名
が
務
め
る
公
儀
役
と
し
て
、
京
都
か
ら
江
戸
へ
下
っ
て
く
る
天
皇
や
女
院
の
勅
使
や
公
家
を
江
戸
城
内

で
接
待
す
る
勅
使
馳
走
役
が
あ
る
。
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
に
起
き
た
赤
穂
事
件
で
浅
野
内
匠
頭
長
矩
が
務
め
て
い
た
の
が
こ
れ

で
あ
る
。
勅
使
馳
走
役
は
、
門
番
と
同
様
に
、
中
小
の
大
名
が
務
め
た
公
儀
役
で
、
大
村
藩
で
は
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
二
月
、
女

院
使
小
川
坊
城
俊
広
が
江
戸
下
向
の
た
め
、
こ
の
接
待
役
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
十
七
世
紀
だ
け
で
も
、
万
治
元
年（
一
六
五
八
）正
月
、

秀
忠
法
事
の
た
め
下
向
し
た
女
院
使
樋
口
信
康
の
接
待
を
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
九
月
、
女
院
使
小
倉
実
起
の
馳
走
役
を
、
天
和

元
年（
一
六
八
一
）正
月
、
本
院
使
清
閑
寺
凞
房
の
馳
走
を
そ
れ
ぞ
れ
果
た
し
て
い
る
。

　

ま
た
京
都
か
ら
の
使
者
で
は
な
い
が
、
朝
鮮
か
ら
の
使
者
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
通
信
使
が
対
馬
か
ら
瀬
戸
内
海
を
経
て
江
戸
へ

や
っ
て
来
る
時
に
、
こ
れ
の
馳
走
役
を
務
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
大
村
家
で
は
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
に
先
述
の
と
お
り
小
川
坊
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城
俊
広
の
接
待
役
を
務
め
た
が
、
同
年
九
月
と
十
一
月
に
は
、
相
模
国
藤
澤
駅（
宿
）に
お
い
て
、
朝
鮮
か
ら
や
っ
て
き
た
三
使（
正
使
、

副
使
、
従
事
官
）の
接
待
役
を
も
務
め
た
。
天
和
二
年
八
月
に
も
、
武
蔵
国
品
川
駅（
宿
）に
お
い
て
、
通
信
士
で
あ
る
三
使
の
接
待
を

命
じ
ら
れ
た
。

四
．
火
消
役

　

火
災
の
多
か
っ
た
江
戸
で
は
、
町
火
消
以
外
、
中
小
の
大
名
家
や
旗
本
に
対
し
て
も
火
消
役
を
命
じ
て
い
る
が
、
大
村
藩
で
は
、
万

治
二
年
（
一
六
五
八
）
十
月
十
九
日
に
火
消
役
を
命
じ
ら
れ
た
。
一
緒
に
務
め
る
べ
き
同
役
と
し
て
、
大
関
増
親
と
細
川
綱
利
が
命
じ

ら
れ
て
い
る
。
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
八
月
二
十
八
日
に
も
純
長
は
火
消
役
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
九
月
三
日
に
江
戸
城
へ
呼
ば
れ
、

火
消
役
は
免
除
さ
れ
、
代
わ
り
に
、
女
院
使
の
馳
走
役
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
藩
主
大
村
純
長
が
、
国
許
に
居
た
大
村
弥

五
左
衛
門
と
福
田
十
郎
左
衛
門
に
送
っ
た
書
状
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
大
村
藩
領
が
不
作
の
た
め
年
貢
徴
収
が
困
難
と
な
っ
て
い
た
こ
と

と
、
純
長
が
病
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
老
中
が
聞
き
、
万
一
、
火
災
が
起
き
た
際
に
す
ぐ
に
出
動
す
る
火
消
役
は
難
し
く
、
馳
走
役
で

あ
れ
ば「
当
座
之
事
」で
あ
る
と
い
う
配
慮
か
ら
で
あ
っ
た
。

■
三
．
江
戸
屋
敷

　

幕
府
は
、
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
以
来
、
江
戸
に
滞
在
す
る
諸
大
名
家
に
対
し
て
屋
敷
地
を
与
え
る
こ
と
で
、
大
坂
の

豊
臣
氏
に
対
抗
す
る
と
と
も
に
、
天
下
の
主
が
誰
で
あ
る
の
か
を
示

し
て
い
っ
た
。

　

江
戸
屋
敷
は
、
一
国
若
し
く
は
一
国
規
模
を
領
有
す
る
国
持
大
名

家
や
御
三
家
な
ど
の
場
合
、
上
・
中
・
下
屋
敷
を
は
じ
め
、
江
戸
の

中
で
複
数
を
保
有
し
て
い
た
。

　

大
村
家
の
上
屋
敷
は
、
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
十
七
世

紀
と
十
八
世
紀
は
、
江
戸
城
の
南
に
位
置
す
る
外
桜
田
備
前
町
（
現

写真1-5　�火事場装束（大村
藩士所用か）

（大村市教育委員会（旧楠本正隆
屋敷）所蔵）
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在
の
東
京
都
港
区
西
新
橋
）
に
あ
り
、
約
一
九
三
五
坪
の
広
さ
で
あ
っ
た
。
備
前
町
を
含
む
、
現
在
の
日
本
橋
か
ら
新
橋
の
一
帯
は
、
徳

川
氏
が
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
関
東
入
国
し
た
際
に
、
江
戸
城
東
側
に
日
比
谷
入
江
が
入
り
込
ん
で
い
た
も
の
を
神
田
山
な
ど
を

切
り
崩
し
て
造
成
し
た
地
域
で
あ
る
。
拝
領
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
江
戸
城
及
び
そ
の
周
辺
を
描
い
て
い
る
、
寛
永
九
年
（
一
六

三
二
）
十
二
月
の
日
付
の
あ
る
「
武
州
豊
島
郡
江
戸
庄
図
」
で
は
、
外
桜
田
備
前
町
に
「
大
村
主
殿
」
と
い
う
名
前
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の「
主
殿
」は
、
場
所
と
時
期
か
ら
し
て
、
大
村
純
信
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

寛
永
十
九
年
か
ら
二
十
年
当
時
の
江
戸
の
様
子
を
描
い
た「
寛
永
江
戸
全
図
」（
臼
杵
市
教
育
委
員
会
所
蔵
）で
は
、
同
じ
備
前
町
に「
大

村
丹
後
（
純
信
）」
の
屋
敷
地
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
寛
永
期
に
は
幕
府
か
ら
拝
領
し
て
上
屋
敷
と
し
て
い
た
。
屋
敷

の
北
側
は
備
前
町
通
が
、
東
側
に
は「
広
小
路
通
」、
若
し
く
は「
愛
宕
下
大
名
小
路
」と
呼
ば
れ
た
通
り
が
走
っ
て
い
る
。

　

上
屋
敷
内
の
様
子
を
描
い
た
「
見
聞
集
」
巻
七
の
絵
図
写
真
3
―
29
に
よ
る
と
、
敷
地
の
北
側
に
表
門
と
裏
門
が
配
さ
れ
、
藩
主
が
住
む
御

殿
を
中
心
に
、
長
屋
や
足
軽
屋
敷
が
あ
り
、
稲
荷
社
も
置
か
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
敷
地
の
南
側
に
は
正
室
・
若
し
く
は
隠
居
し
た
藩
主
の
御
殿
や
純
保
の
長
男
で
あ
っ
た
式
部
純
将
の
屋
敷
が
藩
主
の
屋
敷
と

は
独
立
し
て
あ
る
。

　

さ
て
、
江
戸
は
幾
度
も
大
火
が
あ
り
、
そ
の
度
ご
と
に
武
家
・
町
人
に
限
ら
ず
多
く
の
屋
敷
が
焼
失
し
た
が
、
大
村
家
の
上
屋
敷
も
、

寛
永
十
七
年（
一
六
四
〇
）、
明
暦
三
年（
一
六
五
七
）正
月
、
享
保
十
六
年（
一
七
三
一
）、
寛
政
六
年（
一
七
九
四
）正
月
と
、
何
度
も
火

災
に
あ
い
類
焼
し
た
。
特
に
享
保
十
六
年
の
火
災
で
は
、
上
屋
敷
に
あ
っ
た
多
く
の
「
宝
器
」
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た（
21
）。
更
に
江
戸
糀

町
五
丁
目
か
ら
出
火
し
た
寛
政
六
年
の
火
災
で
は
、
霞
ヶ
関
か
ら
備
前
町
（
別
名
久
保
町
）
辺
り
に
ま
で
火
が
及
び
、
大
村
藩
の
上
屋
敷

も
類
焼
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
時
、
幕
府
か
ら
次
の
よ
う
に
達
せ
ら
れ
た
。

　

�

愛
宕
下
屋
敷
御
用
ニ
付
可
被
差
上
候
、
為
代
地
永
田
町
米
倉
三
八
・
伊
沢
内
記
・
滝
川
源
八
屋
敷
之
内
三
千
六
百
坪
余
被
下
、
銀

弐
百
拾
枚
被
下
候
、
御
勘
定
奉
行
・
御
普
請
奉
行
可
被
談
候

　

備
前
町
屋
敷
は
幕
府
に
召
し
上
げ
ら
れ
、
代
地
と
し
て
、
永
田
町
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
）
の
旗
本
米
倉
・
伊
沢
・
滝
川
各
家
の
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屋
敷
か
ら
三
六
〇
〇
坪
の
地
を
改
め
て
拝
領
し
た
。
更
に
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
は
内
藤
弥
左
衛
門
か
ら
五
〇
〇
坪
ほ
ど
を
購
入

し
て
、
合
わ
せ
て
四
一
〇
〇
坪
余
と
な
っ
た
。
備
前
町
時
代
か
ら
比
べ
る
と
、
敷
地
は
約
二
倍
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
写
真
1
―
6
。

　

中
屋
敷
に
つ
い
て
は
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
七
月
二
十
二
日
か
ら
地
行
な
ら
し
を
は
じ
め
、
八
月
九
日
に
は
純
信
夫
人
の
究
竟
院

が
移
っ
た
牛
込
屋
敷
を「
宝
永
武
鑑
」に
お
い
て
中
屋
敷
と
称
し
て
い
る
。
牛
込
屋
敷
に
つ
い
て
は
、
牛
込
山
伏（
現
東
京
都
新
宿
区
北
山

伏
町
）
に
あ
っ
た
。
屋
敷
の
す
ぐ
東
隣
り
は
甲
斐
徳
美
藩
主
伊
丹
家
の
下
屋
敷
が
あ
り
、
西
隣
り
は
若
狭
小
浜
藩
主
酒
井
家
の
下
屋
敷
で

あ
っ
た
。
特
に
伊
丹
家
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
お
り
、
当
主
勝
政
が
大
村
純
長
の
実
兄
で
あ
り
、
か
つ
純
長
夫
人
究
竟
院
は
そ
の
姉
で

あ
る
よ
う
に
、
大
村
家
の
親
類
大
名
で
あ
っ
た
。
大
村
藩
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
山
伏
町
の
屋
敷
を
手
に
入
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
恐
ら

く
、
伊
丹
家
が
大
村
家
に
割
譲
し
た
土
地
と
思
わ
れ
る（
22
）。

　

下
屋
敷
は
、
一
般
的
に
隠
居
し
た
元
当
主
や
そ
の
室
、
ま
た
部
屋
住
の
次
男
・
三
男
、
更
に
上
屋
敷
に
収
容
し
き
れ
な
い
家
臣
な
ど
が

暮
ら
す
空
間
で
あ
っ
た
が
、
大
村
藩
の
下
屋
敷
は
、
江
戸
城
の
南
に
位
置
し
、
当
時
は
大
名
家
の
下
屋
敷
や
町
人
地
・
百
姓
地
が
混
在
す

る
白
金
（
東
京
都
港
区
白
金
）
に

あ
っ
た
。
白
金
屋
敷
は
、
万
治
二

年
（
一
六
五
九
）
十
二
月
、
親
戚

で
も
あ
り
懇
意
の
大
名
で
あ
っ
た

伊
丹
勝
長
（
甲
斐
徳
美
藩
）
か
ら

下
屋
敷
を
見
立
て
る
よ
う
に
指
示

が
あ
り
、
大
村
藩
士
安
田
与
左
衛

門
が
探
し
た
と
こ
ろ
、
菩
提
寺
で

あ
っ
た
芝
高
輪
二
本
榎
の
承
教
寺

近
辺
「
し
ろ
か
ね
原
」
に
適
当
な

写真1-6　�嘉永元年（1848）戊申改正の「御江戸大
絵図」に記される大村藩江戸上屋敷
赤い線で囲んだ部分には、大村家の
「瓜（大村瓜・五木瓜）」紋が描かれ、「大
村丹ゴ」（大村丹後守の意）と書かれてい
る。現在の国立国会図書館東京本館周
辺である。付近に譜代大名筆頭の彦根
藩上屋敷（「井伊掃部」）があり、また「半
蔵御門」があることからも分かるように
江戸城から近い位置に上屋敷があっ
た。� （大村市立史料館所蔵　大村家史料）
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土
地
を
見
付
け
、
絵
図
を
も
っ
て
幕
府
へ
願
っ
た
。
寛
文
元
年
十
二
月
十
五
日
に
は
幕
府
か
ら
拝
領
の
許
可
が
下
り
た
も
の
の
、
正
式
に

引
き
渡
さ
れ
た
の
は
、
翌
年
三
月
で
あ
っ
た
。
坪
数
五
〇
〇
〇
坪
で
、
東
西
六
二
間
一
尺
四
寸（
京
間
）で
あ
る
。
元
禄
十
三
年（
一
七
〇

〇
）十
月
に
は
、
幕
府
か
ら
辻
番
所
を
建
て
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
宝
暦
九
年（
一
七
五
九
）に
は
、
旗
本
小
林
惣
兵

衛
へ
五
〇
〇
坪
を
譲
渡
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
上
屋
敷
の
南
側
佐
久
間
小
路
通
沿
い
井
関
玄
説
の
屋
敷
九
六
一
坪
余
を
買
い
取
る
た
め
の

資
金
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

■
四
．
幕
府
儀
礼
へ
の
参
加

　

江
戸
城
内
で
行
わ
れ
る
幕
府
儀
礼
は
、
将
軍
が
主
催
す
る
公
的
な
行
事
と
し
て
、
年
始
め
の
正
月
か
ら
年
末
の
歳
暮
ま
で
、
一
年
を
通

し
て
行
わ
れ
た
。
幕
府
は
、
各
大
名
に
対
し
て
、
ど
の
儀
式
に
参
加
す
る
こ
と
を
認
め
る
の
か
、
参
加
を
認
め
て
も
将
軍
へ
御
目
見
を
す

る
の
は
何
番
目
か
な
ど
、
厳
密
に
定
め
て
い
た
。
儀
礼
は
、
各
大
名
の
身
分
格
式
を
よ
り
詳
細
に
定
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
可
視
化
す

る
効
果
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
大
名
家
に
と
っ
て
も
幕
府
儀
礼
へ
の
参
加
は
、
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
外
様
大
名
の

大
村
藩
に
と
っ
て
、
よ
り
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
正
月
元
日
か
ら
三
日
ま
で
の
年
始
、
徳
川
家
康
の
江
戸
入
国
が
八
月
一
日
で
あ
っ
た
か

ら
と
い
う
故
事
に
よ
る
八
月
一
日
に
行
わ
れ
る
八
朔
、
そ
れ
に
端
午
（
五
月
五
日
）・
重
陽
（
九
月
九
日
）・
歳
暮
（
十
二
月
晦
日
）
の
三
節

句
で
あ
っ
た
。
正
月
に
出
席
を
し
た
大
名
は
八
朔
も
出
席
を
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
正
月
と
八
朔
は
連
動
し
た
儀
式
で
あ
り
、
大
名
・
旗

本
が
総
出
仕
し
、
江
戸
の
町
人
も
参
加
す
る
一
大
行
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
三
節
句
は
、
将
軍
へ
時じ

服ふ
く

を
献
上
し
、
そ
の
礼
状
と
し
て
御
内

書
が
発
給
さ
れ
る
儀
礼
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
は
、
将
軍
が
直
接
発
給
す
る（
直
状
形
式
）文
書
は
、
近
世
初
頭
を
除
き
御
内
書
以
外
は
、

領
知
判
物
・
朱
印
状
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
発
給
さ
れ
る
儀
式
に
参
加
を
す
る
こ
と
は
、
大
名
家
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
っ

た
。

　

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
頃
か
ら
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
年
始
の
正
月
の
儀
式
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

大
村
藩
主
は
初
期
を
除
き
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
正
月
元
日
に
出
仕
し
て
い
た
。
従
来
、
江
戸
幕
府
に
お
け
る
正
月
拝
賀
儀
礼
に
つ
い
て
、

正
月
元
日
は
御
三
家
や
譜
代
大
名
が
、
二
日
は
国
持
を
含
め
た
外
様
大
名
が
、
三
日
は
嫡
子
が
登
城
す
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
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ら
、
大
村
藩
の
事
例
か
ら
み
る
と
、
実
態
は
違
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
大
村
見
聞
集
』
に
よ
れ
ば
、
大
村
藩
主
は
、
正
月
元
日
か
ら
熨

斗
目
大
紋
を
着
用
し
て
ま
ず
江
戸
城
本
丸
へ
登
城
し
、
将
軍
へ
太
刀
・
馬
代
を
献
上
す
る
。
通
常
は
将
軍
嫡
子
が
い
る
西
丸
へ
行
き
、
同

じ
く
太
刀
馬
代
を
献
上
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
村
藩
は
外
様
大
名
に
分
類
さ
れ
、
江
戸
城
内
に
詰
め
る
部
屋
も
、
他
の
外
様
大
名
同
様
に
、
柳

や
な
ぎ

間の
ま

に
定
め
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
大
村
藩
と
同
じ
く
、
正
月
二
日
で
は
な
く
、
元
日
に
出
仕
す
る
外
様
大
名
も
少
な
か
ら
ず
い
る
こ
と
が
表
1
―
4
か
ら
分
か
る
。

元
日
に
出
仕
し
て
い
る
の
は
、
隣
の
平
戸
藩
主
松
浦
家
（
六
万
一
七
〇
〇
石
）、
日
向
高
鍋
藩
主
秋
月
家
（
二
万
七
〇
〇
〇
石
）
な
ど
、
一

〇
万
石
以
下
で
多
く
は
五
万
石
以
下
の
小
大
名
が
多
い
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ら
の
大
名
が
国
持
大
名
を
は
じ
め
と
す
る
大
藩
・

中
藩
と
異
な
り
、
徳
川
家
へ
の
従
属
度
が
高
い
小
藩
で
あ
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
幕
府
が
命
じ
た
の
か
、
大
村
藩
が
願
っ

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
元
日
出
仕
す
る
こ
と
で
、
格
式
上
、
外
様
大
名
と
は
異
な
り
、
よ
り
譜
代
大
名
に
近
い
存
在
と
し
て
扱
わ
れ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

大
村
藩
主
の
元
日
出
仕
の
始
ま
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
史
料
の
制
約
に
よ
っ
て
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、『
大
村
見
聞
集
』
に
は
純

長
時
代
の「
御
城
内
御
作
法
之
事
」と
し
て
、「
正
月
元
旦
、
御
太
刀
目
録
御
持
参
被
遊
候
事
」と
し
て
、
江
戸
城
へ
登
城
す
る
こ
と
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
、
純
長
代
ま
で
は
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

対
馬
藩
士
西
山
元
文
が
安
永
四
年（
一
七
七
五
）に
著
述
し
た「
官
中
秘
策
」（
23
）と
い
う
史
料
に
よ
れ
ば
、
大
村
家
は
、
脇
坂
家
・
相
馬

家
・
那
須
家
と
共
に
、「
御
譜
代
衆
之
子
、
他
門
之
養
子
ニ
な
り
雖
其
跡
継
、
父
之
筋
目
ゆ
へ
御
譜
代
ニ
列
候
家
々
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
大
名
家
は
、譜
代
大
名
の
息
子
が
養
子
と
な
り
家
を
相
続
し
た
の
で
、そ
の
父
、つ
ま
り
譜
代
大
名
の
筋
目
を
も
っ
て「
御
譜
代
」

大
名
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る（
24
）。

　

こ
れ
は
、
大
村
純
長
が
伊
丹
勝
長
の
四
男
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
が
、
大
村
家
が「
御
譜
代
」大
名
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
は
興
味
深
い
。

こ
の
よ
う
に
外
様
大
名
で
あ
っ
た
家
が
譜
代
大
名
と
し
て
扱
わ
れ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
、
幕
府
へ
願
い
出
て
、
許
可
さ
れ
る
こ
と
を
願

ね
が
い

譜ふ

代だ
い

と
い
い
、
ほ
か
に
、
陸
奥
三
春
藩
主
秋
田
家
や
信
濃
松
代
藩
主
真
田
家
な
ど
が
あ
る
。
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表1-4　近世後期における外様大名（柳間席）の幕府儀礼参加状況

格 大名名

三季時
服献上、
柳間江
使者出
候分　

三季献
上之節、
於御城
御内書
相渡候
分　

鯖代献
上之分　

外様大
名・交
代寄合
之内、
玄猪御
祝儀儀
罷出候
分　

柳間大
名之内、
御具足
御祝儀
罷出候
分、但
遠山御
一人也

柳間席
ニ而元
日年始
御礼罷
出候分

柳間席
ニ而二
日年始
御礼罷
出候分

柳間ニ
而御罷
出候分

御祝儀
御料理
被下候
節、柳
間席之
内ニ而
於紅葉
間金銀
御料理
被下候
分　

領地之
御朱印
不致所
持分

城主

丹羽左京大夫
南部大膳大夫 ○ ○ ○

中川修理大夫 ○ ○
松平飛騨守 ○ ○
松浦壱岐守 ○ ○
松平左衛門佐 ○ ○ ○ ○ ○
加藤遠江守 ○
仙石越前守 ○
京極能登守 ○ ○
伊東鵜三郎 ○
稲葉伊予守 ○
溝口駒之助 ○
藤堂左近将監 ○ ○ ○ ○ ○
黒田甲斐守 ○ ○
毛利甲斐守 ○ ○ ○
津軽越中守 ○ ○
亀井隠岐守 ○
大村信濃守 ○
島津淡路守 ○ ○
秋月山城守 ○
木下主計頭 ○
相良壱岐守 ○
六郷佐渡守 ○
毛利伊勢守 ○ ○
森右兵衛佐 ○ ○
堀大和守 ○
大田原飛騨守 ○
遠山佐吉 ○ ○ ○

従是
未無
城之
分

鍋島紀伊守 ○ ○ ○
鍋島甲斐守 ○ ○ ○
九鬼和泉守 ○
細川能登守 ○ ○ ○
毛利大和守 ○ ○ ○
松平近江守 ○ ○ ○
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田村左京大夫 ○ ○ ○
松平豊前守 ○ ○ ○
堀左京亮 ○ ○
細川和泉守 ○ ○ ○
伊達若狭守 ○ ○
小出信濃守 ○
池田信濃守 ○ ○
木下淡路守 ○ ○
分部左京亮 ○
織田左近将監 ○ ○
鍋島和泉守 ○ ○ ○
南部左衛門尉 ○ ○
岩城伊予守 ○ ○
織田出雲守 ○ ○
佐竹亀丸 ○ ○ ○
九鬼式部少輔 ○
大関伊予守 ○
関備前守 ○ ○
市橋下総守 ○
細川長門守 ○ ○
池田山城守 ○ ○ ○
京極加賀守 ○ ○
森下野守 ○ ○
山内摂津守 ○ ○ ○
松平縫殿頭 ○ ○ ○
五嶋近江守 ○
久留嶋祥丸 ○

従是
未本
間

片桐主膳正 ○ ○ ○
土方大和守 ○
伊東播磨守 ○
谷播磨守 ○
前田大和守 ○
青木甲斐守 ○
京極壱岐守 ○
織田筑前守 ○
北条相模守 ○
加藤出雲守 ○ ○
毛利讃岐守 ○ ○ ○
織田左衛門佐 ○
一柳土佐守 ○
一柳兵庫 ○
松浦豊後守 ○ ○
上杉駿河守 ○ ○ ○

【註】　�「見聞集」巻六十一（藤野　保・清水紘一編『大村見聞集』所収）から作成。



36

　

大
村
藩
で
も
、
純
長
が
伊
丹
家
か
ら
養
子
に
入
り
、
正
月
元
日
に
出
仕
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
る
と
、
幕
府
内
で
は
譜
代
大
名
に
よ
り

近
い
類
別
と
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
大
村
家
の
江
戸
城
内
に
お
け
る
殿で

ん

席せ
き

（
詰
所
）
は
、
一
〇
万
石
未
満
の
外
様
大
名
が
詰
め
る
柳
間

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
譜
代
大
名
に
近
い
外
様
大
名
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

■
五
．
純
頼
の
死
と
純
信
の
家
督
相
続

一
．
彦
右
衛
門
の
活
躍

　

大
坂
の
陣
も
終
わ
り
、
徳
川
家
に
よ
る
新
し
い
天
下
支
配
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
十
一
月
十
三
日
、

大
村
へ
帰
国
し
て
い
た
純
頼
は
、
二
八
歳
の
若
さ
で
急
死
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
だ
若
い
こ
と
と
、
あ
ま
り
に
急
で
あ
っ
た
た
め
、
純
頼

は
幕
府
に
対
し
て
、
自
身
の
子
、
つ
ま
り
大
村
家
の
家
督
相
続
予
定
者
を
届
け
出
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
大
村
家
は
家
督
相
続

者
の
不
在
の
た
め
、
御
家
断
絶
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
一
件
は
、
大
村
家
存
続
の
危
機
と
と
も
に
、
家
老
大
村
彦
右
衛
門
純
勝

と
そ
の
子
孫
が
大
村
藩
内
に
お
い
て
大
年
寄
の
格
式
を
得
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

純
頼
に
は
元
和
四
年
に
、
参
勤
交
代
で
不
在
中
の
国
許
で
第
一
子
が
誕
生
し
て
い
た
。
こ
の
時
、
純
頼
は
、
家
臣
疋
田
仁
左
衛
門
と

大
村
太
左
衛
門
に
対
し
て
、
理
由
は
定
か
で
な
い
が
、「
御
懐
妊
之
御
子
流
シ
」（
25
）、
つ
ま
り
堕
胎
を
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ
て
い
た
。
し

か
し
、
家
老
大
村
彦
右
衛
門
は
、
め
で
た
い
こ
と
だ
と
し
て
、
こ
の
命
令
を
無
視
し
て
産
ま
せ
て
し
ま
っ
た
。
更
に
、
純
頼
に
対
し
て

は
、
子
を
生
か
す
よ
う
に
と
説
得
を
重
ね
、
つ
い
に
純
頼
も
受
け
入
れ
認
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
、
松
千
代
こ
と
、
後
の
純
信

写
真
1
―
13
で
あ
る
。
純
信
は
、
父
純
頼
の
死
去
時
、
ま
だ
二
歳
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
純
頼
が
急
死
し
た
こ
と
に
よ
り
、
家
督
相
続
者
を
幕
府
へ
届
け
出
て
い
な
い
大
村
家
で
は
、
彦
右
衛
門
が
老
中
に
対
し

て
、
死
去
し
た
純
頼
が
さ
も
生
き
て
い
る
よ
う
に
見
せ
か
け
、
病
が
本
復
し
が
た
い
た
め
、
子
の
純
信
に
家
督
を
譲
り
た
い
旨
の
書
状

を
認
め
た
。
末
期
養
子
の
形
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
は
近
隣
の
大
名
で
あ
る
平
戸
藩
主
松
浦
隆
信
や
島
原
藩
主
松
倉
重
政
へ
も
、

幕
府
へ
の
口
添
え
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
依
頼
し
た
。

　

残
さ
れ
た
純
信
は
、
早
速
江
戸
の
老
中
の
も
と
へ
伺
候
す
べ
く
出
国
し
よ
う
と
し
た
が
、
ま
ず
は
、
彦
右
衛
門
と
同
じ
く
家
老
の
松
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浦
右
近
が
正
月
十
二
日
に
先
行
し
て
江
戸
へ
到
着
し
て
い
る
。

　

江
戸
城
へ
登
城
し
た
彦
右
衛
門
と
右
近
は
、
老
中
た
ち
か
ら
大
坂
城
の
普
請
を
命
じ
ら
れ
、
受
諾
す
る
一
方
で
、
純
頼
の
死
と
純
信

の
家
督
相
続
に
対
す
る
願
い
も
申
し
出
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ど
ち
ら
か
一
方
は
大
坂
へ
出
張
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
右
近
は
、
彦

右
衛
門
が
江
戸
で
知
り
合
い
も
多
い
こ
と
か
ら
自
分
が
大
坂
へ
下
っ
た
方
が
良
い
と
の
考
え
を
示
し
た
た
め
、
彦
右
衛
門
が
江
戸
に
残

り
、
幕
府
と
の
交
渉
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
て
、
江
戸
に
残
っ
た
彦
右
衛
門
は
、「
老
中
」（
こ
の
時
は
ま
だ
年
寄
と
い
っ
た
）を
は
じ
め
、
純
頼
が
懇
意
に
し
て
い
た
大
名
や
旗

本
な
ど
の
邸
へ
毎
日
の
よ
う
に
出
か
け
て
は
純
信
の
家
督
相
続
を
願
っ
た
。
や
が
て
彦
右
衛
門
は
「
老
中
」
か
ら
呼
ば
れ
た
が
、
こ
の

時
の
状
況
に
つ
い
て
、『
大
村
見
聞
集
』に
よ
れ
ば
、「
老
中
」が
言
う
に
は
、
純
信
が
ま
だ
幼
少
の
た
め
、
大
村
家
の
家
督
相
続
は
難
し
い
、

も
っ
と
も
、
彦
右
衛
門
な
ら
ば
「
直じ

き

人に
ん

」
に
し
て
も
良
い
、
と
言
っ
た
と
い
う
。
彦
右
衛
門
は
大
村
家
の
家
臣
で
あ
っ
て
、
将
軍
か
ら

み
れ
ば
陪
臣
で
あ
る
が
、「
直
人
」と
は
、
将
軍
の
直
接
の
家
臣
に
な
る
と
い
う
意
味
で
、

大
名
や
旗
本
と
同
じ
身
分
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
彦
右
衛
門
は
こ
れ

を
断
る
と
と
も
に
、「
古
キ
家
」
で
あ
る
大
村
家
存
続
と
純
信
の
家
督
相
続
を
願
っ
た
。

こ
の
た
め
、「
老
中
」た
ち
も
感
心
し
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
彦
右
衛
門
も
土
井
利
勝
、
酒
井
忠
世
、
本
多
正
純
、
安
藤
重
信
と
い
っ
た

幕
府
の
有
力
者
た
ち
へ
伺
候
し
て
相
続
を
願
っ
て
い
る
。
そ
し
て
五
月
十
五
日
の
朝
、

彦
右
衛
門
は
幕
府
か
ら
登
城
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
た
め
、
登
城
し
た
と
こ
ろ
、
江

戸
城
本
丸
と
西
丸
の
勢
溜
に
お
い
て
、
酒
井
忠
世
、
土
井
利
勝
、
安
藤
重
信
、
横
田
勘

兵
衛
、
伊
丹
康
勝
が
列
座
の
上
、
純
信
の
家
督
相
続
を
許
可
す
る
旨
が
言
い
渡
さ
れ
た
。

二
．
大
村
家
存
続
と
そ
の
後
の
彦
右
衛
門
家

　

彦
右
衛
門
の
幕
閣
や
他
大
名
に
対
す
る
働
き
か
け
も
あ
っ
て
、
大
村
家
は
存
続
を
許

写真1-7　�大村彦右衛門家墓所〈大村市指定史跡〉（久
原1丁目）� （大村市教育委員会提供）
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さ
れ
た
。
こ
の
家
督
相
続
に
つ
い
て
、
後
世
の
編
さ
ん
物
で
あ
る
、
寛
永
十
八
年
（
一

六
四
一
）
に
幕
府
が
編
さ
ん
し
た
大
名
・
旗
本
の
系
図
が
集
め
ら
れ
た
「
寛
永
諸
家
系
図

伝
」（
26
）
で
は
、
純
信
の
項
に
「
元
和
六
年
五
月
十
五
日
、
父
が
遺
跡
を
つ
ぎ
て
台
徳
院

殿
に
つ
か
へ
た
て
ま
つ
り
、
其
後
将
軍
家
に
つ
か
ふ
ま
つ
る
」
と
記
し
て
お
り
、
一
見
、

純
信
の
家
督
相
続
は
許
さ
れ
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
村
家
側
の
史
料

を
見
て
み
る
と
、
や
は
り
後
世
の
編
さ
ん
物
だ
が
『
大
村
見
聞
集
』
に
よ
れ
ば
、
喜
前
・

純
頼
と
短
命
で
死
去
し
た
た
め
、
将
軍
へ
の
「
忠
節
」
が
な
い
と
し
て
、
こ
の
相
続
は
通

常
の
家
督
相
続
、
つ
ま
り
純
頼
か
ら
の
家
督
継
承
を
認
め
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、

「
松
千
代
ニ
新
規
領
知
被
仰
付
候
」、
新
た
に
大
村
藩
二
万
六
〇
〇
〇
石
余
を
与
え
る
と

い
う
処
置
で
あ
っ
た
。
末
期
養
子
で
あ
り
、更
に
純
信
の
将
軍
へ
の
初
御
目
見
も
終
わ
っ

て
い
な
い
状
況
か
ら
す
る
と
、
形
式
上
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
幕
府
が
大
村
家
に
対
し

て
新
知
宛
行
を
取
っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
幕
府
は
、
純
信
が
ま
だ
三
歳
で
あ
る
た
め
、
将
軍
へ
の
奉
公
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
一
五
歳
に
な
る
ま
で
大
村
で
養
育
す
る

こ
と
を
認
め
る
と
と
も
に
、
家
老
で
あ
る
彦
右
衛
門
と
右
近
に
対
し
て
は
、
同
人
の
名
代
と
し
て
江
戸
に
詰
め
る
こ
と
や
、
家
中
の
統

制
を
命
じ
た
。
も
っ
と
も
彦
右
衛
門
等
の
在
江
戸
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
外
様
大
名
が
家
老
の
子
を
幕
府
へ
提
出
し
て
い
た
証
人
と
し

て
の
意
味
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
純
信
は
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
五
月
四
日
に
、
秀
忠
へ
初
め
て
御
目
見
を
行
い
、
寛
永
十
一
年
に
は
家
光
の
上
洛
に

供
奉
し
、
同
十
四
年
の
島
原
・
天
草
一
揆
に
お
い
て
も
病
で
あ
っ
た
も
の
の
、
長
崎
を
守
衛
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
二
十
年
十
二
月
二

十
九
日
に
従
五
位
下
丹
後
守
に
叙
任
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
純
信
は
、
寛
永
十
一
年
二
月
二
十
一
日
付
で
彦
右
衛
門
に
対
し
て
書
状（『
大
村
見
聞
集
』所
収
）を
認
め
た
の
だ
が
、

写真1-8　�松千代（純信）着用御帽子　書付によると、
松千代が２歳の時のものとある。

� （大村市立史料館所蔵　大村家史料）
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こ
の
な
か
に
、
彦
右
衛
門
に
対
す
る
純
信
の
心
情
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
あ
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

�

貴
殿
此
度
格
別
之
忠
儀
よ
り
、
我
等
子
孫
永
久
家
中
之
安
堵
抜
群
之
勤
方
令
満
足
候
、
依
之
我
等
代
々
其
方
家
到
子
孫
ま
て
重

立
候
、
家
政
之
儀
者
不
限
公
私
一
切
其
方
家
江
相
預
候
条
、
猶
更
忠
儀
専
相
勤
候
、
子
孫
江
も
可
申
伝
者
也

　
　

寛
永
十
一

　
　
　
　

二
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丹
後（
花
押
）

　
　
　
　
　

大
村
彦
右
衛
門
殿

　

冒
頭
の
「
格
別
の
忠
儀
」
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
純
信
の
家
督
相
続
に
奔
走
し
た
こ
と
を
指
す
。
こ
の
た
め
、
大
村
家
の
「
家
政
」
を
一

切
預
け
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
彦
右
衛
門
一
代
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
子
孫
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
同
じ
日
付
で
出
さ
れ
た
彦
右
衛
門
宛
の
純
信
書
状
（『
大
村
見
聞
集
』）
は
よ
り
詳
し
く
書
か
れ
て
お
り
、「
我
幼
時
不
幸
ニ
し

て
早
ク
別
父
ニ
忽
家
危
ク
家
督
相
続
難
計
、
家
及
断
絶
ニ
候
外
無
之
、
家
中
之
面
々
諸
士
ヲ
始
、
万
民
途
方
ニ
暮
罷
在
候
」と
家
名
断
絶

の
危
機
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
彦
右
衛
門
の
活
躍
に
よ
っ
て
何
と
か
家
名
存
続
が
許
さ
れ
た
こ
と
か
ら
「
是
正
ク
彦
右

衛
門
之
力
ニ
而
候
得
者
、
其
方
江
領
地
拝
領
も
同
然
之
事
ニ
候
、
ヶ
程
之
大
義
何
ヲ
以
可
恩
謝
、
自
今
後
其
方
家
之
儀
我
等
同
家
同
然
、

一
体
分
身
ニ
而
子
孫
代
々
我
家
之
後
建（
重
立
ヵ
）候
、
政
事
之
儀
我
等
同
様
ニ
相
預
り
可
申
旨
申
付
候（
中
略
）子
孫
末
代
我
家
之
長
老
、

家
政
之
頭
転
、
万
代
家
格
ニ
申
付
候
」と
、
大
村
の
藩
主
家
と
彦
右
衛
門
家
は
一
家
同
然
で
あ
り
、
大
村
藩
の「
長
老
」（
＝
大
年
寄
）と

い
う
家
格
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
純
信
の
彦
右
衛
門
に
対
す
る
信
頼
の
ほ
ど
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
以
降
、
年
月
が
過
ぎ
て
行
く
に
つ
れ
、
純
信
が
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
五
月
二
十
六
日
に
死
去
し
、
彦
右
衛
門
も

ま
た
万
治
二
年（
一
六
五
九
）十
一
月
十
五
日
に
死
去
す
る
と
、
次
第
に
彦
右
衛
門
の
功
績
も
藩
内
で
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
、

元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
六
月
七
日
、
時
の
藩
主
で
あ
っ
た
純
信
の
子
純
長
の
御
意
と
し
て
、「
彦
右
衛
門
事
、
御
家
中
ゟ
崇
敬
可
仕

候
処
、
一
円
左
様
ニ
も
無
之
様
ニ
被
聞
召
上
候
」と
、
彦
右
衛
門
の
子
孫
で
あ
る
彦
右
衛
門
長
行
が
家
中
で
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、

今
後
、
藩
士
は
、
五
節
句
を
は
じ
め
と
し
た
年
中
行
事
に
お
い
て
玖
島
城
へ
登
城
し
た
な
ら
ば
、
必
ず
彦
右
衛
門
の
屋
敷
へ
行
く
よ
う
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に
命
じ
て
い
る
。

　
　
藩
財
政
と
公
租
形
態

■
一
．
蔵
入
地
の
増
加

　

大
村
藩
で
は
、
全
領
内
を
対
象
と
し
た
第
一
回
目
の

検
地
を
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
、
第
二
回
目
を
同
十

七
年
と
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、
打
ち
出
し
の
増
加
に
伴
う
蔵

入
地
の
大
幅
な
確
保
と
年
貢
料
の
増
加
が
な
さ
れ
て
き

た
が
、
寛
永
八
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
、
三
回
目
の
検

地
を
実
施
し
た
。

　

第
一
回
か
ら
第
三
回
ま
で
の
石
盛
の
変
化
に
つ
い
て

は
、
表
1
―
5
を
見
て
み
る
と
、
第
一
回
か
ら
第
二
回
は
、

ほ
ぼ
全
体
に
渡
っ
て
石
盛
が
増
加
し
て
い
る
が
、
第
二

回
か
ら
第
三
回
に
つ
い
て
は
、
上
田
・
中
田
で
横
ば
い
、

下
田
・
上
畠
は
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
全
体
的
に
み

る
と
、
や
は
り
増
加
し
て
お
り
、
特
に
寛
永
検
地
で
は

三
下
田
・
四
下
田
、
三
下
畠
・
四
下
畠
と
い
っ
た
区
分

が
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
検
地
が
よ
り
精せ

い

緻ち

化
し

て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る（
27
）。

　

藩
の
蔵
入
地
に
つ
い
て
は
、
表
1
―
6
か
ら
見
て
み
る

三

表1-5　大村藩における石高算出の方法（三検地）

田畠屋敷
地 等 級

第1回検地
慶長4年

第2回検地
慶長17年

第3回検地
寛永8～ 10年

田

地

石斗 石斗 石斗
上 々 田 1.5 1.8
上 田 1.3 1.6 1.6
中 田 1.1 1.4 1.4
下 田 0.9 1.3 1.2
下 々 田 0.5 0.7 1.0
三 下 田 0.8
四 下 田 0.6

畠

地

山畠
石斗 石斗升 石斗 石斗升

上 々 畠 0.7
上 畠 0.6 0.08 0.7 0.6
中 畠 0.4 0.06 0.5 0.5
下 畠 0.2 0.04 0.3 0.4
下 々 畠 0.1 0.02 0.1 0.3
三 下 畠 0.15
四 下 畠 0.06

屋
敷
地

石斗

田地に準ず
上下に分かたず1ヶ
所（3畝）につき3斗、
3畝の外は余畠とし
て畠地に準ず。

上 1.3
中 1.1
下 0.9

【註】　�「郷村記」附録上による。藤野　保「大村藩」（長崎県史編集委員会編『長崎県史』
藩政編　長崎県　吉川弘文館　1973年　27頁）第１表から転載。
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と
、
慶
長
四
年
の
段
階
で
は
四
四
五
四
石
で
あ
っ
た
も
の
が
、
寛
永
検
地
の
結
果
、
二
万
三
三
二
二
石
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
結
果

に
つ
い
て
は
、
検
地
に
よ
る
蔵
入
地
の
増
加
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の

間
に
行
わ
れ
た
御
一
門
払
い
な
ど
も
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。

　

蔵
入
地
に
対
し
て
、
家
臣
団
の
知
行
地
だ
が
、
再
び
表
1
―
6
を
見

て
み
る
と
、
数
字
上
は
一
万
六
九
七
三
石
か
ら
一
万
九
四
〇
八
石
と

増
加
し
て
い
る
が
、
総
高
も
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
の
で
、
知
行
地

の
比
率
は
慶
長
四
年
の
七
九
㌫
か
ら
四
五
㌫
に
減
少
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
御
一
門
払
い
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
行
地
自
体
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
開
発
新
田
地
の
知
行
化
と
い
っ
た
事
態
も

想
定
さ
れ
る（
28
）。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
寛
永
検
地
は
、
総
高
で
四
万
二
七
三
〇
石
を
打
ち

出
し
て
お
り
、
こ
れ
が
藩
財
政
を
支
え
る
基
盤
と
な
っ
た
。
ま
た
蔵

入
地
の
租
率
も
、
こ
の
時
に
四
ッ
五
分
（
高
一
石
に
付
、
本
石
四
斗

五
升
）
と
定
め
ら
れ
た
。
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
は
、
五
ッ
三
分

四
厘
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
小
物
成
に
つ
い
て
も
、
慶
長
四
年
の
検
地
以
来
、
茶
・
桑
・

楮
の
三
種
に
つ
い
て
の
み
徴
収
し
て
き
た
も
の
が
、
寛
永
検
地
に
お

い
て
は
、
次
に
あ
げ
る
一
四
品
目
に
拡
大
し
て
、
畠
高
に
応
じ
て
現

物
納
さ
せ
た
。

　
　

一
胡
麻　
　

壱
斗
五
升　
　

一
上
茶　
　

壱
斤

表1-6　大村藩における総高・蔵入高・知行高

年　度 総　高 蔵　入　地 知 行 地 知行高
総　高 ×100 備　　考

慶長4年 石
21,427

石
4,454

石
16,973 79％ 郷村記附録下

慶 長 高 帳

寛永8年 石
42,730

石
23,322

石
19,408 45％ 郷村記附録下

見聞集33巻

元禄8年 石
50,038

石

41％ 見聞集34巻

28,966
内 石

石 21,072
蔵米＝2,740 ＋

石
扶持・切米＝ 5,592

石 ＝
2,398 石
石 26,664

役料＝454

安政3年
石

59,068
　　石
39,760

石
19,308 32％ 郷村記首巻

【註】　�藤野　保『幕藩体制史の研究』（吉川弘文館、1961年）　595頁掲載。※藤野　保「大村藩」（長崎県史編
集委員会編『長崎県史』藩政編　長崎県　吉川弘文館　1973年　59頁）第 6表から転載。
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一
堅
炭　
　

弐
俵　
　
　
　

一
薪　
　
　

弐
荷

　
　

一
大
根　
　

五
本　
　
　
　

一
薯
蕷　
　

壱
束

　
　

一
栗　
　
　

壱
升　
　
　
　

一
萱
畳　
　

四
枚

　
　

一
藺
畳　
　

壱
枚　
　
　
　

一
稲
巻　
　

壱
枚

　
　

一
摺
糠　
　

拾
俵　
　
　
　

一
麻
柄　
　

壱
束

　
　

一
藁　
　
　

百
把　
　
　
　

一
飼
葉　
　

拾
俵

　

こ
の
ほ
か
、
口
米
と
し
て
九
合
の
徴
収
も
定
め
ら
れ
た
。
百
姓
は
、
本
年
貢
や
小
物
成
以
外
に
も
、
運
上
と
し
て
、
家
別
に
苧

か
ら
む
し

一
つ
に

三
〇
目
ず
つ
か
か
る
家
別
苧
や
、
薪
や
材
木
な
ど
山
方
運
上
と
し
て
藩
士
に
も
掛
け
ら
れ
る
鑪い

ろ
り銀
が
あ
っ
た
。

■
二
．
藩
主
の
国
許
・
江
戸
在
府
の
費
用

　

藩
主
の
在
国
中
、
及
び
江
戸
在
府
中
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
藩
主
大
村
純
長
の
代
に
記
さ
れ
た
「
純
長
公
御
代
御
在
城
・
御
在
府
之
御

入
箇
御
積
帳
」（
29
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
在
国
・
在
府
と
も
に
、
必
要
経
費
と
し
て
銀
八
四
六
貫
六
〇
〇
目
（「
納
方
都
合
」）
と
銀

一
〇
〇
目
（「
山
方
・
炭
方
」）
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
は
、
大
村
に
在
国
の
場
合
は
、
藩
主
の
た
め
の
費
用
と
し
て
五
三
四
貫
五
六

〇
目
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
藩
主
が
江
戸
在
府
の
場
合
は
、
八
〇
〇
貫
三
九
七
匁
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
、
藩
主
は
、
江

戸
に
い
る
と
、
大
名
・
旗
本
と
の
交
際
費
や
、
食
材
の
購
入
費
な
ど
、
江
戸
に
お
け
る
消
費
生
活
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
支
出
が
あ
っ

た
た
め
、
在
国
の
方
が
藩
主
に
か
か
る
必
要
経
費
も
安
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ほ
か
に
、
本
史
料
で
は
、
藩
主
が
在
国
・
在
府
ど
ち
ら
で
あ
っ
て
も
額
の
か
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
大
村
藩
の
借
銀
を
あ
げ
て
い
る
。

「
江
戸
借
銀
拾
年
賦
」が
二
〇
貫
三
四
匁
、「
江
戸
利
払
」が
二
六
貫
四
〇
目
、「
江
戸
買
懸
十
年
賦
」が
七
〇
貫
目
、「
大
坂
借
銀
十
年
賦
」が

一
四
〇
貫
目
余
、「
大
坂
役
所
入
目
」
が
二
〇
貫
目
と
な
っ
て
い
る
。
江
戸
借
銀
の
利
払
い
が
十
年
賦
で
支
払
っ
て
い
る
額
を
超
え
て
い
る

こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
大
坂
で
の
借
銀
十
年
賦
が
一
四
〇
貫
目
と
江
戸
よ
り
も
突
出
し
て
い
る
。
大
坂
商
人
か
ら
の
借
銀
に
依
存
し

て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
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な
お
、
借
銀
に
つ
い
て
は
、
大
村
藩
の
親
類
大
名
で
あ
っ
た
甲
斐
徳
美
藩
主
伊
丹
家
か
ら
も
借
り
入
れ
て
い
る
。
詳
細
は
不
明
だ
が
、

大
村
彦
右
衛
門
純
勝
の
子
弥
五
右
衛
門
純
茂
は
純
長
に
対
し
て
書
き
上
げ
た「
謹
而
言
上
」（
30
）
の
な
か
で
、「
御
銀
子
相
続
不
申
候
時
分
は
、

播
磨
様
江
只
今
迄
は
御
借
銀
被
遊
候
」
と
、
純
長
の
実
父
で
あ
る
伊
丹
播
磨
守
勝
長
か
ら
借
銀
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
以

来
播
磨
守
江
御
借
金
被
為
成
候
儀
不
罷
成
候
ハ
ヽ
、
何
之
人
江
御
借
銀
可
被
成
候
哉
、
内
々
御
心
当
も
被
為
成
被
召
置
候
ハ
ヽ
可
然
奉
存

候
」
と
、
勝
長
や
伊
丹
家
と
の
縁
が
切
れ
た
時
に
借
金
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、
今
の
う
ち
に
他
に
借
金
が
で
き
る
よ
う
に
心
当
た
り
を

付
け
て
お
く
べ
き
だ
、
と
い
た
っ
て
ま
じ
め
に
言
上
し
て
い
る
。

■
三
．
藩
の
困
窮

　

大
村
藩
で
は
、
参
勤
交
代
を
し
て
江
戸
へ
行
っ
た
り
、
幕
府
か
ら
命
じ
ら
れ
る
軍
役
、
普
請
役
、
馳
走
役
な
ど
の
公
儀
役
を
果
た
す
な

ど
、
藩
財
政
の
困
窮
は
既
に
十
七
世
紀
前
半
か
ら
進
行
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
御
一
門
払
い
や
検
地
の
実
施
な
ど
に
よ
っ
て
藩
財
政
の
健

全
化
を
図
っ
て
き
た
が
、
一
向
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
親
類
大
名
伊
丹
家
を
は
じ
め
と
す
る
商
人
な
ど
か
ら
も
借
金
を
重
ね
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
藩
で
は
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
六
月
十
二
日
、
家
臣
団
に
対
し
て
、
知
行
高
の
一
部
を
藩
へ
上
納
す
る
上
米
を
命
じ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
次
に
あ
げ
る
の
は
、
こ
の
時
に
出
さ
れ
た「
覚
」（
31
）で
あ
る
。

　
　
　

覚

　

一
五
拾
壱
石
以
上
ゟ
上
者　
　
　
　

五
部

　

一
拾
壱
石
ゟ
五
拾
石
迄
ハ　
　
　
　

三
部

　

一
壱
石
ゟ
拾
石
迄
者　
　
　
　
　
　

弐
部

右
五
部
三
部
弐
部
之
儀
者
知
行
ニ
而
可
被
差
上
候
、
若
抱
置
米
ニ
銀
子
ニ
而
上
納
仕
度
願
之
面
々
者
、
慥
成
書
物
相
調
、
頭
々
江
可
被

相
渡
候
、
右
両
条
被
極
早
々
郡
代
江
可
被
相
届
候
、
以
上

　

い
わ
ゆ
る
五
部
三
部
米
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
知
行
が
五
一
石
よ
り
上
の
者
は
「
五
部
」
つ
ま
り
知
行
の
半
分
を
、
一
一
石
か
ら
五
〇
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石
ま
で
は
「
三
部
」
知
行
の
三
割
を
、
一
石
か
ら
一
〇
石
ま
で
は
「
弐
部
」
知
行
の
二
割
を
前
年
七
月
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
郡
代
方
へ
納

め
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
も
っ
と
も
後
文
か
ら
、
米
で
は
な
く
銀
で
の
上
納
も
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

し
か
し
、
い
く
ら
藩
財
政
が
窮
乏
し
て
い
る
た
め
と
は
い
え
、
本
来
家
臣
が
「
奉
公
」
を
行
う
た
め
に
、
主
君
が
「
御
恩
」
と
し
て
与
え

て
い
る
の
が
知
行
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
部
で
あ
っ
て
も
藩
へ
納
め
る
よ
う
に
と
命
じ
る
の
は
、
主
従
関
係
の
根
幹
に
関
わ
る
、
極
め
て
重

要
な
問
題
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
純
長
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
説
明
す
る
た
め
、
同
年
十
二
月
二
十
八
日
に「
覚
」（
32
）
を
出
し
て
い
る
。
内
容
は
、「
近
年
我

等
す
り
き
り
候
付
、
諸
士
ゟ
為
見
次
大
分
之
預
合
力
候
儀
、
譜
代
之
よ
し
み
を
被
存
、
如
斯
之
深
切
大
慶
難
謝
候
、
自
今
以
後
我
等
分
限

ニ
不
応
儀
、
書
付
を
以
可
申
達
候
、
尤
可
為
忠
節
候
也
、
然
者
家
中
弥
倹
約
を
用
」
い
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
藩
財
政
が
困
窮
（「
我
等

す
り
き
り
」）
し
て
い
る
た
め
上
米
を
命
じ
た
が
、
大
村
家
の
家
臣
は
譜
代
者
が
多
い
の
で
理
解
し
て
く
れ
感
謝
し
て
い
る
。
今
後
は
藩

主
で
あ
っ
て
も
分
限
に
応
じ
て
い
な
い
と
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
書
付
で
提
出
し
な
さ
い
。
こ
れ
は
「
忠
節
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
家
臣
も
倹

約
を
す
る
よ
う
に
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

上
米
は
、
藩
権
力
が
、
一
方
的
な
命
令
に
よ
っ
て
処
理
で
き
る
事
柄
で
は
な
く
、
藩
側
・
藩
主
は
、
家
臣
団
に
対
し
て
、
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
行
う
の
か
説
明
を
す
る
責
任
が
あ
っ
た
し
、
ま
た
自
身
の
財
政
に
つ
い
て
も
家
臣
に
よ
っ
て
制
限
が
加
え
ら
れ
る
ほ
ど
引
き

締
め
な
け
れ
ば
、
家
臣
側
も
到
底
納
得
が
で
き
な
か
っ
た
。

■
四
．
役
目
米

　

寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
二
月
十
五
日
に
は
、
家
臣
団
に
対
し
て
、
石
高
や
役
職
・
身
分
に
応
じ
て
出
米
を
さ
せ
る
役
目
米
を
制
定
し

て
い
る（
33
）。

一
五
部
三
部　
　

御
免
被
成
候
事

一
千
石
以
下
六
拾
石
迄
者
百
石
ニ
付
米
三
拾
俵
ツ
ヽ
之
役
目
可
被
差
上
事

一
五
拾
石
以
下
拾
壹
石
迄
者
拾
石
ニ
付
米
弐
俵
七
升
五
合
ツ
ヽ
之
役
目
可
被
差
上
事
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一
十
石
以
下
者
米
壹
俵
壹
斗
五
升
宛
之
役
目
可
被
差
上
事

一
近
年
五
部
三
部
被
差
上
候
付
而
前
廉
之
米
之
代
其
外
元
捨
銀
一
切
之
未
進
被
差
延
候
を
當
暮
ゟ
十
年
ニ
上
納
可
被
仕
事

一
江
戸
御
供
各
番
ニ
相
勤
申
候
者
共
ハ
無
役
ニ
可
被
仰
付
事

一
元
来
役
目
不
仕
候
而
今
度
之
役
目
被
差
上
候
者
江
者
先
年
之
役
目
を
可
被
下
事

一
諸
物
懸
江
も
先
年
之
役
目
可
被
下
事

一
江
戸
御
供
之
馬
廻
江
ハ
今
度
之
役
目
壹
年
御
免
可
被
成
事
并
百
石
ゟ
百
五
拾
石
迄
ハ
役
目
之
上
ニ
銀
五
百
目
ツ
ヽ
可
被
下
事

一
長
崎
付
番
江
者
今
度
之
半
役
御
免
可
被
成
事

一
百
石
取
隣
端
近
国
江
急
ニ
御
使
ニ
被
遣
候
節
且
又
他
所
ゟ
之
御
使
者
取
次
被
仰
付
候
時
者
刀
指
壹
人
御
供
可
被
成
事

一
百
五
拾
石
以
上
之
者
者
乗
馬
所
持
可
仕
事

右
之
通
被
仰
出
候
、
古
方
未
進
拾
年
ニ
差
上
候
様
ニ
被
仰
出
候
儀
何
茂
忝
可
被
存
候
、
役
目
其
外
未
進
之
儀
十
月
十
一
月
十
二
月
中

ニ
無
相
違
可
被
致
上
納
候
、
若
少
ニ
而
も
年
明
候
迄
及
延
引
候
ハ
ヽ
早
速
知
行
被
召
上
御
蔵
米
ニ
而
可
被
仰
付
候
間
其
心
得
有
之
候
以

上
　

二
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
老
中

　

五
部
三
部
を
上
納
し
て
い
る
者
は
免
除
さ
れ
る
と
し
て
、
そ
の
ほ
か
、
一
〇
〇
〇
石
以
下
六
〇
石
ま
で
の
知
行
取
り
は
一
〇
〇
石
に
米

三
〇
俵
を
上
納
す
る
こ
と
や
、
五
部
三
部
の
未
進
者
に
対
し
て
も
今
年
の
暮
れ
か
ら
一
〇
年
間
で
上
米
す
る
よ
う
に
命
じ
た
り
、
一
五
〇

石
以
上
の
武
士
は
乗
馬
を
所
持
す
る
よ
う
に
も
命
じ
て
い
る
。
特
に
、
後
文
の
最
後
で
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
役
目
米
を
今
年
中
に

納
め
ら
れ
な
い
武
士
に
つ
い
て
は
、
土
地
を
拝
領
す
る
地
方
知
行
を
改
め
て
、
米
を
支
給
す
る
蔵
米
取
（
俸
禄
米
）
に
す
る
の
で
心
得
て

お
く
よ
う
に
と
命
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
藩
側
の
徴
収
に
か
け
る
並
々
な
ら
ぬ
意
思
が
看
取
さ
れ
る
。
な
お
、
大
村
藩
で
は
、
従
来
、
縦
横

五
寸
二
分
・
深
さ
二
寸
五
分
の
「
古
よ
り
有
来
候
枡
」
を
使
用
し
て
き
た
が
、
前
年
か
ら
縦
横
四
寸
九
分
・
深
さ
二
寸
七
分
の
京
枡
を
用

い
て
俸
禄
米
な
ど
を
量
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
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■
五
．
大
坂
屋
敷
、
長
崎
屋
敷

一
．
大
坂
屋
敷

　

大
坂
屋
敷
は
、
大
村
か
ら
上
っ
て
き
た
藩
士
が
詰
め
、
国
許
か
ら
の
米
売
却
の
た
め
の
蔵
屋
敷
と
し
て
機
能
し
た
ほ
か
、
藩
主
の
参

勤
交
代
の
際
は
、
宿
泊
施
設
に
も
な
っ
た
。
大
村
藩
の
大
坂
屋
敷
は
、「
見
聞
集
」巻
三
十
六
に
よ
れ
ば
、
最
初
は「
岡
崎
町
か
い
ふ
堀
」

に
あ
っ
た
が
、
屋
敷
裏
の
川
が
浅
く
な
り
、
小
舟
の
往
来
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
大
坂
詰
の
藩
士
針
尾
兵
部
左
衛
門
が
堂
島
新
地
四

丁
目
で
売
り
出
し
て
い
た
土
地
を
見
付
け
、
元
禄
三
年
春
に
見
分
の
上
、
純
長
及
び
幕
府
の
許
可
を
得
て
購
入
し
た
。

　

堂
島
屋
敷
は
、
町
屋
敷
四
ヵ
所
分
を
ま
と
め
総
坪
数
八
三
〇
坪
で
あ
り
、
幕
末
に
至
る
ま
で
大
村
藩
の
大
坂
蔵
屋
敷
と
な
っ
た
。
屋

敷
の
購
入
金
額
は
、
銀
一
一
三
貫
目
余
で
あ
っ
た
が
、
元
の
屋
敷
で
あ
っ
た
岡
崎
町
海
部
堀
は
、
大
村
藩
の
出
入
商
人
助
松
屋
利
兵
衛

が
銀
一
二
〇
貫
目
で
買
い
上
げ
て
い
る
。

二
．
長
崎
屋
敷

　

大
村
藩
の
長
崎
屋
敷
は
、「
見
聞
集
」巻
三
十
七
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
椛
島
町
に
あ
っ
た
が
、
明
暦
三
年（
一
六
五
七
）、
諸
事
不
都

合
の
た
め
、
恵
美
須
町
の
末
次
七
左
衛
門
の
屋
敷
を
買
い
取
っ
た
。

　
　

永
代
売
渡
シ
申
家
屋
敷
之
事

　

�

一�

恵
美
酒
町
我
等
家
屋
敷
表
弐
拾
壱
間
、
入
は
東
方
九
間
弐
尺
、
西
方
弐
拾
間
四
尺
、
右
之
家
屋
敷
之
代
銀
八
貫
六
百
目
、
慥
ニ

受
取
相
済
申
処
明
白
実
正
也
、
以
来
此
家
屋
ニ
付
出
入
申
仁
御
座
候
ハ
ヽ
、
何
事
も
罷
出
相
済
可
申
候
、
為
後
日
如
件
但
右
之

外
ニ
此
屋
敷
ニ
中
町
之
方
ニ
通
道
壱
間
有
之
也

　
　
　

明
暦
三
年
酉
四
月
廿
日　
　

末
次
七
左
衛
門　

判

　
　
　
　
　
　

大
村
い
な
は
守
様
御
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
瀬
平
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

勘
右
衛
門
殿
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右
の
史
料
は
、
大
村
藩
が
末
次
七
左
衛
門
の
屋
敷
を
買
い
取
っ
た
際
の
沽
券
で
あ
る
が
、
表
が
二
一
間
、
東
方
九
間
二
尺
、
西
方
が

二
三
間
四
尺
で
、
代
銀
が
銀
八
貫
六
〇
〇
目
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
村
藩
で
は
、
江
戸
を
は
じ
め
、
大
坂
と
長
崎
の
各
屋
敷
に
は
、
聞
番
と
い
う
役
職
を
置
い
て
、
幕
府
や
諸
藩
と
の
折
衝
・
情
報
収

集
を
行
っ
て
い
た
。

　
　
身
分
序
列
と
行
政
機
構

■
一
．
大
村
藩
の
身
分
格
式

　

大
村
藩
の
平
時
に
お
け
る
身
分
格
式
は
、
藩
主
を
頂
点
と
し
て
、
家
老
―
城
代
―
馬
廻
―
城
下
大
給
―
村
大
給
―
小
給
―
間
組
小
給
―

足
軽
―
職
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
身
分
格
式
は
、
家
老
・
城
代
と
い
っ
た
藩
上
層
部
以
下
は
、
大
給
と
小
給
、
そ
し
て
足
軽
・
職
人
に

分
か
れ
て
い
る
。
大
村
藩
で
は
、
藩
士
も
領
内
の
新
田
開
発
を
行
っ
て
お
り
、
開
発
地
が
六
〇
石
に
な
る
と
馬
廻
に
属
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
、
一
〇
石
以
上
は
大
給
、
一
〇
石
以
下
は
小
給
と
定
め
ら
れ
て
い
た（
34
）。

　

も
っ
と
も
、
知
行
・
俸
禄
が
給
付
さ
れ
な
か
っ
た
の
が
間
組
小
給
で
あ
り
、
以
下
、
足
軽
・
職
人
と
、
こ
の
身
分
格
式
は
主
に
石
高
を

中
心
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、「
純
長
公
御
代
御
規
式
之
事
」（
35
）
に
よ
れ
ば
、
家
老
以
下
、
用
人
、
旗
奉
行
、
持
鑓
奉
行
、
近
習
、
番
頭
、
歩
行
頭
、
小
姓
頭
、

馬
廻
、
医
師
、
小
姓
、
歩
行
組
頭
、
中
小
姓
、
茶
道
、
料
理
人
、
坊
主
、
足
軽
と
い
う
階
層
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
ち

ら
の
身
分
格
式
は
、
石
高
や
職
務
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
、
よ
り
細
か
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

戦
時
に
際
し
て
は
、
家
老
の
下
に
者
頭
を
置
き
、
者
頭
の
下
に
各
藩
士
が
所
属
し
て
い
た
。
足
軽
組
も
足
軽
大
将
（
者
頭
）
の
下
に
足

軽
が
所
属
し
て
い
た
が
、
足
軽
の
な
か
で
も
器
量
を
選
び
小
頭
と
し
て
、
足
軽
を
ま
と
め
た
り
、
者
頭
か
ら
の
命
令
の
伝
達
や
、
者
頭
に

対
し
て
組
中
の
上
申
を
担
わ
せ
て
い
た
。

　

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
二
月
十
五
日
に
、
藩
主
に
代
わ
っ
て
指
揮
を
と
る
床
几
代
と
し
て
、
北
条
作
左
衛
門
を
任
じ
、
与
力
三
人
・

四
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鉄
砲
足
軽
一
〇
人
を
付
属
さ
せ
た
。
北
条
作
左
衛
門
は
藩
主
大
村
純
長
が
伊
丹
家
か
ら
養
子
に
来
た
時
に
、
伊
丹
家
か
ら
付
人
と
し
て
付

属
し
て
い
た
藩
士
で
あ
り
、
純
長
の
信
頼
が
厚
い
人
物
で
あ
っ
た
。
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
正
月
五
日
に
は
、
藩
士
の
中
で
体
が
強
健

な
者
を
選
び
旗
本
五
〇
騎
と
し
て
定
め
て
い
る
。

■
二
．
御
一
献
列
座

　

大
村
家
で
は
、
正
月
元
旦
に
、
御
一
献
列
座
と
称
す
る
儀
式
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
日
、
許
さ
れ
た
藩
士
の
み
が
、
藩
主
と
対
面
儀
礼

を
行
う
も
の
で
、
勝
栗
一
つ
を
木
具
に
置
き
、
盃
に
酒
一
献
を
三
度
加
え
る
こ
と
で
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
定
ま
っ
た
。
も
と
も

と
は
大
村
家
の
親
族
か
勲
功
の
あ
る
者
の
子
孫
の
み
で
あ
っ
た
が
、
純
忠
の
代
に
は
勲
功
の
あ
っ
た
侍
を
御
一
献
列
座
に
召
し
出
し
て
お

り
、
純
頼
の
代
に
な
る
と
、
勲
功
が
な
く
て
も
重
役
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
加
え
ら
れ
た
。

　
「
見
聞
集
」
巻
二
十
八
か
ら
、
御
一
献
列
座
の
次
第
を
順
に
記
す
と
、
家
老
、
城
代
、
中
老
ま
で
が
一
列
で
各
々
に
一
献
が
出
て
盃
を

飲
む
。
次
に
外
様
者
頭
か
ら
町
奉
行
ま
で
が
一
列
で
盃
を
飲
み
、
こ
れ
を
下
座
へ
流
し
て
い
く
。

最
後
に
組
付
取
次
役
か
ら
馬
廻
及
び
給
人
が
一
列
で
盃
を
飲
み
、
同
じ
く
こ
れ
を
下
座
へ
流
し

て
い
く
。
最
後
に
用
人
・
者
頭
の
嫡
子
、
馬
廻
と
嫡
子
か
ら
知
行
高
二
〇
石
以
上
の
城
下
給
人
、

馬
医
と
中
間
頭
ま
で
が
自
ら
手
自
酌
を
す
る
。
な
お
、
役
職
に
よ
っ
て
御
一
献
列
座
が
許
さ
れ

て
い
る
藩
士
は
、
そ
の
役
職
か
ら
離
れ
る
と
、
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
儀
礼
を
通
し
て
、
藩
は
身
分
格
式
を
厳
然
と
表
し
た
の
で
あ
り
、
出
席
が
許
さ
れ

た
藩
士
に
と
っ
て
は
、
藩
主
へ
の
親
近
感
と
藩
内
で
の
優
越
感
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
許
さ
れ

な
か
っ
た
藩
士
に
と
っ
て
は
身
分
格
式
そ
の
も
の
を
常
に
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

■
三
．
藩
士
へ
の
身
分
規
定

　

十
七
世
紀
前
半
に
は
始
ま
っ
て
い
た
藩
財
政
の
悪
化
は
、
藩
士
に
対
し
て
倹
約
を
求
め
た
が
、

身
分
制
社
会
の
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
、
武
士
身
分
内
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
格
式
に
応

写真1-9　大村藩主家使用の漆塗什器 膳・椀・櫃・杓子
（杓文字）� （大村市立史料館所蔵　史料館史料）
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じ
た
規
定
が
な
さ
れ
た
。

　

か
か
る
点
に
つ
い
て
、大
村
藩
に
お
い
て
、最
も
早
く
出
さ
れ
た
身
分
法
令
と
し
て
、明
暦
三
年（
一
六
五
七
）正
月
二
十
一
日
付
の「
定
」

（
36
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
諸
侍
衆
」
の
衣
類
は
、
木
綿
や
紬
巾
な
ど
に
限
る
と
し
た
が
、
他
領
か
ら
の
客
人
に
会
っ
た
り
、
他
領

へ
使
者
と
し
て
赴
く
場
合
は「
衣
装
成
る
ほ
ど
結
構
仕
る
べ
し
」と
、
例
外
を
認
め
て
い
る
。「
諸
侍
衆
」と
は
、
次
の
箇
条
か
ら
し
て
、
小

給
以
上
を
指
し
て
い
る
。
次
に
、
藩
士
の
家
臣
で
あ
る「
又
内
」や
歩
行
に
つ
い
て
は
、
木
綿
・
紬
・
紙
子
の
み
着
用
し
て
良
い
と
定
め
、「
び

ろ
う
ど
の
え
り
綸
子
無
用
の
事
」
と
し
て
、
贅
沢
品
は
禁
止
し
て
い
る
。
更
に
足
軽
・
中
間
・
草
履
取
・
百
姓
以
下
は
、
木
綿
の
み
の
着

用
を
認
め
て
い
る
。

　

ま
た
こ
の
法
令
で
は
、
ほ
か
に
、
上
方
へ
行
く
、
若
し
く
は
上
方
か
ら
帰
っ
て
来
た
者
に
対
し
て
進
物
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
て

い
る
。
贈
答
品
に
よ
る
支
出
を
抑
え
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、「
衆
道
狂
ひ
堅
く
停
止
た
る
べ
き
事
」「
博
打
仕
る
ま
じ
き
事
」と
い
う

よ
う
に
、
衆
道
狂
い
や
博
打
と
い
っ
た
個
々
人
の
社
会
生
活
を
乱
す
と
考
え
ら
れ
た
事
柄
に
つ
い
て
も
禁
止
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
箇
条

は
武
士
や
百
姓
・
町
人
に
関
係
な
く
、
全
て
の
身
分
が
対
象
で
あ
っ
た
。

　

寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
十
一
月
十
五
日
に
は
、
藩
士
に
対
し
て
、「
た
び
た
び
仰
せ
渡
す
と
い
え
ど
も
、
大
酒
・
遊
山
か
た
く
停
止
た

る
べ
く
事
」
と
、
大
酒
や
物
見
遊
山
の
禁
止
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
下
女
の
絹
布
・
上
帷
子
着
用
の
禁
止
、
正
月
は
勝
栗
・
吸
い
物
以
外

出
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
更
に
は
墓
石
に
つ
い
て
、
知
行
高
二
〇
〇
石
ま
で
は
高
さ
三
尺
、
二
〇
〇
石
以
上
は
高
さ
四
尺
ま
で
に
す
る

よ
う
に
規
定
し
て
い
る（
37
）。

　

同
七
年
閏
二
月
三
日
の
法
令
で
は
、
家
老
以
下
、
給
人
に
至
る
ま
で
、
今
後
は
「
木
綿
・
絹
・
紬
よ
り
上
の
衣
装
」
は
着
て
は
な
ら
な

い
と
命
じ
て
い
る
（
38
）。「
下
々
」
は
上
帯
・
下
帯
と
も
に
絹
・
紬
は
禁
止
さ
れ
た
。
ほ
か
に
も
、
男
女
に
よ
ら
ず
音
信
物
は
お
菓
子
と
い

え
ど
も
一
切
無
用
、
客
人
へ
の
振
る
舞
い
も
一
汁
香
物
・
三
菜
以
外
は
出
し
て
は
な
ら
な
い
、
も
し
出
さ
れ
て
も
亭
主
へ
返
す
よ
う
に
と

定
め
て
い
る
。

　

延
宝
七
年（
一
六
七
九
）十
二
月
一
日
に
出
さ
れ
た「
覚
」（
39
）で
は
、「
近
年
家
中
身
体
不
成
者
共
、願
ニ
ゟ
幾
度
も
為
救
申
、返
納
之
銀
米
、
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以
年
賦
致
返
納
候
様
ニ
と
申
付
候
間
、
身
体
持
直
、
定
之
こ
と
く
返
納
も
可
仕
と
存
候
処
、
救
ひ
候
甲
斐
も
無
之
、
剰
返
納
も
然
々
不
仕

候
由
聞
届
候
、
手
前
勝
手
不
如
意
ニ
候
得
共
、
家
中
為
救
申
快
申
付
候
処
、
其
恩
忘
れ
ほ
し
い
ま
ゝ
ニ
身
を
持
、
致
困
窮
候
儀
重
々
不
届
候
」

と
、
こ
れ
ま
で
困
窮
し
て
い
る
家
中
に
対
し
て
は
、
返
付
す
べ
き
銀
米
な
ど
も
年
賦
に
す
る
な
ど
救
っ
て
き
た
の
に
、
倹
約
す
る
こ
と
な

く
返
納
も
し
な
い
の
は
、
藩
主
の
恩
を
忘
れ
て
お
り
、
困
窮
す
る
こ
と
は
不
届
き
で
あ
る
、
と
説
く
と
と
も
に
、
更
な
る
倹
約
の
実
施
を

命
じ
て
い
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
①
親
類
や
知
り
合
い
で
あ
っ
て
も
音
信
物
・
贈
答
品
の
禁
止
、
②
衣
服
は
木
綿
・
絹
・
紬
の
み
着
用
す
る
こ
と
、
羽
織

は
昔
か
ら
持
っ
て
い
る
分
の
み
着
用
し
て
よ
い
、
②
年
始
や
五
節
句
に
お
け
る
酒
肴
は
簡
略
に
す
る
こ
と
、
一
汁
三
菜
と
酒
は
三
盃
の
み

と
す
る
こ
と
、
③
婚
姻
で
の
寄
り
合
い
は
近
い
親
類
以
外
は
集
ま
っ
て
は
い
け
な
い
、
料
理
も
一
汁
三
菜
と
す
る
こ
と
、
④
仏
事
も
軽
く

し
て
一
汁
三
菜
と
す
る
こ
と
、
⑤
家
居
の
買
代
銀
を
支
払
っ
て
い
な
い
内
は
転
居
し
た
り
豪
華
な
修
復
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
⑥
花
見
や

物
見
遊
山
で
酒
宴
を
開
い
て
は
な
ら
な
い
、
⑦
博
打
の
禁
止
、
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
実
は
、
先
ほ
ど
の
明
暦
三

年
正
月
二
十
一
日
付
の
「
定
」
と
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
か
つ
藩
士
が
窮
乏
し
て
い
る
状
態
に
変
わ
り
は
な
く
、
延
宝
七
年
令
は
明

暦
三
年
令
を
引
き
継
い
で
、
再
度
命
じ
た
性
格
が
強
い
。

　

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
五
月
二
日
に
は
、
五
ヵ
年
の
間
、
家
臣
た
ち
の
知
行
の
う
ち
、
二
部
を
藩
へ
預
け
る
上
米
が
実
施
さ
れ
た
（
40
）。

こ
れ
は
、
大
村
藩
の
な
か
で
「
先
祖
数
代
之
家
を
も
崩
シ
可
申
哉
」
と
い
う
危
機
感
の
な
か
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、「
侍
中
者
不
及
申
、
軽

キ
者
迄
大
村
ニ
居
住
之
者
は
此
節
譜
代
之
好
身
を
忘
不
申
候
ハ
ヽ
可
申
出
候
」と
、
武
士
か
ら
町
人
・
百
姓
に
至
る
ま
で
、
大
村
家
に
と
っ

て
「
譜
代
」
の
者
だ
か
ら
申
し
出
た
と
、
藩
内
に
お
け
る
歴
史
性
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
上
米
を
正
当
化
し
た
。
更
に
、
倹
約
す
る
こ
と

は
「
奉
公
方
相
勤
候
段
勤
功
同
然
之
可
為
忠
節
事
」
と
、
倹
約
こ
そ
が
忠
節
で
あ
る
と
す
る
と
と
も
に
、
家
中
の
衣
類
が
見
苦
し
く
て
も

一
向
に
構
わ
な
い
、
と
認
め
る
な
ど
、
二
部
預
け
に
対
す
る
理
解
を
求
め
て
い
る
。

■
四
．
百
姓
に
対
す
る
法
令

　

大
村
藩
の
身
分
規
定
は
、
藩
士
以
外
、
百
姓
身
分
に
対
し
て
も
出
さ
れ
て
い
る
。
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
十
二
月
二
十
三
日
付
で
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出
さ
れ
た「
定
」（
41
）で
は
、
ま
ず
、「
近
年
世
中
悪
有
之
、
不
覚
悟
ニ
仕
候
ハ
ヽ
う
へ
可
申
之
間
、
仕
置
仕
候
様
ニ
と
従
公
儀
被
仰
出
候
」と
、

「
近
年
世
中
悪
」
と
は
、
同
年
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
寛
永
の
飢
饉
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
百
姓
が
「
う
へ
」
＝
飢
え
な
い
よ

う
に
幕
府
か
ら
の
命
令
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
幕
府
は
同
年
六
月
二
日
に
大
名
領
に
対
し
て
直
接
、「
諸
国
在
々
所
々
、
田
畠
荒
れ

ざ
る
様
に
精
を
入
れ
耕
作
す
べ
し
」と
の
法
令
を
出
し
て
い
る（
42
）。「
定
」の
な
か
の「
仕
置
仕
候
様
ニ
と
従
公
儀
被
仰
出
候
」と
は
、
こ
の

こ
と
を
指
し
て
い
る
。

　

寛
永
の
大
飢
饉
は
、
全
国
的
な
天
候
不
順
や
洪
水
、
虫
害
な
ど
に
よ
っ
て
、
大
名
領
を
は
じ
め
、
天
領
・
旗
本
領
・
寺
社
公
家
領
な
ど

を
問
わ
ず
、
日
本
全
国
で
多
数
の
餓
死
者
を
出
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
幕
府
は
、
百
姓
の
耕
作
を
保
証
し
て
食
料
の
生
産
を
確
保
す
る
、

食
料
消
費
の
抑
制
、
飢
民
の
救
済
と
い
う
三
本
柱
に
よ
る
政
策
を
実
施
し
た（
43
）。

　

大
村
藩
で
も
、
右
の「
定
」に
お
い
て
、
新
た
な
酒
造
や
酒
販
売
の
禁
止
、「
饂う

飩ど
ん

・
き
り
麦
・
素
麺
・
饅
頭
・
そ
は
き
り
・
南
蛮
菓
子
・

あ
め
の
類
」
を
つ
く
る
こ
と
を
禁
止
す
る
と
い
う
幕
府
に
準
じ
た
食
料
生
産
の
確
保
を
実
施
し
て
、
寛
永
の
飢
饉
を
乗
り
切
る
政
策
を
実

施
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
「
定
」
で
は
、
①
「
百
姓
刀
さ
し
ま
し
き
事
、
但
脇
差
ハ
苦
か
ら
さ
る
事
」
②
「
村
々
百
姓
・
町
人
・

海
士
・
海
夫
、
男
女
に
よ
ら
す
、
い
し
や
う
之
儀
ハ
不
及
申
、
帯
に
も
け
ん
ふ
（
絹
布
）
仕
間
敷
事
、
附
り
、
た
び
・
せ
き
た
無
用
の
事
」、

③
「
村
々
百
姓
・
町
人
・
海
士
・
海
夫
、
男
女
に
よ
ら
す
、
紺
染
か
た
か
き
物
着
間
敷
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
①
で
は
、
武
士
と
百
姓
の

身
分
を
視
覚
的
に
区
別
す
る
た
め
、
刀
を
差
す
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
そ
し
て
②
や
③
の
よ
う
に
、
百
姓
の
着
物
を
限
定
す
る
こ
と
で
、

武
士
身
分
同
様
、
高
価
な
衣
装
を
禁
止
し
て
倹
約
を
実
施
さ
せ
て
い
た
。

　

更
に
百
姓
身
分
の
衣
類
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
の
明
暦
三
年
正
月
二
十
一
日
付
の
「
定
」
で
、
足
軽
や
中
間
な
ど
と
同
様
に
「
木
綿
」
に

限
定
さ
れ
た
。

　

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
正
月
に
は
、「
百
姓
中
心
得
之
趣
」
と
し
て
、
全
一
三
箇
条
に
わ
た
る
法
令
が
公
布
さ
れ
た
（
44
）。
①
毎
月
の
仰

せ
渡
し
に
は
必
ず
来
る
よ
う
に
、
も
し
公
役
な
ど
で
来
ら
れ
な
け
れ
ば
五
人
組
へ
頼
む
よ
う
に
、
②
出
生
届
は
役
人
へ
直
接
届
け
出
る
よ

う
に
、
③
家
作
や
修
理
の
願
い
も
役
人
へ
直
接
届
け
出
る
よ
う
に
、
④
諸
奉
公
人
へ
無
礼
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
両
手
を
つ
き
頭
を
下
げ
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る
よ
う
に
、
⑤
公
役
に
出
た
な
ら
ば
ま
じ
め
に
働
く
よ
う
に
、
昼
飯
は
白
米
だ
け
で
は
な
く
雑
穀
を
加
え
る
よ
う
に
、
⑥
百
姓
中
の
身
持

ち
に
つ
い
て
、
特
に
若
者
は
御
法
度
の
品
を
用
い
な
い
よ
う
に
せ
よ
、
⑦
馬
士
は
道
で
人
に
会
っ
た
な
ら
ば
馬
の
口
に
寄
る
よ
う
に
せ
よ
、

⑧
役
所
か
ら
の
品
々
を
粗
末
に
し
て
は
な
ら
な
い
、
⑨
日
用
夫
・
郡
役
夫
な
ど
の
公
役
は
遅
刻
を
し
な
い
よ
う
に
せ
よ
、
⑩
庄
屋
が
御
蔵

番
を
務
め
る
際
、
薪
や
松
明
は
持
参
し
て
、
不
審
者
を
取
り
締
ま
る
よ
う
に
せ
よ
、
⑪
諸
納
め
を
間
違
い
が
な
い
よ
う
に
せ
よ
、
場
合
に

よ
っ
て
は
遠
慮
無
く
帳
面
を
探
し
て
見
る
よ
う
に
せ
よ
、
⑫
百
姓
が
土
地
方
普
請
と
し
て
差
し
出
す
郷
作
人
夫
に
つ
い
て
子
ど
も
を
差
し

出
し
て
は
な
ら
な
い
、
⑬
旅
人
へ
宿
借
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
な
っ
て
い
る
。

　

百
姓
と
藩
と
の
関
係
を
規
定
し
た
り
、生
活
そ
の
も
の
を
規
制
す
る
法
令
と
し
て
、実
に
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
①
、

⑤
、
⑧
、
⑨
、
⑩
、
⑪
、
⑫
な
ど
は
、
百
姓
が
藩
の
役
所
へ
行
く
際
の
規
定
や
、
公
役
を
務
め
る
に
当
た
っ
て
の
禁
令
と
な
っ
て
い
る
。
②
、

③
、
④
、
⑥
、
⑦
な
ど
は
、
出
生
届
や
家
作
な
ど
を
直
接
届
け
出
る
よ
う
に
と
し
た
も
の
や
、
嗜
好
品
の
禁
止
な
ど
、
百
姓
が
家
族
と
と

も
に
生
活
す
る
な
か
で
規
制
さ
れ
る
法
令
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
④
な
ど
は
他
の
身
分
と
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
⑬
は
、
治
安
維

持
と
い
う
点
か
ら
の
禁
令
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
従
来
か
ら
の
禁
令
で
あ
っ
た
倹
約
と
い
う
面
以
外
に
も
、
百
姓
へ
の
生
活

規
制
が
よ
り
進
ん
だ
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
十
二
月
十
二
日
に
は
、
郡
代
雄
城
弥
一
兵
衛
・
浅
田
忠
兵
衛
か
ら
横
目
・
庄
屋
に
対
し
て
、
一
一
ヵ
条
か
ら

な
る
法
令
が
出
さ
れ
た
（
45
）。
な
お
、
郡
代
は
寛
文
四
年
七
月
に
設
置
さ
れ
た
役
職
で
、
百
姓
の
農
耕
及
び
藩
に
関
わ
る
事
件
は
郡
代
が

処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た（
46
）。

　

さ
て
、
延
宝
五
年
令
は
、
例
え
ば
、
第
一
ヵ
条
目
に
、
衣
装
は
男
女
と
も
に
「
木
綿
壱
匁
五
分
よ
り
上
之
染
着
仕
間
敷
事
、
尤
絹
物
之

帯
仕
間
敷
事
」
と
い
う
、
高
価
な
衣
類
着
用
の
禁
止
で
あ
り
、
従
来
か
ら
藩
が
禁
止
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
よ
り
具
体
的
に
指
示
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
ほ
か
に
も
、
宿
で
の
寄
合
酒
の
禁
止
、
朝
夕
雑
食
を
食
し
米
を
多
く
と
っ
て
は
な
ら
な
い
な
ど
と

い
っ
た
食
事
に
対
す
る
規
制
、
更
に
田
畠
で
は
か
か
し
を
使
う
よ
う
に
、
年
貢
無
沙
汰
の
百
姓
は
田
地
を
没
収
す
る
、
と
い
っ
た
生
産
そ

の
も
の
に
関
わ
る
こ
と
に
ま
で
法
令
が
及
ん
で
い
る
。
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■
五
．
行
政
機
構
の
整
備

一
．
評
定
所

　

評
定
所
は
、
藩
の
法
律
を
司
る
役
所
で
あ
り
、
家
老
・
手
合
奉
行
・
目
付
が
、
毎
月
二
日
、
七
日
、
十
二
日
、
十
八
日
、
二
十
三
日
、

二
十
八
日
に
城
内
の
評
定
所
へ
出
仕
し
た
。
も
っ
と
も
、
月
番
の
家
老
と
手
合
奉
行
の
う
ち
一
人
、
出
納
奉
行
、
目
付
一
人
、
祐
筆
一

人
は
毎
日
出
仕
し
て
い
た
。
な
お
評
定
所
は
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
六
月
、
城
内
南
屋
敷
内
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で

は
大
村
彦
右
衛
門
純
勝
の
屋
敷
内
で
政
務
を
執
っ
て
い
た
。
従
来
、
私
邸
で
行
わ
れ
て
い
た
政
治
が
、
役
所
と
私
邸
が
分
離
し
、
よ
り

公
的
な
空
間
・
場
所
で
政
治
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
画
期
で
あ
っ
た
。
以
下
、「
九
葉
実
録
」に
よ
れ
ば
、
寛
文
七
年（
一
六
六
七
）

に
、「
家
老
以
下
各
職
ノ
綱
領
條
目
ヲ
定
ム
」
と
あ
っ
て
、
家
老
以
下
の
職
務
が
明
文
化
さ
れ
た
よ
う
で
、
藩
内
に
お
い
て
役
職
の
整
備

が
進
行
し
て
い
た
。

　

評
定
所
へ
出
仕
し
家
老
へ
の
取
次
や
訴
訟
を
取
り
扱
っ
た
手
合
奉
行
を
見
て
み
る
と
、
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
九
月
十
五
日
と
十

八
日
に
、
藩
主
大
村
純
長
は
立
て
続
け
に
職
務
規
程
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
十
五
日
に
出
さ
れ
た「
定
」（『
九
葉
実
録
』第
一
冊　

七
二
頁
）を
見
て
み
る
と
、

　
　

定

　

一�

家
老
共
江
申
候
儀
何
茂
軽
々
敷
内
談
茂
不
仕
別
而
申
達
候
様
ニ
候
間
、
其
役
之
儀
頭
奉
行
吟
味
之
上
手
合
并
四
奉
行
江
相
談
其
上

家
老
共
差
図
請
可
申
事

　

一
家
中
訴
訟
之
儀
手
合
取
次
家
老
共
江
可
申
候　

右
使
者
ニ
家
老
共
用
事
候
ハ
ヽ
可
召
出
事

　

一
家
老
共
申
出
候
儀
縦
一
旦
不
理
屈
之
儀
申
た
り
と
い
ふ
と
も
無
礼
ニ
返
答
仕
候
者
可
為
不
届
手
合
迄
直
ニ
被
相
談
可
仕
事

　

一
小
事
た
り
と
も
家
中
并
領
分
百
姓
共
江
之
觸
流
之
儀
其
役
人
一
分
之
心
得
ニ
而
不
可
仕
家
老
共
可
為
指
図
事

　

一
郡
代
并
町
奉
行
其
下
々
江
申
渡
候
儀
家
老
共
江
相
達
可
受
指
図
一
分
之
心
得
ニ
而
下
々
江
仕
置
不
可
仕
事

　

一�

於
評
定
所
其
役
人
之
外
相
談
所
江
不
可
出
事　

用
事
有
之
罷
出
候
者
者
其
事
相
済
早
々
可
立
退
并
家
老
共
給
仕
之
者
等
遠
可
召
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置
事

　

右
之
條
々
堅
可
相
守
者
也

　
　
　

天
和
元
年
酉
九
月
十
五
日　

因
幡
判

　

全
体
と
し
て
は
、
家
老
の
職
務
規
程
に
つ
い
て
だ
が
、
手
合
奉
行
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
一
ヵ
条
目
で
「
軽
々
敷
」
こ
と
で
あ
っ

て
も
、
手
合
奉
行
と
四
奉
行
が
相
談
の
上
、
家
老
の
指
図
を
受
け
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。

　
　

覚

　

一
一
切
家
中
ゟ
之
願
之
儀
誰
人
ニ
よ
ら
す
家
老
共
江
取
次
候
儀
手
合
奉
行
之
外
仕
間
敷
事

　

一
役
所
方
々
願
之
儀
手
合
奉
行
取
次
可
申
事

　

一�

家
老
共
合
組
并
組
下
之
者
願
之
儀
武
備
之
儀
者
格
別
、
勝
手
方
ニ
か
か
わ
り
候
事
、
知
行
方
之
儀
者
願
訴
訟
共
ニ
手
合
奉
行
取
次

候
而
家
老
共
江
可
承
事

　

一�

同
相
組
并
組
子
願
之
儀
家
老
共
自
身
承
候
而
評
定
所
江
書
付
持
参
仕
間
敷
先
手
合
奉
行
方
ゟ
家
老
共
承
候
上
ニ
而
吟
味
可
仕
候
組

ゟ
直
ニ
家
老
共
受
取
申
間
敷
事

　

一�

手
合
奉
行
茂
家
老
中
江
申
出
候
事
者
前
方
元
〆
其
外
相
役
中
評
定
所
ニ
而
内
談
之
上
家
老
共
江
取
次
可
申
候
一
人
之
心
入
ニ
而
取

次
仕
間
敷
候
事

　

一
定
日
之
大
寄
合
之
前
日
諸
役
内
寄
合
仕
其
上
大
寄
合
ニ
而
吟
味
可
致
事　

右
之
通
相
心
得
可
申
候
以
上

　
　
　

天
和
元
年
酉
九
月
十
八
日　
　

因
幡

　

右
の
家
老
職
務
を
定
め
た
法
令
の
三
日
後
に
出
さ
れ
た
こ
ち
ら
の
法
令
は
、主
に
手
合
奉
行
の
職
務
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。一
ヵ

条
目
で
は
、
家
中
の
願
に
つ
い
て
手
合
奉
行
の
み
が
家
老
へ
取
次
が
で
き
る
こ
と
、
二
ヵ
条
目
で
は
、
役
所
「
方
々
」
の
願
も
同
様
に

手
合
奉
行
の
み
取
次
で
き
る
こ
と
、
四
ヵ
条
目
に
は
、
家
老
の
「
合
組
」
や
組
下
の
家
臣
の
知
行
に
関
す
る
訴
訟
も
同
様
に
手
合
奉
行

か
ら
家
老
へ
取
り
次
ぐ
こ
と
、
五
ヵ
条
目
に
は
、
手
合
奉
行
が
家
老
へ
申
し
出
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
相
役
と
評
定
所
と
で
相
談
し
て
申
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し
出
る
こ
と
、
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。

　

家
中
か
ら
願
書
を
受
け
付
け
る
役
割
を
手
合
奉
行
は
担
っ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
こ
の
役
職
に
は
公
平
さ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

農
村
支
配
機
構
に
つ
い
て
も
、
話
が
前
後
す
る
が
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
七
月
に
は
郡
代
を
設
置
し
て
、
年
貢
徴
収
を
始
め
、

農
民
が
起
こ
し
た
事
件
の
処
理
な
ど
、
農
村
支
配
を
管
轄
す
る
専
門
の
役
所
を
設
置
し
た
。
同
八
年
六
月
十
二
日
に
は
、
農
民
が
藩
へ

奉
仕
す
る
役
で
あ
る
郡
役
夫
を
扱
う
役
所
を
、
郡
代
か
ら
普
請
所
へ
移
管
し
て
い
た
。
大
村
藩
の
夫
役
は
郡
役
夫
と
郷
役
夫
の
二
種
類

か
ら
な
り
、
郡
役
夫
は
本
来
、
城
普
請
に
使
役
さ
れ
た
が
、
城
郭
建
設
が
な
く
な
っ
て
も
米
で
負
担
さ
せ
た
。
郷
役
夫
は
主
に
道
路
や

橋
を
修
復
す
る
役
で
村
給
人
が
監
督
し
た
。

　

大
村
藩
で
は
行
政
で
発
生
す
る
文
書
の
蓄
積
を
進
め
て
お
り
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
二
月
八
日
、
各
村
の
横
目
に
対
し
て
、
今

後
は
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
「
日
録
」
を
も
っ
て
藩
へ
上
申
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る（
47
）。
横
目
は
、
月
末
に
日
録
を
ま
と
め
、
大
横
目

へ
提
出
し
た
。
ま
た
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
八
月
五
日
に
は
、
郡
代
に
対
し
て
も
、
管
轄
す
る
農
村
で
発
生
し
た
事
件
や
各
村
の
歳

入
見
込
み
を
書
き
上
げ
て
提
出
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。

　
　
城
と
城
下
町

■
一
．
玖
島
城（
大
村
城
）の
築
城

　

戦
国
時
代
、
大
村
家
の
当
主
は
、
平
時
に
は
大
上
戸
川
に
沿
っ
た
大
村
館
に
住
み
、
鳥
甲
城
や
今
富
城
を
詰
め
の
城
と
し
て
い
た
が
、

永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）、
純
忠
の
代
に
、
武
雄
の
後
藤
氏
と
の
争
い
が
激
し
く
な
る
な
か
、
大
村
館
の
近
く
に
三
城
城
を
築
城
し
た
。

三
城
城
は
、
山
城
で
も
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
三
城
七
騎
籠
り
と
呼
ば
れ
る
、
近
隣
の
後
藤
・
松
浦
・
西
郷
各
氏
と
の
合
戦
に
も
、
そ
の
防
御

能
力
の
高
さ
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
。
し
か
し
、
秀
吉
政
権
の
も
と
で
、
各
大
名
が
、
本
城
を
、
防
御
施
設
で
は
な
く
、
行
政
を
執
り
行

う
た
め
の
施
設
と
し
て
位
置
付
け
、
平
野
部
に
築
城
す
る
平
城
に
次
々
と
移
行
し
て
い
く
な
か
、
純
忠
の
子
喜
前
も
、
当
初
は
、
杭
出
津

に
本
城
を
定
め
た
が
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）、
一
門
や
家
臣
と
相
談
を
し
て
、
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
岬
の
地
で
あ
る
玖
島
を
選
び
、

五
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築
城
を
始
め
た
。

　

喜
前
は
、
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
出
兵
の
た
め
、
国
内
で
は
肥
前
名
護
屋
城
や
壱
岐
勝
本
城
の
築
城
に
参
加
し
、
そ
の
後
、
渡
海
し
た
朝
鮮

半
島
に
お
い
て
も
、
順
天
の
倭
城
に
籠
城
し
た
経
験
か
ら
、
海
辺
の
城
は
攻
め
に
く
く
守
り
や
す
い
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
喜
前
に
よ
る
玖
島
城（
大
村
城
）（
巻
頭
写
真
）築
城
は
、
兵
農
分
離
政
策
の
一
環
で
も
あ
っ
た
。
郷
村
に
居
住
す
る
家
臣
団
を
城
下

に
集
住
さ
せ
る
こ
と
で
、
在
地
と
の
関
係
を
断
ち
切
ら
せ
、
各
家
臣
の
自
立
性
を
弱
め
な
が
ら
、
藩
主
権
力
を
強
固
な
も
の
と
し
て
い
っ

た
。
城
下
に
は
、
一
門
庶
家
を
は
じ
め
、
西
彼
杵
半
島
の
「
外
海
」
地
方
に
居
住
す
る
家
臣
な
ど
、
各
家
臣
団
に
対
し
て
屋
敷
地
が
与
え

ら
れ
、
城
下
に
集
住
す
る
近
世
的
な
城
下
町
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

玖
島
城
は
、
翌
年
の
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
完
成
し
た
が
、
こ
の
年
は
最
初
の
検
地
を
領
内
全
域
で
実
施
し
て
、
石
高
二
万
一
四

二
七
石
余
を
打
ち
出
し
た
年
で
も
あ
り
、
兵
農
分
離
と
検
地
と
い
う
、
大
村
家
が
近
世
大
名
と
し
て
発
展
し
て
い
く
う
え
で
、
ど
ち
ら
も

極
め
て
重
要
な
施
策
が
行
わ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
別
個
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
兵
農
分
離
に
よ
っ
て
在
地
と
の
関
係
を
切
り

離
し
、
そ
の
う
え
で
検
地
を
行
い
、
収
納
高
の
把
握
、
若
し
く
は
空
い
た
土
地
に
蔵
入
地
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
藩
権
力
を
強
化
す
る
方

策
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
大
村
藩
で
は
、
家
臣
と
在
地
と
の
関
係
を
完
全
に
引
き
離
す
こ
と
は
せ
ず
、
あ
る
程
度
の
関
係
性
を
残
し
て

い
た
こ
と
は
、
村
大
給
・
小
給
と
呼
ば
れ
た
在
郷
武
士
が
藩
初
か
ら
幕
末
ま
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

さ
て
同
十
九
年
、
喜
前
の
子
純
頼
の
時
に
、
玖
島
城
は
大
規
模
な
改
修
が
行
わ
れ
た
。
本
丸
・
二
の
丸
と
い
っ
た
主
郭
部
に
は
藩
主
の

屋
敷
な
ど
が
置
か
れ
、
曲
輪
内
に
馬
場
や
蔵
が
置
か
れ
る
な
ど
、
大
名
当
主
が
城
内
を
独
占
し
た
。
こ
れ
は
、
同
十
二
年
の
御
一
門
払
い

に
よ
り
、
藩
主
権
力
が
強
化
さ
れ
た
結
果
で
あ
る（
48
）。

　

更
に
玖
島
城
の
特
徴
と
し
て
、
石
垣
を
高
く
積
み
上
げ
た
高
石
垣
や
、
枡
形
虎
口
、
横
矢
掛
な
ど
、
特
に
織
豊
取
立
大
名
が
得
意
と
し

た
築
城
に
お
け
る
先
端
技
術
を
、
主
郭
部
分
に
集
中
し
て
導
入
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
は
、
中
央
政
権
に
命
じ
ら
れ
た
朝

鮮
出
兵
を
始
め
、
全
国
の
大
名
と
接
触
を
重
ね
る
な
か
で
、
大
村
家
で
も
多
く
の
経
験
を
積
み
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
玖

島
城
に
は
織
豊
期
の
城
郭
に
多
く
み
ら
れ
る
天
守
閣
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
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一
方
、
玖
島
城
の
本
丸
・
二
の
丸
と
三
の
丸
の
間
に
は
、
巨
大
な
乾
（
空
）
堀
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
城
の
空
間
も
大
き
く
二
分
さ

れ
て
い
る
。
特
に
三
の
丸
は
、
馬
場
、
蔵
、
舟
入
場
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
台
地
を
た
だ
平
坦
に
造
成
し
た
だ
け
の
曲
輪

で
あ
り
、
三
城
城
を
は
じ
め
、
近
隣
の
西
郷
氏
の
杉
峰
城
や
神
代
氏
の
居
城
神
代
城
と
い
っ
た
東
彼
杵
郡
・
高
来
郡
に
従
来
か
ら
見
ら
れ

る
典
型
的
な
在
地
系
城
郭
の
姿
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
玖
島
城
は
高
石
垣
な
ど
織
豊
大
名
家
に
見
ら
れ
る
先
端
技
術
と
、
従
来
か
ら
の
城

郭
建
築
技
術
が
入
り
交
じ
っ
た
城
で
あ
っ
た
。

■
二
．
五
小
路
の
由
来

　

玖
島
城
下
の
五ご

小こ
う

路じ

と
は
、
本ほ

ん

小
路
、
外ほ

か

浦う
ら

小
路
、
上う

わ

小
路
写
真
1
―
10
、
小
姓
小
路
、
草
場
小
路
を
指
す
。
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
の

玖
島
城
築
城
は
、
上
級
家
臣
を
は
じ
め
と
し
た
家
臣
団
の
城
下
集
住
を
促
進
さ
せ
て
い
っ
た
が
、
家
臣
団
の
屋
敷
と
し
て
設
定
さ
れ
た
の

が
五
小
路
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
の
由
来
と
代
表
的
な
建
物
を
記
す
と
、
本
小
路
は
、
大
手
門
前
に
小
路

を
つ
く
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
上
層
家
臣
や
、
藩
政
を
統
括
す
る
会
所
な
ど
、
城
下
の
中

心
的
な
小
路
で
あ
っ
た
。
慶
安
元
年（
一
六
四
八
）に
は
牢
屋（
大
村
牢
）も
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

外
浦
小
路
は
、
も
と
も
と
外
海
地
域
か
ら
移
住
し
て
き
た
家
臣
が
住
ん
で
い
た
こ
と
に
由

来
す
る
。
藩
政
時
代
は
大
村
弥
五
左
衛
門
、
大
村
権
左
衛
門
の
各
屋
敷
を
は
じ
め
、
大
村
一

門
の
屋
敷
地
が
多
く
あ
っ
た
。
当
初
は
船
屋
が
置
か
れ
て
い
た
。
現
在
は
長
崎
県
立
大
村
城

南
高
等
学
校
の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

上
小
路
は
、
も
と
も
と
尾
の
上
と
言
っ
て
い
た
た
め
尾
上
小
路
と
な
り
、
更
に
改
め
て
上

小
路
に
な
っ
た
と
い
う
。
家
臣
団
の
他
、
春
日
社
の
神
主
の
屋
敷
も
あ
っ
た
。

　

小
姓
小
路
は
、
藩
政
初
期
、
古
徒
士
を
小
姓
と
し
て
藩
主
の
近
習
に
し
て
い
た
が
彼
ら
の

屋
敷
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
上
級
か
ら
中
級
の
家
臣
の
屋
敷
地
が
あ
っ
た
。

写真1-10　�上小路武家屋敷跡� （大村市教育委員会提供）



58

　

最
後
の
草
場
小
路
は
、
も
と
も
と
の
地
名
で
、
古
く
は
袋
小
路
と
も
い
っ
た
。
藩
士
の
屋
敷
地
の
ほ
か
、
四
代
藩
主
純
長
が
歴
代
将
軍

の
位
牌
を
祀
る
た
め
に
建
て
た
円
融
寺
を
は
じ
め
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
移
転
し
て
き
た
正
法
寺
や
春
日
宮
が
あ
っ
た
。
な
お
、

正
法
寺
は
、
幕
府
上
使
や
諸
大
名
が
大
村
領
を
通
行
す
る
際
に
藩
の
家
老
や
用
人
が
詰
め
て
諸
用
を
行
っ
た
ほ
か
、
使
者
取
次
所
と
し
て
、

馬
廻
・
坊
主
・
料
理
人
な
ど
も
出
勤
し
た
。
享
保
二
年（
一
七
一
七
）に
杭
出
津
へ
移
転
し
た
。

■
三
．
城
下
町
の
成
立

　

玖
島
城
下
の
町
屋
と
し
て
、
片
町
、
本
町
、
田
町
、
水
主
町
が
あ
る
。
更
に
各
町
に
は
こ
れ
に
付
属
す
る
町
・
丁
が
あ
る
。「
郷
村
記
」

大
村
之
部（
49
）
か
ら
、
付
属
す
る
町
と
軒
数
を
記
す
と
、
片
町
に
は
、
本
通
に
九
〇
軒
、
稲
荷
町
に
は
一
九
軒
、
袋
町
に
は
三
八
軒
と
な
っ

て
い
る
。
本
町
に
は
、
本
通
八
五
軒
、
河
岸
端
通
に
は
一
五
軒
、
伊
勢
丁
二
〇
軒
、
波
戸
・
同
濱
六
六
軒
、
田
町
に
は
、
本
通
五
五
軒
、

諫
早
丁
に
は
三
二
軒
、
八
幡
丁
二
一
軒
、
札
の
丁
一
三
軒
、
萱
瀬
丁
二
五
軒
、
た
ん
々
々
川
通
八
軒
、
水
主
町
八
二
軒
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
な
か
で
も
、
本
町
に
は
、
諸
大
名
や
幕
府
役
人
が
通
行
す
る
時
に
休
泊
の
施
設
と
な
る
本
陣
が
あ
り
、
深
澤
儀
太
夫
が
代
々
務
め

て
い
た
。
上
使
屋
と
呼
ば
れ
る
屋
敷
も
あ
っ
た
が
、
慶
安
年
中
に
廃
止
さ
れ
、
中
嶋
金
左
衛
門
と
尾
道
長
兵
衛
の
屋
敷
を
上
使
屋
と
し
た

が
、
万
治
年
中
か
ら
、
深
澤
儀
太
夫
の
屋
敷
を
上
使
屋
と
し
た
。
ま
た
、
脇
本
陣
、
制
札
場
、
駅
場
も
本
町
に
あ
っ
た
。
更
に
、
本
町
波

戸
に
は
、
波
戸
船
改
番
所
が
あ
り
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
町
奉
行
樋
口
久
助
が
藩
命
に
よ
り
建
設
し
た
。
町
横
目
が
兼
帯
を
し
て
、

こ
の
番
所
に
勤
務
し
て
い
た
。
入
津
の
旅
船
往
来
切
手
、
荷
物
改
め
、
波
止
場
以
外
の
着
船
や
旅
人
の
禁
止
な
ど
を
職
務
と
し
た
。

　

火
番
所
は
、
本
町
に
二
ヵ
所
、
片
町
に
一
ヵ
所
あ
り
、
町
中
か
ら
の
抱
え
扶
持
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
火
の
用
心
の
た
め
、
時
の
拍
子

木
を
打
っ
て
町
中
を
歩
い
た
。

　

田
町
は
俗
名
裏
町
と
も
い
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
町
役
所
が
あ
っ
た
。
別
当
屋
敷
と
も
い
い
、
町
与
力
（
町
別
当
）
が
勤
番
を
し
て
、
宗

門
改
を
は
じ
め
町
政
に
関
す
る
職
務
を
司
っ
た
。
ま
た
田
町
に
は
、
代
官
屋
敷
や
、
伊
勢
神
宮
の
遙
拝
所
の
あ
る
伊
勢
屋
敷
跡
が
あ
っ
た
。

■
四
．
城
下
町
と
火
災

　

江
戸
時
代
は
将
軍
の
お
膝
元
で
あ
る
江
戸
城
下
を
は
じ
め
、
全
国
で
、
大
規
模
な
火
災
に
よ
る
城
下
町
の
焼
失
が
あ
っ
た
が
、
大
村
藩



59近世編 第一章 幕藩体制の成立と大村藩

に
お
い
て
も
玖
島
城
下
で
一
二
回
に
わ
た
り
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
た
。
前
掲
、「
郷
村
記
」大
村
之
部
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

　

寛
文
八
年（
一
六
六
八
）正
月
晦
日
、
片
町
か
ら
出
火
し
、
町
内
六
〇
軒
余
り
を
焼
き
、
ほ
か
に
武
家
屋
敷
一
一
軒
を
焼
失
し
た
。

　

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
十
二
月
二
十
五
日
晩
、
水
主
町
大
上
戸
川
か
ら
七
軒
目
に
居
住
し
て
い
た
定
水
主
・
市
兵
衛
宅
裏
の
雪
隠
か

ら
出
火
し
、
西
風
の
風
が
強
く
、
本
町
、
田
町
、
草
場
片
町
ま
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
焼
失
家
屋
は
、
水
主
町
で
五
九
軒
、
本
町
で
二

二
六
軒
、
田
町
で
一
七
軒
（
同
町
全
戸
数
お
よ
そ
一
五
四
軒
か
）
が
焼
け
残
り
、
片
町
で
六
四
軒
、
ほ
か
に
侍
屋
敷
一
四
軒
、
寺
院
一
軒

が
焼
失
す
る
、
極
め
て
甚
大
な
被
害
を
出
す
火
災
と
な
っ
た
。

　

正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
十
二
月
十
九
日
晩
、
本
町
萱
瀬
横
丁
南
頰
裏
家
の
大
工
九
郎
左
衛
門
の
家
西
の
壁
外
軒
下
か
ら
出
火
し
、
北

風
に
よ
っ
て
上
町
を
全
て
焼
き
、
火
は
片
町
に
ま
で
及
ん
だ
。

　

享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
九
月
二
十
八
日
明
け
方
、
片
町
酒
屋
貞
松
吉
右
衛
門
の
近
辺
角
助
が
火
元
で
、
こ
の
家
の
南
方
表
口
軒
下
か

ら
出
火
し
た
。
南
風
に
よ
り
、
片
町
七
八
軒
を
焼
失
し
た
。

　

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
九
月
一
日
、
本
町
酒
屋
今
里
安
右
衛
門
裏
大
工
小
屋
か
ら
出
火
し
、
北
風
に
よ
り
、
本
町
、
田
町
、
片
町
一

三
〇
軒
余
を
焼
失
し
た
。
更
に
小
路
へ
吹
き
付
け
、
侍
屋
敷
一
六
軒
を
焼
失
し
た
。

　

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
十
二
月
二
十
六
日
明
け
方
、
片
町
草
場
小
路
口
町
屋
か
ら
出
火
し
、
西
風
が
強
く
、
稲
荷
町
通
り
の
三
四
軒

を
焼
失
し
た
。

　

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
十
一
月
二
十
五
日
明
け
方
、
萱
瀬
丁
通
り
か
ら
出
火
し
、
裏
町
を
焼
失
、
更
に
制
札
場
横
丁
・
波
戸
横
丁
、

下
本
通
水
主
町
ま
で
焼
失
し
、
二
二
九
軒
を
焼
失
し
た
。

　

宝
暦
五
年
十
二
月
二
十
二
日
明
け
方
、
稲
荷
町
か
ら
出
火
し
、
家
数
三
一
軒
を
焼
失
し
た
。

　

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
十
二
月
晦
日
晩
、
水
主
町
濱
船
手
定
水
主
三
浦
梅
太
郎
小
屋
か
ら
出
火
し
、
船
手
懸
本
宅
を
一
九
軒
、
町
屋

一
〇
軒
、
木
屋
九
軒
を
焼
失
し
た
。
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文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
十
二
月
十
六
日
明
け
方
、
本
町
四
丁
目
の
近
兵
衛
家
の
裏
手
か
ら
出
火
し
、
波
戸
通
り
裏
町
一
五
七
軒
を
焼

失
し
た
。

　

嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）正
月
晦
日
明
け
方
、
片
町
の
内
袋
町
か
ら
出
火
し
、
一
一
軒
を
焼
失
し
た
。

　

嘉
永
四
年
十
二
月
二
十
七
日
、
水
主
町
濱
勇
五
郎
家
か
ら
出
火
し
、
二
一
軒
、
木
屋
一
〇
軒
を
焼
失
し
た
。

　

右
の
火
災
に
お
い
て
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
、
全
体
的
に
空
気
の
乾
燥
す
る
十
一
月
、
十
二
月
の
冬
期
に
多
く
の
火
災
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
い
っ
た
ん
城
下
で
火
災
が
起
き
る
と
、
侍
屋
敷
・
町
人
地
に
関
係
な
く
、
火
の
手
が
廻
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
大
村
純
長
の
相
続

　

藩
体
制
の
確
立
期
に
あ
っ
た
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
十
一
月
、
二
代
藩
主
大
村
純
頼
が
二
八
歳
の
若
さ
で
死
去
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
子
純
信
は
ま
だ
三
歳
で
あ
っ
た
が
、
家
老
大
村
彦
右
衛
門
の
尽
力
に
よ
り
、
翌
年
五
月
に
幕
府
か
ら
家
督
相
続
を
許
さ
れ
、「
御
家
」
の

断
絶
を
免
れ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
純
信
も
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
春
頃
か
ら
、
江
戸
で
腫
れ
物
が
で
き
体
調
の
悪
化
を
訴
え
、
三
月
十
六
日
に
は
幕

府
か
ら
国
許
へ
帰
る
許
可
が
出
て
い
た
も
の
の
出
発
で
き
ず
、
五
月
二
十
六
日
、
江
戸
に
お
い
て
、
三
三
歳
の
若
さ
で
死
去
し
て
し
ま
っ

た
。
し
か
も
こ
の
時
、
純
信
に
は
、
ま
だ
実
子
が
い
な
か
っ
た
。
家
臣
大
村
弥
五
左
衛
門
純
茂
は
、「
内
々
に
は
お
子
が
出
来
て
欲
し
い

と
思
っ
て
い
る
が
、
ご
病
気
の
た
め
、
お
子
が
お
ら
ず
、
と
て
も
残
念
で
す
」（
50
）と
い
う
感
想
を
漏
ら
す
な
ど
、
家
中
に
お
い
て
も
子
が

い
な
い
こ
と
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
純
信
も
、
正
室
の
実
家
で
あ
り
幕
府
の
有
力
者
で
あ
っ
た
伊
丹
康
勝
や
、
義
父
に
当
た
る

康
勝
の
子
勝
長
と
も
相
談
を
し
て
い
た
。

■
一
．
伊
丹
康
勝
・
勝
長
親
子

　

伊
丹
家
は
近
世
前
期
の
大
村
藩
に
と
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
親
類
大
名
で
あ
っ
た
。
純
信
の
後
継
者
と
な
っ
た
の
も
、
伊
丹
勝
長
の
四

男
で
あ
っ
た
権
吉（
後
の
純
長
）で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
純
長
の
家
督
相
続
の
前
に
、
伊
丹
家
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

六
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伊
丹
家
は
、
も
と
も
と
摂
津
国
河
辺
郡
（
現
兵
庫
県
伊
丹
市
周
辺
）
の
伊
丹
城
主
で
あ
っ
た
が
、
康
勝
の
父
康
直
の
時
に
駿
河
の
今
川

氏
に
仕
え
、
今
川
氏
が
没
落
し
た
後
は
甲
斐
の
武
田
氏
に
仕
え
、
や
が
て
武
田
氏
が
没
落
す
る
と
、
家
康
に
仕
え
、
駿
河
国
清
水
の
船
奉

行
を
務
め
た
。
康
直
は
、
後
に
二
代
将
軍
と
な
る
秀
忠
に
仕
え
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
信
州
上
田
城
合
戦
に
参
加
し
、
後
に
代
官

さ
ら
に
勘
定
奉
行
と
な
る
な
ど
、
武
功
よ
り
も
徳
川
家
の
全
国
支
配
の
一
端
を
担
う
実
務
家
と
し
て
能
力
を
発
揮
し
た
。
康
勝
は
二
代
将

軍
徳
川
秀
忠
の
側
近
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
次
に
述
べ
る
と
お
り
、
元
和
五
年
、
家
康
の
側
近
と
し
て
、
幕
府
内
で
大
き

な
勢
力
を
築
い
て
い
た
本
多
正
純（
下
野
国
宇
都
宮
藩
一
五
万
五
〇
〇
〇
石
）を
改
易
さ
せ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
時
、
秀
忠
は
、
正
純
を
失
脚
さ
せ
る
た
め
、
出
羽
国
山
形
の
大
大
名
最
上
義
俊
を
改
易
す
る
に
当
た
っ
て
、
上
使
と
し
て
同
人
を

派
遣
し
た
が
、
す
ぐ
に
康
勝
と
高
木
正
次
を
同
地
へ
派
遣
し
て
、
宇
都
宮
城
の
無
断
修
復
な
ど
、
全
一
一
ヵ
条
に
及
ぶ
詰
問
書
を
提
示
し

て
、
正
純
の
罪
を
問
い
質
し
た
。
し
か
し
、
正
純
は
、
一
一
ヵ
条
全
て
に
対
し
て
反
論
を
し
た
た
め
、
康
勝
は
更
に
懐
か
ら
三
ヵ
条
の
詰

問
書
を
出
し
、
将
軍
直
属
の
根
来
衆
を
無
断
で
処
罰
し
た
こ
と
や
、
鉄
砲
を
大

量
購
入
し
た
こ
と
、
宇
都
宮
城
内
に
抜
け
穴
の
工
事
を
し
た
こ
と
を
、
再
び
問

い
質
し
た
（
51
）。
こ
れ
に
は
正
純
も
反
論
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
宇
都
宮
か
ら

出
羽
由
利
郡
五
万
五
〇
〇
〇
石
へ
の
減
封
を
伴
っ
た
転
封
が
決
定
し
た
。
も
っ

と
も
、
正
純
は
、
こ
れ
を
辞
退
し
た
た
め
、
秀
忠
の
怒
り
を
買
い
改
易
と
な
り
、

久
保
田（
秋
田
）藩
主
佐
竹
家
に
お
預
け
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
正
純
を
政
権
か
ら
排
除
す
る
う
え
で
の
大
役
を
任
せ
る
ほ
ど
、

秀
忠
に
と
っ
て
康
勝
は
、
幼
い
頃
か
ら
一
緒
に
育
っ
た
土
井
利
勝
な
ど
と
共
に
、

最
も
信
頼
で
き
る
側
近
で
あ
っ
た
。
寛
永
九
年（
一
六
三
二
）一
月
に
秀
忠
が
死

去
し
、
名
実
と
も
に
三
代
将
軍
家
光
が
幕
政
を
掌
握
し
た
後
も
、
康
勝
・
勝
長

親
子
に
対
す
る
信
頼
は
変
わ
ら
ず
、
同
十
年
二
月
三
日
に
は
、
甲
斐
国
の
中
心

写真1-11　�甲斐徳美藩陣屋（十組屋敷）跡〈甲州市指定
史跡〉（山梨県甲州市塩山三日市場 )寛永10
年（1633）、勘定奉行で初代藩主の伊丹康勝
によって設置された陣屋。歴代藩主の居所
であり、当地方十ヵ所を領有したことから、
十組屋敷と呼ばれた。（甲州市教育委員会提供）
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甲
府
城
を
預
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
九
〇
〇
〇
石
で
あ
っ
た
所
領
も
、

同
国
山
梨
郡
徳
美（
現
山
梨
県
甲
州
市
、
旧
塩
山
市
）一
万
二
〇
〇
〇
石
に
加
増

さ
れ
た
。
同
国
は
、
家
光
の
弟
で
駿
河
大
納
言
と
呼
ば
れ
た
も
の
の
改
易
・
切

腹
を
命
じ
ら
れ
た
徳
川
忠
長
の
旧
領
地
で
あ
り
、
徳
川
家
に
と
っ
て
重
要
な
土

地
で
あ
っ
た
。
な
お
、
甲
府
城
守
衛
は
、
康
勝
が
江
戸
で
の
職
務
に
多
忙
で
あ

る
た
め
、
勝
長
の
担
当
と
な
っ
て
い
る
。

　

康
勝
は
、
同
十
二
年
五
月
二
十
二
日
に
は
佐
渡
の
支
配
及
び
金
山
を
担
当
し
、

同
十
四
年
の
島
原
・
天
草
一
揆
で
は
、
駿
府
か
ら
品
川
ま
で
の
人
馬
銭
穀
を
担

当
し
て
駿
府
に
赴
く
な
ど
、
そ
の
実
務
家
と
し
て
の
能
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

た
。

　

そ
の
子
勝
長
は
、
甲
府
城
守
衛
の
任
務
を
経
て
、
慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）七

月
、
父
康
勝
が
勘
定
奉
行
を
辞
任
す
る
と
、
そ
の
跡
を
継
い
で
同
奉
行
と
な
り
、

佐
渡
国
支
配
を
兼
ね
る
な
ど
、
父
と
同
様
に
幕
政
を
支
え
る
重
要
な
譜
代
大
名

の
一
人
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
大
村
家
と
伊
丹
家
の
関
係
は
、
勝
長
の
娘
が
純
信
に
嫁
し
た
こ
と
に
よ
る
。
石
高
は
大
村
家
の
方
が
高
い
が
、
幕
府
内
に
お
け

る
有
力
者
と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
は
、「
家
」
を
存
続
さ
せ
て
い
く
う
え
で
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
、
こ
う
し
た
婚
姻
関
係
が
、

子
の
い
な
か
っ
た
純
信
の
養
子
選
定
以
降
、
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。

■
二
．
養
子
の
選
定
と
婚
姻

　

純
信
は
、
ま
だ
子
の
い
な
い
現
状
に
不
安
を
抱
き
、
康
勝
や
勝
長
と
相
談
を
し
て
い
た
。
子
が
い
な
い
た
め
に
断
絶
と
な
っ
た
大
名
家

は
多
く
、
も
し
純
信
が
こ
の
ま
ま
死
去
し
て
し
ま
う
と
大
村
家
も
断
絶
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

写真1-12　�大村丹後守宛伊丹蔵人書状　後に甲斐徳美藩２代藩主となる
伊丹蔵人（後に播磨守）勝長が大村藩３代藩主大村丹後守純信
に宛てた書状である。無年号ではあるが、5月25日付だと分
かる。� （大村市立史料館所蔵　大村家史料）
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そ
こ
で
、
純
信
と
伊
丹
家
で
は
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
三
月
、
老
中
に
対
し
て
、「
乍
恐
書
付
以
申
上
候
」（
52
）
と
題
す
る
願
書
を
提

出
し
た
。

　
　

乍
恐
書
付
以
申
上
候

一�
拙
者
病
者
ニ
御
座
候
故
、
心
中
ニ
存
候
程
御
奉
公
不
仕
致
迷
惑
候
、
い
ま
た
子
持
不
申
候
、
妻
之
弟
権
吉
と
拙
者
伯
父
家
来
候
大

村
内
匠
娘
と
申
合
、
名
代
仕
度
候
、
大
村
之
名
字
相
続
御
奉
公
仕
候
様
於
被　

仰
付
者
難
有
可
奉
存
候
、
御
次
手
を
以
御
前
可
然

様
ニ
御
取
成
奉
頼
候
、
以
上

　

三
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　

大
村
丹
後
守　
（
花
押
）

　
　
　
　
　

松
平
伊
豆
守
殿

　

右
の
内
容
は
、
純
信
に
子
が
い
な
い
た
め
、
正
室
の
弟
（
勝
長
の
四
男
）
権
吉
と
、
伯
父
に
当
た
る
家
臣
大
村
政
長
の
娘
（
都
智
）
を
婚

姻
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
願
書
に
お
い
て
、
純
信
は
権
吉
を
養
子
に
し
た
い
と
直
接

願
っ
て
は
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
自
分
の
「
名
代
」
を
務
め
さ
せ
る
と
言
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
実
質
的
に
養
子
で
あ
り
、

や
が
て
正
式
に
養
子
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
こ
と
は
、「
大
村
之
名
字
相
続
御
奉
公
仕
候
様
於
被
仰
付
者
難
有
可
奉
存
候
、
御
次
手
を

以
御
前
可
然
様
ニ
御
取
成
奉
頼
候
」
と
、
大
村
家
が
連
続
し
て
い
く
た
め
に
権
吉
を
奉
公
さ
せ
た
い
の
で
、
つ
い
で
が
あ
れ
ば
将
軍
家
光

へ
言
っ
て
欲
し
い
、
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
大
村
家
で
は
、
直
接
養
子
を
願
う
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
「
名
代
」
を
務
め
さ
せ
た
い
な
ど
と
、
回
り
く
ど
く
願

う
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
武
家
社
会
に
お
け
る
養
子
制
度
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
述
べ
る
と
お
り
、
近
世

前
期
で
は
、
将
軍
の
許
可
の
も
と
、
他
姓
養
子
が
行
わ
れ
て
お
り
、
大
村
家
で
も
、
ま
ず
家
光
の
考
え
を
知
る
た
め
に
、
権
吉
を
ま
ず「
名

代
」と
し
て
位
置
付
け
、
家
光
の
考
え
次
第
で
改
め
て
養
子
を
願
う
考
え
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

幕
府
の
養
子
制
度
に
お
い
て
、
十
七
世
紀
前
半
ま
で
は
、
当
主
と
養
子
の
間
に
血
縁
関
係
が
な
く
て
も
養
子
を
認
め
て
い
た
。
こ
れ
を

他
姓
養
子
と
い
う
。他
姓
養
子
は
中
世
以
来
続
い
て
き
た
日
本
の
養
子
制
度
で
も
あ
り
、近
世
初
頭
に
お
い
て
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
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た
。
年
不
詳
二
月
八
日
付
、
大
村
弥
五
左
衛
門
純
茂
と
大
村
右
馬
助
敏
武
が
大
村
彦
右
衛
門
純
勝
と
浅
田
左
門
へ
送
っ
た
書
状
（
53
）
に
よ

れ
ば
、
将
軍
家
光
も
ま
た
実
子
が
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
堀
田
加
賀
守
正
盛
の
子
を
養
子
と
し
て
い
つ
も
側
に
置
い
て
い
た
」
と
述
べ

て
い
る
。
堀
田
正
盛
は
、
家
光
の
男
色
の
相
手
と
も
噂
さ
れ
た
人
物
で
、
三
河
以
来
の
有
力
譜
代
大
名
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

異
例
の
出
世
で
老
中
に
ま
で
上
り
詰
め
た
人
物
で
あ
る
。
家
光
は
、
当
初
、
実
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
将
軍
家
を
存
続
さ
せ
て
い
く
た

め
に
堀
田
正
盛
の
子
を
養
子
と
し
て
側
に
置
い
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
、
大
村
家
と
い
う
大
名
家
側
の
判
断
に
過

ぎ
な
い
が
、
将
軍
家
で
も
行
っ
て
い
る
、
と
す
る
認
識
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
堀
田
家
に
も
、
大
村
家
と
同
様
の
ケ
ー
ス
が
生
じ
て
お
り
、
正
盛
の
二
男
安
政
は
、
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
八
月
五
日
、
実

子
の
い
な
か
っ
た
信
濃
国
飯
田
藩
主
脇
坂
安
元
の
養
子
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
他
姓
養
子
で
あ
る
。
こ
れ
は
家
光
か
ら
命
じ
ら
れ
て

養
子
縁
組
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る（
54
）。
ま
た
正
盛
の
五
男
勝
直
も
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
四
月
、
他
姓
で
あ
る
陸
奥
国
盛
岡
藩
主
南

部
重
直
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
（
同
年
死
去
）。
も
っ
と
も
、
日
本
に
お
け
る
伝
統
的
価
値
観
の
な
か
で
は
、
血
統
の
連
続
、
と
い
う
点

も
重
視
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
、
こ
ち
ら
が
主
で
、
ど
う
し
て
も
連
続
性
が
保
て
な
い
場
合
に
他
姓
養
子
が
選
択
さ
れ
た
。

■
三
．
御
家
騒
動
寸
前
の
状
態

　

大
名
家
で
は
、
血
縁
の
連
続
性
か
ら
な
る
同
姓
養
子
か
、
そ
れ
と
も
血
縁
関
係
の
な
い
他
姓
養
子
ど
ち
ら
か
が
選
択
さ
れ
る
の
だ
が
、

前
者
の
場
合
、
前
当
主
と
の
血
縁
的
連
続
性
が
あ
る
か
ら
問
題
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
後
者
の
場
合
、
誰
を
新
当
主
に
す
る
か
、
ど
の

家
か
ら
養
子
を
と
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
家
中
の
な
か
で
意
見
が
割
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
「
見
聞
集
」巻
二
十
四
に
よ
れ
ば
、
純
信
が
死
去
し
た
直
後
の
慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）七
月
二
十
五
日
、
藩
士
七
三
人
が
血
判
を
し
て
、

二
ヵ
条
目
に
「
跡
式
の
儀
、
権
吉
様
江
相
済
申
候
様
ニ
と
一
心
ニ
奉
存
候
儀
ニ
御
座
候
事
」
と
、
純
長
が
大
村
家
の
家
督
を
相
続
す
る
こ
と

を
「
一
心
」
に
考
え
て
い
る
と
誓
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
後
す
る
が
、
一
ヵ
条
目
に
、「
高
力
摂
津
守
殿
家
来
ゟ
丹
後
守
家
中
之
者
二
ニ
罷

成
候
様
ニ
申
来
驚
入
申
候
、
聊
以
家
中
之
者
共
少
も
別
心
無
御
座
候
事
」
と
、
隣
の
島
原
藩
主
高
力
忠
房
か
ら
大
村
藩
の
家
中
が
二
分
す

る
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
驚
い
て
い
る
が
、
家
中
は
全
く
そ
の
気
は
な
い
、
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
実
は
、
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大
村
家
で
は
純
信
の
後
継
者
と
し
て
、
同
人
死
去
の
五
年
ほ
ど
前
か
ら
権
吉
を
最
有
力
候
補
者
と
し
て
い
た
が
、
一
方
、
血
統
を
重
視
し

て
、
大
村
家
の
血
筋
を
引
く
一
門
家
臣
で
あ
っ
た
大
村
虎
之
助
を
次
期
藩
主
に
擁
立
す
る
動
き
が
あ
り
、
こ
れ
に
背
後
で
関
与
し
て
い
た

の
が
、
譜
代
大
名
で
九
州
大
名
の
監
察
を
任
務
と
し
て
い
た
島
原
藩
主
高
力
忠
房
で
あ
っ
た
。
高
力
は
、
家
臣
白
石
市
郎
右
衛
門
を
大
村

へ
派
遣
し
て
、
大
村
藩
士
大
村
太
左
衛
門
・
渋
江
道
無
に
対
し
て
、
権
吉
派
と
虎
之
助
派
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
た
家
臣
団
の
人
数
や
知
行
高
・

名
前
を
記
し
た
書
付
を
島
原
へ
送
る
よ
う
に
言
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

大
村
家
に
お
い
て
、
初
代
喜
前
以
降
、
二
代
純
頼
、
三
代
純
信
と
、
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
藩
主
が
若
く
し
て
死
去
し
年
若
い
藩
主
の

誕
生
が
続
い
た
こ
と
は
、
家
臣
団
の
な
か
で
藩
の
存
続
を
危
ぶ
む
考
え
方
が
熟
成
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
こ
の
た
め
、
場
合
に

よ
っ
て
は
家
中
が
二
分
し
て
争
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
た
の
だ
が
、
大
村
家
で
は
、
家
中
の
意
思
を
権
吉
で
一
本
化
す
る
こ
と
で
、
御
家
騒

動
を
回
避
し
た
。

　

血
統
に
つ
い
て
も
、
大
村
三
左
衛
門
、
福
田
十
郎
左
衛
門
と
い
っ
た
虎
之
助
と
親
戚
の
も
の
、
つ
ま
り
、
大
村
の
血
統
を
保
持
す
る
一

門
家
臣
で
あ
っ
て
も
、
今
回
の
高
力
の
一
件
は
、「
迷
惑
至
極
ニ
御
座
候
、
我
々
心
底
丹
州
様
右
御
願
之
通
一
筋
ニ
奉
存
候
ゟ
毛
頭
別
心
無

御
座
候
」（
55
）と
、
今
回
の
養
子
は
同
姓
に
こ
だ
わ
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
純
信
の
願
い
通
り
、
伊
丹
家
と
の
縁
組
み
を
重
視
し
て
い
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
伊
丹
康
勝
も
ま
た
、自
分
が
純
長
の
養
子
を
願
っ
て
は「
欲
深
」の
よ
う
に
思
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
、大
村
家
か
ら
願
っ

て
欲
し
い
と
言
っ
て
い
た
。

　

伊
丹
家
は
幕
府
の
重
臣
で
も
あ
り
、
大
村
家
が
存
続
し
て
い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
大
村
藩
は
、
特
に
幕
府
が
毎
年

九
月
九
日
に
行
う
重
陽
の
儀
式
に
お
け
る
将
軍
へ
の
小
袖
献
上
や
老
中
へ
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
伊
丹
康
勝
・
勝
長
親
子
に
一
度
聞
い
て

か
ら
実
行
し
て
お
り
、
純
長
の
養
子
縁
組
に
つ
い
て
も
事
前
に
伊
丹
親
子
と
の
相
談
を
重
ね
た
う
え
で
披
露
し
て
も
ら
う
こ
と
を
願
っ
て

い
た
。

　

幕
府
の
有
力
者
と
婚
姻
関
係
、
養
子
縁
組
関
係
を
持
つ
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
強
い
結
び
付
き
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
御
家
の
連
続
を

願
う
大
村
家
に
と
っ
て
重
要
な
関
係
性
で
あ
っ
た
。
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■
四
．
純
長
の
家
督
相
続

　

大
村
純
信
写
真
1
―
13
は
慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）五
月
二
十
六
日
夕
七
つ
時（
午
後
四
時
頃
）に
死
去
し
た
が
、
大
村
藩
で
は
、
伊
丹
親
子

の
協
力
を
得
て
、
同
日
の
日
付
で
、
老
中
に
対
し
て
、
純
長
を
養
子
と
し
て
認
め
て
も
ら
う
た
め
の
願
書
を
提
出
し
た
。
こ
れ
は
純
信
が

死
の
間
際
に
幕
府
へ
養
子
を
願
う
、
末
期
養
子
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
純
長
は
ま
だ
幕
府
か
ら
養
子
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　

末
期
養
子
は
幕
府
か
ら
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
養
子
を
取
る
当
主
の
年
齢
が
一
七
歳
以
上
、
五
〇
歳
以
下
に
限
り
解
禁
さ
れ
る
の

は
、
翌
年
の
慶
安
四
年
か
ら
で
あ
る
。

　

伊
丹
勝
長
は
、
純
長
が
大
村
家
の
家
督
を
相
続
す
る
た
め
に
奔
走
し
、
老
中
た
ち
へ
内
々
に
願
い
出
た
り
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
時
、

大
村
藩
に
と
っ
て
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
従
来
ど
お
り
、
福
岡
藩
や
佐
賀
藩
な
ど
と
と
も
に
「
長
崎
御
用
」（
長
崎
の
警
備
）
を
継
続
で
き

る
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
。
純
長
の
代
に
な
っ
て
長
崎
警
備
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
大
村
家
の
家
格
の
低
下
を
招
き
か
ね
な
い
。
そ
こ

で
勝
長
は
大
村
藩
の
江
戸
家
老
大
村
弥
五
左
衛
門
を
連
れ
て
、
長
崎
奉
行
で
あ
っ
た
井
上
政
重
の
屋
敷
へ
行
き
、
大
村
藩
が
長
崎
警
備
に

必
要
な
こ
と
を
老
中
へ
達
し
て
欲
し
い
と
願
っ
た
。
長
崎
奉
行
で
あ
る
井
上
の
判
断
が
重
要
で
あ
り
、
更
に
井
上
に
純
長
の
家
督
相
続
に

つ
い
て
も
無
事
に
済
む
よ
う
に
依
頼
し
た
。

　

そ
の
後
、
幕
府
か
ら
純
長
の
末
期
養
子
、
及
び
大
村
家
の
家
督
相
続
の
許
可
が
下

り
ず
、
大
村
家
で
は
当
主
が
不
在
の
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
家
臣
達
は
不
安
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
大
村
弥
五
左
衛
門
純
茂
は
、
康
勝
か
ら
国
許
の
仕
置

や「
長
崎
御
用
」は
純
信
の
存
命
中
ど
お
り
に
務
め
て
い
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
お
り
、

伊
丹
親
子
を
頼
み
存
続
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
考
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

九
月
二
十
三
日
、
純
茂
は
勝
長
か
ら
江
戸
へ
来
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
十
月
二
十

一
日
に
到
着
し
た
。
翌
日
に
は
、
勝
長
が
老
中
松
平
信
綱
の
も
と
へ
純
茂
を
連
れ
て

写真1-13　�大村純信公肖像画
� （大村市立史料館所蔵　大村家史料）
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伺
候
し
、
そ
れ
以
降
、
大
老
で
あ
る
酒
井
忠
勝
を
は
じ
め
、
他
の
老
中
で
あ
る
阿
部
忠
秋
、
同
重
次
、
堀
田
正
盛
の
も
と
へ
も
伺
候
し
て
、

純
長
の
家
督
相
続
を
訴
え
た
。

　

翌
慶
安
四
年
二
月
二
十
日
、
老
中
か
ら
呼
び
出
さ
れ
た
た
め
、
純
茂
と
大
村
内
匠
助
政
直
が
江
戸
城
へ
登
城
し
た
と
こ
ろ
、
大
老
酒
井

を
は
じ
め
、
右
の
老
中
達
が
列
座
し
て
、
伊
丹
親
子
、
井
上
政
重
も
同
座
の
上
、
酒
井
か
ら
、
将
軍
か
ら
の
上
意
と
し
て
、「
丹
後
守
家

は
久
キ
家
ニ
候
得
者
、
古
来
之
者
共
不
便
ニ
被
思
召
下
候
ニ
依
而
、
御
慈
悲
之
上
に
て
跡
式
無
御
相
違
被
仰
付
之
旨
」
と
言
わ
れ
、
純
長
の

家
督
相
続
が
許
さ
れ
た
。
理
由
は
「
久
キ
家
」、
つ
ま
り
古
い
家
だ
か
ら
と
い
う
も
の
で
、
中
世
以
来
、
肥
前
国
で
続
い
て
き
た
歴
史
性

や
譜
代
の
家
臣
の
存
在
を
考
慮
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
伊
丹
康
勝
は
涙
を
流
し
て
喜
ん
だ
と
い
う
。

　

二
十
二
日
に
は
、
幕
府
か
ら
正
式
に
家
督
相
続
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
純
長
も
伊
丹
家
の
屋
敷
か
ら
大
村
藩
邸
へ
移
っ
た
。
時
に
一
六

歳
で
あ
っ
た
。
六
月
二
十
五
日
に
は
、
将
軍
家
光
へ
初
め
て
御
目
見
を
行
っ
て
い
る
。
七
月
十
八
日
に
は
、
国
許
へ
帰
る
許
可
が
下
り
た
。

八
月
上
旬
に
江
戸
を
発
し
、
九
月
十
一
日
に
初
め
て
大
村
に
入
部
し
た
。
な
お
、
こ
の
時
、
北
条
作
左
衛
門
、
稲
垣
伝
兵
衛
、
片
山
玄
与
、

山
川
弥
次
兵
衛
と
い
っ
た
、
伊
丹
家
か
ら
純
長
へ
付
け
ら
れ
た
家
臣
た
ち
も
同
道
し
て
い
る
。

�

（
野
口
朋
隆
）

註（
1
）　

御
一
門
払
い
を
詳
細
に
扱
っ
た
研
究
と
し
て
、
①
藤
野　

保「
近
世
に
お
け
る
大
名
家
臣
団
の
展
開
過
程
―
大
村
藩『
新
撰
士
系
録
』を
中
心
と
し
て

―
」（
東
京
大
學
文
學
部
内 

史
學
会
編『
史
學
雑
誌
』第
65
編
第
6
号　

山
川
出
版
社　

一
九
五
六
）、②
藤
野　

保『
新
訂　

幕
藩
体
制
史
の
研
究
』（
吉

川
弘
文
館　

一
九
七
五
）、
③
大
村
市
史
編
纂
委
員
会
編『
大
村
市
史
』上
巻（
大
村
市
役
所　

一
九
六
二
）が
あ
る
。
ま
た
、
同
上
論
文
・
著
書
に
は
、

近
世
初
期
に
お
け
る
家
臣
団
の
編
成
に
つ
い
て
も
詳
細
な
記
述
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）　
「
見
聞
集
」（
藤
野　

保
・
清
水
紘
一
編『
大
村
見
聞
集
』　

高
科
書
店　

一
九
九
四
）以
下
、「
見
聞
集
」ま
た
は『
大
村
見
聞
集
』と
略
す
。

（
3
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

大
村
家
史
料

（
4
）　
「
慶
長
十
七
年
壬
子
諸
士
高
帳
」（
長
崎
県
史
編
纂
委
員
会
編『
長
崎
県
史
』史
料
編　

第
二　

長
崎
県　

吉
川
弘
文
館　

一
九
六
四　
「
大
村
藩
」所
収
）
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（
5
）　

野
口
朋
隆『
江
戸
大
名
の
本
家
と
分
家
』〈
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
３
３
１
〉（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
一
）

（
6
）　

高
柳
光
寿
・
岡
山
泰
四
・
斉
木
一
馬
編『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜
』第
十
二（
続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
六
五
）

（
7
）　

前
掲
註（
4
）

（
8
）　

藤
野　

保「
大
村
藩
」（
長
崎
県
史
編
集
委
員
会
編『
長
崎
県
史
』藩
政
編　

長
崎
県　

吉
川
弘
文
館　

一
九
七
三
）　

四
八
頁

（
9
）　

前
掲
註（
6
）

（
10
）　

国
立
史
料
館
編『
寛
文
朱
印
留
』上〈
史
料
館
叢
書
1
〉（
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
八
〇
）

（
11
）　

前
掲
註（
2
）

（
12
）　

前
掲
註（
1
）③　

七
〇
～
七
四
頁

（
13
）　

前
掲
註（
2
）

（
14
）　

前
掲
註（
2
）　

四
四
〇
頁

（
15
）　

前
掲
註（
2
）

（
16
）　

大
村
史
談
会
編『
九
葉
実
録
』第
一
冊（
大
村
史
談
会　

一
九
九
三
）

（
17
）　

前
掲
註（
6
）

（
18
）　

前
掲
註（
2
）

（
19
）　

北
原
糸
子『
江
戸
の
城
づ
く
り
』都
市
イ
ン
フ
ラ
は
こ
う
し
て
築
か
れ
た〈
ち
く
ま
学
芸
文
庫
〉（
筑
摩
書
房　

二
〇
一
二
）

（
20
）　

前
掲
註（
2
）

（
21
）　

前
掲
註（
2
）

（
22
）　

渋
谷
葉
子
「
肥
前
国
大
村
藩
白
金
下
屋
敷
に
つ
い
て
」（
東
京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
編
『
東
京
大
学
構
内
遺
跡
調
査
研
究
年
報
４
』2
0
0
0
・

2
0
0
1
・
2
0
0
2
年
度　

東
京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室　

二
〇
〇
四　

所
収　

第
４
部　

東
京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
研
究
紀
要
４
）

（
23
）　

南　

和
男
解
題〈
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
6
〉『
柳
営
秘
鑑（
二
）仕
官
格
義
辨　

官
中
秘
策
』（
汲
古
書
院　

一
九
八
一
）

（
24
）　

前
掲
註（
23
）（『
官
中
秘
策
』巻
六
）

（
25
）　

前
掲
註（
2
）

（
26
）　

斉
木
一
馬
・
林　

亮
勝
・
橋
本
政
宣
校
訂『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』第
九（
続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
八
六
）

（
27
）　

前
掲
註（
1
）③

（
28
）　

前
掲
註（
1
）③
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（
29
）　

前
掲
註（
2
）　

九
〇
七
頁

（
30
）　

前
掲
註（
2
）　

九
〇
八
頁

（
31
）　

前
掲
註（
16
）　

三
一
頁

（
32
）　

前
掲
註（
2
）

（
33
）　

前
掲
註（
16
）　

三
六
頁

（
34
）　

前
掲
註（
16
）　

一
二
九
頁

（
35
）　

前
掲
註（
2
）

（
36
）　

前
掲
註（
2
）

（
37
）　

前
掲
註（
2
）

（
38
）　

前
掲
註（
2
）（「
見
聞
集
」巻
三
十
二
）

（
39
）　

前
掲
註（
2
）

（
40
）　

前
掲
註（
16
）　

一
二
八
頁

（
41
）　

前
掲
註（
2
）

（
42
）　

前
掲
註（
1
）③

（
43
）　

横
田
冬
彦『
天
下
泰
平
』〈
日
本
の
歴
史　

第
16
巻
〉（
講
談
社　

二
〇
〇
二
）

（
44
）　

前
掲
註（
2
）

（
45
）　

前
掲
註（
16
）

（
46
）　

前
掲
註（
16
）

（
47
）　

前
掲
註（
16
）

（
48
）　

木
島
孝
之『
城
郭
の
縄
張
り
構
造
と
大
名
権
力
』（
九
州
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
一
）以
下
、
同
書
に
よ
る
。

（
49
）　
「
郷
村
記
」（
藤
野　

保
編『
大
村
郷
村
記
』第
一
巻　

国
書
刊
行
会　

一
九
八
二
）

（
50
）　

前
掲
註（
2
）（「
見
聞
集
」巻
二
十
三　

年
不
詳
三
月
二
九
日
付
、
大
村
純
茂
よ
り
浅
田
弥
二
右
衛
門
・
大
村
市
郎
右
衛
門
宛
書
状
写
）

（
51
）　

宇
都
宮
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編『
宇
都
宮
市
史
』第
6
巻「
近
世
通
史
編
」（
宇
都
宮
市　

一
九
八
二
）

（
52
）　

前
掲
註（
2
）

（
53
）　

前
掲
註（
2
）
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（
54
）　
「
脇
坂
氏
系
譜
」（
高
柳
光
寿
・
岡
山
泰
四
・
斉
木
一
馬
編『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜
』第
十
五　

続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
六
五
）

（
55
）　

前
掲
註（
2
）（「
見
聞
集
」巻
二
十
四　

延
宝
九
年
七
月
十
一
日
付
、
福
田
十
郎
左
衛
門
よ
り
熊
野
主
水
宛
書
状
写
）

　
　
禁
制
下
の
キ
リ
シ
タ
ン
教
界

■
一
．
伴
天
連
追
放
令
と
大
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
教
界

一
．
伴
天
連
追
放
令
と
大
村
喜
前

　

天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
六
月
七
日
、
九
州
を
平
定
し
た
秀
吉
は
筑
前
箱
崎
に
凱
旋
す
る
と
、
直
ち
に
九
州
全
域
の
知
行
割
り
を

実
施
し
た
。
大
村
喜
前
は
本
領
を
安
堵
さ
れ
て
近
世
大
名
と
な
り
、
大
村
藩
の
初
代
藩
主
と
な
っ
た
。
父
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
純
忠
は
既
に

一
ヵ
月
半
ほ
ど
前
に
篤
信
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
死
去
し
て
い
た
。
そ
の
死
は
、
一
五
七
八
年
か
ら
大
村
に
居
住
し
て
い
た
ア
フ
ォ
ン

ソ
・
デ
・
ル
セ
ナ
神
父
に
よ
る
と
、
教
皇
聖
ウ
ル
バ
ノ
一
世
の
祝
日
に
当
た
る
一
五
八
七
年
五
月
二
十
五
日（
天
正
十
五
年
四
月
十
八
日
）

で
あ
っ
た（
1
）。

　

秀
吉
は
六
月
十
九
日
（
洋
暦
七
月
二
十
四
日
）
に
突
如
伴
天
連
追
放
令
を
発
し
て
、
宣
教
師
に
対
し
二
〇
日
以
内
に
日
本
を
退
去
す

べ
き
こ
と
を
命
じ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
に
は
棄
教
を
命
じ
、
こ
れ
を
拒
ん
だ
高
山
右
近
を
改
易
に
処
し
た
。
ド
ン
・
サ
ン
チ
ョ
喜
前

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
準
管
区
長
ガ
ス
パ
ー
ル
・
コ
エ
リ
ョ
の
秘
書
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
神
父

が
一
五
八
八
年
二
月
二
十
日
付
で
作
成
し
た「
一
五
八
七
年
度
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
」（
以
下「
日
本
年
報
」と
略
記
）に
よ
る
と
、
秀

吉
は
腹
臣
で
船
奉
行
の
一
人
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
小
西
行
長
を
召
喚
し
、
彼
を
名
代
と
し
て
プ
ロ
タ
ジ
オ
有
馬
殿
（
晴
信
）
と
大
村
殿
の

許
に
遣
わ
し
て
棄
教
を
命
じ
た
。
両
氏
も
博
多
に
滞
在
し
て
い
た
。

彼
（
小
西
）
は
、
こ
の
伝
言
を
両
人
に
伝
え
る
た
め
に
赴
い
た
。
そ
の
伝
言
に
よ
っ
て
、
両
人
は
甚
だ
む
づ
か
し
い
局
面
に
追
い

第
三
節
　
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
と
初
期
藩
政

一



71近世編 第一章 幕藩体制の成立と大村藩

込
ま
れ
る
に
至
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
ら
は
一
つ
に
は
、
彼
（
秀
吉
）
に
反
対
す
る
た
め
に
領
国
を
失
い
、
諸
領
主
、
妻
子
、

親
戚
全
員
と
下
僕
と
共
に
追
放
さ
れ
て
貧
し
く
な
り
、
そ
の
領
内
に
あ
っ
た
か
く
も
大
き
な
キ
リ
ス
ト
教
界
が
悉
く
失
わ
れ
る
と

い
う
危
機
に
確
実
に
巻
き
込
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、〔
高
山
〕
右
近
殿
に
起
っ
た
よ
う
に
そ
の
生
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。（
略
）
有
馬
殿
は
ひ
ど
く
困
惑
し
た
。
何
故
な
ら
、
ド
ン
・
サ
ン
チ
ョ
は
若
く
て
知
識
が

な
く
経
験
が
浅
か
っ
た
の
で
、
彼
の
領
内
の
キ
リ
ス
ト
教
界
が
破
壊
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
自
ら
領
国
を
失
わ
な
い
た
め
に
本

心
を
偽
っ
て
嘘
を
つ
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
、
す
ぐ
に
屈
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る（
2
）。

　

喜
前
は
小
西
の
も
た
ら
し
た
秀
吉
の
棄
教
命
令
に
従
っ
て
表
面
的
に
棄
教
し
た
。彼
は
当
時
二
〇
歳
で
あ
っ
た
。一
〇
年
間
に
わ
た
っ

て
彼
の
指
導
司
祭
で
あ
っ
た
ル
セ
ナ
神
父
は
、
彼
の
棄
教
に
つ
い
て
言
及
し
て
、
外
見
上
は
信
仰
を
棄
て
た
が
、
心
の
中
で
は
信
仰
を

維
持
し
て
お
り
領
地
を
保
有
す
る
た
め
の
棄
教
で
あ
っ
た
、
と
擁
護
す
る
。
こ
の
行
為
に
よ
っ
て
全
家
臣
と
一
〇
万
近
い
キ
リ
シ
タ
ン

が
信
仰
を
守
り
、
彼
ら
が
日
本
の
各
地
に
分
散
す
る
こ
と
が
回
避
さ
れ
た
、
と
評
価
し
て
い
る（
3
）。

　

し
か
し
、
大
村
で
は
喜
前
が
博
多
か
ら
帰
領
す
る
前
に
、
秀
吉
が
長
崎
に
派
遣
し
た
彼
の
手
の
者
た
ち
に
よ
っ
て
郡
の
城
が
破
却
さ

れ
た
時
に
教
会
も
一
緒
に
壊
さ
れ
、
更
に
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ゴ
ン
サ
ル
ヴ
ェ
ス
神
父
が
新
築
し
た
ば
か
り
の
教
会
を
含
む
五
な
い
し
六

教
会
が
破
壊
さ
れ
、
十
字
架
も
切
り
倒
さ
れ
た
（
4
）。
宣
教
師
た
ち
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
ナ
ウ
が
前
年
二
二
年
振
り
に
来
港
し
越
冬
し

て
い
た
平
戸
に
参
集
し
て
会
合
し
、
殉
教
を
覚
悟
し
て
シ
モ（
九
州
）地
方
に
潜
伏
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
化
に
当
た
る
こ
と
を
決
め
た
。

大
村
に
は
宣
教
師
一
五
、
六
名
が
潜
伏
し
た（
5
）。
一
五
八
九
年
一
月
二
十
六
日
付
の
巡
察
師（
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
）宛「
名
簿
」に
よ
る

と
、
大
村
に
は
上
長
ル
セ
ナ
の
下
に
司

Padre祭
三
人
と
修
道
士
三
人
が
お
り
、
同
領
内
に
は
司
祭
・
修
道
士
各
二
人
が
い
た
。
ま
た
長
崎
の

修
院
が
管
轄
す
る
有
馬
領
の
古
賀
に
は
エ
ジ
デ
ィ
オ
（
別
名
ヒ
ル
・
デ
・
マ
タ
）
神
父
と
日
本
人
修
道
士
ロ
ウ
レ
ン
ソ
が
お
り（
6
）、
同

地
か
ら
日
見
・
長
与
へ
の
宣
教
も
担
当
し
て
い
た（
7
）。

　

ル
セ
ナ
の
一
五
八
九
年
四
月
十
二
日
付
、
大
村
発
信
の
書
翰
に
よ
る
と
、
大
村
に
い
た
宣
教
師
た
ち
と
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
こ
の
年

の
復
活
祭
の
祝
日
（
洋
暦
四
月
二
日
）
を
大
き
な
喜
び
と
満
足
を
も
っ
て
迎
え
た
。
彼
が
大
村
に
来
住
し
た
一
二
年
間
で
経
験
し
た
こ

estado
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と
の
な
か
っ
た
熱
意
と
様
々
の
苦
業
を
し
て
告
解
し
聖
体
の
秘
跡
を
受
け
る
こ
と
が
四
旬
節
の
全
期
間
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
た
結
果
で

あ
っ
た
、
と
い
う
（
8
）。
禁
教
令
が
発
令
さ
れ
て
か
ら
既
に
一
年
半
以
上
が
経
過
し
て
い
た
が
、
同
地
に
潜
伏
し
た
宣
教
師
た
ち
の
気

遣
い
と
教
化
に
よ
っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の
信
仰
は
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ル
セ
ナ
は
大
村
近
在
の
田
舎
の
村
々
を
訪
れ

て
二
〇
〇
人
以
上
の
者
に
洗
礼
を
授
け
た
。
そ
れ
は
、
一
五
八
九
年
の
復
活
祭
前
後
の
こ
と
で
あ
る
。
一
五
八
八
年
八
月
に
来
日
し
た

フ
ラ
ン
ド
ル
人
神
父
テ
オ
ド
ー
ル
・
マ
ン
テ
ル
ス
が
日
本
語
学
習
の
た
め
大
村
に
配
属
せ
ら
れ
て
宣
教
活
動
の
一
翼
を
担
う
よ
う
に

な
っ
た
（
9
）。
エ
ジ
デ
ィ
オ
神
父
が
一
五
八
九
年
八
月
三
十
日
付
で
長
与
で
書
い
た
書
翰
に
よ
る
と
、
彼
が
同
年
洗
礼
を
授
け
た
者
は

二
五
七
人
、
婚
姻
の
秘
跡
を
与
え
た
者
は
三
六
六
人
、
告
解
の
聴
聞
者
は
一
二
〇
〇
人
で
あ
っ
た（
10
）。

　

一
五
八
八
年
来
航
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
船
ナ
ウ
は
、
秀
吉
が
生
糸
先
買
い
の
た
め
に
派
遣
し
た
ジ
ョ
ウ
チ
ン
小
西
立り

ゅ
う

佐さ

の
配
慮
に
よ
っ

て
所
期
の
取
引
を
終
え
て
翌
年
二
月
中
（
天
正
十
六
年
十
二
月
～
十
七
年
一
月
十
五
日
）
に
長
崎
を
出
帆
し
た
。
こ
の
時
期
、
大
村
喜

前
は
大
坂
城
に
登
っ
て
秀
吉
に
歳
首
を
賀
す
た
め
大
村
を
発
っ
た
。
前
記
「
一
五
八
九
年
度
日
本
年
報
」
に
よ
る
と
、
関
白
殿
は
日
本

の
諸
大
名
と
城
主
全
員
が
都
に
自
分
を
訪
れ
て
来
る
よ
う
に
命
じ
た
。
そ
れ
は
彼
ら
の
所
領
を
改
め
て
認
め
、
併
せ
て
過
度
の
出
費
に

よ
っ
て
彼
ら
の
勢
力（
体
力
）と
知
行（
所
得
）に
圧
力
を
か
け
て
圧
迫
さ
せ
、彼
ら
に
い
か
な
る
陰
謀
も
企
て
さ
せ
な
い
た
め
で
あ
っ
た
、

と
い
う
（
11
）。
喜
前
と
そ
の
義
兄
に
な
る
有
馬
晴
信
は
、
肥
後
半
国
の
大
名
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
小
西
に
同
行
し
て
出
発
し
た
が
、
表
向

き
は
棄
教
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
た
二
人
は
領
内
に
宣
教
師
を
多
数
潜
住
さ
せ
て
い
た
た
め
、
秀
吉
の
前
に
出
る
こ
と
を
怖
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
小
西
行
長
は
彼
ら
の
後
見
人
と
な
っ
た
。
準
管
区
長
コ
エ
リ
ョ
は
一
五
八
九
年
十
月
七
日
付
の
「
一
五
八
九
年
度
日
本

年
報
」に
お
い
て
、
小
西
と
シ
メ
ア
ン
官
兵
衛（
黒
田
孝
高
）が
彼
ら
の
上
洛
に
つ
い
て
保
証
し
た
た
め
、
彼
ら
は
秀
吉
に
謁
見
し
た
の

ち
無
事
に
帰
領
し
た
（
12
）、
と
報
じ
る
。
こ
の
上
洛
に
際
し
小
西
行
長
は
秀
吉
へ
の
贈
答
品
と
し
て
五
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
相
当
の
銀

と
献
上
品
を
用
意
し
、
喜
前
と
晴
信
は
秀
吉
と
そ
の
取
巻
人
た
ち
の
た
め
に
各
々
一
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
相
当
の
贈
物
を
持
参
し
た

（
13
）、
と
い
う
。

Inacas
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二
．
修
練
院
の
移
転
と
キ
リ
シ
タ
ン
教
界

　

天
草
の
河
内
浦
に
あ
っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
教
育
機
関
修
練
院
が
大
村
の
坂
口
に
移
さ
れ
た
の
は
一
五
八
九
年
五
月
か
ら
八
月
（
天
正

十
七
年
三
～
七
月
）
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
移
転
の
理
由
は
、
肥
後
宇
土
に
入
部
し
た
小
西
行
長
が
宇
土
城
普
請
の
た
め
に
天
草
五
人

衆
に
対
し
て
課
役
を
命
じ
、
こ
れ
に
志
岐
・
天
草
両
氏
が
反
発
し
て
戦
闘
が
予
測
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
天
草
一
揆
に
ま
で
拡

大
し
た
た
め
、
大
村
移
転
は
的
確
な
判
断
で
あ
っ
た
。

　

修
練
院
に
学
ぶ
修
練
期
の
イ
ル
マ
ン
（
修
道
士
）、
特
に
日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
修
練
の
か
た
わ
ら
、
各
々
が
分
担
し
て
村
々
を

巡
回
し
て
積
極
的
に
大
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
教
界
の
教
化
に
か
か
わ
っ
た
。
フ
ロ
イ
ス
執
筆
の
一
五
九
〇
年
十
月
十
二
日
付
、
長
崎
発
信

の
「
一
五
九
〇
年
度
日
本
年
報
」
に
よ
る
と
、
修
練
院
が
移
転
し
て
き
た
後
に
は
大
村
の
城
下
の
み
な
ら
ず
各
地
の
村
々
で
は
キ
リ
シ

タ
ン
た
ち
の
間
に
熱
意
溢
れ
る
信
仰
が
見
ら
れ
、
日
曜
日
と
祝
日
に
は
教
会
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
一
杯
に
な
り
教
会
増
築
が
必
要
と
な
っ

て
、
大
村
領
内
に
新
た
に
九
教
会
が
造
築
さ
れ
た
。
告
解
の
秘
跡
に
与
っ
た
者
は
二
〇
三
〇
人
、
大
村
城
下
に
あ
っ
た
修
院
に
お
け
る

六
ヵ
月
間
の
受
洗
者
は
六
〇
〇
人
以
上
に
達
し
た（
14
）。

　

大
村
城
下
同
様
に
、
そ
の
領
域
外
の
土
地
に
お
け
る
宣
教
活
動
も
、
禁
教
令
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
順
調
に
進
展
し
た
。
長
崎
の
対
岸

の
諸
城
と
諸
村
、
恐
ら
く
長
与
と
時
津
地
方
で
は
、
二
ヵ
月
間
で
八
〇
〇
人
が
告
解
の
秘
跡
に
与あ

ず

か
り
、
新
た
に
一
八
〇
人
の
洗
礼
者

が
あ
っ
た
。
矢
上
で
は
八
一
〇
人
が
受
洗
し
、
一
三
人
の
み
が
異
教
徒
と
し
て
残
っ
た（
15
）。

　

修
練
院
が
大
村
に
あ
っ
た
期
間
に
、
同
地
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の
信
仰
生
活
は
、
修
道
士
た
ち
の
教
化
活
動
に
よ
っ
て
確
実
に
そ
の

基
礎
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
ル
セ
ナ
神
父
は
『
回
想
録
』
に
お
い
て
、「
修
練
院
は
大
村
に
あ
っ
た
間
に
、
当
キ
リ
ス

ト
教
界
全
体
を
大
い
に
援
助
し
た
」
と
指
摘
し
、
イ
ル
マ
ン
全
員
が
説
教
者
で
あ
っ
た
た
め
、
大
村
の
各
街
区
と
村
の
す
べ
て
に
分
散

し
て
説
教
や
訓
諭
、模
範
的
な
行
動
を
示
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
を
助
力
し
神
の
教
え
を
守
る
よ
う
説
い
た（
16
）、と
報
じ
る
。し
た
が
っ

て
、
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
彼
ら
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
年
一
回
は
告
解
を
し
、
毎
年
三
度
は
聖
体
拝
領
に
与
か
る
こ
と
、

生
命
の
危
険
に
あ
る
病
人
は
告
解
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら
が
終
油
の
秘
跡
を
受
け
る
た
め
の
告
解
を
し
な
い
な

N
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ら
ば
彼
ら
が
埋
葬
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
時
に
告
解
す
る
こ
と
は
神
及
び
聖
母
教
会
の
掟
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
禁
制
下
、
司
祭
と
イ
ル
マ
ン
た
ち
の
指
導
を
得
て
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
信
仰
生
活
の
基
本
的
在
り
方

を
身
に
付
け
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

三
．「
語
学
の
コ
レ
ジ
オ
」設
置

　

一
五
九
〇
年
七
月
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
イ
ン
ド
副
王
使
節
と
し
て
天
正
遣
欧
使
節
を
伴
っ
て
長
崎
に
着
い
た
。
彼
は
有
馬
領
の
加

津
佐
で
協
議
会
を
開
き
、
来
日
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
の
日
本
語
学
習
と
日
本
の
習
慣
を
学
ぶ
た
め
の
学
校
設
立
を
決
定
し
た
。

こ
れ
は
既
に
一
五
八
〇
年
の
時
点
で
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。「
語
学
の
コ
レ
ジ
オ
」
と
も
称
さ
れ
、
大
村
城
下
の
修
院
に
置
か

れ
た
。
日
本
語
教
師
は
、
山
口
出
身
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
理
解
で
き
た
イ
ル
マ
ン
の
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
で
あ
っ
た
（
17
）。
坂

口
の
修
院
に
修
練
院
が
併
設
さ
れ
、
今
ま
た
新
た
に
語
学
研
修
所
が
設
け
ら
れ
た
大
村
は
、
一
五
八
九
・
九
〇
年
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
の

教
育
行
政
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
一
五
九
一
年
三
月
に
京
都
・
聚
楽
第
に
お
い
て
イ
ン
ド
副
王
使
節
と
し
て
秀
吉
に
謁
見
し
な
が
ら
も
、

秀
吉
は
彼
を
偽
使
者
と
み
な
す
姿
勢
で
あ
っ
た
た
め
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
と
キ
リ
シ
タ
ン
教
界
に
は
引
続
き
厳
し
い
眼
が
向
け
ら
れ

て
い
た
。
反
キ
リ
シ
タ
ン
の
毛
利
壱
岐
守
吉
成
と
鍋
島
加
賀
守
信
生
が
長
崎
代
官
と
し
て
遣
わ
さ
れ
た
。
彼
ら
は
各
々
兵
卒
二
〇
〇
〇

人
を
率
い
て
長
崎
に
至
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
船
来
着
に
備
え
た
。
商
船
ナ
ウ
は
同
年
八
月
十
九
日
に
長
崎
に
来
港
し
た（
18
）。

　

既
に
京
都
か
ら
加
津
佐
に
戻
っ
て
い
た
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
大
村
・
有
馬
の
両
領
主
と
協
議
し
て
教
会
施
設
の
移
動
に
つ
い
て
検
討

し
た
。
大
村
城
下
に
あ
っ
た
修
練
院
を
通
交
往
来
の
少
な
い
他
所
に
移
す
こ
と
と
し
、
喜
前
は
そ
の
た
め
に
二
ヵ
所
の
地
所
を
イ
エ
ズ

ス
会
に
付
与
し
、
教
会
は
外
側
か
ら
見
分
け
ら
れ
ぬ
よ
う
に
擬
装
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
語
学
所
を
存
続
さ
せ
る

こ
と
を
条
件
と
し
て
修
練
院
を
移
転
さ
せ
る
こ
と
に
喜
前
は
同
意
し
た
。
こ
の
た
め
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
同
年
五
月
に
修
練
院
を
僻

遠
の
地
天
草
の
河
内
浦
城
下
に
移
し
た（
19
）。
修
練
院
は
大
村
に
二
年
間
存
続
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

ル
セ
ナ
『
回
想
録
』
に
よ
る
と
、
彼
が
長
崎
に
行
っ
て
不
在
中
に
（
一
五
九
二
年
二
月
）、
坂
口
の
修
院
が
放
火
さ
れ
、
パ
ー
ド
レ
と

casa
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イ
ル
マ
ン
た
ち
は
彼
ら
が
以
前
に
住
ん
で
い
た
屋
敷
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
に
は
純
忠
の
未
亡
人
マ
グ
ダ
レ
ナ
が
い
た
が
、「
そ

の
屋
敷
は
彼
女
の
た
め
に
も
、
言
葉
（
日
本
語
）
を
学
ぶ
パ
ー
ド
レ
た
ち
に
も
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
ぐ
に
い
く
つ
か
の
仕
切
り

が
な
さ
れ
、
幾
枚
か
の
戸
（
障
子
ヵ
）
と
内
部
の
入
口
が
作
ら
れ
て
、
パ
ー
ド
レ
た
ち
は
大
村
に
来
た
。
こ
の
た
め
、
私
が
翌
日
長
崎

か
ら
戻
っ
た
時
に
は
、
す
で
に
フ
シ
ョ
ン
ジ
（
宝
生
寺
）
に
移
っ
て
い
た
彼
ら
を
見
出
し
た
。
そ
れ
は
私
た
ち
が
か
つ
て
い
た
大
村
の

土
地
の
名
前
で
あ
る
。」坂
口
の
同
じ
場
所
に
以
前
の
よ
り
も
大
き
く
立
派
な「
私
た
ち
の
修
道
院
風
の
家
」が
新
築
さ
れ
、
復
活
祭（
三

月
二
十
九
日
）
に
は
そ
こ
に
移
り
住
ん
だ
（
20
）。
な
お
、
準
管
区
長
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
の
一
五
九
四
年
三
月
十
五
日
付　
「
一
五
九
三
年

度
日
本
年
報
」
に
よ
る
と
、
喜
前
は
朝
鮮
出
陣
の
た
め
大
村
を
発
つ
直
前
頃
に
（
21
）、
語
学
研
修
中
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
に
純
忠
未
亡
人

マ
グ
ダ
レ
ナ
の
い
た
坂
口
に
移
る
よ
う
指
示
し
た
。
い
わ
ゆ
る
坂
口
館
写
真
1
―
14
は
純
忠
が
隠
居
の
た
め
に
造
っ
た
も
の
で
、
数
棟
の

大
き
な
屋
敷
か
ら
な
り
、
当
時
、
彼
女
と
子
息
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
（
純
直
）
が
住
ん
で
い
た
が
、
彼
女
と
純
直
は
そ
こ
を
出
て
、
代
わ

り
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
修
院
に
移
り
住
ん
だ（
22
）。

　

秀
吉
が
名
護
屋
城
に
赴
く
こ
と
を
公
表
す
る
と
、
大
坂
に
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
た
ち
は

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
書
状
を
送
っ
て
教
育
機
関
の
移
転
に
つ
い
て
助
言
し
た
。
彼
は
こ
の
件

に
つ
い
て
朝
鮮
渡
航
前
の
小
西
・
有
馬
・
大
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
協
議
し
た
。
秀
吉
が

文
禄
元
年
三
月
二
十
六
日（
一
五
九
二
年
五
月
七
日
）に
大
坂
を
発
っ
て
下
向
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
と
、
坂
口
館
で
日
本
語
学
習
中
の
パ
ー
ド
レ
と
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
同
所
を
出
て
、
城

か
ら
半
レ
グ
ア
の
所
に
あ
っ
た
人
目
に
つ
か
な
い
他
所
に
避
難
し
た
（
23
）。
そ
の
六
ヵ
月
後
、

す
な
わ
ち
十
一
月
初
め
頃
に
準
管
区
長
ゴ
メ
ス
は
迫
害
を
避
け
る
た
め
、
語
学
所
を
外
海
の

神
浦
に
移
し
た（
24
）。

　

長
崎
の
岬
に
あ
っ
た
サ
ン
・
パ
ウ
ロ
教
会
と
修
院
が
秀
吉
派
遣
の
長
崎
奉
行
寺
沢
広
高
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
の
は
洋
暦
九
月
初
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
秀
吉
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
庁

antigas casas
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に
朝
貢
を
要
求
し
た
た
め
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
使
者
ド
ミ
ニ
コ
会
の
フ
ア
ン
・
コ
ー
ボ
神
父
が
名
護
屋
城
に
秀
吉
を

訪
問
し
た
際
に
、
彼
の
通
訳
を
務
め
た
ス
ペ
イ
ン
商
人
フ
ア
ン
・
デ
・
ソ
リ
ス
が
マ
カ
オ
で
財
貨
を
没
収
さ
れ
た
こ
と
を
恨
ん
で
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
と
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
に
つ
い
て
讒ざ

ん

言げ
ん

し
た
こ
と
が
原
因
し
て
い
た
（
25
）。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
フ
ロ
イ
ス
神
父
を
伴
っ
て

既
に
同
年
十
月
九
日（
文
禄
元
年
九
月
四
日
）に
マ
カ
オ
に
向
け
て
長
崎
を
出
発
し
て
い
た
。

　

名
護
屋
か
ら
長
崎
に
遣
わ
さ
れ
た
役
人
た
ち
は
そ
の
往
還
路
に
あ
っ
た
大
村
の
教
会
や
修
院
を
破
毀
し
よ
う
と
し
た
が
、
純
忠
夫
人

マ
グ
ダ
レ
ナ
と
そ
の
用
人
た
ち
が
住
ん
で
い
た
た
め
、
こ
れ
ら
を
壊
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た（
26
）。

　

一
五
九
二
年
十
一
月
作
成
の
「
修
院
及
び
住
院
の
目
録
」
に
よ
る
と（
27
）、
坂
口
に
あ
っ
た
大
村
の
修
院
に
は
院
長
ル
セ
ナ
の
下
に
バ

ル
タ
ザ
ー
ル
・
ロ
ペ
ス
神
父
と
イ
ル
マ
ン
五
人
が
い
た
。
日
本
人
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
、
生
月
ト
マ
、
五
野
井
パ
ウ
ロ
と
ア
ダ

ム
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
で
あ
る
。
郡
の
住
院
に
は
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
と
山
口
ニ
ク
ラ
オ

（
ニ
コ
ラ
オ
）
修
道
士
、
彼
杵
の
住
院
に
は
マ
ノ
エ
ル
・
ボ
ラ
ー
リ
ョ
神
父
と
加
津
佐
ミ
ゲ
ル
修
道
士
が
居
住
し
て
い
た
。
郡
と
彼
杵
は

大
村
の
修
院
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
。
大
村
領
内
に
は
三
四
の
教
会
が
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
約
四
万
人
が
い
た
。

　

長
崎
の
修
院
長
の
管
轄
下
に
は
、
古
賀
・
神
浦
・
時
津
の
各
住
院
が
あ
っ
た
。
古
賀
に
は
ジ
ョ
ア
ン
・
バ
プ
テ
ィ
ス
タ
神
父
と
サ
メ
・

ル
イ
ス
修
道
士
、
神
浦
に
は
ジ
ュ
リ
オ
・
ピ
ア
ン
ニ
神
父
と
定
松
ガ
ス
パ
ー
ル
修
道
士
、
時
津
に
は
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ゴ
ン
サ
ル
ヴ
ェ

ス
神
父
が
い
た
。
上
記
三
住
院
と
長
崎
居
住
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
は
四
五
教
会
を
世
話
し
、
そ
こ
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
三
万
人
以
上
が
い
た
。

　
「
同
宿
及
び
小
者
の
目
録
」に
よ
る
と
、
大
村
の
修
院
に
は
同
宿
が
一
〇
人
、
郡
と
彼
杵
の
両
住
院
に
は
各
三
人
の
同
宿
、
ま
た
古
賀
・

神
浦
・
時
津
の
住
院
に
は
各
三
人
の
同
宿
が
配
属
さ
れ
て
い
た
。
大
村
領
全
域
に
は
二
五
人
の
同
宿
が
い
た
。
な
お
、
一
五
八
七
年
の

禁
教
令
施
行
か
ら
一
五
九
二
年
十
一
月
ま
で
に
破
壊
さ
れ
た
教
会
は
四
二
に
の
ぼ
り
、
神
浦
で
一
四
、
時
津
で
一
五
、
郡
で
一
三
の
各

教
会
が
破
却
さ
れ
た（
28
）。
ま
た
二
ヵ
月
後
の
一
五
九
三
年
一
月
作
成
の
「
目
録
」
に
よ
る
と
、
大
村
の
修
院
に
は
パ
ー
ド
レ
二
名
、
イ

ル
マ
ン
五
名
が
い
た
。
前
記
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
た
者
た
ち
で
あ
る
。
郡
と
彼
杵
の
住
院
に
も
同
じ
く
神
父
と
修
道
士
各
一
名
が
い

た
。
三
四
教
会
と
約
四
万
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
司
牧
し
て
い
た（
29
）。
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四
．
大
村
の
コ
ン
フ
ラ
リ
ア（
信
心
会
）

　

ル
セ
ナ
の『
回
想
録
』に
は
、
コ
ン
フ
ラ
リ
ア（
信
心
会
）の
設
立
に
関
す
る
一
節
が
あ
る
。

当
時
す
で
に
長
崎
に
あ
っ
た
よ
う
な
、
貧
者
た
ち
に
日
々
の
寄
捨
を
支
給
す
る
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
の
コ
ン
フ
ラ
リ
ア
（
慈
悲
の

組
の
信
心
会
）
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
の
説
教
者
た
ち
や
修
練
中
の
イ
ル
マ
ン
お
よ
び
大
村
の
修
院
に
い
た
そ
の
他
の

者
た
ち
の
講
話
や
説
教
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
は
大
筋
と
し
て
あ
る
事
柄
で
は
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
の
コ
ン

フ
ラ
リ
ア
に
似
た
一
種
の
コ
ン
フ
ラ
リ
ア
を
作
る
た
め
に
行
動
し
た（
30
）。

　

大
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
コ
ン
フ
ラ
リ
ア
を
設
立
し
た
の
は
一
五
九
二
年
で
あ
る
。
フ
ロ
イ
ス
が
同
年
十
月
一
日
付
で
長
崎
で
作

成
し
た「
一
五
九
二
年
度
日
本
年
報
」に
よ
る
と
、

大
村
の
城
下
に
設
立
さ
れ
た
一
種
の
コ
ン
フ
ラ
リ
ア
は
大
い
に
助
け
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
お
よ
そ
三
〇
〇
〇
人
が
入
会
し
、
彼

ら
が
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
甚
だ
有
力
な
条
目
を
作
っ
て
、
毎
日
曜
日
デ
ィ
オ
ス
（
神
）
の
こ
と
に
つ
い
て
話
す
た
め
に
私

た
ち
の
修
院
か
他
の
好
都
合
な
場
所
に
参
会
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
顕
著
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る（
31
）。

　

大
村
に
設
立
さ
れ
た
コ
ン
フ
ラ
リ
ア
は
、
マ
カ
オ
に
設
け
ら
れ
て
い
た
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
（
慈
悲
の
組
）
の
規
則
に
沿
っ
て
、
こ

れ
を
準
用
し
て
一
五
八
三
年
に
長
崎
の
本も

と

博は
か

多た

町
に
設
立
さ
れ
た
慈
悲
院
の
よ
う
に
十
分
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ

し
、
エ
ジ
デ
ィ
オ
（
ジ
ル
・
デ
・
マ
タ
）
神
父
は
一
五
八
九
年
八
月
三
十
日
付
で
長
与
で
書
き
認
め
た
書
翰
に
お
い
て
、
大
村
領
内
の

キ
リ
シ
タ
ン
の
教
化
に
お
け
る
日
本
人
イ
ル
マ
ン
・
ロ
ウ
レ
ン
ソ
の
活
動
に
言
及
し
て
、
彼
が
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の
救
霊
に
値
す
る
問

題
に
つ
い
て
詳
細
な
情
報
を
把
握
し
、
モ
ル
ド
モ
（
組
親
）
た
ち
が
自
ら
の
職
務
に
よ
く
専
念
す
る
こ
と
を
助
け
た
、
と
特
記
し
て
い

る
（
32
）。
モ
ル
ド
モ
に
つ
い
て
は
、
既
に
一
五
六
三
年
に
平
戸
の
各
村
に
作
ら
れ
た
慈
悲
の
組
の
指
導
者
を
モ
ル
ド
モ
と
称
し
て
い
た

事
例
が
あ
る
（
33
）。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
初
期
の
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
の
組
織
は
大
村
で
は
既
に
一
五
八
九
年
に
発
足
し
て
い
た

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
更
に
コ
ン
フ
ラ
リ
ア
・
ダ
・
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
、
通
称
コ
ン
フ
ラ
リ
ア（
信
心
会
）へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
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大
村
に
発
足
し
た
コ
ン
フ
ラ
リ
ア
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の
中
か
ら
投
票
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
数
名
の
役
員
が
集
ま
り
、
彼
ら
は

日
曜
日
毎
に
他
の
役
員
た
ち
を
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の
家
に
遣
わ
し
て
、
貧
者
に
配
る
た
め
の
寄
捨
を
求
め
さ
せ
た
。
日
本
に
二
回
あ
る

収
穫
期
に
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
者
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
脱
穀
場
に
人
を
遣
わ
し
て
寄
捨
を
徴
収
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
貧
者
の
ハ
ン

セ
ン
病
者
た
ち
は
自
ら
が
造
っ
た
小
屋
で
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
生
活
し
て
い
た
。
彼
ら
は
毎
日
霊
的
書
物
に
つ
い
て
聞
き
、
ま
た
そ
れ

に
つ
い
て
の
講
話
を
聴
聞
し
た
。
彼
ら
が
ミ
サ
に
与
り
、
毎
日
祈
る
た
め
の
教
会
が
近
く
に
造
ら
れ
た
。
こ
の
教
会
は
、
イ
エ
ズ
ス
会

宣
教
師
が
大
村
領
か
ら
追
放
さ
れ
た
一
六
〇
六
年
二
月
下
旬
頃
ま
で
存
続
し
た
。

　

大
村
城
下
に
発
足
し
た
コ
ン
フ
ラ
リ
ア（
ス
ペ
イ
ン
語
で
コ
ン
フ
ラ
デ
ィ
ア
）は
、「
聖
母
の
信
心
会
」と
称
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
一
五
九
六
年
度
日
本
年
報
」は
、
信
心
会
の
会
員
た
ち
が
高
麗（
朝
鮮
）に
い
た
領
主
ド
ン
・
サ
ン
チ
ョ
の
無
事
を
祈
っ
て「
聖
母
の
会

員
」各
人
に
対
し
て
、
毎
日
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
を
唱
え
、
そ
の
他
の
勤
行
を
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た（
34
）、
と
伝
え
る
。「
聖
母
の
信
心
会
」

は
外
海
の
神
浦
や
内
海
の
時
津
、
長
崎
の
修
院
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
古
賀
で
も
設
立
さ
れ
て
い
た
（
35
）。「
聖
母
の
信
心
会
」
は
大
村
領

内
の
各
キ
リ
シ
タ
ン
教
界
に
設
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

禁
令
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
村
領
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
教
界
で
は
コ
ン
フ
ラ
リ
ア
の
活
動
も
あ
っ
て
領
民
は
全
員
が
キ
リ
シ
タ
ン
で

あ
っ
た
と
さ
れ
、
一
五
九
四
～
九
五
年
に
は
、
パ
ー
ド
レ
五
人
と
イ
ル
マ
ン
七
人
が
居
住
し
、
一
五
九
四
年
三
月
か
ら
十
月
ま
で
の
告

解
者
は
二
一
五
〇
人
、
ま
た
一
五
九
五
年
一
月
か
ら
十
月
ま
で
の
告
解
者
は
一
万
六
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。
他
領
か
ら
の
転
住
者
の
改

宗
者
は
三
〇
一
人
で
あ
っ
た
（
36
）。
長
崎
と
そ
の
修
院
管
轄
下
の
住
院
で
の
告
解
者
は
一
五
九
四
年
三
～
十
月
に
一
万
二
三
六
五
人
、

一
五
九
五
年
一
月
か
ら
十
月
ま
で
に
一
万
五
五
二
一
人
で
あ
っ
た（
37
）。一
五
九
六
年
十
二
月
三
日
作
成
の「
一
五
九
六
年
度
日
本
年
報
」

に
よ
る
と
、
大
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
教
界
で
は
パ
ー
ド
レ
四
人
と
イ
ル
マ
ン
九
人
が
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
化
に
従
事
し
、
告
解
者
は
二
万
人

を
数
え
、
聖
体
の
秘
跡
を
受
け
た
者
一
六
〇
〇
人
、
教
会
に
お
い
て
婚
姻
の
秘
跡
を
受
け
た
者
は
二
一
八
〇
人
に
達
し
、
他
領
か
ら
転

入
し
た
三
九
三
人
が
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た（
38
）。
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五
．
朝
鮮
在
陣
の
喜
前

　

小
西
行
長
写
真
1
―
15
の
第
一
軍
に
配
属
さ
れ
た
大
村
喜
前
は
、
秀
吉
が
発

給
し
た
天
正
二
十
年
三
月
十
三
日
（
一
五
九
二
年
四
月
二
十
四
日
）
付
の
朱

印
状
（
39
）
に
よ
る
と
、
一
〇
〇
〇
人
の
士
卒
を
帯
同
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ

た
。
後
世
編
纂
の
「
大
村
家
秘
録
」
は
、
喜
前
が
一
〇
〇
〇
人
を
従
え
て
文

禄
元
年
四
月
十
二
日
に
名
護
屋
を
発
向
し
二
十
八
日
に
釜
山
浦
に
至
っ
て

先
登
と
し
て
城
を
攻
め
た（
40
）、
と
す
る
。

　

ル
セ
ナ
は
、
喜
前
が
出
陣
し
て
三
年
以
上
が
経
っ
た
一
五
九
六
年
十
月

十
日
付
の
書
翰
に
お
い
て
、「
彼（
喜
前
）と
共
に
高
麗
に
い
る
者
は
常
時
七
〇
〇
人
の
兵
士
で
あ
る（
41
）」と
報
じ
て
い
る
。ル
セ
ナ
は「
回

想
録
」に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
も
記
し
て
い
る
。

こ
の
三
年
間
に
、
殿
は
全
員
の
自
ら
の
士
卒
を
三
つ
の
組
に
分
け
た
。
彼
ら
に
つ
い
て
は
、
あ
る
組
の
者
た
ち
が
日
本
に
戻
っ
た

他
の
組
の
者
た
ち
の
代
わ
り
に
赴
い
て
お
り
、こ
の
全
期
間
に
全
員
が
交
代
し
て
い
た
。
し
か
し
、殿
た
ち
は
つ
ね
に
高
麗
に
残
っ

て
い
た（
42
）。

　

諸
大
名
が
秀
吉
が
命
じ
た
出
動
人
員
全
員
を
率
い
て
常
時
彼
ら
士
卒
と
共
に
在
鮮
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
ル
セ
ナ
の
指
摘
す
る

よ
う
に
全
勢
力
を
三
分
し
て
交
替
制
で
渡
海
さ
せ
て
い
た
の
か
は
明
確
で
な
い
。
大
村
に
あ
っ
て
当
時
の
情
勢
を
的
確
に
把
握
し
て
い

た
ル
セ
ナ
が
、
士
卒
七
〇
〇
人
と
共
に
喜
前
が
在
鮮
し
て
い
た
と
報
じ
て
い
る
こ
と
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
士
卒
七
〇
〇
人
の

他
に
、
軍
役
の
た
め
に
徴
発
さ
れ
た
農
民
や
水
夫
ら
を
加
え
れ
ば
規
定
の
人
員
を
満
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
戦
場
に
あ
っ
て
軍
勢

を
三
分
し
て
交
代
で
帰
国
さ
せ
る
と
い
う
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ル
セ
ナ
の
指
摘
を
否
定
す
る
こ
と
も
ま
た
難
し
い
。

　
「
一
五
九
七
年
度
日
本
年
報
」
は
、
在
鮮
中
の
軍
勢
が
内
陸
に
向
け
て
行
進
中
で
あ
る
時
に
、「
大
村
殿
の
主
要
な
親
者
一
人
が
告
解

の
た
め
に
大
村
に
来
て
、
で
き
る
だ
け
短
期
間
に
〔
高
麗
に
〕
戻
っ
て
来
る
た
め
の
許
可
を
彼
（
喜
前
）
に
求
め
た
。
大
村
殿
は
そ
の
良

（
文
禄
元
年
）

Coray

T
onos
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き
望
み
の
た
め
に
〔
こ
れ
を
〕
許
し
た
。
そ
の
善
良
な
家
臣
は
た
い
へ
ん
喜
ん
で
一
〇
〇
レ
グ
ア
（
約
五
五
〇
㌖
）
以
上
の
危
険
な
航
海

を
実
行
し
た
（
43
）。」
と
伝
え
る
。
こ
の
家
臣
は
恐
ら
く
一
五
九
二
年
に
渡
鮮
し
て
の
ち
、
初
め
て
帰
国
し
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
が
有
力

家
臣
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
簡
単
に
戦
場
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
事
例
か
ら
す
る
と
、
士
卒
の
三
分
の
一
が
交
替
し
て
戦
地
と
故
国
を
往
復
し
た
と
い
う
こ
と
は
俄
か
に
信
じ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

イ
エ
ズ
ス
会
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
・
デ
・
セ
ス
ペ
デ
ス
神
父
と
日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
フ
ア
ン
カ
ン
・
リ
ア
ン
が
、
小
西
行
長
ら
キ
リ
シ
タ

ン
大
名
た
ち
の
求
め
に
応
じ
て
朝
鮮
に
渡
り
、
彼
の
居
城
熊
川
（
コ
ム
ン
ガ
イ
・
ウ
ン
チ
ョ
ン
）
を
訪
れ
た
の
は
、
一
五
九
三
年
十
二

月
二
十
七
日
（
文
禄
二
年
十
一
月
五
日
）
で
あ
っ
た（
44
）。
熊
川
城
に
は
喜
前
も
赴
い
て
セ
ス
ペ
デ
ス
神
父
に
会
い
、
彼
に
同
行
し
て
い

た
キ
リ
シ
タ
ン
の
士
卒
ら
も
講
話
を
聴
い
た
の
ち
、
告
解
を
し
て
聖
体
の
秘
跡
に
与
っ
た
で
あ
ろ
う
。
セ
ス
ペ
デ
ス
は
二
〇
〇
〇
人
以

上
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の
告
解
を
聴
き
、
同
地
に
は
一
年
間
滞
在
し
た
。

　

喜
前
が
戦
場
に
あ
っ
て
も
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
の
模
範
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
村
赴
任
以
降
彼
の
指
導
司

祭
で
あ
っ
た
ル
セ
ナ
の
自
負
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
が
一
五
九
六
年
十
月
二
十
日
付
で
大
村
か
ら
ロ
ー
マ
の
総
会
長

に
送
っ
た
書
翰
の
一
節
か
ら
は
、
そ
の
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ（
純
忠
）の
子
息
、
こ
の
地
の
殿
で
領
主
で
あ
る
ド
ン
・
サ
ン
チ
ョ
は
、
す
で
に
五
年
間
高
麗
に
い
ま
す
。〔
昨

年
の
〕
年
報
で
彼
に
つ
い
て
特
に
語
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
書
翰
で
は
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
界
が
非
常
に
堅
固
で
あ
っ
て
深
く

根
付
い
て
い
る
以
外
の
こ
と
は
述
べ
ま
せ
ん
。
こ
の
教
界
同
様
に
彼
は
高
麗
で
は
甚
だ
敬
虔
に
生
活
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
た
デ

ウ
ス
の
教
え
を
守
る
こ
と
に
は
た
い
へ
ん
厳
格
で
す
の
で
欠
点
は
な
く
、
異
教
徒
た
ち
は
こ
の
若
者
が
こ
の
高
麗
で
敬
虔
な
生
活

を
し
て
い
る
こ
と
に
瞠ど

う

目も
く

し
て
い
ま
す（
45
）。

　

右
の
一
節
は
、
喜
前
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
の
有
り
よ
う
に
つ
い
て
、
過
大
に
書
い
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

「
一
五
九
六
年
度
日
本
年
報
」が
、
喜
前
の
模
範
的
な
行
為
に
心
動
か
さ
れ
た
異
教
徒
の
一
領
主
が
大
村
の
ル
セ
ナ
神
父
に
書
状
を
送
っ

fidalgo



81近世編 第一章 幕藩体制の成立と大村藩

て
、
帰
国
後
に
家
臣
共
々
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
い
と
の
意
向
を
伝
え
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る（
46
）。

　

喜
前
は
在
鮮
中
も
、
ル
セ
ナ
ら
宣
教
師
た
ち
へ
の
配
慮
を
怠
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
一
五
九
五
年
度
日
本
年
報
」
に
よ
る
と
、
彼
は

国
許
の
奉
行
た
ち
に
い
く
度
も
書
状
を
送
っ
て
、
パ
ー
ド
レ
た
ち
に
従
う
べ
き
こ
と
、
教
会
の
問
題
に
つ
い
て
従
わ
な
い
者
は
厳
罰
に

処
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
た（
47
）。

　

一
五
九
四
年
に
は
長
崎
に
マ
カ
オ
か
ら
の
定
航
船
ナ
ウ
が
来
航
し
な
か
っ
た
た
め
、
生
糸
貿
易
に
投
資
し
て
生
活
費
と
活
動
費
を
得

て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
は
財
政
的
に
逼
迫
し
た
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
を
知
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
た
ち
は
米
穀
を
寄
捨
し

て
同
会
を
援
助
し
た
。
在
鮮
中
の
喜
前
は
米
二
〇
〇
俵
を
大
村
の
イ
エ
ズ
ス
会
に
贈
る
こ
と
を
命
じ
た
（
48
）。
米
二
〇
〇
俵
は
一
〇
〇

石
に
相
当
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
銀
貨
幣
一
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
に
当
た
っ
た
。

　

喜
前
は
一
五
九
六
年
十
月
の
初
め
頃
に
重
い
病
気
に
陥
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
引
の
ル
セ
ナ
の
一
五
九
六
年
十
月
二
十
日
付
書
翰
に

よ
る
と
、

過
日
、
彼
は
重
い
病
気
で
し
た
。
そ
の
時
、
彼
は
非
常
に
悪
い
状
態
に
あ
っ
た
た
め
、〔
臨
終
の
〕
告
解
を
す
る
た
め
に
人
を
遣
わ

し
て
私
を
招
き
ま
し
た
。
準
管
区
長
の
パ
ー
ド
レ
（
ゴ
メ
ス
）
の
命
令
に
よ
っ
て
私
は
彼
の
告
解
を
聴
く
た
め
す
で
に
船
に
乗
り

込
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、船
が
出
帆
す
る
一
時
間
前
に
、彼
は
す
で
に
回
復
し
て
も
は
や
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、〔
朝
鮮
に
〕

行
か
な
い
よ
う
に
と
私
に
申
し
述
べ
た
別
の
伝
言
が
高
麗
か
ら
来
ま
し
た（
49
）。

　

喜
前
が
ど
の
よ
う
な
病
気
に
な
り
、
ど
れ
ほ
ど
重
篤
に
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
ル
セ
ナ
「
回
想
録
」
に
よ
る
と
、
小
西
行
長

は
喜
前
に
対
し
て
治
療
の
た
め
帰
国
を
許
し
た
。
シ
ュ
ッ
テ
神
父
は
「
回
想
録
」
の
註
に
お
い
て
、
彼
は
一
五
九
六
年
末
か
ら
一
五
九

七
年
に
一
時
帰
国
し
た
（
50
）、
と
す
る
。「
大
村
家
秘
録
」
は
、
喜
前
が
慶
長
元
年
六
月
十
六
日
（
一
五
九
六
年
七
月
十
一
日
）、
大
明
の

正
使
副
使
を
警
衛
し
て
諸
将
と
共
に
帰
朝
し
た
、
と
す
る
。
彼
が
一
時
帰
国
し
た
当
時
、
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ー
ペ
号
事
件
が
勃
発
し
て
京

都
・
大
坂
居
住
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
と
そ
の
関
係
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
捕
わ
れ
て
、
秀
吉
の
禁
教
迫
害
政
策
が
一
段
と
強
化
さ
れ

て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

regedores
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一
五
九
六
年
八
月
に
長
崎
に
着
い
た
府
内
司
教
ペ
ド
ロ
・
マ
ル
テ
ィ
ン
ス
は
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ー
ペ
号
事
件
発
生
以
前
の
同
年
十
一
月

十
六
日
（
文
禄
五
年
九
月
二
十
七
日
）
に
伏
見
城
に
お
い
て
秀
吉
に
謁
見
し
た
の
ち
、
堺
か
ら
西
下
し
た
。
秀
吉
が
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

士
ら
の
逮
捕
を
命
じ
た
の
は
、
司
教
が
堺
を
出
発
し
た
日
で
あ
っ
た
。
司
教
が
大
村
領
彼
杵
に
到
着
し
た
の
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
第
二

日
、
十
二
月
二
十
七
日（
和
暦
十
一
月
八
日
）で
あ
り
、
同
地
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
住
院
に
一
泊
し
た
の
ち
、
翌
二
十
八
日
に
大
村
に
入
っ

た
。喜
前
は
徒
士
と
乗
馬
の
者
約
三
〇
〇
人
を
伴
っ
て
大
村
か
ら
一
レ
グ
ア（
約
五
・
五
㌔
㍍
）手
前
の
地
ま
で
出
迎
え
た（
51
）。し
た
が
っ

て
、
喜
前
は
一
五
九
六
年
十
二
月
中
に
は
朝
鮮
か
ら
大
村
に
帰
っ
て
お
り
、
司
教
マ
ル
テ
ィ
ン
ス
を
大
村
で
出
迎
え
た
十
二
月
二
十
八

日
に
は
病
気
は
ほ
ぼ
癒
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
司
教
の
大
村
着
後
六
、
七
日
し
て
、
一
五
九
七
年
一
月
初
旬
に
自
邸
に
司
教

と
そ
の
同
行
者
及
び
大
村
在
住
の
パ
ー
ド
レ
と
イ
ル
マ
ン
た
ち
を
招
い
て
饗
応
し
た
。
司
教
は
そ
の
後
二
、
三
日
を
費
し
て
堅
信
の
秘

跡
を
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
に
授
け
た
。

　

一
月
十
日
頃
、
秀
吉
が
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
ら
の
処
刑
を
長
崎
・
西
坂
で
執
行
す
る
と
の
報
せ
が
長
崎
に
い
た
準
管
区
長
ゴ
メ
ス
か

ら
大
村
滞
在
中
の
司
教
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
秀
吉
は
二
月
五
日
（
慶
長
元
年
十
二
月
十
九
日
）
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
と
キ
リ
シ
タ
ン

二
六
人
の
処
刑
を
執
行
さ
せ
た
の
ち
、
慶
長
二
年
二
月
二
十
一
日（
一
五
九
七
年
四
月
七
日
）に
朝
鮮
再
征
の
た
め
諸
将
の
部
署
を
定
め
、

釜
山
に
い
た
小
西
行
長
と
加
藤
清
正
を
先
手
と
し
て
明
軍
と
戦
う
こ
と
を
命
じ
た
（
52
）。
喜
前
は
行
長
の
旗
下
に
あ
っ
た
た
め
、
そ
の

時
期
に
は
既
に
在
鮮
し
て
い
た
。「
大
村
家
秘
録
」に
よ
る
と
、
喜
前
は
慶
長
二
年
正
月
十
五
日（
一
五
九
七
年
三
月
三
日
）に
行
長
と
共

に
朝
鮮
に
渡
っ
て
い
た
。

　

サ
ン
・
フ
ェ
リ
ー
ペ
号
事
件
が
引
き
起
こ
し
た
長
崎
・
西
坂
の
二
六
人
の
処
刑
、
い
わ
ゆ
る
殉
教
事
件
に
よ
っ
て
、
大
村
と
有
馬
の

両
キ
リ
シ
タ
ン
教
界
に
対
す
る
迫
害
は
強
化
さ
れ
た（
53
）。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ピ
レ
ス
の「
覚
書（
ポ
ン
ト
ス
）」は
、一
五
九
七
年
に
、「
多

く
の
教
会
が
寺
沢〔
の
部
下
〕に
よ
っ
て
高
来
と
大
村
で
壊
さ
れ
、
ト
ー
ド
ス
・
オ
ス
・
サ
ン
ト
ス（
諸
聖
人
）教
会
ま
で
が
壊
さ
れ
た
が
、

修
院
だ
け
は
残
っ
た
。
高
麗
で
は
同
じ〔
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
〕殿
た
ち
は
寺
沢
と
の
間
に
教
会
を
壊
し
、
パ
ー
ド
レ
た
ち
を
シ
ナ（
マ
カ

オ
）
に
行
か
せ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
協
議
し
た
。」
と
い
う
。
在
鮮
中
の
長
崎
奉
行
寺
沢
の
指
図
に
よ
っ
て
大
村
と
有
馬
両
領
内
の
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教
会
が
破
却
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
パ
シ
オ
が
一
五
九
八
年
十
月
三
日
付
で
長
崎
か
ら
発
信
し
た
「
略
報
告
」
に
よ

る
と
、太

閤
様
は
既
述
の
よ
う
に
、
ル
ソ
ン
か
ら
来
た
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
跣せ

ん

足ぞ
く

修
道
士
が
原
因
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
甚

だ
立
腹
し
て
有
馬
殿
と
大
村
殿
の
領
内
に
あ
る
、
お
よ
そ
一
三
〇
の
教
会
を
彼
ら
の
修
院
と
一
緒
に
取
り
壊
し
た
。
去
る
三
月
に

書
き
送
っ
た
と
お
り
で
あ
る（
54
）。

　

実
際
に
一
三
〇
前
後
の
教
会
が
破
壊
・
焼
却
さ
れ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
教
会
の
多
く
は
人
目
の
つ
か
な
い
場
所
に
あ
り
、
キ

リ
シ
タ
ン
た
ち
が
隠
蔽
工
作
を
し
た
た
め
に
被
害
は
意
外
に
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
大
村
に
は
朝
鮮
か
ら
捕
虜
と
な
っ
て
連
れ
て
来
ら
れ
た
者
が
多
数
い
た
。
一
五
九
三
年
に
は
大
村
領
内
で
九
〇
〇
人
の
改
宗

者
が
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は
成
人
の
高
麗
人
と
他
領
か
ら
の
転
住
者
で
あ
っ
た
。「
一
五
九
五
年
度
日
本
年
報
」に
よ
る
と
、「
有
馬
の
領
地

に
は
大
村
領
お
よ
び
長
崎
の
地
同
様
に
相
当
数
の
高
麗
人
が
い
る
」
と
あ
り
、
日
本
人
た
ち
は
こ
の
戦
争
で
彼
ら
を
捕
え
て
自
領
内
に

送
致
し
、
特
に
生
来
の
能
力
あ
る
者
と
技
能
を
も
つ
者
を
連
れ
て
来
た
、
と
い
う
。

一
五
九
四
年
に
は
彼
ら
の
う
ち
二
〇
〇
〇
人
以
上
の
者
が
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た

（
55
）。
そ
の
大
多
数
は
長
崎
と
大
村
・
有
馬
両
領
に
居
住
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼

ら
の
中
に
は
当
然
陶
工
も
い
た
こ
と
は
、
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
そ
の
生
産
が
始
ま
っ

た
と
さ
れ
る
波
佐
見
焼
写
真
1
―
16
の
伝
承
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る（
56
）。

六
．
新
城
の
築
城
と
国
替
の
危
機

　

秀
吉
の
死
後
（
慶
長
三
年
八
月
十
八
日
、
一
五
九
八
年
九
月
十
八
日
）、
五
奉
行
の

石
田
三
成
と
浅
野
長
政
は
朝
鮮
か
ら
の
撤
兵
問
題
処
理
の
た
め
九
州
に
下
向
し
た
折
、

秀
吉
が
イ
エ
ズ
ス
会
に
与
え
た
同
会
員
の
長
崎
滞
在
許
可
を
書
面
で
追
認
し
た
。
長

崎
に
は
七
月
四
日
（
洋
暦
八
月
五
日
）
に
三
度
目
の
来
日
を
果
た
し
た
日
本
巡
察
師

写真1-16　畑ノ原窯跡出土染付虫文皿
　　　　　  � （波佐見町教育委員会所蔵）
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ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
滞
在
し
て
い
た
。
三
成
は
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
対
し
て
同
会
の
宣
教
師
を
保
護
す
る
こ
と
を
申
し
出
た（
57
）。

　

在
鮮
中
の
小
西
行
長
は
明
と
の
和
議
交
渉
に
失
敗
し
、
同
年
十
一
月
二
十
六
日
（
洋
暦
十
二
月
二
十
四
日
）
に
釜
山
浦
を
出
帆
し
て

十
二
月
十
一
日（
一
五
九
九
年
一
月
七
日
）に
筑
前
博
多
に
帰
着
し
た
。
喜
前
も
小
西
に
同
道
し
て
博
多
に
着
き
、
直
ち
に
伏
見
に
至
っ

て
徳
川
家
康
に
拝
礼
し
た
。
そ
の
後
に
大
村
に
戻
っ
た
（
58
）。
在
鮮
中
の
諸
大
名
が
帰
国
す
る
と
同
時
に
、
秀
吉
後
の
政
局
を
め
ぐ
る

政
治
的
懸
引
き
と
混
乱
が
予
想
さ
れ
て
新
た
な
緊
張
が
生
じ
、諸
大
名
の
間
で
は
城
の
修
築
、あ
る
い
は
築
城
が
急
が
れ
る
状
況
に
あ
っ

た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
そ
う
し
た
緊
迫
し
た
状
況
に
伴
う
城
の
修
築
や
新
築
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

私
た
ち
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
領
主
た
ち
も
ま
た
、
自
分
た
ち
の
城
を
修
理
す
る
こ
と
に
専
念
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
大
村
殿
は

最
初
に
も
っ
て
い
た
城
か
ら
四
分
の
一
レ
グ
ア
離
れ
た
大
村
に
一
城
を
築
き
、
そ
こ
に
移
動
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
私
に
報
告

さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
そ
こ
で
は
六
〇
〇
〇
人
以
上
の
者
が〔
築
城
の
た
め
に
〕稼
働
し
て
い
た
。（
略
）要
す
る
に
日
本
全
体

が
現
在
〔
築
城
の
た
め
に
〕
沸
き
立
っ
て
い
て
、
各
領
主
が
自
領
内
に
甚
だ
壮
大
な
城
を
築
い
て
お
り
、
彼
ら
が
以
前
に
築
い
て

い
た
よ
り
も
大
き
な
も
の
を
造
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
太
閤
様
の
時
代
に
別
の
〔
新
し
い
〕
戦
法
を
身
に
つ
け
、
彼
ら
が
最
初
に

所
有
し
て
い
た
も
の
と
は
異
な
る
城
の
築
き
方
を
習
得
し
た
か
ら
で
あ
る（
59
）。

　

喜
前
が
新
し
く
玖
島
城
を
慶
長
三
年
冬
に
築
い
た
こ
と
は
「
大
村
家
覚
書
」（
巻
之
四
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
庶
家
一
門
大
身
の
者
に

対
し
屋
敷
地
を
与
え
て
家
作
せ
し
め
て
城
下
町
の
整
備
を
行
っ
た
。
築
城
工
事
は
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
記
す
よ
う
に
慶
長
四
年
八
月
の

時
点
で
ま
だ
続
い
て
い
た
。

　

関
ヶ
原
の
役
が
終
っ
て
す
ぐ
、
大
村
・
有
馬
両
氏
は
領
地
替
え
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
マ
ト
ス
神
父
は「
回
想
録
」

一
六
〇
一
年
・
慶
長
六
年
の
条
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
年
、
有
馬
と
大
村
は
た
い
へ
ん
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
志
摩
殿
（
寺
沢
広
高
）
が
こ
れ
ら
の
二
郡
を
知
行
と
し

て
要
求
し
、
内
府
（
徳
川
家
康
）
が
そ
れ
ら
を
彼
に
与
え
る
よ
う
、
志
摩
殿
が
勤
仕
を
申
し
出
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
が

い
ま
だ
家
康
で
あ
っ
た
時
に
こ
れ
と
共
に
動
き
戦
場
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
有
馬
殿
と
大
村
殿
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る

guns
chinguio
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と
告
発
し
て
他
の
罪
を
付
言
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
逼
塞
を
保
つ
た
め
に
す
で
に
有
馬
の
新
教
会
は
瓦
を
剥
が
し
始
め
て

い
た（
60
）。

　

有
馬
の
新
教
会
に
つ
い
て
、
マ
ト
ス
は「
回
想
録
」の
欄
外
に
、
降
誕
待
望
の
祝
日（
十
二
月
十
八
日
、
慶
長
六
年
十
一
月
二
十
四
日
）

に
最
初
の
ミ
サ
が
あ
っ
た
と
註
記
し
て
い
る
が
、
有
馬
の
新
教
会
は
陽
暦
十
月
ま
で
に
は
完
成
し
て
い
た
。
国
替
の
報
せ
が
上
方
か
ら

大
村
と
有
馬
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
慶
長
五
年
十
二
月
（
一
六
〇
一
年
一
月
）
頃
と
思
わ
れ
、
マ
ト
ス
神
父
の
記
載
は
不
確
か
で
あ
る
。

彼
が
来
日
し
た
の
は
一
六
〇
〇
年
八
月
で
あ
り
、「
回
想
録
」
は
一
六
二
二
～
二
三
年
に
作
成
さ
れ
た
（
61
）、
と
す
る
。
教
会
の
完
成
前

に
屋
根
瓦
が
一
時
剥
が
さ
れ
た
か
は
明
確
で
な
い
。

　

ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン
・
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
は
一
六
〇
一
年
二
月
二
十
五
日（
慶
長
六
年
一
月
二
十
三
日
）付
で
長
崎
か
ら
書
き
送
っ
た「
一

六
〇
〇
年
度
日
本
年
報
補
遺
―
―
一
六
〇
〇
年
十
月
か
ら
一
六
〇
一
年
二
月
ま
で
」
に
お
い
て
、
シ
マ
ン
ド
ノ
、
す
な
わ
ち
寺
沢
志
摩

守
広
高
が
大
村
領
の
獲
得
と
大
村
氏
の
天
草
へ
の
領
地
替
え
を
家
康
に
要
望
し
た
こ
と
、
有
馬
・
大
村
両
氏
が
寺
沢
の
与
力
で
あ
っ
た

こ
と
、
ま
た
寺
沢
が
小
西
行
長
の
家
財
調
査
を
家
康
に
命
じ
ら
れ
て
長
崎
に
下
っ
て
き
た
（
62
）、
と
報
じ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
一
六
〇
一
年
九
月
三
十
日
付
で
長
崎
か
ら
送
付
し
た
「
一
六
〇
一
年
度
日
本
年
報
」
は
、
寺
沢
が
家
康
に
要
請
し
た
大

村
氏
の
領
地
替
え
問
題
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
か
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る（
63
）。
す
な
わ
ち
、

　

寺
沢
殿
は
内
府
様
（
家
康
）
の
関
東
行
き
に
同
行
し
た
一
人
と
し
て
恩
賞
を
求
め
、
大
村
の
土
地
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
画
策
し
た
。

大
村
の
地
は
長
崎
奉
行
で
あ
る
彼
の
長
崎
の
支
配
・
管
理
の
た
め
、ま
た
彼
の
所
領
唐
津
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
甚
だ
好
便
の
地
で
あ
っ

て
、大
村
殿
に
天
草
の
島
々
を
与
え
て
大
村
領
と
交
換
さ
せ
る
よ
う
家
康
に
働
き
か
け
た
。家
康
は
こ
れ
を
認
め
て
特
許
状（
宛
行
状
か
）

を
彼
に
与
え
る
手
は
ず
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
と
共
に
上
洛
し
て
い
た
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父

が
知
っ
て
、
有
馬
・
大
村
両
氏
に
伝
え
た
。
前
記
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
の「
一
六
〇
〇
年
度
日
本
年
報
補
遺
」に
よ
る
と
、
降
誕
祭（
一
六
〇

〇
年
十
二
月
二
十
五
日
、
慶
長
五
年
十
一
月
二
十
日
）後
に
、
両
氏
は
黒
田
官
兵
衛（
孝
高
）ら
九
州
の
諸
大
名
と
共
に
家
康
に
拝
謁
す

る
た
め
出
立
し
た
と
い
う
か
ら
（
64
）、
大
村
・
有
馬
両
氏
は
上
洛
し
て
す
ぐ
に
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
か
ら
寺
沢
氏
の
野
心
に
つ
い
て
知
ら

X
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さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
有
馬
氏
は
「
大
村
殿
が
領
国
を
失
う
こ
と
に
な
る
と
有
馬
も
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
考
え
て
、

特
許
状
取
消
し
の
た
め
に
異
議
申
し
立
て
を
し
、
政
庁
の
友
人
た
ち
を
通
じ
て
家
康
と
の
交
渉
を
行
っ
た
。
こ
の
問
題
が
落
着
す
る
ま

で
に
ほ
ぼ
三
ヵ
月
が
か
か
っ
た
。
彼
ら
の
所
領
は
安
堵
さ
れ
、
寺
沢
氏
の
旗
下
に
軍
役
を
課
さ
れ
る
こ
と
を
免
許
さ
れ
た
。
し
か
し
、

人
質
と
し
て
有
馬
氏
は
嫡
子
直
純
を
、
大
村
氏
は
弟
（
ア
ン
ト
ニ
オ
）
を
家
康
に
差
し
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
寺
沢
氏
は
天
草
島
を
与

え
ら
れ
た
。
人
質
と
な
っ
て
家
康
の
小
姓
と
し
て
伏
見
城
に
い
た
喜
前
の
弟
ア
ン
ト
ニ
オ
は
、
一
六
〇
三
年
一
～
九
月
に
天
然
痘
の
た

め
一
四
歳
で
病
死
し
た（
65
）。

七
．
キ
リ
シ
タ
ン
教
界
の
再
建

　

マ
ト
ス「
回
想
録
」に
よ
る
と
、
一
六
〇
〇
年
当
時
、
大
村
領
内
に
は
ル
セ
ナ
が
院
長
を
務
め
る
大
村
の
修
院
の
下
に
、
鈴
田
・
郡
・

彼
杵
・
時
津
の
四
住
院
が
あ
っ
た
。
鈴
田
に
は
小
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
ロ
ペ
ス
、
郡
に
は
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
、
彼
杵
に
は

マ
ノ
エ
ル
・
ボ
ラ
ッ
リ
ョ
、
内
海
と
称
し
た
時
津
に
は
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
の
各
神
父
が
上
長
（
住
院
長
）
と
し
て
い
た
。

長
崎
所
在
の
コ
レ
ジ
オ
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
外
海
（
神
浦
）
は
ジ
ュ
リ
オ
・
ピ
ア
ン
ニ
神
父
が
、
ま
た
日
見
・
古
賀
・
諫
早
を
ル
イ
・

バ
レ
ト
神
父
が
各
々
担
当
し
て
い
た
（
66
）。「
一
六
〇
〇
年
度
日
本
年
報
」
は
、
大
村
の
修
院
と
住
院
に
は
パ
ー
ド
レ
四
人
と
イ
ル
マ
ン

七
人
の
合
計
一
一
人
が
居
住
し
、
同
年
の
告
解
者
は
一
二
〇
〇
人
以
上
、
他
領
か
ら
の
転
入
者
の
改
宗
者
は
成
人
六
〇
〇
余
人
と
報
じ

る
（
67
）。「
一
六
〇
二
年
度
日
本
年
報
」
に
よ
る
と
、
大
村
布
教
区
に
は
前
年
同
様
神
父
五
人
と
修
道
士
六
人
の
都
合
一
一
人
が
お
り
、

告
解
者
は
二
二
〇
〇
人
余
り
あ
り
、
二
回
の
祝
い
事
に
は
大
村
の
修
院
で
二
〇
〇
〇
人
以
上
の
者
が
聖
体
の
秘
跡
を
受
け
た
。
他
領
か

ら
来
た
者
一
八
五
人
が
受
洗
し
た
。
同
年
報
は
ま
た
、
昨
年
一
六
〇
一
年
に
家
康
が
有
馬
・
大
村
両
氏
に
対
し
て
全
家
臣
と
共
に
キ
リ

シ
タ
ン
信
仰
を
許
容
し
、
信
仰
の
自
由
を
認
め
た
（
68
）、
と
報
じ
る
。「
一
六
〇
三
年
度
日
本
年
報
」
も
ま
た
、
大
村
に
お
け
る
イ
エ
ズ

ス
会
の
会
員
は
通
常
一
一
人
で
あ
る
、
と
す
る（
69
）。
し
か
し
、
同
年
十
月
作
成
の
同
会
の
「
名
簿
」
は
、
大
村
布
教
区
の
修
院
に
は
神

父
三
人
と
修
道
士
四
人
、
大
村
の
修
院
管
轄
の
住
院
、
鈴
田
・
郡
・
彼
杵
に
は
神
父
と
修
道
士
が
各
一
人
い
た
。
神
父
六
人
、
修
道
士

七
人
の
計
一
三
人
で
あ
り
、
こ
の
四
施
設
に
同
宿
一
八
人
が
配
属
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
長
崎
の
コ
レ
ジ
オ
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
外
海

estado

Corte
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（
神
浦
）と
内
海（
時
津
）及
び
古
賀
・
諫
早
の
住
院
に
も
神
父
と
修
道
士
各
一
人
が
居
住
し
、
同
宿
一
〇
人
が
い
た（
70
）。

　

一
六
〇
四
年
十
一
月
三
日
付
の
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
作
成
の
「
一
六
〇
四
年
度
日
本
年
報
」
で
は
、
大
村
の
修
院
・
住
院
に
は

神
父
・
修
道
士
各
六
人
の
都
合
一
二
人
が
居
住
し
、
同
布
教
区
内
で
二
二
五
人
の
改
宗
者
を
得
た
（
71
）。
一
六
〇
六
年
三
月
十
日
作
成

の「
一
六
〇
五
年
度
日
本
年
報
」で
は
、大
村
布
教
区
の
会
員
は
何
故
か
急
増
し
て
二
一
人
を
数
え
た
。そ
の
う
ち
神
父
は
一
四
人
で
あ
っ

た
。
他
領
か
ら
転
住
し
て
来
た
成
人
一
六
〇
人
が
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た（
72
）。

　

秀
吉
の
時
代
に
多
く
の
教
会
が
破
却
さ
れ
た
た
め
、
一
六
〇
〇
年
以
降
の
各
年
度
の
「
日
本
年
報
」
に
は
教
会
再
建
の
記
事
が
散
見

さ
れ
る
。
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
作
成
の「
一
六
〇
〇
年
度
日
本
年
報
」に
よ
る
と
、
こ
の
夏
に
は
三
つ
の
教
会
が
造
築
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
、

パ
ー
ド
レ
・
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
が
造
っ
た
教
会
の
元
の
場
所
に
建
て
ら
れ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
こ
の
教
会
建
造
の
た
め
に

多
額
の
金
を
集
め
た
結
果
、
収
容
力
の
あ
る
美
し
い
教
会
が
建
て
ら
れ
た
（
73
）。
同
年
報
に
よ
る
と
、
喜
前
の
妻
ド
ナ
・
カ
タ
リ
ー
ナ

（
74
）
が
出
産
後
に
三
日
熱
の
た
め
病
死
し
た
の
は
一
六
〇
〇
年
の
復
活
祭
（
四
月
二
日
、
慶
長
五
年
二
月
十
九
日
）
で
あ
っ
た
。
彼
女
は

死
去
し
た
そ
の
日
に
、
パ
ー
ド
レ
と
イ
ル
マ
ン
た
ち
に
宛
て
た
自
筆
書
状
の
中
で
、
教
会
建
造
の
た
め
の
十
分
な
寄
捨
を
申
し
出
た
。

夫
の
喜
前
は
そ
の
意
を
汲
ん
で
建
設
を
決
定
し
て
い
た
大
教
会
の
脇
に
あ
る
地
所
を
確
保
し
て
礼
拝
堂
の
よ
う
な
建
物
を
造
っ
て
そ
の

中
に
美
し
い
墓
を
造
る
こ
と
を
命
じ
た（
75
）。

　

同
年
報
は
、
大
村
殿
が
大
村
の
修
院
の
主
要
な
教
会
を
自
費
で
す
ぐ
に
も
建
て
る
こ
と
を
申
し
出
た
、
と
伝
え
る
。
そ
れ
は
彼
の
信

心
の
た
め
、
ま
た
父
純
忠
を
倣な

ら

っ
た
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
既
に
冬
に
入
り
、
ま
た
戦
争
状
態
に
あ
っ
て
上
洛
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
た
め
、
材
木
は
既
に
集
め
ら
れ
て
い
た
が
、
工
事
は
冬
が
過
ぎ
て
か
ら
始
め
ら
れ
る
と
の
認
識
で
あ
っ
た
。
喜
前
は
、
前

記
の
三
教
会
と
は
別
に
、
修
院
の
た
め
の
教
会
建
造
を
構
想
し
、
そ
の
教
会
脇
に
亡
妻
ド
ナ
・
カ
タ
リ
ー
ナ
の
墓
を
設
け
る
こ
と
を
考

え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
降
誕
祭
後
に
上
洛
を
予
定
し
て
い
た
た
め
、
来
春
に
造
築
に
着
手
す
る
意
向
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同

年
報
は
ま
た
、
殿
喜
前
に
甚
だ
近
い
親
戚
の
者
が
信
仰
を
回
復
し
て
自
ら
所
有
す
る
集
落
に
教
会
用
地
と
建
材
を
与
え
、
用
地
を
整
地

し
て
立
派
な
石
壁
を
設
け
た
（
76
）、
と
報
じ
て
い
る
。
そ
の
集
落
名
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
教
会
が
一
六
〇
〇
年

povoação
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十
月
以
前
に
造
築
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
喜
前
が
同
年
の
降
誕
祭
後
に
上
洛
し
た
時
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
寺
沢

広
高
の
野
心
の
た
め
天
草
へ
の
替
地
問
題
に
直
面
し
、
そ
の
報
告
が
国
許
及
び
長
崎
の
司
教
や
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
ら
に
も
た
ら

さ
れ
て
大
き
な
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
。
事
態
は
三
ヵ
月
近
く
で
終
息
し
た
が
、
そ
の
緊
迫
し
た
危
機
的
状
況
が
報
じ
ら
れ
て
大
村
領

内
で
は
自
主
的
に
四
な
い
し
五
つ
の
教
会
が
壊
さ
れ
た
。
有
馬
領
内
に
は
事
態
落
着
の
報
せ
が
大
坂
か
ら
七
、
八
日
間
で
届
い
た
た
め

教
会
破
却
を
免
れ
た
が
、
大
村
に
は
更
に
遅
れ
て
報
せ
が
届
い
た
た
め
教
会
は
破
却
さ
れ
た（
77
）。

　

マ
ト
ス
神
父
作
成
の「
一
六
〇
二
年
度
日
本
年
報
」は
、「
本
年
、
た
い
へ
ん
美
し
い
木
造
の
教
会
が〔
大
村
に
〕建
っ
た
。
昨
年
有
馬

に
で
き
た
別
の
教
会
と
同
じ
ほ
ど
の
収
容
力
が
あ
る
大
き
さ
で
あ
る
。キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
が
そ
の
た
め
に
与
え
た
寄
捨
に
よ
っ
て〔
教

会
は
〕
で
き
、
殿
も
援
助
し
た
（
78
）。」
と
伝
え
る
。
有
馬
に
前
年
完
成
し
た
教
会
は
三
廊
式
の
大
教
会
で
あ
り
、
十
二
月
十
八
日
に
行

わ
れ
た
落
成
式
に
は
喜
前
も
参
列
し
た
（
79
）。
彼
は
有
馬
の
大
教
会
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
教
会
の
建
造
を
望
ん
だ
の
か
も
知
れ
な
い
。

大
村
で
は
こ
の
一
六
〇
二
年
に
昨
年
破
壊
さ
れ
た
教
会
の
再
建
が
進
み
、
喜
前
の
弟
は
自
費
で
三
教
会
を
建
造
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち

も
こ
れ
に
援
助
を
与
え
た（
80
）、
と
い
う
。

　

マ
テ
ウ
ス
・
デ
・
コ
ウ
ロ
ス
が
一
六
〇
三
年
十
月
六
日
付
で
作
成
し
た
「
一
六
〇
三
年
度
日
本
年
報
」
に
よ
る
と
、
こ
の
年
、
大
村

に
は
四
教
会
が
新
築
さ
れ
た
。「
最
大
の
も
の
は
、
大
村
領
に
あ
る
す
べ
て
の
教
会
よ
り
も
収
容
力
が
あ
っ
て
美
麗
で
あ
る
。
そ
れ
は

現
在
殿
が
住
ん
で
い
る
同
じ
場
所
に
完
成
し
た
教
会
で
あ
る
。
そ
れ
は
私
た
ち
が
日
本
に
所
有
す
る
三
つ
の
主
要
な
教
会
の
一
つ
で
あ

る
（
81
）。」
喜
前
の
居
城
玖
島
城
下
に
新
築
さ
れ
た
教
会
は
、
ル
セ
ナ
「
回
想
録
」
に
見
え
る
「
聖
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
」（
82
）
教
会
に
当
た
る
。

同
教
会
に
は
「
新
し
い
三
枚
の
美
し
い
祭
壇
画
」
が
説
教
台
の
た
め
に
製
作
さ
れ
た
。
同
教
会
の
献
堂
式
に
は
司
教
ル
イ
ス
・
デ
・
セ

ル
ケ
イ
ラ
、
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
、
準
管
区
長
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
パ
シ
オ
ら
の
他
に
、
都
・
長
崎
・
有
馬
の
各
教
区
長
ら
が
参
列

し
た
。
献
堂
式
の
前
夜
に
も
荘
厳
な
ミ
サ
が
上
げ
ら
れ
た
が
、
教
皇
ミ
サ
は
大
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
教
界
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

献
堂
式
の
ミ
サ
終
了
後
に
、
司
教
か
ら
聖
体
の
秘
跡
を
受
け
た
者
は
一
六
〇
〇
人
に
達
し
、
喜
前
も
主
要
な
家
臣
や
親
戚
と
共
に
こ
の

秘
跡
に
与
っ
た
。
翌
日
、
喜
前
は
玖
島
城
に
司
教
ら
を
招
い
て
饗
応
し
た
。
一
二
、
三
歳
の
嫡
子
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
（
純
頼
）
と
弟
た
ち

estado
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が
接
待
に
当
た
っ
た
。
司
教
は
数
日
後
に
大
村
周
辺
に
住
む
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
に
堅
信
の
秘
跡
を
授
け
、
そ
の
後
大
村
領
の
主
要
な
土

地
に
赴
い
て
堅
信
の
秘
跡
を
授
け
た
。
こ
の
時
、
堅
信
の
秘
跡
を
受
け
た
者
は
一
万
四
〇
〇
〇
人
に
達
し
た（
83
）。

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
執
筆
の「
一
六
〇
四
年
度
日
本
年
報
」に
よ
る
と
、
使
徒
聖
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
の
祝
日（
八
月
二
十
四
日
）に
は
、

司
教
セ
ル
ケ
イ
ラ
と
準
管
区
長
パ
シ
オ
が
大
村
の
修
院
の
守
護
聖
人
（
聖
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
）
の
教
会
で
の
ミ
サ
に
出
席
し
た
。
キ
リ
シ

タ
ン
の
子
供
た
ち
に
対
す
る
教
育
も
充
実
し
、
読
み
書
き
と
キ
リ
シ
タ
ン
教
理
を
教
え
る
学
校
が
一
つ
造
ら
れ
た
。
新
た
に
他
の
集
落

に
教
会
二
つ
が
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の
支
援
の
下
に
建
て
ら
れ
、
教
会
が
な
か
っ
た
土
地
で
は
篤
信
家
三
人
が
自
ら
の
家
を
ミ
サ
や
キ
リ

シ
タ
ン
た
ち
の
集
ま
り
の
た
め
に
提
供
し
た
。
コ
ン
フ
ラ
リ
ア
（
信
心
会
）
は
既
に
一
五
九
〇
年
代
初
め
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
教
界
に
導

入
さ
れ
て
い
た
が
、
改
組
さ
れ
て
活
動
を
拡
大
し
て
い
た（
84
）。

　

し
か
し
、
ピ
レ
ス
の
「
覚
書
」
は
、
大
村
で
は
「
一
六
〇
五
年
に
大
村
殿
が
主
計
（
加
藤
清
正
）
と
結
託
し
て
大
村
か
ら
パ
ー
ド
レ
た

ち
を
追
い
出
し
た
。
大
村
や
そ
の
他
の
地
方
に
あ
っ
た
諸
教
会
や
修
院
を
破
壊
し
た
二
つ
の
大
き
な
苦
難
が
あ
っ
た（
85
）。」と
伝
え
る
。

■
二
．
喜
前
の
禁
教
令
と
キ
リ
シ
タ
ン
教
界

　

大
村
喜
前
は
徳
川
幕
府
に
よ
っ
て
所
領
を
安
堵
さ
れ
た
が
、
秀
吉
に
よ
っ
て
収
公
さ
れ
た
長
崎
内
町
が
喜
前
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
家
康
は
長
崎
奉
行
寺
沢
広
高
を
解
任
し
て
三
河
以
来
の
旧
臣
で
京
都
に
退
い
て
い
た
小
笠
原
一
庵
を
長
崎
奉
行
に
選
任
し
、
長

崎
支
配
と
長
崎
貿
易
の
掌
握
に
着
手
し
た
。
一
六
〇
六
年
マ
カ
オ
か
ら
来
航
し
た
ナ
ウ
船
の
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
ヴ
ァ
ス

コ
ン
セ
ロ
ス
・
メ
ネ
ー
ゼ
ス
の「
証
言
」に
よ
る
と
、
一
庵
が
初
め
て
長
崎
に
下
っ
た
の
は
一
六
〇
四
年
で
あ
っ
た（
86
）。
彼
は
長
崎
の
円

滑
な
統
治
の
た
め
に
大
村
氏
が
領
有
し
て
い
た
長
崎
外
町
を
幕
府
領
に
組
み
入
れ
る
こ
と
を
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
契
機
は
、
司
教

セ
ル
ケ
イ
ラ
が
一
六
〇
六
年
三
月
六
日
付
で
作
成
し
た
「
大
村
殿
の
問
題
に
関
す
る
司
教
の
証
言
」
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

長
崎
支
配
の
煩
雑
さ
と
、
実
際
に
起
こ
っ
た
あ
る
事
件
を
経
験
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
王（
家
康
）の
役
人（
一
庵
）は
、
こ
の
市
が
二
つ
の
居
住
地（
集
落
）に
分
か
れ
て
別
々
の
法
と
異
な
っ
た
役
人
た
ち
に
よ
っ
て

治
め
ら
れ
、
ま
た
こ
う
し
た
支
配
様
式
か
ら
当
時
様
々
な
不
都
合
が
生
じ
て
い
た
の
で
、
ま
た
彼
自
身
が
経
験
に
よ
っ
て
大
村
殿
に

escola
povoações
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所
属
す
る
前
記
居
住
地
で
贋
銀
貨
の
鋳
造
人
数
名
が
い
る
の
を
知
っ
て
〔
彼
ら
を
〕
磔た

っ

刑け
い

に
処
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
の
長
崎
の

市
が
日
本
全
体
の
領
主
に
所
属
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
村
殿
の
役
人
た
ち
が
指
摘
し
た
よ
う
に
日
常
的
に
必
要
な
多
く
の
事
柄

に
お
い
て
〔
大
村
の
居
住
地
に
〕
依
存
し
て
い
る
た
め
に
大
き
な
不
便
に
耐
え
て
い
る
の
を
眼
の
当
り
に
し
て
、
彼
は
こ
の
件
に
つ

い
て
公
方（
家
康
）に
報
告
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
判
断
し
た（
87
）。

　

長
崎
が
幕
領
と
大
村
領
に
分
か
れ
て
い
た
不
都
合
が
特
に
治
安
問
題
を
め
ぐ
っ
て
露
呈
し
て
い
た
実
態
を
新
奉
行
小
笠
原
一
庵
は
深
刻

に
受
け
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
、
彼
主
導
に
よ
る
大
村
領
長
崎
外
町
と
幕
領
浦
上
と
の
替
地
が
実
行
さ
れ
た
。

　
「
長
崎
覚
書
」（
一
）に
よ
る
と
、

慶
長
七
年
丹
後
守
切
支
丹
宗
門
ヲ
禁
シ
領
内
追
払
申
候
ニ
付
伴
天
連
共
殊
ノ
外
迷
惑
仕
、
其
上
長
崎
新
町
大
村
領
ニ
テ
候
故
心
儘
ニ

宗
門
ヲ
弘
メ
申
儀
モ
難
レ

成
、
万
事
心
障
リ
ニ
成
申
候
、
依
レ

之
伴
天
連
共
内
々
長
崎
支
配
ノ
村
山
東
安
マ
デ
種
々
歎
キ
申
、
東
安
致
二

同
意
一

候
テ
御
役
人
迄
奉
レ

願
候
由

権
現
様
達
二

上
聞
一

長
崎
村
新
町
御
蔵
入
ニ
被　

仰
付
候

　
　

長
崎
御
蔵
入
替
地
之
目
録

一　

高
弐
百
八
拾
七
石
八
斗
弐
升
弐
合
但
田
畑
屋
敷
小
物
成
共	

西
村　

一　

高
五
百
九
拾
弐
石
八
斗
弐
升
三
合
右
同
断		

	

北
村　

一　

高
四
百
弐
拾
八
石
七
斗
壱

（
マ
マ
）

升
八
合
右
同
断			



ア
ゼ
別
当

一　

高
弐
百
八
拾
八
石
四
斗
九
升
三
合
右
同
断			


外
目
村

一　

高
三
百
石
六
斗
弐
升
四
合
右
同
断			




家
野
村
内

　
　
　

合
千
八
百
九
拾
八
石
四
斗
九
升
八
合

右
石
も
り
之
儀
双
方
納
得
を
以
此
分
相
定
候
、
自
然
出
入
も
可
有
之
か
と
相
尋
候
處
検
地
衆
并
代
官
衆
立
合
候
て
申
合
候
上
ハ
少
も

出
入
無
之
候
由
貴
所
内
衆
大
村
七
郎
左
衛
門
方
書
付
ニ
ま
か
せ
如
此
相
渡
候
、
絵
図
水
帳
共
ニ
双
方
へ
進
之
候
間
当
物
成
よ
り
可
有

prata falça

（
マ
マ
）
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御
所
務
候
、
以
上

　
　

慶
長
十
年
九
月
十
一
日　
　
　
　

成
瀬　

小
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
彦
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保
石
見
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
倉
伊
賀
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
多
上
野
介

　
　

大
村
丹
後
守
殿（
88
）

　

替
地
は
大
村
氏
・
幕
府
双
方
か
ら
検
地
衆
と
代
官
衆
が
出
て
立
ち
会
い
、「
出
入
無
之
」
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
絵
図
と
水
帳
が
交
換
さ

れ
た
。「
見
聞
集
」
三
に
よ
る
と
、
慶
長
十
年
七
月
に
実
施
さ
れ
た
検
地
の
立
会
に
は
、
寺
沢
氏
・
大
村
氏
・
有
馬
氏
及
び
長
崎
代
官
村
山

等
安
派
遣
の
五
人
が
参
加
し
た
（
89
）。
な
お
大
村
氏
は
、「
長
崎
覚
書
」
に
よ
る
と
、
長
崎
新
町
（
外
町
）
が
幕
府
公
領
に
な
っ
た
経
緯
に
つ

い
て
、
伴
天
連
共
す
な
わ
ち
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
を
領
内
か
ら
追
い
出
し
た
た
め
宣
教
師
が
長
崎
外
町
の
大
村
領
内
で
の
宣
教
活
動
が
困

難
に
な
る
と
考
え
て
代
官
村
山
に
訴
え
た
結
果
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、大
村
氏
の
主
張
を
盛
り
込
ん
だ「
長
崎
覚
書
」や「
大
村
家
記
」（
第

二
）
の
記
事
は
、「
替
地
」
が
明
確
に
な
っ
た
の
ち
に
大
村
氏
が
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
を
追
放
し
た
事
実
を
否
定
し
、
幕
府
が
先
ず
替
地
を

実
行
し
た
事
実
を
隠
蔽
し
て
い
る
。

　

喜
前
が
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
を
領
外
に
追
放
し
教
会
を
破
壊
し
て
迫
害
を
始
め
た
発
端
に
つ
い
て
、
大
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
次
の

よ
う
に
見
て
い
た
。

大
村
中
之
へ
る
せ
き
さ
ん
は
し
め
の
様
子
ハ
、
日
本
惣
国
ニ
貴
理
志
端
繁
昌
之
時
刻
、
大
村
丹
後
守
知
行
之
出
入

4

4

4

4

4

ニ
付
こ
ん
は
に
や

へ
恨
在
之
ニ
依
て
大
村
領
分
之
寺
々
を
破
却
仕
、
其
上
丹
後
守
殿
も
ひ
い
て
す
を
た
が
ひ
、
家
中
之
義
ハ
不
及
申
、
在
々
所
々
の
百

姓
以
下
ニ
至
迄
、
ひ
い
て
す
を
す
ん
ず
る
者
数
多
御
座
候（
90
）

　

右
の
一
節
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
七
七
名
の
署
名
を
も
つ
「
元
和
八
年
三
月
、
大
村
ロ
ザ
リ
オ
組
中
連
判
書
付
」写
真
1
―
18
の
前
書
で
あ
る
。

（
一
六
〇
五
年
十
月
二
十
三
日
）

（
正
成
）

（
直
次
）

（
長
安
）

（
勝
重
）

（
正
純
）

（
喜
前
）

（
迫
害
）

（
イ
エ
ズ
ス
会
）

（
教
会
）

（
信
仰
）

（
一
六
二
二
年
）
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ド
ミ
ニ
コ
会
の
デ
ィ
エ
ゴ
・
コ
リ
ャ
ー
ド
ら
三
神
父
が
、
こ
の
「
書
付
」
を
一
六
二
二
年
八
月
八
日
（
元
和
八
年
七
月
二
日
）
付
で
ラ
テ
ン

語
文
に
訳
し
た
も
の
が
あ
る
。

大
村
に
お
け
る
迫
害
の
始
ま
り
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
日
本
の
領
国
に
お
い
て
〔
キ
リ
ス
ト
教
〕
信
仰
が
開
花
し
て
広
ま
っ

て
い
た
時
、
我
々
の
大
村
領
主
丹
後
守
は
イ
エ
ズ
ス
会
に
対
し
て
世
俗
的
支
配
権
と
領
国
の
収
入
を
め
ぐ
っ
て
い
く
つ
か
の
非
難
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
彼
は
大
村
領
内
に
あ
っ
た
す
べ
て
の
教
会
を
破
壊
し
、
領
主
丹
後
守
自
身
が
信
仰
を
棄
て
た
だ
け
で

な
く
、
彼
の
家
臣
と
家
族
、
さ
ら
に
そ
の
支
配
下
に
臣
従
し
て
い
る
領
民
や
百
姓
の
大
多
数
の
者
が
信
仰
を
棄
て
ま
し
た（
91
）。

　
「
書
付
」に
い
う「
知
行
之
出
入

4

4

4

4

4

」が
喜
前
の
イ
エ
ズ
ス
会
に
対
す
る「
恨
」を
買
い
、こ
れ
が
迫
害
の
原
因
と
な
っ
た
、と
の
認
識
で
あ
っ

た
。
ラ
テ
ン
語
文
で
は
、「
世
俗
的
支
配
権
と
領
国
の
収
入
を
め
ぐ
っ
て
」
と
な
る
。「
知
行
之
出
入
」
す
な
わ
ち
、
大
村
領
長
崎
外
町
と
浦

上
の
替
地
に
関
す
る
一
連
の
文
書
が
ス
ペ
イ
ン
の
首
都
マ
ド
リ
ー
ド
所
在
の
王
立
歴
史
学
士
院
図
書
館
に
あ
り
、
既
に
結
城
了
悟
に
よ
っ

て
そ
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（
92
）。

　

喜
前
が
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
準
管
区
長
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
パ
シ
オ
に
書
き
送
っ
た
「（
慶
長
十
一
年
）
一
月
十
八
日
（
一
六
〇
六
年
二
月
二

十
四
日
）の
書
状
写
真
1
―
17
は
次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
書
状
を
尊
師
に
書
く
の
は
、
私
の
領
内
に
こ
れ
ま
で
居
住
し
て
い
た
パ
ー
ド
レ
た
ち
を
あ
る
時
期
か
ら
こ
れ
ま
で
に
遠
ざ
け
、

彼
ら
と
付
き
合
わ
な
い
理
由
を
知
ら
せ
る
た
め
で
す
。

　

こ
れ
に
続
け
て
パ
ー
ド
レ
た
ち
を
保
護
し
な
い
こ
と
を
決
断
し
た
た
め
彼
ら
全
員
を
長
崎
に
呼
び
戻
す
こ
と
を
彼
ら
に
命
じ
る
よ
う
求

め
た
。
こ
の
決
断
に
至
っ
た
主
要
な
理
由
は
、「
殿
下
（
家
康
）
が
今
後
私
の
領
内
に
い
か
な
る
者
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
い
る
こ
と
の

な
い
よ
う
明
言
し
て
私
に
命
じ
た
た
め
で
あ
る
」
と
言
い
、「
尊
師
が
よ
く
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
私
は
特
に
殿
下
の
政
庁
江
戸
に
自
ら
居

住
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
他
の
領
主
た
ち
は
し
て
い
な
い
。（
中
略
）
こ
れ
が
私
の
義
務
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
た

め
従
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
」と
述
べ
て
い
る（
93
）。
喜
前
の
書
状
に
は
替
地
に
関
す
る
言
及
は
一
切
な
い
。
し
か
し
、
替
地
が
イ
エ
ズ
ス
会
、

特
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
着
に
関
し
て
そ
の
報
告
等
の
た
め
上
洛
し
て
家
康
に
昵じ

っ

近き
ん

し
て
い
た
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
が
準
管
区
長
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パ
シ
オ
の
指
図
を
受
け
て
動
い
た
た
め
に
実
施
さ
れ
た
と
の
喜
前
の
疑
念
は
、
替
地
問
題
が
取
沙
汰
さ
れ
た
時
か
ら
生
じ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
大
村
に
い
た
ル
セ
ナ
の「
回
想
録
」に
よ
る
と
、
そ
の
間
の
事
情
は
以
下
の
よ
う
に
進
行
し
た
。

こ
の
不
幸（
長
崎
に
お
け
る
殺
人
事
件
に
関
す
る
大
村
氏
の
失
政
）の
の
ち
、ま
も
な
く
彼（
喜
前
）に
コ
ン
パ
ー
ニ
ャ（
イ
エ
ズ
ス
会
）

の
パ
ー
ド
レ
た
ち
に
さ
ら
に
不
信
を
抱
か
せ
る
別
の
機
会
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
日
本
の
諸
領
主
の
習
慣
で
あ
る
の
で
、
彼
が
日
本
の

君
主
に
服
従
を
表
わ
す
た
め
政
庁
に
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
の
パ
ー
ド
レ
の
一
人
（
ロ
ド
リ
ゲ
ス
）
も
ま
た
赴
い
た
。
日
本

の
君
主
自
身
の
面
前
で
キ
リ
ス
ト
教
界
や
コ
ン
パ
ー
ニ
ャ
の
問
題
を
交
渉
す
る
た
め
政
庁
に
行
く
習
慣
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ

の
時
、
政
庁
で
は
ド
ン
・
サ
ン
チ
ョ
、
日
本
名
丹
後
殿
及
び
長
崎
の
統
治
者
た
ち
に
対
し
て
あ
っ
た
訴
訟
以
外
の
こ
と
は
話
さ
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
パ
ー
ド
レ
は
丹
後
殿
の
味
方
と
な
り
、
そ
の
仲
介
の
た
め
に
彼
が
所
有
す
る
地
域
と
日
本
の
君
主
に
属
す
る
地
域
を

た
ま
〳
〵
一
枚
の
紙
に
描
い
た
。
そ
れ
は
、
彼
が
す
で
に
長
年
に
わ
た
っ
て
先
祖
た
ち
か
ら
受
け
継
い
で
い
た
も
の
を
権
力
に
よ
っ

て
奪
い
取
る
こ
と
を
助
言
し
な
い
よ
う
、
国
王
（
家
康
）
の
顧
問
た
ち
を
説
得
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
程
な
く
、
殿
（
喜
前
）
の
許

に
赴
い
て
こ
の
パ
ー
ド
レ
が
長
崎
の
市
と
そ
の
近
郊
の
図
を
描
き
、
日
本
の
君
主
が
こ
れ
（
前
記
地
域
）
を
取
っ
て
他
の
同
等
の
も

の
を
彼
に
交
換
し
て
与
え
る
よ
う
に
し
た
、
と
言
う
者
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
彼
は
こ
の
パ
ー
ド
レ
が
上
長
の
パ
ー
ド
レ
の
命
令

に
よ
っ
て
絵
図
を（
彼
ら
に
）見
せ
た
と
確
信
し
て
、コ
ン
パ
ー
ニ
ャ
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
と
同
会
の
上
長
に
不
信
を
抱
く
に
至
っ
た（
94
）。

　

喜
前
は
上
洛
前
に
右
の
事
情
を
知
っ
て
ル
セ
ナ
ら
イ
エ
ズ
ス
会
の
者
た
ち
を
七
、
八
ヵ
月
に
わ
た
り
拘
束
監
禁
の
状
態
に
お
い
た
。
そ

れ
は
喜
前
が
準
管
区
長
パ
シ
オ
に
書
状
を
送
っ
た
慶
長
十
一
年
一
月
十
八
日（
一
六
〇
六
年
二
月
二
十
四
日
）頃
ま
で
続
い
た
。

　

喜
前
の
ロ
ド
リ
ゲ
ス
及
び
準
管
区
長
パ
シ
オ
に
対
す
る
疑
念
が
深
ま
る
中
で
、
替
地
を
主
導
し
た
当
事
者
小
笠
原
一
庵
は
、
教
会
す
な

わ
ち
イ
エ
ズ
ス
会
が
替
地
問
題
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
も
介
入
し
た
こ
と
も
な
く
、
数
名
の
悪
人
が
企
ん
だ
虚
言
と
虚
偽
を
知
っ
て
困
惑
し

心
痛
し
て
い
る
と
表
明
す
る
。
そ
し
て
、
長
崎
の
市
と
大
村
殿
の
所
有
す
る
居
住
地
（
集
落
）
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
実
態
を
見
て

当
市
支
配
の
た
め
に
は
統
合
以
外
の
方
法
は
な
い
と
判
断
し
、「
当
市
と
大
村
殿
の
集
落
に
隣
接
す
る
一
枚
の
絵
図
を
作
成
し
て
、
こ
れ

を
殿
下
に
見
せ
た（
95
）」と
証
言
し
て
い
る
。

Corte

Governadores

parte

debuxo

povoações

retrato pintado
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家
康
の
側
近
本
多
正
純
の
祐
筆（
秘
書
）パ
ウ
ロ
岡
本
大
八
も
こ
の
替
地
問
題
に
か
か
わ
っ
た
一
人
で
あ
り
、〔
慶
長
十
一
年
〕九
月
二
十

八
日（
一
六
〇
六
年
十
月
十
九
日
）の
書
状
に
お
い
て
、
彼
自
ら
下
絵
を
描
い
た
背
景
と
目
的
を
述
べ
て
い
る
。

私
は
、
大
村
殿
が
長
崎
に
隣
接
し
て
持
っ
て
い
た
土
地
と
知
行
に
つ
い
て
、
殿
下
が
実
行
し
た
交
換
の
た
め
に
パ
ー
ド
レ
・
ジ
ョ
ア

ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
と
教
会
（
イ
エ
ズ
ス
会
）
が
画
策
し
た
と
大
村
殿
が
確
信
し
て
い
る
と
言
う
の
を
聞
い
て
驚
い
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
こ
と
は
決
し
て
起
き
な
か
っ
た
し
、
ま
た
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
殿
下
の
前
で
こ
の
問
題
が
扱
わ
れ
た
時
に
は
、
パ
ー
ド
レ
・

ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
、
大
村
殿
を
特
に
保
護
し
て
く
れ
る
よ
う
、
そ
の
た
め
私
た
ち
が
土
地

を
交
換
し
な
い
よ
う
に
私
を
通
じ
て
上
野
殿
（
本
多
）
に
話
さ
せ
、
ま
た
彼
に
執
拗
に
請
願
さ
せ
た
。
上
野
殿
自
身
は
こ
の
こ
と
が

真
実
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
前
記
パ
ー
ド
レ
が
こ
の
件
に
介
入
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
で
き
る
限
り
か
の
大

村
殿
を
助
力
し
よ
う
と
努
め
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
上
野
殿
は
尊
師
に
前
記
パ
ー
ド
レ
が
か
の
交
換
に
少
し
も
介
入
せ

ず
関
与
し
な
か
っ
た
、
と
書
い
た
。
ま
た
前
記
パ
ー
ド
レ
が
殿
下
に
長
崎
の
市
と
大
村
殿
の
新
し
い
居
住
地
（
外
町
）
の
図
を
与
え

た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
大
き
な
偽
り
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
私
が
大
村
殿
の
た
め
に
上
野
殿
に

話
す
た
め
だ
け
に
、
亜
麻
布
の
代
わ
り
に
懐
中
に
持
っ
て
い
た
紙
の
一
枚
に
筆
で
印
の
よ
う
な
小
さ
な
下
絵
を
書
い
た
。
こ
れ
は
私

が
理
解
す
る
た
め
に
、
ま
た
上
野
殿
に
ど
の
よ
う
に
話
す
べ
き
か
知
っ
て
お
く
た
め
で
あ
っ
た（
96
）。

　

既
に
言
及
し
た
小
笠
原
・
岡
本
の
両
書
状
、
そ
し
て
本
多
正
純
の
書
状
は
恐
ら
く
イ
エ
ズ
ス
会
の
要
請
に
応
じ
て
書
か
れ
た
よ
う
で
あ

り
、
そ
の
た
め
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
替
地
問
題
に
不
介
入
で
あ
り
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
が
絵
図
（
下
絵
）
を
描
か
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
一

致
し
た
見
解
で
あ
る
。
関
連
の
図
は
小
笠
原
・
岡
本
共
に
描
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

マ
テ
ウ
ス
・
デ
・
コ
ウ
ロ
ス
が
一
六
一
二
年
二
月
二
十
五
日
付
で
長
崎
で
書
い
た
「
日
本
人
た
ち
を
コ
ン
パ
ー
ニ
ャ
に
受
け
入
れ
る
こ

と
は
相
応
し
い
」
と
の
表
題
を
も
っ
た
書
翰
が
あ
る
。
一
四
項
に
「
私
た
ち
が
上
述
し
た
こ
と
は
、
日
本
人
た
ち
が
不
名
誉
の
た
め
に
嘘

を
つ
か
な
い
、
ま
た
彼
ら
は
外
面
的
で
本
心
を
見
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
同
じ
こ
と
は
、
彼
ら
が
イ
ル
マ
ン
と
な
っ
た
の
ち
に
も
見

ら
れ
る
」
と
あ
っ
て
、
彼
ら
は
「
一
般
に
は
〔
イ
エ
ズ
ス
会
の
〕
上
長
た
ち
よ
り
も
領
主
た
ち
に
心
を
開
き
連
絡
を
取
っ
て
い
る
。
彼
ら
の

secretario e ouvidor
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多
く
は
ほ
ん
の
僅
か
し
か
コ
ン
パ
ー
ニ
ャ
に
忠
誠
を
示
さ
な
い
」
と
指
摘
し
て
、
大
村
領
出
身
の
イ
ル
マ
ン
・
ガ
ス
パ
ー
ル
定
松
の
領
主

喜
前
に
対
す
る
忠
誠
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

現
在
パ
ー
ド
レ
・
ヴ
ィ
ジ
タ
ド
ー
ル（
巡
察
師
）を
助
力
し
て
い
る
ガ
ス
パ
ー
ル
と
称
す
る
イ
ル
マ
ン
は
、
通
事
の
パ
ー
ド
レ
・
ジ
ョ

ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
パ
ー
ド
レ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
パ
シ
オ
の
命
令
に
よ
っ
て
、
大
村
殿
に
属
し
て
い
た
同
じ
市
の
一
部
を
取
り

上
げ
る
意
図
を
も
っ
て
天
下
の
君
に
提
示
す
る
た
め
に
市
の
下
絵
を
長
崎
で
作
成
し
た
こ
と
を
丹
後
大
村
殿
に
発あ

ば

い
た
最
初
の
者
で

あ
っ
た
。（
略
）
そ
れ
は
、
そ
の
殿
と
パ
ー
ド
レ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
パ
シ
オ
お
よ
び
甚
だ
古
く
良
き
キ
リ
ス
ト
教
界
と
の
関
係
断
絶

の
主
要
な
理
由
で
あ
っ
た（
97
）。

　

ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
が
替
地
問
題
に
直
接
か
か
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
家
康
の
面
前
で
大
村
氏
の
た

め
に
よ
か
れ
と
思
っ
て
発
言
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。彼
が
図
面
を
作
成
し
た
こ
と
は
、既
に
述
べ
た
よ
う
に
ル
セ
ナ
が「
回
想
録
」

で
確
認
し
て
い
る
。
イ
ル
マ
ン
の
ガ
ス
パ
ー
ル
定
松
が
喜
前
に
通
報
し
た
こ
と
に
つ
い
て
コ
ウ
ロ
ス
が
否
定
せ
ず
に
ガ
ス
パ
ー
ル
の
通
報

の
事
実
に
触
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
作
図
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

喜
前
が
準
管
区
長
パ
シ
オ
に
宣
教
師
の
退
去
を
通
告
し
た
十
日
後
に
書
か
れ
た
司
教
セ
ル
ケ
イ
ラ
の
証
明
書
に
よ
る
と
、
替
地
は
大
村

氏
に
は
不
利
な
も
の
で
あ
っ
た
（
98
）。
司
教
は
追
放
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
に
代
わ
っ
て
彼
の
配
下
に
あ
っ
た
教
区
司
祭
の
派
遣
を

求
め
た
が
、
喜
前
は
こ
れ
を
拒
絶
し
た（
99
）。

　

イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
が
拘
束
監
禁
状
況
に
あ
っ
て
四
ヵ
月
間
が
経
っ
た
頃
、
ド
ミ
ニ
コ
会
の
ト
マ
ス
・
ス
マ
ラ
ガ
神
父
が
同
僚
の
ア
ロ

ン
ソ
・
デ
・
メ
ー
ナ
神
父
と
共
に
薩
摩
か
ら
大
村
に
来
た
。
彼
の
一
六
〇
五
年
十
一
月
二
十
日
付
書
翰
に
よ
る
と
、喜
前
の
弟（
セ
バ
ス
テ
ィ

ア
ン
純
直
）
と
従
兄
弟
（
ミ
ゲ
ル
千
々
石
）
に
会
っ
て
宣
教
の
許
可
を
求
め
た
が
、
退
去
を
求
め
ら
れ
た
（
100
）。
な
お
、
ミ
ゲ
ル
千
々
石
は

一
六
〇
一
年
頃
に
病
気
の
た
め
イ
エ
ズ
ス
会
を
退
会
し
た
と
さ
れ
る
。
喜
前
に
仕
え
て
清
左
衛
門
を
名
乗
り
神
浦
・
伊
木
力
に
六
〇
〇
石

を
与
え
ら
れ
た
。
彼
が
キ
リ
ス
ト
教
を
棄
て
た
の
は
一
六
〇
六
年
と
さ
れ（
101
）、
領
主
喜
前
と
共
に
日
蓮
宗
に
帰
依
し
た
。

　

追
放
さ
れ
た
宣
教
師
の
う
ち
、
上
長
ル
セ
ナ
は
イ
ル
マ
ン
・
ガ
ス
パ
ー
ル
定
松
と
共
に
喜
前
の
姉
マ
リ
ー
ナ
が
い
た
戸
根
に
避
難
し
た
。

interprete

Sõr do T
enca

debuxo
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彼
ら
の
ほ
か
に
、
一
六
〇
七
年
二
月
作
成
の
「
目
録
」
に
よ
る
と
、
不
動
山
（
佐
賀
県
嬉
野
市
）
の
住
院
に
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ

ス
神
父
と
イ
ル
マ
ン
の
ア
レ
イ
シ
ョ
進
士
、
浦
上
の
住
院
に
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
神
父
が
い
た
。
浦
上
に
は
サ
ン
タ
・
ク
ラ
ラ

に
捧
げ
ら
れ
た
庵
が
既
に
一
六
〇
三
年
十
月
か
ら
あ
り
、
一
六
二
〇
年
初
め
ま
で
存
続
し
た
（
102
）。
ジ
ョ
ア
ン
・
コ
エ
リ
ョ
が
一
六
〇
九

年
十
一
月
十
二
日
付
で
マ
カ
オ
で
執
筆
し
た
「
短
い
叙
述
」
に
よ
る
と
、
大
村
領
内
に
は
五
万
人
以
上
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
た
。
た
だ
一

つ
あ
っ
た
戸
根
の
住
院
に
は
神
父
・
修
道
士
が
各
一
人
、
同
宿
三
人
、
小
者
五
人
が
お
り
、
同
住
院
の
年
間
の
経
費
は
一
三
〇
ク
ル
ザ
ー

ド
で
あ
っ
た
。
ル
セ
ナ
神
父
は
同
地
か
ら
年
に
数
回
浦
上
・
不
動
山
・
深
堀
・
矢
上
を
巡
歴
し
、
殿
は
神
父
が
祭
式
を
執
行
し
な
い
限
り

圧
力
を
加
え
な
か
っ
た
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
へ
の
迫
害
も
な
い
、
と
報
じ
る（
103
）。

　

コ
ウ
ロ
ス
が
一
六
一
三
年
一
月
十
二
日
付
で
作
成
し
た「
一
六
一
二
年
度
日
本
年
報
」は
、戸
根
の
ド
ナ
・
マ
リ
ー
ナ
が
兄
喜
前
か
ら
パ
ー

ド
レ
一
人
を
同
地
に
住
ま
わ
せ
る
許
可
を
得
た
た
め
、
大
村
か
ら
海
路
五
レ
グ
ア
離
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
数
の
キ
リ
シ
タ
ン
が

パ
ー
ド
レ
を
求
め
て
や
っ
て
来
て
い
る
（
104
）、
と
報
じ
る
。
大
村
や
他
地
域
か
ら
の
戸
根
参
り
は
一
六
〇
六
年
か
ら
続
い
て
い
た
。
一
六

一
三
年
二
月
作
成
の
「
目
録
」
に
よ
る
と
、
戸
根
の
住
院
に
は
引
続
き
ル
セ
ナ
が
お
り
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
大
田
修
道
士
が
補
佐
し
、
不

動
山
の
住
院
に
は
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
と
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
木
村
の
二
神
父
と
イ
ル
マ
ン
・
ア
レ
イ
シ
ョ
進
士
、
浦
上
の
住

院
に
は
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
神
父
と
イ
ル
マ
ン
・
ジ
ュ
ス
ト
飾
屋
が
い
た（
105
）。

■
三
．
一
六
一
五
年
以
降
の
キ
リ
シ
タ
ン
教
界

　

大
村
の
有
力
キ
リ
シ
タ
ン
一
五
名
が
署
名
し
た
元
和
三
年
七
月
二
十
九
日（
一
六
一
七
年
八
月
三
十
日
）付
の
、
い
わ
ゆ
る「
コ
ウ
ロ
ス

徴
収
文
書
」が
あ
る
。
そ
の
前
書
に
次
の
一
項
が
あ
る
。

此
以
前
事
は
不
申
及
別
而
内
府
様
日
本
乃
き
里
志
た
ん
あ
て
に
対
し
へ
る
せ
き
さ
ん
を
発
し
た
ま
ゐ
て
後
こ
ん
は
に
や
乃
伴
て
れ
御

両
人
大
村
の
在
郷
に
久
舗
御
滞
留
な
さ
れ
諸
き
里
志
た
ん
乃
こ
ん
ひ
さ
ん
を
聞
貴
キ
さ
か
羅
め
ん
と
を
授
け
た
ま
ひ
ひ
で
す
を
背
き

た
る
者
を
た
地
揚
た
ま
い
其
外
せ
ん
地
よ
貴
理
志
端
に
な
し
給
ふ
事
に
お
こ
た
り
少
も
是
な
く
候
其
上
毎
年
此
方
角
を
御
見
舞
な
さ

れ
百
苦
千
難
を
凌
き
た
ま
い
ほ
路
し
も
の
為
尒
御
命
を
露
地
理
共
お
も
ひ
た
ま
は
さ
る
者
也（
106
）、（
ル
ビ
は
筆
者
書
入
れ
）

erm
ida

Christandade
perseguição

（
迫
害
）

padre

confição

（
告
解
）

sacaram
ento

（
秘
跡
）

fides

（
信
仰
）

gentio

（
異
教
徒
）

proxim
o

（
隣
人
）
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徳
川
幕
府
が
慶
長
十
八
年
十
二
月
十
九
日
（
一
六
一
四
年
一
月
二
十
八
日
）
に
発
令
し
た
全
国
的
禁
教
令
に
よ
っ
て
、
ル
セ
ナ
神
父
も

戸
根
を
退
去
し
た
。
大
多
数
の
パ
ー
ド
レ
と
イ
ル
マ
ン
は
陽
暦
十
一
月
上
旬
に
福
田
港
か
ら
マ
カ
オ
と
マ
ニ
ラ
に
追
放
さ
れ
た
。
前
記「
コ

ウ
ロ
ス
徴
収
文
書
」
に
よ
る
と
、
神
父
二
人
が
禁
教
令
後
に
大
村
と
そ
の
在
郷
を
巡
歴
し
て
い
た
。
既
に
定
住
は
で
き
ず
巡
回
宣
教
の
み

で
あ
っ
た
。
一
六
一
五
年
に
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
フ
ァ
ン
・
デ
・
サ
ン
タ
・
マ
ル
タ
神
父
が
大
村
に
宣
教
し
て
捕
わ
れ
、
す
ぐ
に
京
都

へ
の
護
送
を
命
じ
ら
れ
た
（
107
）。「
一
六
一
六
年
度
日
本
年
報
」
に
よ
る
と
、
大
村
領
に
は
長
崎
か
ら
イ
エ
ズ
ス
会
の
パ
ー
ド
レ
と
イ
ル
マ

ン
各
一
人
が
度
々
巡
回
訪
問
し
た
。
コ
ー
チ
シ
ナ
か
ら
再
入
国
し
た
一
神
父
も
大
村
領
の
宣
教
に
従
事
し
、
彼
は
鍋
島
領
の
不
動
山
の
キ

リ
シ
タ
ン
た
ち
を
も
担
当
し
た
。
両
神
父
は
長
崎
を
拠
点
に
し
、
一
人
は
内
海
と
称
し
た
大
村
地
方
と
不
動
山
を
、
ほ
か
の
一
人
ジ
ョ
ア

ン
・
バ
テ
ィ
ス
タ
・
マ
シ
ャ
ー
ド
神
父
は
外
海
と
称
す
る
海
岸
と
島
々
を
巡
歴
し
た
（
108
）。
家
康
が
死
去
し
た
の
ち
の
元
和
二
年
八
月
八

日（
一
六
一
六
年
九
月
十
八
日
）に
、
将
軍
秀
忠
は「
伴
天
連
宗
門
御
制
禁
奉
書
」を
発
し
、
外
国
商
船
の
入
港
も
長
崎
と
平
戸
に
限
定
し
た
。

幕
府
は
慶
賀
挨
拶
の
た
め
登
城
し
た
喜
前
の
後
継
者
大
村
純
頼
に
対
し
、
内
府
の
禁
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
宣
教
師
が
多
く
残
留
し
て
い
る

と
し
て
同
氏
を
譴
責
し
宣
教
師
捕
縛
を
督
促
し
た
。
純
頼
は
叔
父
純
直
と
数
名
の
家
臣
を
長
崎
に
派
遣
し
て
捜
索
さ
せ
た
が
失
敗
し
た
。

こ
の
た
め
、
隣
領
な
ど
に
士
卒
を
遣
わ
し
て
宣
教
師
を
捕
え
、
一
六
一
七
年
五
月
二
十
二
日
に
前
記
マ
シ
ャ
ー
ド
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の

ペ
ド
ロ
・
ア
ス
ン
プ
シ
オ
ン
の
両
神
父
を
処
刑
し
、
六
月
一
日
に
は
ド
ミ
ニ
コ
会
の
ア
ロ
ン
ソ
・
デ
・
ナ
バ
レ
テ
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
会

の
エ
ル
ナ
ン
ド
・
デ
・
ア
ラ
ヤ
の
両
神
父
を
斬
首
刑
に
し
た（
109
）。

　

し
か
し
、「
一
六
一
七
年
度
日
本
年
報
」
は
、
玖
島
城
内
に
住
ん
で
い
た
大
村
殿
の
叔
母
マ
リ
ー
ナ
が
迫
害
の
全
期
間
に
わ
た
っ
て
イ
エ

ズ
ス
会
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
を
城
内
に
招
い
て
告
解
を
し
、
こ
の
一
六
一
七
年
に
は
彼
女
の
屋
敷
で
殿
の
弟
三
人
を
受
洗
さ
せ
、
城
中
の
女

性
全
員
の
信
仰
を
回
復
さ
せ
た
（
110
）、
と
伝
え
る
。
こ
の
年
、
大
村
領
内
で
は
前
記
宣
教
師
四
人
の
ほ
か
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
四
人
の
殉
教

が
あ
っ
た
。
十
一
月
二
日
に
浦
上
の
清
水
の
慈
悲
役
山
口
権
助
ド
ミ
ン
ゴ
ス
と
そ
の
息
子
与
四
郎
ト
メ
が
同
地
で
処
刑
さ
れ
、
同
四
日
に

は
奉
行
朝
長
次
郎
兵
衛
リ
ノ
が
城
内
で
殺
さ
れ
た
。
彼
は
大
村
家
譜
代
の
家
臣
で
あ
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
十
二
月
二
十
五
日
に
堺
出
身

の
江
尻
ミ
エ
モ
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
が
朝
長
リ
ノ
の
殉
教
を
機
に
長
崎
で
受
洗
し
た
の
ち
大
上
戸
に
帰
村
し
て
殺
さ
れ
た
。
翌
一
六
一
八
年
六

D
aijogo
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月
二
十
六
日
に
は
彼
杵
の
五
野
井
久
太
郎
ル
イ
ス
が
処
刑
さ
れ
た（
111
）。

　

一
五
九
〇
年
代
初
め
に
組
織
化
さ
れ
た
コ
ン
フ
ラ
リ
ア
は
度
重
な
る
禁
教
迫
害
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
六
二
二
年
に
な
っ
て
も
な
お
存

続
し
、身
分
あ
る
者
も
貧
者
も
含
め
て
一
五
〇
〇
人
以
上
の
会
員
を
維
持
し
て
い
た（
112
）、と「
一
六
二
二
年
度
日
本
年
報
」は
報
じ
て
い
る
。

　

一
六
〇
六
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
が
大
村
領
内
か
ら
追
放
さ
れ
て
の
ち
、
彼
ら
に
代
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
来
日
し
た
ス
ペ
イ
ン
系

托
鉢
修
道
会
の
宣
教
師
た
ち
が
大
村
で
の
宣
教
に
強
い
関
心
を
示
し
、
マ
ニ
ラ
貿
易
に
か
か
わ
っ
て
い
た
長
崎
代
官
村
山
等
安
を
仲
介
者

と
し
た
が
成
功
し
な
か
っ
た
。
ド
ミ
ニ
コ
会
は
一
六
〇
九
年
に
等
安
の
長
崎
勝
山
町
の
屋
敷
地
に
薩
摩
の
京
泊
に
あ
っ
た
教
会
を
移
築
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
大
村
領
へ
の
宣
教
の
足
が
か
り
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。
既
に
紹
介
し
た
「
大
村
ロ
ザ
リ
オ
組
中
連
判
書
付
」写
真
1
―
18

に
は
、
以
下
の
よ
う
な
文
面
が
見
ら
れ
る
。

一�

以
御
計
、
さ
ん
ふ
乱
志
須
古
の
御
門
派
ふ
ら
い
寿
庵
様
と
申
伴
天
連
、
さ
ん
登
民
期
の

御
門
派
ふ
ら
い
寿
庵
様
と
申
伴
天
連
、
彼
大
村
へ
忍
々
ニ
被
成
御
越
、
御
教
化
ニ
驚
立

上
リ
申
者
あ
ら
〳
〵
御
座
候
、（
略
）
左
候
ヘ
ハ
其
後
於
大
村
ニ
伴
天
連
四
人
ま
る
ち
り

よ
に
御
あ
ひ
被
成
候
、
此
御
明
鏡
の
御
功
力
を
見
聞
申
、
貴
理
志
端
ひ
い
て
す
に
も
と

つ
き
信
心
い
や
ま
し
に
御
座
候
処
ニ
、
又
さ
ん
ふ
乱
志
須
の
伴
天
連
ふ
ら
い
あ
ほ
な
り

よ
、
さ
ん
登
民
期
の
伴
天
連
ふ
ら
い
と
う
ま
す
、
同
伴
天
連
ふ
ら
い
寿
庵
、
此
御
両
三

人
此
地
へ
御
越
被
成
、
在
々
所
々
の
上
下
ま
て
種
々
以
御
教
化
御
立
上
被
成
候
処
ニ
、

大
村
聞
付
被
申
、（
以
下
略
）

一�

諸
門
派
之
御
出
家
何
も
へ
だ
て
ハ
無
御
座
候
ヘ
共
、
取
分
さ
ん
と
ミ
ん
こ
す
の
御
出
家

衆
ハ
、
貧
福
上
下
の
へ
だ
て
な
く
御
教
化
ヲ
被
成
候
事
、
誠
ニ
恭
次
第
不
浅
奉
存
候
、

殊
更
貴
き
ひ
る
せ
ん
さ
ん
た
ま
り
や
の
ろ
さ
り
よ
の
御
組
ニ
被
召
加
候
ヘ
ハ
、
不
被
成

御
見
捨
、
稠
敷
御
法
度
を
も
凌
給
ひ
、
或
時
ハ
野
ニ
臥
、
山
を
家
と
し
て
組
中
之
御
見
舞
、

（
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
）

（
フ
ァ
ン
・
デ
・
サ
ン
タ
・
マ
ル
タ
）（
聖
ド
ミ
ニ
コ
会
）

（
フ
ァ
ン
・
デ
・
ロ
ス
・
ア
ン
ヘ
レ
ス
・
ル
エ
ダ
）

（
殉
教
）

fides

（
信
仰
）

（
ア
ポ
リ
ナ
リ

オ
・
フ
ラ
ン
コ
）

（
ト
マ
ス
・
デ
ル
・
ス
ピ
リ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
）

virgem

（
処
女
）

写真1-18　大村ロザリオ組中連判書付複製写真（部分）
（大村市立史料館所蔵　松田毅一南蛮文庫）※原史料はローマ、カサナテン
セ図書館所蔵。
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忍
々
に
こ
ん
ひ
さ
ん
御
聞
被
成
候
事
、
於
于
今
少
も
無
御
油
断
事
明
白
ニ
候
、
其
証
拠
ハ
、
さ
ん
と
ミ
ん
こ
す
の
伴
天
連
籠
者
被

成
候
事
、
余
門
派
ニ
越
て
多
く
御
座
候
事
、

一�
大
村
中
ニ
至
而
て
う
す
御
奉
公
ニ
相
届
、
捧
一
命
ヲ
申
さ
れ
候
衆
余
多
御
座
候
、
是
以
ろ
さ
り
よ
の
御
組
の
御
名
誉
之
次
ニ
ハ
、

さ
ん
と
と
ミ
ん
こ
の
御
出
家
衆
の
御
は
た
ら
き
ゆ
へ
と
我
等
式
ま
て
、
大
慶
不
遇
之
候
間
、
弥
々
以
さ
ん
と
と
ミ
ん
こ
の
御
門
派

日
本
無
御
見
捨
、
御
渡
海
並
ニ
ろ
さ
り
よ
の
御
組
の
い
ん
つ
る
せ
ん
し
や
益
々
赦
被
下
候
様
ニ
奉
仰
候
事（
113
）、

　

右
「
書
付
」
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
と
ド
ミ
ニ
コ
会
の
宣
教
師
が
禁
制
下
の
大
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
教
界
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
ロ
ザ
リ
オ
の
組
の
会
員
た
ち
が
、
特
に
ド
ミ
ニ
コ
会
の
出
家
衆
（
宣
教
師
）
が
各
地
に
「
ロ
ザ
リ
オ
の
組
」
を

組
織
し
て
身
分
の
隔
て
な
く
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
を
世
話
し
て
身
分
の
隔
て
な
く
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
を
世
話
し
て
組
に
参
加
さ
せ
、
一
命
を

捨
て
て
教
化
に
専
念
し
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
、
同
会
宣
教
師
を
介
し
て
ロ
ザ
リ
オ
の
組
に
与
え
ら
れ
た
教
皇
の
「
い
ん
つ
る
せ
ん

し
や（
贖
宥
）」を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
「
書
付
」
の
署
名
者
は
大
村
を
含
む
五
五
町
村
に
及
ぶ
七
七
名
で
あ
り
、
殉
教
者
三
名
の
未
亡
人
も
名
を
連
ら
ね
て
い
る
。
ラ
テ
ン
語

文
に
は
、
大
村
領
の
す
べ
て
の
キ
リ
シ
タ
ン
住
民
が
署
名
す
べ
き
で
あ
る
が
、
余
り
に
も
多
数
で
あ
る
た
め
村
々
の
有
力
者
の
み
が
署
名

す
る
、
と
あ
る
。「
書
付
」
に
は
「
村
々
の
頭
分
の
者
計
」
と
あ
る
。
ま
た
、
ラ
テ
ン
語
文
で
は
大
村
領
内
で
は
「
我
々
の
う
ち
」
す
な
わ
ち

ロ
ザ
リ
オ
の
組
の
二
五
人
が
殉
教
し
て
い
る
と
す
る
が（
114
）、
こ
の
記
載
は
「
書
付
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。
殉
教
し
た
組
の
者
に
は
二
人
の

高
麗
人
が
い
た
。
一
六
一
九
年
六
月
二
十
一
日
に
斬
首
刑
と
な
っ
た
ペ
ド
ロ
有
蔵
と
ト
メ
庄
作
で
あ
る
。
有
蔵
は
大
村
殿
の
小
姓
を
務
め

た
の
ち
勘
定
係
に
な
っ
た
者
で
あ
る（
115
）。

■
四
．
大
村
藩
の
課
役
と
キ
リ
シ
タ
ン
宣
教
師

　

ロ
ザ
リ
オ
の
組
衆
が
前
記「
書
付
」に
、

然
処
ニ
日
本
惣
国
の
貴
理
志
端
へ
る
せ
き
さ
ん
之
義
、
将
軍
様
ヨ
リ
以
御
意
被
仰
付
候
、
其
時
ハ
大
村
殿
諸
伴
天
連
異
国
へ
追
渡
候

奉
行
を
被
承
候（
116
）、

（
デ
ウ
ス
＝
神
）

indulgencia

（
贖
宥
）
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と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
六
一
四
年
十
一
月
の
宣
教
師
追
放
に
か
か
わ
る
用
務
が
、
幕
府
か
ら
大
村
藩
に
課
せ
ら
れ
た
キ

リ
シ
タ
ン
関
連
の
最
初
の
課
役
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
二
の
課
役
は
前
述
し
た
潜
伏
・
残
留
し
て
い
た
宣
教
師
の
捜
索
活
動
で
あ
り
、

更
に
捕
縛
し
た
宣
教
師
の
請
取
・
牢
預
か
り
・
処
刑
地
長
崎
へ
の
護
送
等
の
役
儀
で
あ
っ
た
。

　

大
村
藩
が
幕
府
か
ら
課
さ
れ
た
役
儀
、
い
わ
ゆ
る
軍
役
は
当
初
キ
リ
シ
タ
ン
宣
教
師
ら
の
取
締
・
追
捕
・
拘
留
等
の
用
務
を
中
心
に
し

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
次
第
に
そ
の
役
儀
は
増
え
て
長
崎
奉
行
の
用
務
を
補
佐
・
補
完
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
慶
安
二
年
（
一
六

四
九
）
に
作
成
さ
れ
た
「
御
公
儀
御
奉
公
仕
候
目
録
（
写
）」
に
よ
る
と
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
正
月
か
ら
慶
安
二
年
七
月
ま
で
の
一
八

年
間
の
役
儀
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　

一　

お
ら
ん
た
、
伴
天
連
、
南
蛮
人
、
唐
人
請
渡
之
事

　

一　

お
ら
ん
た
船
、
唐
人
船
、
南
蛮
船
番
仕
候
事

　

一　

永
崎
築
島
お
ら
ん
た
番
之
事

　

一　

領
分
浦
々
狼
煙
番
仕
候
事

　

一　

永
崎
陸
之
番
仕
候
事

　

一　

籠
屋
作
事
仕
候
事

　

一　

永
崎
よ
り
囚
人
請
受
渡
、
同
籠
番
仕
候
事

　

一　

鉛
塩
焼
長
崎
よ
り
請
取
平
戸
迄

申
候

　
　

右
年
々
入
人
数
〆
五
拾
八
万
五
千
六
百
七
拾
弐

　
　
　
　
丑
霜
月
六
日　
　
　
　
　
　

大
村
丹
後
守
判

　
　
　
　
　
　

朝
比
奈
源
六
殿

　
　
　
　
　
　

庄
田
小
左
衛
門
殿（
117
）

　

大
村
藩
は
、
寛
永
十
年
三
月
二
十
八
日
付
の
長
崎
奉
行
宛
老
中
奉
書
、
い
わ
ゆ
る
鎖
国
令
の
中
で
異
国
船
御
番
と
南
蛮
人
預
り
の
役
儀

（
長
）

（
純
信
）
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を
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

　

一　

�

異
国
船
申
分
有
之
而
、
江

戸
江
言
上
之
間
、
番
船
之

事
、
如
前
々
大
村
方
江
可

申
越
之
事

　

一�　

�

伴
天
連
宗
旨
弘
候
南
蛮
人
、

其
外
悪
名
之
も
の
有
之
時

ハ
、
如
前
々
大
村
方
之
籠

ニ
可
入
置
之
事（
118
）

　

右
二
ヵ
条
は
大
村
藩
に
対
し
て

元
和
三
年
以
降
課
さ
れ
て
き
た
役

儀
が
明
文
化
さ
れ
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
っ
た
。「
長
崎
覚
書
」
四

に
は
、
大
村
藩
が
伴
天
連
・
南
蛮

人
・
唐
人
を
預
か
る
た
め
に
彼
ら

の
請
取
の
た
め
派
遣
し
た
人
数
覚

え
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
伴
天
連

預
か
り
に
つ
い
て
は
、
寛
永
十
年

五
月
か
ら
同
十
二
年
八
月
ま
で
の

請
取
・
引
渡
し
は
一
三
件
あ
り
、

図1-1　鈴田牢の図面　宮﨑賢太郎『カルロ・スピノラ伝』
〈キリシタン文化研究シリーズ28〉（キリシタン文化研
究会　1985年　180頁）から転載、牢の方角転回。

1 ．牢入口
2 ．二重格子玄関
3 ．座敷横目すなわち監
視人の住居

4 ．監視人の住居
5 ．監視人の台所
6 ．囚人の台所
7 ．錠のついた二重扉
8 ．食事を差し入れるた
めの錠のついたくぐ
り戸と小窓

9 ．角柱で作られた鳥か
ごのような牢内

10．茨で囲まれた二重柵
11．便所
12．便所の溜り
13．番屋
14．巡警路
15．外側の柵

写真1-19　スピノラが牢内で書いた鈴田牢の見取
図（Jap-Sin. 60 f. 109）（宮﨑賢太郎提供）※宮
﨑賢太郎『カルロ・スピノラ伝』〈キリシタン文化研
究シリーズ28〉（キリシタン文化研究会　1985年）
収載の巻頭写真。
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宣
教
師
は
一
三
名
（
パ
ー
ド
レ
一
二
名
、
イ
ル
マ
ン
一
名
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
か
か
わ
っ
た
大
村
藩
の
人
数
は
物
頭
・
上
下
の
者
・
足

軽
及
び
人
足
を
合
計
す
る
と
五
七
二
名
に
な
る
。
寛
永
九
年
以
降
大
村
牢
に
入
っ
た
宣
教
師
は
二
〇
名
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
ら
の
請
取
・

引
渡
し
に
か
か
わ
っ
た
者
も
ほ
ぼ
倍
増
し
た
で
あ
ろ
う
。
寛
永
十
年
六
月
二
十
六
日
の
宣
教
師
・
同
宿
請
取
の
物
頭
の
一
人
は
嶺
伊
右
衛

門
で
あ
っ
た
（
119
）。
彼
は
「
コ
ウ
ロ
ス
徴
収
文
書
」
の
筆
頭
署
名
者
、
嶺
猪
衛
門
類
子　

M
ine Y

yem
ō Luis 

純
慶
と
同
一
人
物
か
と
思

わ
れ
る
。
同
藩
の
伴
天
連
預
か
り
の
課
役
は
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ル
ビ
ノ
等
五
名
の
請
取
を
も
っ
て
終
っ
た
が
、

在
牢
し
た
最
後
の
パ
ー
ド
レ
が
牢
死
し
た
の
は
元
禄
三
年（
一
六
九
〇
）で
あ
っ
た（
120
）。

　

な
お
、
宣
教
師
が
在
牢
し
た
牢
舎
は
鈴
田
村
宮
崎
に
一
六
一
七
年
七
月
以
降
に
造
ら
れ
、
入
牢
者
の
増
加
に
よ
っ
て
手
狭
に
な
る
と
、

長
崎
奉
行
長
谷
川
権
六
の
命
令
に
よ
っ
て
同
じ
場
所
に
新
し
い
牢
舎
が
造
ら
れ
た
。
一
六
一
九
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
一
六
二
二
年
九
月
ま
で
三
年
半
以
上
在
牢
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
カ
ル
ロ
・
ス
ピ
ノ
ラ
神
父
が
描
い
た
略
図
が
あ
る（
121
）。

　

宣
教
師
た
ち
が
拘
禁
さ
れ
て
い
た
鈴
田
の
牢
と
は
別
に
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
人
質
の
た
め
の
新
牢
が
裏
町
の
出
口
に
造
ら
れ
た
（
122
）。
そ

の
経
緯
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
末
次
平
蔵
船
の
船
長
浜
田
弥
兵
衛
が
タ
イ
オ
ワ
ン
（
台
湾
）
に
一
六
二
七
年
に
渡
航
し
た
が
、
購
入

予
定
の
白
糸
と
鹿
皮
が
中
国
本
土
か
ら
未
着
の
た
め
越
年
し
帰
国
し
た
。
同
年
六
月
再
渡
航
し
た
が
、
契
約
の
白
糸
を
入
手
で
き
な
か
っ

た
た
め
中
国
本
土
に
船
を
出
そ
う
と
し
て
長
官
ピ
ー
テ
ル
・
ノ
イ
ツ
に
拒
絶
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
浜
田
は
彼
を
捕
え
て
、
日
本
人
・
オ

ラ
ン
ダ
人
各
五
名
を
人
質
と
し
て
取
る
こ
と
を
決
め
た
。
日
本
に
は
長
官
ノ
イ
ツ
の
息
子
ラ
ウ
レ
ン
ス
と
商
人
頭
ム
イ
ゼ
ル
ら
が
連
行
さ

れ
、
エ
ラ
ス
ム
ス
号
の
乗
組
員
の
一
部
と
共
に
大
村
藩
と
島
原
藩
に
預
け
ら
れ
た
。
大
村
純
信
は
寛
永
五
年
七
月
十
四
日
付
の
老
中
奉
書

に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
人
を
預
か
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
（
123
）。
ラ
ウ
レ
ン
ス
と
ム
イ
ゼ
ル
ら
は
一
六
三
〇
年
二
月
ま
で
大
村
の
裏
町
の
牢

に
い
た
。
同
年
九
月
、
ノ
イ
ツ
自
身
が
日
本
に
来
て
人
質
と
な
っ
た
が
、
息
子
は
父
の
来
着
以
前
に
病
死
し
た（
124
）。

■
五
．
大
村
氏
の
対
外
貿
易

　

大
村
氏
は
天
正
八
年
四
月
二
十
七
日
（
一
五
八
〇
年
六
月
九
日
）
付
の
譲
り
状
に
よ
っ
て
イ
エ
ズ
ス
会
に
長
崎
と
茂
木
を
寄
進
し
て
長

崎
内
町
の
統
治
と
司
法
を
同
会
に
委
ね
、
自
ら
は
長
崎
港
に
関
す
る
関
税
と
入
港
税
を
保
有
し
た
（
125
）。
ル
セ
ナ
神
父
の
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
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ノ
宛
一
五
八
七
年
三
月
十
二
日
付
、
大
村
発
信
の
書
翰
に
よ
る
と
、
大
村
氏
は
イ
エ
ズ
ス
会
を
介
し
て
マ
カ
オ
の
ア
ル
マ
サ
ン
貿
易
に
参

加
し
て
生
糸
を
調
達
し
て
い
た
。
ル
セ
ナ
は
喜
前
か
ら
四
〇
タ
エ
ス
（
両
）
の
銀
を
託
さ
れ
て
一
五
八
六
年
に
マ
カ
オ
に
送
っ
た（
126
）。
日

本
イ
エ
ズ
ス
会
が
マ
カ
オ
市
と
の
間
に
ア
ル
マ
サ
ン
契
約
を
結
ん
で
マ
カ
オ
・
長
崎
間
の
生
糸
貿
易
に
参
加
し
た
の
は
、
巡
察
師
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
が
一
五
七
八
年
に
マ
カ
オ
に
来
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
127
）。
大
村
氏
の
生
糸
貿
易
へ
の
投
資
は
、
同
氏
が
イ
エ
ズ
ス
会
に

長
崎
を
割
譲
し
た
以
後
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
一
五
八
六
年
の
み
の
投
資
で
あ
っ
た
か
否
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
。
管
見
で
は
ル
セ

ナ
の
記
事
の
み
で
あ
る
。秀
吉
が
長
崎
内
町
を
収
公
し
た
た
め
、大
村
氏
の
イ
エ
ズ
ス
会
仲
介
に
よ
る
マ
カ
オ
へ
の
投
資
は
継
続
し
な
か
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

大
村
氏
が
マ
カ
オ
へ
の
投
資
以
外
に
、
直
接
貿
易
に
関
与
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
村
氏
に
関
係
あ
る
者
と
し
て
異
国

渡
海
の
朱
印
状
を
幕
府
か
ら
発
給
さ
れ
た
者
は
西
宗
真
類
子
と
江
島
吉
左
衛
門
の
み
で
あ
る
。
江
島
は
慶
長
十
五
年
正
月
二
日
に
暹
羅
、

同
二
十
五
日
に
柬
埔
寨
国
渡
海
の
朱
印
状
を
拝
領
し
た（
128
）。
彼
は「
大
村
丹
後
守
之
内
」、「
大
村
内
」、「
家
人
」と
記
載
さ
れ（
129
）、
そ
れ

以
上
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

　

西
宗
真
は
、寛
永
二
十
一
年
極
月
十
五
日
付
の「
由
緒
書
」で
、自
ら
は
肥
前
国
大
村
に
居
住
し
て
大
村
丹
後
守
に
従
い
、父
宗
源
は「
代
々

筋
目
有
之
ニ
付
御
領
内
大
浦
与
申
所
ニ
而
七
百
石
之
地
為
御
合
力
被
下
之
候
（
130
）」
と
い
う
。
ま
た
彼
は
丹
後
守
が
呂
宋
国
の
事
情
に
精
通

し
た
者
と
し
て
権
現
様
（
家
康
）
に
言
上
し
た
た
め
、
慶
長
十
二
年
六
月
に
そ
の
様
子
を
申
し
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
呂
宋
渡
航
の
朱
印
状

を
拝
領
し
た
。
彼
は
元
和
三
年
か
ら
呂
宋
に
渡
海
せ
ず
、
同
二
年
に
堺
に
家
屋
敷
を
求
め
て
同
六
年
か
ら
転
住
し
た
。
岩
生
成
一
『
新
版

朱
印
船
貿
易
史
の
研
究
』に
よ
る
と
、
彼
は
慶
長
十
二
・
十
六
・
十
七
・
十
九
年
、
元
和
元
・
三
年
の
六
回
朱
印
状（
巻
頭
写
真
は
慶
長
十
七

年
の
朱
印
状
）を
発
給
さ
れ
た（
131
）。
な
お
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
宛
と
思
わ
れ
る「
慶
長
十
年
九
月
十
三
日　

御
印
」が
、
翌
日「
呂
宋
通
事

ニ
シ
・
ル
イ
ス
」に
渡
さ
れ
て
い
る（
132
）。

　

フ
ア
ン
・
ヒ
ル
は『
イ
ダ
ル
ゴ
と
サ
ム
ラ
イ
』に
お
い
て
、「
カ
ピ
タ
ン
・
ル
イ
ス
・
ギ
ン
モ
」、「
ル
イ
ス
・
メ
ロ
」を
両
類
子
に
比
定
し

て
い
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
彼
の
最
初
の
呂
宋
渡
航
は
一
五
九
九
年
、
一
六
〇
三
年
に
は
鉄
・
鉄
製
品
を
マ
ニ
ラ
に
も
た
ら
し
、
一
六
〇

（
タ
イ
）

（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）

（
ル
ソ
ン
）

Luis
Guisim

o
Luis

M
elo
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九
年
に
は
馬
の
尾
毛
、
翌
年
に
は
鉄
釘
類
と
銅
を
運
ん
だ
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

総
督
府
会
計
官
は
一
六
一
七
年
に
彼
宛
の
支
払
命
令
書
を
作
成
し
た
。
彼

は
御
用
商
人
と
し
て
鉄
の
納
入
を
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
た
。
そ
の
頃
に
は
彼

は
渡
航
せ
ず
、
代
理
商
人
を
派
遣
し
て
あ
ら
ゆ
る
商
品
の
輸
出
入
に
か
か

わ
っ
て
い
た（
133
）。

　

類
子
は
一
五
九
九
年
に
マ
ニ
ラ
に
船
長
と
し
て
渡
航
し
、
一
六
〇
五
年

に
は「
呂
宋
通
事
」と
し
て
幕
府
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
と
の
橋
渡
し
役
を
担
っ

て
い
た
。
一
六
一
〇
年
前
後
に
は
マ
ニ
ラ
に
居
住
し
て
総
督
府
の
信
任
を

得
、
ま
た
人
脈
を
作
っ
て
商
活
動
の
基
盤
を
固
め
た
よ
う
で
あ
る
。
一
六

一
七
年
に
は
彼
の
代
理
の
船
長
及
び
商
人
が
渡
航
し
た
が
、
彼
は
こ
の
航

海
の
た
め
に
投
銀
六
〇
〇
〇
貫
を
借
入
れ
て
い
た（
134
）。
一
六
二
〇
年
に
堺

に
転
住
し
た
類
子
は
、
寛
永
年
間
大
村
氏
の
御
用
商
人
を
務
め
て
い
た（
135
）。

　

彼
の
父
が
大
村
氏
か
ら
「
御
合
力
と
し
て
七
百
石
」
を
大
浦
の
地
に
拝
領
し
た
こ
と
は
、
武
士
と
し
て
で
は
な
く
恐
ら
く
商
人
と
し
て

大
村
氏
を
援
助
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
息
子
類
子
は
父
を
継
い
で
マ
ニ
ラ
渡
航
船
の
船
長
兼
商
人
と
し
て
そ
の
才
覚
を
発
揮
し
、

呂
宋
貿
易
で
そ
の
基
盤
を
築
い
た
。
総
督
府
や
ス
ペ
イ
ン
人
官
吏
や
日
本
町
デ
ィ
ラ
オ
の
日
本
人
た
ち
の
信
用
を
得
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

マ
ニ
ラ
貿
易
に
お
け
る
成
功
と
そ
の
海
外
に
関
す
る
知
見
は
大
村
氏
の
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
幕
府
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
府
と
の
仲

介
役
へ
の
道
を
拓
い
た
。
大
村
氏
は
彼
の
財
力
に
期
待
し
て
御
用
商
人
と
し
て
登
用
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
類
子
は
大
村
氏
と
の
間
に
距

離
を
お
く
か
の
よ
う
に
堺
に
転
住
し
た
よ
う
で
あ
る
。
大
村
氏
が
直
接
朱
印
船
を
艤
装
し
て
貿
易
に
関
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

（
五
野
井
隆
史
）

写真1-20　清水寺末次船絵馬下絵
長崎代官である朱印船貿易家の末次平蔵が所有
の朱印船を描かせた絵馬の下絵であり、絵馬は
清水寺（現長崎市鍛冶屋町）に奉納された。
（長崎歴史文化博物館収蔵　市博歴史資料　船舶13）
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島
原
・
天
草
一
揆
と
大
村
藩

　

将
軍
家
光
は
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
軸
と
す
る
鎖
国
体
制
の
構
築
に
着
手
し
た
。
同
体
制
は
、
キ
リ
シ
タ
ン

宗
門
の
根
絶
、
日
本
人
の
出
入
国
禁
止
に
よ
る
内
外
隔
離
、
中
国（
唐
）船

の
長
崎
集
中
と
貿
易
統
制
を
法
制
化
し
た
政
策
で
あ
り
、
寛
永
十
四
年（
一

六
三
七
）
勃
発
し
た
島
原
・
天
草
一
揆
と
、
そ
の
後
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
ポ
）

船
の
渡
来
禁
止
、
オ
ラ
ン
ダ（
蘭
）船
の
長
崎
集
中
な
ど
の
諸
過
程
を
経
て

形
成
さ
れ
た
。

■
一
．
寛
永
鎖
国
令
と
大
村
藩

　

鎖
国
令
は
、
長
崎
奉
行
宛
て
制
令
、
長
崎
の
居
住
者
・
来
航
者
宛
て
長

崎
制
札
（
和
・
漢
文
）、
大
村
藩
を
含
む
大
名
宛
て
令
達
な
ど
に
よ
り
、
内

外
に
布
告
さ
れ
た〔
表
１
―
7
〕。

　

大
村
藩
に
課
さ
れ
た
公
儀
役
に
つ
い
て
は
、
寛
永
十
年
以
降
の
長
崎
奉

行
宛
て
制
令
6
・
7
条
で
規
定
さ
れ
た
。

　
　

一６�

異
国
舟
申
分
有
之
て
江
戸
え
言
上
之
間
、
番
船
之
事
、
如
此
以
前

大
村
方
へ
可
申
越
事

　
　

一７�

伴
天
連
之
宗
旨
弘
候
南
蛮
人
、
其
外
悪
名
之
者
有
之
時
は
如
前
々

大
村
之
籠
に
可
入
置
事

　

6
条
は
、
異
国
船
に
つ
い
て
「
申
分
」（
137
）
が
生
じ
奉
行
か
ら
幕
府
に
上

申
す
る
場
合
、そ
の
期
間
、大
村
藩
に
船
番
を
課
す
と
し
て
い
る
。
7
条
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
布
教
の
南
蛮
人（
イ
ベ
リ
ア
二
国
）と
、「
悪
」者
を
大
村
藩
で

二

表１-7　寛永鎖国令一覧
年　月　日 差　　出 宛　　先 条　数 出典（136）

寛永10年２月28日 伊賀・丹後・信濃・
讃岐・大

おお
炊
い

曾我又左衛門・
今村伝四郎 覚17か条 ⑴

寛永11年5月28日
加賀守・豊後守・
伊豆守・讃岐守・
大
おお
炊
いの
頭
かみ

榊原飛騨守・
神
かん
尾
お
内
ない
記
き 条々 17か条 ⑵

　同上 肥前国長崎 禁制３か条
（和・漢文二通） ⑶

　同年５月29日 酒井讃岐守忠勝・
酒井雅

うたのかみ
樂頭忠世 薩摩中納言 ５か条 ⑷

　同上 同上 大村松千代 ４か条 ⑸

寛永12年
加賀守・豊後守・
伊豆守・讃岐守・
大炊頭

榊原飛騨守・
仙石大和守 条々 17か条 ⑹

寛永13年 同上 榊原飛騨守・
馬場三郎左衛門 定19か条 ⑺

慶安５年５月朔日 豊後・和泉・伊豆 黒川与兵衛・
甲
か
斐
いの
庄
しょう
喜右衛門 覚19か条 ⑻
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牢
舎
と
さ
せ
る
規
定
で
あ
る
。
両
条
と
も
包
括
的
な
規
定
で
あ
り
、
関
連
す
る
役
務

は
多
岐
に
渡
っ
た
。

　

大
村
藩
に
通
達
さ
れ
た
鎖
国
令
に
つ
い
て
は
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
の
大
村

松
千
代
宛
て
老
中
奉
書
と
、
長
崎
奉
行
の
榊

さ
か
き

原ば
ら

職も
と

直な
お

・
神か

ん

尾お

元も
と

勝か
つ

等
に
よ
る
口
達
で

な
さ
れ
た
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
〔
史
料
1
〕（
寛
永
十
一
年
）五
月
廿
九
日
付
老
臣
奉
書〔
写
真
１
―
21
〕

　
　

以
上
、
一
筆
申
入
候

一
従
異
国
伴
天
連
の
せ
渡
候
共
、
其
領
分
へ
あ
け
申
間
敷
事

一
日
本
人
、
其
領
分
よ
り
異
国
へ
渡
ス
間
敷
事

　

付
、
自
異
国
来
候
日
本
人
其
領
分
へ
あ
け
申
ま
し
き
事

一
日
本
之
武
具
異
国
へ
渡
間
敷
事

右
之
通
御
意
候
、
可
被
得
其
意
候
、
委
曲
榊
原
飛
騨
守
・
神
尾
内
記
可
為
演
説
候
、

恐
々
謹
言

　
　

五
月
廿
九
日　
　
　
　
　

酒
井
讃
岐
守
忠
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
雅
楽
頭
忠
世

　
　
　

大
村
松
千
代
殿

　

右
か
ら
幕
府
は
大
村
藩
に
対
し
、
宣
教
師
の
密
入
国
、
日
本
人
の
異
国
渡
海
と
帰
国
日
本
人
の
上
陸
、
武
具
輸
出
に
つ
い
て
禁
止
す
る

と
し
、
藩
領
分
の
水
際
に
お
け
る
警
備
に
つ
い
て
上
意
と
し
て
令
達
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

■
二
．
大
村
藩
の
公
儀
役

　

大
村
藩
に
課
さ
れ
た
船
番
・
牢
番
、
浦
々
番
に
は
、
多
様
な
業
務
が
付
加
さ
れ
た
。

写真1-21　異国と交渉禁制ニ付奉書
（大村市立史料館所蔵　大村家史料（架蔵番号）205－2）
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そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
か
ら
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
ま
で
十
八
年
分
の
公
儀
役
を
集
計
し
た
藩
の
記
録
が
二
点

残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
は
、
年
月
順
に
記
さ
れ
た
冊
子
で
、
標
題
は
「
寛
永
九
年
申
よ
り
慶
安
二
年
丑
七
月
迄
十
八
年
分　

異
国
船
就

渡
海
浦
番
船
番
并
塩
焼

囚
人
請
取
渡
牢
番
人
数
帳
」
で
あ
る
（
138
）。
そ
の
二
は
、
同
帳
を
事
項
別
に
区
分
し
、
長
崎
奉
行
所
に
提
出
し

た
控
で
あ
る
。
後
者
を
掲
出
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る〔
史
料
２
〕。

〔
史
料
２
〕（
慶
安
二
年
）丑
霜
月
六
日
付
大
村
純
信
書
付

寛
永
九
申
正
月
よ
り
慶
安
二
丑
七
月
迄
十
八
年
分

一１

お
ら
ん
た
・
伴
天
連
・
南
蛮
人
・
唐
人
受
取
渡
之
事

一２

お
ら
ん
た
船
・
唐
人
船
・
南
蛮
船
仕
候
事

一３

南
蛮
人
か
す
た
渡
之
事

一４

永
崎
築
嶋
お
ら
ん
た
番
之
事

一５

領
分
浦
々
番
・
狼
煙
番
仕
候
事

一６

永
崎
陸
之
番
仕
候
事

一７

籠
屋
作
事
仕
候
事

一８

永
崎
よ
り
囚
人
受
取
渡
、
同
籠
番
仕
候
事

一９

鉛
塩
焼
長
崎
よ
り
受
取
、
平
戸
迄
担
申
事

右
年
々
入
人
数
、
〆
五
拾
八
万
五
千
六
百
七
拾
弐
人

　
　
　

丑
霜
月
六
日　
　
　
　
　
　
　

大
村
丹
後
守　

判

　
　
　

朝
比
奈
源
六
殿

　
　
　
　
　

庄
田
小
左
衛
門
殿�

（『
大
村
見
聞
集
』　

一
一
一
頁
）

　

差
出
は
大
村
純
信
、
宛
所
は
慶
安
二
年（
丑
）の
長
崎
奉
行
馬
場
利
重
と
山
崎
正
信
の
用
人
と
な
ろ
う
。
う
ち
船
番
は
２
、
牢
番
は
１
・

（
長
）
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７
・
８
、
浦
々
番
所
５
な
ど
で
あ
る
。
ほ
か
、
４
・
６
は
陸
番
、
出
島
番
と
な
る
。
そ
れ
ら
の
「
入
人
数
」
に
つ
い
て
、
五
八
万
五
六
七

二
人
と
記
し
て
い
る
。
実
に
、
年
間
の
延
べ
人
数
は
三
万
二
五
三
七
人
と
な
る
。
禄
高
二
万
七
九
〇
〇
石
の
大
村
藩
に
と
っ
て
は
、
藩
財

政
に
の
し
か
か
る
過
大
な
負
担
と
な
っ
た
。

一
．
十
六
ケ
所
番
所

　

浦
々
番
所
に
つ
い
て
は
、
大
村
純
信
が
寛
永
十
年
代
か
ら
正
保
初
年
に
設
置
し
た
十
六
ケ
所
番
所
と
、
純
長
時
代
（
慶
安
四
年
～
宝

永
三
年
）増
設
の
大
浦
・
雪
浦
・
蠣

か
き
の

浦う
ら

の
新
番
所
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
大
村
純す

み

尹ま
さ

時
代（
宝
永
三
～
正
徳
二
年
）新
設
の
横
瀬
浦
寄
船
番

所
が
あ
る
。
佐
竹　

茂
、
河
野
忠
博
の
研
究
が
あ
る（
139
）。

一
．
番
所
の
創
設

　

大
村
藩
の
記
録
で
は
、
番
所
創
設
を
寛
永
十
三
年
長
崎
奉
行
榊
原
職
直
・
馬
場
利
重
の
「
台
命
」
に
基
づ
く
と
記
し
て
い
る
。
関

連
史
料
は
未
詳
で
あ
る
が
、
寛
永
十
一
年
以
降
唐
船
の
長
崎
集
中
が
実
施
（『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
』
後
編
五
所
収　

七
六
五

号
）
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
上
掲
〔
史
料
１
〕
で
は
鎖
国
令
に
つ
い
て
「
委
曲
榊
原
飛
騨
守
・
神
尾
内
記
可
為
演
説
候
」
と
口
達
さ
れ
て

お
り
、
番
所
設
置
に
つ
い
て
も
長
崎
奉
行
の「
演
説
」と
大
村
藩
役
人
の
間
で
伺
と
共
議
を
経
て
、
通
達
さ
れ
た
こ
と
と
な
ろ
う
。

　

最
初
の
段
階
で
は
、
寛
永
十
三
年
正
月「
外
目
島
番
人
」を
発
令
。
四
月
十
六
日
か
ら
年
末
ま
で
番
人
二
～
一
人
・
足
軽
一
二
人
を
、

戸
町
、
福
田
、
三
重
、
神
浦
、
瀬
戸
、
中
浦
、
面
高（
図
１
―
2　

１
～
3
・
6
・
8
・
10
・
11
）な
ど
に
配
置
し
、
各
番
所
が
開
設
さ

れ
た（
上
掲
１
と
同
じ
）。

　

番
所
は
そ
の
後
の
増
設
分
を
含
め
彼
杵
半
島
の
外
海
海
岸
・
島
嶼
に
造
設
さ
れ
た
が
、
戸
町
番
所
の
み
が
長
崎
湾
内
に
設
置
さ
れ

た
。
戸
町
番
所
の
所
在
地
に
つ
い
て
、伊
能
忠
敬
は
文
化
十
年（
一
八
一
三
）現
地
を
踏
査
し
、長
崎
番
役
勤
番
の
戸
町
番
所
か
ら「
戸

町
村
人
家
下
、
戸
町
浦
と
い
う
。
左
佐
嘉
領
飛
地
人
家
五
軒
、
左
大
村
領
番
所
、
小
川
尻
巾
十
五
間
」（
140
）と
す
る
記
録
を
残
し
て
い

る
。
安
政
四
年（
一
八
五
七
）戸
町
村
は
上
知
さ
れ
、
戸
町
番
所
は
廃
止
さ
れ
た（
第
二
章
第
四
節
第
二
項
）。
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二
．
番
所
の
再
編

　

西
国
に
お
け
る
沿
岸
警
備
体
制
は
、
日
ポ

関
係
の
断
絶
に
よ
り
整
備
が
促
進
さ
れ
た
。

家
光
政
権
は
、
寛
永
十
六
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
船

来
航
を
禁
止
し
同
国
と
断
交
。
翌
年
貿
易
再

開
交
渉
の
た
め
来
日
し
た
マ
カ
オ
使
節
一
行

の
大
半
を
処
刑
し
た
こ
と
に
よ
り
、
両
国
は

「
戦
争
状
態
」
に
入
っ
た
。
こ
の
た
め
幕
府
は
、

同
十
八
年
二
月
福
岡
藩
に
長
崎
番
役
を
命
じ

た
ほ
か
、
翌
年
以
降
佐
賀
藩
と
隔
年
交
代
勤

番
を
命
じ
た
。

　

大
村
藩
は
従
来
の
番
所
体
制
を
見
直
し
、

小
番
所
の
増
設
と
大
番
所
設
置
な
ど
の
再
編

を
進
め
た
。
上
掲
し
た
「
寛
永
九
年
申
よ
り

慶
安
二
年
丑
七
月
迄
十
八
年
分
」
人
数
帳
で

は
、正
保
元
年（
一
六
四
五
）六
月
六
日
式
見
・

黒
崎
・
池
嶋
・
松
嶋
・
ふ
い
き
れ
（
吹
切
）・

大
嶋
・
崎
戸
・
江
ノ
嶋
・
平
嶋
（
4
・
5
・

7
・
9
・
12
～
16
）
に
、
外
海
番
・
同
定
番

を
新
設
し
た
と
す
る
。

13 大島番所

9 松島番所

7 池島番所

13 大島番所

9 松島番所

7 池島番所

千々石湾

佐賀藩

藤　津

佐賀藩

佐賀藩

天領

天領

平戸藩

北
高
来

内　

海

外　

海

地　

方 本
明
川

向　地

箕島

針
尾
島

郡川
16 平島番所

15 江島番所

佐世保

11 面高番所

14 崎戸番所

大村

多良岳

長崎

12 吹切番所

8 瀬戸番所

6 神浦番所

2 福田番所
1 戸町番所

大村湾

千々石湾

佐賀藩

藤　津

佐賀藩

佐賀藩

天領

天領

平戸藩

北
高
来

内　

海

外　

海

地　

方 本
明
川

向　地

箕島

針
尾
島

郡川
16 平島番所

15 江島番所

佐世保

11 面高番所

14 崎戸番所

大村

多良岳

長崎

0                 10                20 km

12 吹切番所

8 瀬戸番所

6 神浦番所

2 福田番所
1 戸町番所

10 中浦番所

3 三重番所

10 中浦番所

3 三重番所
5 黒崎番所5 黒崎番所

4 式見番所4 式見番所

北松浦

図1-2　�大村藩領と十六ケ所番所
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小
番
所
増
設
前
後
の
段
階
で
大
番
所
が
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
寛
永
十
六
年
二
月
朔

日
瀬
戸
小
番
所
を
、
同
十
八
年
八
月
二
日
福
田
小
番
所
を
そ
れ
ぞ
れ
大
番
所
と
し
、
正
保
元
年
六
月
十

八
日
に
は
崎
戸
小
番
所
を
大
番
所
に
し
た
と
記
す（『
大
村
見
聞
集
』　

二
七
八
頁
）。

　

瀬
戸
大
番
所
は
、
神
浦
か
ら
中
浦（
6
～
10
）ま
で
の
小
番
所
を
統
括
し
た
。
外
海
番
馬
廻
上
下
九
人
、

番
船
一
艘
・
水
主
八
人
の
勤
仕
と
し
た
が
、
正
保
元
年
に
は
四
～
十
一
月
間
の
加
番
と
し
て
侍
一
人
・

上
下
八
人
、
番
船
一
艘
・
水
主
一
〇
人
が
増
員
さ
れ
た
。

　

福
田
大
番
所
は
、
戸
町
～
黒
崎（
1
～
5
）の
小
番
所
を
統
括
し
た
。
侍
二
人
・
上
下
二
一
人
、
番
船

二
艘
・
水
主
三
〇
人
を
勤
仕
さ
せ
た
が
、
十
二
月
か
ら
三
月
末
日
ま
で
は
半
減
さ
れ
、
侍
一
人
・
上
下

八
人
、
番
船
一
艘
・
加
子
八
人
が
在
番
し
た
。

　

崎
戸
は
新
設
後
間
も
な
く
大
番
所
と
さ
れ
た
ら
し
く
、
面
高
～
平
嶋（
11
～
16
）の
小
番
所
を
統
括
し

た
。
侍
一
人
上
下
八
人
、番
船
一
艘
・
水
主
八
人
が
六
～
十
一
月
間
勤
番
し
た
。
文
化
六
年（
一
八
〇
九
）

に
は
船
囲
場
が
設
置
さ
れ
、
異
変
方
警
衛
船
が
配
備
さ
れ
た（「
大
村
家
記
」巻
之
三
）。

　

大
番
所
は
小
番
所
を
束
ね
た
が
、
そ
の
職
務
は
「
小
番
人
の
司
と
な
り
、
法
令
を
正
し
非
常
を
戒
め
、

諸
廻
船
船
切
手
改
め
、
或
ハ
彼
船
を
裁
判
し
灘
状
を
出
し
、
或
ハ
異
国
船
漂
着
を
警
衛
し
、
入
津
之
船

ハ
長
崎
え
曳
届
け
、
惣
而
於
外
海
不
時
之
公
務
此
番
人
共
勤
仕
す
る
」こ
と
と
さ
れ
た
。

　

番
所
体
制
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
純
長
時
代
幕
府
に
提
出
さ
れ
た「
大
村
領
内
浦
々
番
所
之
覚
」（『
大

村
見
聞
集
』　

二
七
九
頁
）
が
あ
る
。
同
覚
で
は
十
六
ケ
所
番
所
の
人
的
・
物
的
負
担
に
つ
い
て
、
一
年

間
の
番
所
入
人
数
を
「
四
万
四
千
百
人
」、
飯
米
を
四
四
一
石
と
算
定
し
て
い
る
。
番
所
付
の
用
船
は
、

二
二
艘
（
八
端
帆
一
、
小
早
八
、
手
船
一
三
艘
）。
ほ
か
唐
船
遭
難
時
の
引
船
に
つ
い
て
、
一
艘
に
つ
き

三
〇
艘
の
動
員
が
必
要
と
さ
れ
た
が
、同
船
水
主
の
長
崎
往
復
飯
米
も
必
要
経
費
で
あ
っ
た
。
ほ
か「
長

写真1-22　�福田浦御番所制札文書� （大村市立史料館所蔵）
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崎
え
馬
廻
壱
人
小
給
壱
人
足
軽
参
人
召
置
申
候
」と
、要
員
の
配
置
を
記
載
し
て
い
る
。
同
役
が
藩
蔵
屋
敷
の
一
機
関
と
し
て
駐
在
し
、

藩
庁
・
長
崎
奉
行
所
と
の
対
応
を
含
め
、
関
連
す
る
諸
事
を
担
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

各
番
所
に
は
、
制
札
場
が
付
置
さ
れ
た
ほ
か
、
三
重
村
の
三
重
岳
に
狼
煙
番
、
近
世
後
期
～
幕
末
期
に
は
狼
煙
場
（
3
・
4
・
9

～
11
・
13
〜
15
）、
石
火
矢
台
場（
2
・
3
・
8
・
9
・
11
）な
ど
が
各
番
所
に
付
設
さ
れ
た
。

　

南
蛮
国
と
の
「
戦
争
状
態
」
は
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
来
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
二
艘
に
対
し
、
家
光
政
権
が
武
力
発
動
を
回

避
し
た
こ
と
に
よ
り
一
旦「
解
除
」さ
れ
た
が
、
南
蛮
国
に
対
す
る「
敵
対
的
断
交
」政
策
は
引
き
続
き
維
持
さ
れ
た
。

二
．
異
国
船
仕
置
役

　

大
村
藩
の
公
儀
役
は
船
番
・
牢
番
と
規
定
さ
れ
た
が
、
関
連
す
る
諸
々
の
業
務
が
付
加
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
長
崎
入
港
異
国

船
に
関
連
す
る
役
務
で
あ
り
、
藩
主
の
在
国
も
異
国
船
の
長
崎
渡
来
に
備
え
、
二
～
九
月
間
が
基
準
と
さ
れ
た
。

　

大
村
藩
が
負
担
し
た
公
役
に
つ
い
て
、
幕
府
は
年
欠
の
老
中
奉
書
で
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

〔
史
料
３
〕年
欠
正
月
十
四
日
付
老
中
奉
書（
141
）

来
四
月
就
若
君
様
御
任
官
交
替
之
面
々
当
年
者
三
月
中
可
致
参
府
旨
被
仰
出
候
得
共
其
方
事
者
異
国
船
為
御
仕
置
被
差
置
候
間
先

其
元
ニ
可
罷
在
旨
上
意
ニ
候
、
可
被
存
其
旨
候
、
恐
々
謹
言

　
　

正
月
十
四
日　
　
　
　
　

阿
部
対
馬
守　

判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
伊
豆
守　

判

　
　
　

大
村
丹
後
守
殿

　

右
は
、
文
中
に
見
え
る
「
若
君
御
任
官
」
か
ら
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
四
月
二
十
三
日
予
定
さ
れ
た
家
綱
元
服
と
従
三
位
大
納
言
任

官
の
年
次
に
発
給
さ
れ
た
文
書
と
な
ろ
う
。
本
文
で
幕
府
は
、
大
村
藩
主
の
公
儀
役
務
に
つ
い
て
「
異
国
船
為
御
仕
置
」
と
認
識
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
名
称
が
固
有
の
役
名
と
さ
れ
た
形
跡
は
史
料
に
見
え
な
い
が
、
大
村
藩
が
長
崎
で
果
た
し
た
こ
の
時
期
に

お
け
る
公
儀
役
務
は
、
多
種
の
用
務
を
通
じ
て
異
国
船
仕
置
役
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
と
な
る
。

（
重
次
）

（
信
綱
）

（
純
信
）
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鎖
国
制
下
の
大
村
藩
に
は
、
㊀
船
番
・
牢
番
に
加
え
、
㊁
異
国
船
仕
置
役
が
付
加
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。

■
三
．
島
原
・
天
草
一
揆
と
大
村
藩

　

寛
永
十
四
年（
一
六
三
七
）十
月
、
幕
藩
制
国
家
を
震
撼
さ
せ
た
島
原
・
天
草
一
揆
が
勃
発
し
た
。

　

島
原
・
天
草
一
揆
と
そ
の
性
格
に
つ
い
て
、
学
界
で
は
先
行
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、
㈠
農
民
一
揆
説
、
㈡
農
民
一
揆
か
ら
宗
教
一
揆

（
キ
リ
シ
タ
ン
一
揆
）
へ
の
移
行
説
、
㈢
宗
教
一
揆
説
な
ど
が
提
起
さ
れ
て
き
て
い
る
（
142
）。
一
揆
に
は
、
領
主
苛
政
に
対
す
る
抵
抗
、

宗
門
立
帰
り
運
動
、
藩
権
力
・
寺
社
に
対
す
る
闘
争
が
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
農
民
が
一
部
の
非
宗
徒
と
原
城
に
拠
っ
て
幕
藩
軍
と
徹
底
抗

戦
し
た
過
程
が
あ
っ
た
。
そ
の
性
格
は
上
記
の
㈡
で
あ
り
、
一
揆
に
は
家
光
政
権
が
推
進
し
た
日
本
史
上
未
曾
有
の
寛
永
鎖
国
政
策
に
対

す
る
抵
抗
運
動
の
側
面
が
派
生
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

一
．
大
村
藩
と
島
原
一
揆

　

大
村
藩
は
幕
命
を
受
け
て
一
揆
鎮
圧
の
主
力
戦
に
参
陣
せ
ず
、
長
崎
海
陸
の
番
役
に
従
事
し
た
（
143
）。
幕
府
は
十
一
月
九
日
以
降
、

在
府
の
九
州
大
名
に
帰
国
と
出
兵
を
命
じ
た
が
、
藩
主
松
千
代
は
当
時
病
床
に
あ
り
、
家
老
の
大
村
彦
右
衛
門
が
老
中
の
土
井
利
勝
か

ら
幕
命
を
受
け
て
い
る
（『
大
村
見
聞
集
』　

二
二
四
頁
）。
そ
の
内
容
は
、
大
坂
城
代
等
が
九
州
諸
藩
主
に
連
署
し
た
文
書
の
記
載
事

項
と
、「
長
崎
奉
行
差
図
次
第
可
相
勤
」と
す
る
口
達
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

大
坂
城
代
等
の
指
令
と
し
て
、
十
一
月
六
〜
九
日
付
各
文
書
と
同
月
二
十
七
日
付
文
書
が
知
ら
れ
て
い
る
。
前
者
で
は
島
原
で
キ
リ

シ
タ
ン
一
揆
が
お
こ
り
、
有
江
（
南
島
原
市
有
家
）・
有
馬
な
ど
の
古
城
で
五
、
六
千
人
が
結
集
し
て
い
る
こ
と
、
領
内
の
武
器
兵
糧

の
島
原
移
出
防
止
と
キ
リ
シ
タ
ン
の
島
原
参
集
を
阻
止
す
べ
く
、
藩
領
境
に
番
所
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
（
144
）。
十
一

月
廿
七
日
付
文
書
で
は
、
武
器
兵
糧
の
島
原
移
出
防
止
の
ほ
か
上
使
下
向
情
報
、
領
内
の
湾
岸
に
つ
い
て
「
浦
々
万
事
如
不
断
の
自
由

能
様
ニ
」
と
記
し
、
港
の
管
理
を
平
常
時
に
戻
す
よ
う
通
達
し
て
い
る
。
同
文
書
は
江
戸
に
送
ら
れ
た
ほ
か
、
大
坂
か
ら
九
州
各
藩
に

も
伝
達
さ
れ
た
。

　

大
村
藩
内
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
蘭
館
長
の
記
録（
一
六
三
八
年
一
月
十
六
日
）か
ら「
大
村
の
領
主
が
そ
の
領
民
、
一
般
市
民
か
ら
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武
器
を
取
上
げ
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
疑
い
の
あ
る
人
々
の
中
、
主
要
な
人
を
監
禁
」（
145
）し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ほ
か
、
佐
賀
藩
で
は
霜

月
廿
五
日
付
で
「
大
村
あ
た
り
へ
も
同
類
の
族
有
之
」
と
す
る
風
聞
を
江
戸
に
伝
え
、
大
村
藩
領
を
内
偵
。「
人
遣
を
以
承
候
へ
ハ
、
別

状
無
御
座
候
」（
146
）と
通
信
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
た
。

　

長
崎
奉
行
榊
原
職
直
・
馬
場
利
重
は
十
二
月
五
日
長
崎
着
、
七
日
島
原
に
出
陣
し
た
。
そ
の
間
の
大
村
藩
へ
の
指
令
に
つ
い
て
は
、

両
奉
行
の
出
陣
に
よ
り
奉
行
不
在
と
な
る
「
長
崎
海
陸
之
御
番
」
で
あ
り
、
藩
庁
で
は
即
日
長
崎
江
戸
町
前
に
番
船
五
艘
を
配
置
。
物

頭
五
人
と
給
人
・
鉄
砲
足
軽
二
〇
五
人
を
出
動
さ
せ
た
。
ほ
か
、
茂
木
口
・
一
瀬
口
の
番
所
に
も
大
村
左
近
以
下
鉄
砲
足
軽
多
数
を
配

置
し
、
町
中
夜
回
り
な
ど
の
警
戒
態
勢
を
敷
い
た
。
な
お
、
こ
の
年
マ
カ
オ
か
ら
長
崎
に
入
港
し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
六
隻
は
九
月

下
旬
出
航
し
て
お
り
（
147
）、
大
村
藩
兵
の
出
動
は
長
崎
内
外
武
士
・
民
衆
の
一
揆
側
へ
の
呼
応
防
止
と
、
民
情
監
視
が
課
題
と
さ
れ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

藩
主
松
千
代
は
、
十
二
月
二
十
七
日
大
村
に
帰
着
。
た
だ
ち
に
長
崎
に
向
い
番
所
等
を
巡
見
、
浦
上
に
滞
陣
し
た
。
さ
ら
に
松
千
代

は
、
翌
年
一
月
長
崎
か
ら
島
原
に
大
小
の
曳
船
四
五
艘
で
唐
船
二
艘
（
148
）
を
輸
送
し
て
い
る
ほ
か
、
老
臣
の
大
村
敏
武
等
に
藩
士
三
〇

〇
を
添
え
島
原
に
派
兵
し
た
（『
大
村
見
聞
集
』　

二
二
四
頁
）。
大
村
藩
の
意
向
は
参
戦
に
あ
っ
た
が
、
上
使
と
長
崎
奉
行
の
命
を
受

け
長
崎
守
衛
に
従
事
し
た
。
大
村
藩
が
長
崎
に
送
っ
た
人
数
や
警
備
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
揆
鎮
圧
後
、
藩
庁
が
島
原
藩
か
ら
受
領

し
た
拝
領
米
の
記
録
か
ら
知
ら
れ
る
（『
大
村
見
聞
集
』　

二
二
六
頁
）。
同
文
書
か
ら
大
村
藩
で
は
長
崎
に
三
〇
〇
人
を
送
り
、
寛
永

十
四
年
十
二
月
五
日
か
ら
翌
年
の
三
月
四
日
ま
で
、
八
九
日
分
の
扶
持
米
を
松
倉
家
の
用
人
か
ら
受
領
し
て
い
る
。

二
．
島
原
一
揆
後
の
幕
政
と
長
崎
守
衛

　

家
光
は
一
揆
の
戦
後
処
理
と
し
て
、
島
原
藩
主
松
倉
勝
家
を
除
封
し
た
ほ
か
、
五
月
十
五
日
に
は
武
家
諸
法
度
を
改
定
（
諸
藩
の
緊

急
時
越
境
出
兵
、
五
〇
〇
石
積
商
船
建
造
許
可
）。
九
月
二
十
日
に
は
、
諸
国
諸
大
名
に
老
中
奉
書
と
口
達
で
宗
門
の
訴
人
に
対
す
る

褒
賞
令
を
下
達
し
た
（
149
）。
翌
十
六
年
四
月
三
日
、
家
光
は
一
揆
討
伐
に
従
軍
し
た
西
国
諸
大
名
を
引
見
し
、
直
々
「
彼
地
ニ
永
く
相

詰
致
苦
身
」
と
伝
え
た
ほ
か
、
五
人
組
の
結
成
と
連
帯
責
任
、
寺
請
証
文
の
提
出
な
ど
を
諸
大
名
に
命
じ
、
宗
門
改
め
の
強
化
を
再
達
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し
て
い
る（
150
）。
こ
の
日
藩
主
松
千
代
は
、
繻し

ゅ

珍ち
ん

を
進
呈
し
た
こ
と
が
幕
府
の
日
記（
151
）か
ら
知
ら
れ
る
。

　

他
方
で
家
光
は
、
寛
永
十
六
年
播
磨
姫
路
城
主
松
平
忠
明
を
西
国
探
題
（
152
）
に
任
命
し
て
長
崎
防
衛
に
備
え
た
。
同
役
は
、
以
降
、

松
平
定
行（
伊
予
松
山
藩
主
、
正
保
元
年
～
）、
松
平
定
頼（
同
上
藩
主
、
万
治
元
年
～
）、
小
笠
原
定
眞（
豊
前
小
倉
藩
主
、
寛
文
二
年

～
）、
大
久
保
忠
職（
肥
前
唐
津
藩
主
、
寛
文
八
年
～
十
年
死
去
）ま
で
継
続
さ
れ
、
有
事
に
お
け
る
出
兵
が
課
さ
れ
た
。

　

ほ
か
、
日
ポ
断
交
後
家
光
は
、
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
福
岡
藩
に
長
崎
番
役
を
命
じ
、
翌
年
佐
賀
藩
に
交
替
勤
番
を
命
じ
た
。

大
村
藩
は
、
同
年
参
勤
免
除
の
ほ
か
、
黒
田
忠
之
・
五
島
盛
利
と
の
「
相
談
」（
153
）
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
藩
は
、
船
番
・
牢
番
、
異

国
船
仕
置
役
に
加
え
、
長
崎
防
衛
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

�

（
清
水
紘
一
）

■
四
．
一
揆
の
あ
と

一
．
幕
府
の
島
原
・
天
草
へ
の
農
民
の
強
制
移
住
策

「
移
し
百
姓
」と
し
て
の〈
御
公
儀
百
姓
〉

　

島
原
・
天
草
一
揆
鎮
圧
後
、
幕
府
は
、
島
原
に
譜
代
大
名
高こ

う

力り
き

忠た
だ

房ふ
さ

を
、
天
草
に
山や

ま

崎ざ
き

家い
え

治は
る

を
配
置
、
更
に
「
殺
害
」
に
よ
る
耕

作
農
民
減
少
の
対
策
と
し
て
大
村
藩
に
対
し
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
七
月
十
六
日
、
老
中
奉
書
が
藩
主
大
村
純
信
宛
に
発
給

さ
れ
た
。

一
筆
申
せ
し
め
候
。
嶋
原
・
天
草
両
地
の
儀
、
先
年
よ
り
亡
所
に
成
り
、
今
に
不
作
の
由
御
耳
に
達
す
。
彼
の
地
近
国
の
面
々

領
内
に
親
子
五
、
三
人
も
こ
れ
有
て
、
そ
の
所
の
田
畠
荒
れ
ざ
る
の
地
よ
り
は
一
人
宛
両
地
へ
百
姓
に
相
越
し
候
様
に
と
、
今

度
仰
せ
出
さ
る
る
に
就
き
、
そ
の
趣
奉
書
を
遣
わ
し
候
。（
後
略
・
後
述
）

　

幕
府
に
よ
る
大
村
藩
へ
の
強
制
移
住
割
り
当
て
の
竃
数
と
「
移
し
百
姓
」〈
御
公
儀
百
姓
〉
の
実
態
は
管
見
の
限
り
明
ら
か
に
で
き

な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
島
原
・
天
草
へ
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
、
九
州
諸
藩
の
実
態
を
み
て
み
よ
う
。
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御
公
儀
百
姓

　

肥
後
・
熊
本
藩
（
五
四
・
一
万
石
）
に
対
し
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
七
月
十
六
日
、
幕
府
は
、
阿あ

部べ

重し
げ

次つ
ぐ

・
阿あ

部べ

忠た
だ

秋あ
き

・
松ま

つ

平だ
い
ら

信の
ぶ

綱つ
な

の
三
名
連
署
の
老
中
奉
書
を
藩
主
細ほ

そ

川か
わ

忠た
だ

利と
し

に
発
給
し
、
領
民
の
島
原
・
天
草
へ
の
強
制
移
住
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

同
年
十
月
朔
日
、
忠
利
は
、
領
内
か
ら
島
原
へ
八
四
人
（
五
〇
竃
）
と
馬
八
疋
・
牛
一
疋
、
天
草
へ
七
二
人
（
五
〇
竃
）
と
馬
二
疋
を

幕
府
へ
の「
御
奉
公
」と
し
て
差
し
出
し
た（
154
）。

　

豊
後
・
府
内
藩（
二
・
二
万
石
）に
対
し
て
も
、
熊
本
藩
と
同
じ
日
付
で
同
様
の
幕
命
が
出
さ
れ
て
い
る（
155
）。
こ
れ
に
対
し
、「
岡

本
文
書
」の
中
に
、
島
原
藩
主
高
力
忠
房
か
ら
府
内
藩
主
松ま

つ

平だ
い
ら

忠た
だ

昭あ
き

へ
の「
百
姓
弐
竃
人
数
九
人
」の
移
住
者
の
請
取
が
認
め
ら
れ
る
。

　

豊
後
・
臼
杵
藩（
五
万
石
）で
は
、
幕
命
を
受
け
た
藩
主
稲い

な

葉ば

信の
ぶ

通み
ち

は
、
寛
永
十
九
年
九
月
朔
日
、
島
原
に
川
澄
清
水
原
村（
現
大

分
市
野
津
町
）の
九
蔵
一
家
五
人
を
は
じ
め
合
計
五
竃
二
二
人
、
ま
た
、
天
草
に
は
久
知
良
村（
現
豊
後
大
野
市
三
重
町
）の
原
之
允

一
家
四
人
を
は
じ
め
五
竃
二
四
人
を
移
住
さ
せ
て
い
る（
156
）。

　

肥
前
・
佐
賀
藩（
三
五
・
七
万
石
）に
対
し
て
は
、
島
原
・
天
草
領
に
各
三
〇
竃
ず
つ
の
移
住
が
命
令
さ
れ
て
い
る（
157
）。

　

薩
摩
・
鹿
児
島
藩
（
七
二
・
八
万
石
）
で
は
、
寛
永
十
九
年
七
月
二
十
日
の
幕
命
に
対
し
、
藩
主
島
津
光
久
は
、
島
原
に
男
女
一

四
八
人（
三
〇
竃
）と
馬
一
〇
〇
疋
、
天
草
に
男
女
一
五
五
人（
三
〇
竃
）と
馬
一
五
五
疋
を
移
住
さ
せ
て
い
る（
158
）。

　
『
種
子
島
家
譜
』
巻
五
（
159
）
に
よ
る
と
、
寛
永
十
九
年
十
月
、
幕
命
に
対
し
、
種
子
島
か
ら
島
原
移
民
四
竃
男
女
一
三
人
を
鹿
児
島

表
へ
送
り
出
し
て
い
る
。
そ
の
移
民
た
ち
は
、
薩
摩
藩
主
か
ら
各
竃
馬
一
疋
と
農
具
及
び
五
穀
の
種
、
銀
二
〇
〇
目
を
拝
領
し
、
島

原
へ
向
か
っ
た
。

　

対
馬
・
府
中
藩（
一
〇
万
石
以
上
格
）で
も
島
原
に
六
二
人
を
移
住
さ
せ
て
お
り（
160
）、
天
草
へ
も
同
数
程
度
の
移
住
が
推
察
さ
れ
る
。

　

一
揆
で
荒
廃
し
た
島
原
・
天
草
地
方
へ
の
、
幕
命
に
よ
る
農
民
の
強
制
移
住
の
実
態
を
、
管
見
の
限
り
、
現
存
史
料
で
み
て
き
た

が
、
肥
後
・
熊
本
藩
を
は
じ
め
と
す
る
七
藩
以
外
か
ら
の
移
住
も
考
え
ら
れ
る
。
中
国
地
方
の
萩
藩
が
九
州
諸
藩
に
問
い
合
わ
せ
を

し
た
と
こ
ろ
、
大
名
一
万
石
に
つ
き
頭
分
の
百
姓
一
人
宛
、
百
姓
一
人
に
銀
子
五
〇
〇
目
宛
を
与
え
て
移
住
さ
せ
て
い
る
旨
の
回
答
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が
さ
れ
て
い
る（
161
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
幕
府
は
、
九
州
各
藩
に
対
し
、「
高
一
万
石
に
つ
き
百
姓
一
竃
」の
割
合
で
、
島
原
と
天
草
に
農
民
を「
御
公
儀
百
姓
」

と
し
て
強
制
移
住
さ
せ
た
。

　

前
述
の
如
く
、
幕
命
に
よ
る
大
村
藩
の
強
制
移
住
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
が
、
他
藩
の
割
合
に
依
拠
す
る
と
、
二
・
七
万
石
の
大

村
藩
は
島
原
・
天
草
へ
各
二
～
三
竃
ず
つ
、
男
女
一
〇
か
ら
一
五
人
ほ
ど
の
強
制
移
住
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

当
時
の
九
州
諸
藩
の
大
名
の
総
石
高
は
約
三
六
五
万
石
、
天
領
は
一
一
・
三
万
石
で
あ
る
。「
一
万
石
に
一
竃
」
の
割
合
で
試
算
す

る
と
九
州
全
域
で
三
七
六
竃
と
な
る
。
一
竃
の
家
族
構
成
を
五
人
と
し
て
も
一
八
八
〇
人
の
強
制
移
住
に
し
か
な
ら
な
い
。
こ
の
数

は
、
殺
害
さ
れ
た
島
原
半
島
の
耕
作
農
民
二
万
三
八
八
八
人
の

約
七
・
九
㌫
に
し
か
当
た
ら
な
い
。
不
足
の
分
は
「
明
地
」（
空

き
地
）と
し
て
荒
れ
放
題
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
．
農
民
の
島
原
へ
の
走
り

①
一
揆
参
加
農
民
の
分
布

　

藤
野　

保
は
、「
島
原
乱
後
の
農
民
問
題
に
関
す
る
一
考
察
」

（
162
）の
中
で
、「
嶋
原
一
揆
松
倉
記
」に
よ
っ
て
、「
島
原
の
乱
に
お

け
る
一
揆
側
農
民
と
領
主
側
農
民
の
分
布
図
」
を
作
成
し
て
い

る
図
1
―
3
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
杉
谷
・
三
之
沢
・
東
空
閑
・
大
野
・

湯
江
・
多
比
良
・
土
黒
・
西
郷
・
伊
古
・
伊
福
・
三
室
・
守
山
・

山
田
・
野
井
・
愛
津
の
北き

た

目め

（
島
原
半
島
の
う
ち
島
原
市
以
北

の
村
々
）
一
五
ヵ
村
に
お
い
て
は
、
全
く
一
揆
農
民
が
い
な
い

が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
布
津
・
堂
崎
・
有
田
・
有
家
町
・
隈
田
・

図1-3　島原の乱における一揆側農民と領主側農民の分布図
【註】　�藤野　保「島原乱後の農民問題に関する一考察」（『日本歴史学会編

『日本歴史』第86号　吉川弘文館　1955年）から転載。
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北
有
馬
・
南
有
馬
・
口
之
津
・
加
津
佐
・
南
串
山
・
北
串

山
の
南

み
な
み

目め

（
島
原
市
以
南
の
村
々
）
一
一
ヵ
村
は
全
員
一

揆
農
民
で
あ
る
。
そ
し
て
、そ
の
中
間
に
位
置
す
る
三
会
・

島
原
・
安
徳
・
中
木
場
・
深
江
・
千
々
石
・
小
浜
の
七
ヵ

村
に
は
一
揆
へ
参
加
し
た
農
民
並
び
に
領
主
側
農
民
の
双

方
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
現
象
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
主
と
し
て
南
目
の
村
々

で
普
及
し
、
立
て
籠
っ
た
原
城
が
南
目
の
南
有
馬
村
に

あ
っ
た
こ
と
が
原
因
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ

の
乱
に
加
担
し
た
島
原
半
島
の
一
揆
農
民
二
万
三
八
八
八

人
と
天
草
の
一
揆
加
担
者
一
万
三
〇
〇
〇
人
余
の
合
わ
せ

て
三
万
七
〇
〇
〇
人
余
の
人
々
の
大
部
分
が
戦
死
・
虐
殺
・

死
刑
に
な
り
、
あ
る
い
は
、
そ
の
身
柄
を
他
藩
に
預
け
ら

れ
た
。
殊
に
村
人
全
員
が
一
揆
に
加
担
し
た
南
目
一
帯
は
、

無
人
の
村
と
な
り
、
荒
廃
し
た
の
で
あ
る
。

②
大
村
藩
の〈
走
百
姓
〉

　

と
こ
ろ
で
、「
見
聞
集
」十
八（
163
）に
、

高
力
摂
津
守
殿
領
内
江
走
り
参
り
候
人
数
の
事
男
女

合
千
弐
百
六
拾
六
人

　
　
　

三
月
十
八
日　
　

大
村
丹（純
信
）

後
守（
花
押
）

表1-8　一揆側農民と領主側農民の家数と人数

村　　名 家数 (軒 ) 一揆側�
農民 ( 軒 )

領主側�
農民 ( 軒 ) 人数 ( 人 ) 一揆�

参加者 ( 人 )

一揆�
不参加者
(人 )

三会村 508 268 240 2,626 1,420 1,206 
島原村 147 73 74 813 425 388 
中木場村 99 88 11 719 635 84 
深江村 316 277 39 1,824 1,640 184 
安徳村 115 26 89 686 180 506 
布津村 196 196 0 1,203 1,203 0 
堂崎村 183 183 0 865 865 0 
有家村 770 770 0 4,545 4,545 0 
有馬村 827 827 0 5,072 5,072 0 
口之津村

581 581 0 3,949 3,949 0 
加津佐村
串山村 292 292 0 1,962 1,962 0 
小浜村 242 204 38 1,406 1,167 239 
千々石村 395 229 166 2,001 825 1,176 
総　　計 4,671 4,014 657 27,671 23,888 3,783 

【註】　「嶋原一揆松倉記」（国書刊行会編『續々群書類従』第四「史傳部」　続群書類従完成会　1985年）から作成。

�
�
�
�
�



119近世編 第一章 幕藩体制の成立と大村藩

と
あ
る
。

　

寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
三
月
十
八
日
付
け
の
大
村
藩
か
ら
幕
府
へ
の
報
告
に
よ
る
と
、
大
村
領
か
ら
男
女
合
わ
せ
て
一
二
六

六
人
の
島
原
領
へ
の
逃
散
が
あ
っ
た
。

　

大
村
藩
領
の
ど
こ
か
ら
島
原
藩
領
の
ど
こ
へ
逃
散
し
た
の
だ
ろ
う
か
。「
覚
」（
164
）や『
大
村
見
聞
集
』な
ど
か
ら
み
て
み
よ
う
。

　
表
1
―
9
に
よ
る
と
、
逃
散
し
た
大
村
領
民
の
出
身
地
は
、
現
在
の
大
村
市
・
川
棚
町
・
波
佐
見
町
、
そ
し
て
当
時
大
村
藩
領
で
あ
っ

た
西
海
市
雪
浦
・
大
瀬
戸
、
長
崎
市
神
浦
・
手
熊
・
福
田
な
ど
。
移
住
先
は
、
現
在
の
島
原
市
・
南
島
原
市
・
雲
仙
市
小
浜
町
・
同

南
串
山
町
、
そ
し
て
当
時
島
原
藩
飛
地
で
あ
っ
た
長
崎
市
茂
木
・
日
見
な
ど
で
あ
る
。

③〈
走
百
姓
〉の
大
村
藩
へ
の
還
住
策

　

大
村
藩
で
は
、
島
原
へ
の
男
女
合
わ
せ
て
一
二
六
六
人
の
逃
散
の
ほ
か
、
大
村
領
内
で
五
〇
〇
人
余
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
に
伴
う

死
刑
処
分
が
あ
っ
た
た
め
、
耕
作
農
民
が
不
足
し
、
農
村
が
荒
廃
し
た
。

　

領
内
の
本
年
貢
や
小
物
成
・
諸
役
を
規
定
ど
お
り
収
取
で
き
ず
に
困
っ
た
大
村
藩
は
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
三
月
十
八
日
、

次
の
よ
う
な
内
容
の
願
書
を
幕
府
に
出
し
た
。
幕
府
が
島
原
藩
に
対
し
て
、
大
村
領
か
ら
島
原
へ
逃
散
し
た
〈
走
百
姓
〉
の
返
還
命

令
を
出
す
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
幕
府
は
、
一
揆
後
の
島
原
藩
の
特
殊
な
事
情
や
大
村
藩
の
言
い
分
も
考
慮
し
た
上
で
、
大
村
藩
で
田
畑
が
荒
廃
す

る
村
へ
は
全
員
返
還
し
て
も
よ
い
が
、
耕
作
農
民
が
多
く
田
畑
が
荒
廃
し
な
い
村
へ
は
返
還
し
な
い
で
よ
い
と
い
う
方
針
を
立
て
た
。

　

一
方
、
島
原
藩
は
、
す
ぐ
に
も
返
還
す
べ
き
農
民
を
調
査
し
て
帳
簿
を
作
成
し
、
そ
れ
に
貢
租
未
納
分
を
書
き
込
み
、
一
村
ご
と

に
返
還
し
た
い
、
と
し
た
。

　

そ
の
後
、
島
原
・
大
村
両
藩
の
折
衝
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
返
還
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

一
、
大
村
領
か
ら
入
村
し
、
島
原
の
男
性
と
結
婚
し
た
娘
は
返
還
し
な
い
。

二
、
大
村
領
か
ら
島
原
へ
入
村
し
、
島
原
の
女
性
と
結
婚
し
た
男
性
の
場
合
、
夫
婦
共
返
還
す
る
。
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表1-9　大村藩領から島原藩領への逃散
移住前出身地

職業 移住者 移住先
村名等 現市町名等

大村藩領内
（村名等不明） 不　　明

下人 林　太郎兵衛 下人 関右衛門 有家村 長野
〃 小佐々新右衛門 〃 三五郎 〃
下女 冨永五郎左衛門 下女 まつ 〃
下人 井手七郎右衛門 下人 市右衛門 有家村 木場
〃 井手九郎右衛門 〃 太兵衛 小浜村 金浜
〃 岩永権右衛門 〃 喜平 島原
〃 岩永喜左衛門 〃 藤五郎 口ノ津村
下女 　　〃 下女 せん 串山村 京泊
下人 田崎九左衛門 下人 喜蔵 北有馬村
〃 中村半左衛門 下人 三九郎 加津佐村
〃 大村弥五左衛門 〃 市兵衛 有家村
下女 神浦与太右衛門 下女 きく こが村
〃 　　〃 〃 ちやう 〃

雪浦村 西海市大瀬戸町�
雪浦地区

百姓 市左衛門 家内 5人 北有馬村
〃 久兵衛 〃  〃 〃
〃 傳十郎 〃 2人 〃
〃 作太夫 〃 4人 有家村 長野
〃 清三郎 〃 3人 加津佐村

神浦村 長崎市外海町�
神浦地区

〃 九左衛門 〃 4人 小浜村 金浜
〃 十左衛門 〃 3人 小浜村 髪串
〃 九兵衛 〃 4人 〃

瀬戸村 西海市大瀬戸町 〃 与十郎 〃 2人 茂木村（島原藩飛地 )

手熊
（福田村
手熊郷）

長崎市手熊町

〃 吉左衛門 〃 2人 加津佐村
〃 十左衛門 〃 3人 〃
〃 九兵衛 家内 4人 〃
〃 与次左衛門 〃
〃 助市郎 日見村 (島原藩飛地 )

荒瀬村
（萱瀬村
荒瀬郷）

大村市荒瀬町 〃 与次郎 家内 4人 有家村 長野

三浦村 大村市三浦地区 〃 兵次郎 〃 5人 小浜村 金浜
郡村 大村市郡地区 〃 又右衛門 〃 島原 鉄炮町
福田村 長崎市福田地区 〃 三五郎 〃 6人 加津佐村

【註】　「覚」（走百姓五口合六十五人人名書上）（大村市立史料館所蔵　彦右衛門文書）から作成。



121近世編 第一章 幕藩体制の成立と大村藩

三
、
質
に
入
れ
た
子
供
は
、
そ
の
親
が
引
き
取
る
こ
と
。
も
し
引
き
取
る
親
が
な
け
れ
ば
、
大
村
藩
当
局
が
引
き
取
る
こ
と
。

四
、
養
子
は
返
還
す
る
。

五
、
売
人（
商
人
）も
返
還
す
る
。

六
、
年
季
奉
公
人
も
返
還
す
る
。
借
金
は
、
返
還
後
返
済
す
る
こ
と
。

　

こ
う
し
て
島
原
藩
は
、
大
村
藩
に
対
し
て
逃
散
農
民
の
返
還
を
始
め
た
。

　

高
力
島
原
藩
は
、
島
原
半
島
の
北
西
に
位
置
し
、
大
村
藩
領
に
最
も
近
い
愛
津
村
（
雲
仙
市
愛
野
町
）
で
、
五
度
に
分
け
て
逃
散

農
民
を
返
還
す
る
こ
と
に
し
た
。
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
二
月
二
十
五
日
、
島
原
藩
役
人
家
所
平
右
衛
門
・
山
本
甚
右
衛
門
は
、

大
村
藩
役
人
永
井
九
郎
右
衛
門
・
冨
永
五
郎
左
衛
門
の
両
使
へ
第
一
回
目
の
逃
散
農
民
の
引
き
渡
し
を
し
た
。

　

大
村
藩
は
、
帰
還
農
民
に
種
米
や
口
物
な
ど
を
貸
与
し
て
春
か
ら
田
畑
の
耕
作
を
始
め
さ
せ
、
こ
の
年
の
年
貢
は
徴
収
し
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
島
原
藩
へ
米
銀
の
負
債
を
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
帰
還
農
民
の
生
活
は
苦
し
か
っ
た
。

　

島
原
藩
も
幕
府
を
介
し
て
大
村
藩
に
再
三
返
済
す
る
よ
う
に
催
促
し
、仲
介
に
立
っ
た
幕
府
は
、つ
い
に
寛
永
二
十
年（
一
六
四
三
）

か
ら
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
ま
で
の
五
ヵ
年
間
で
返
済
す
る
よ
う
に
大
村
藩
へ
督
促
し
、
そ
の
旨
、
島
原
藩
へ
も
伝
達
し
た
。
大

村
藩
は
、
幕
府
の
こ
の
仲
裁
案
を
了
解
し
、
そ
の
後
五
ヵ
年
で
負
債
を
返
済
す
る
よ
う
に
し
た
。

④
各
地
か
ら
島
原
へ
の
移
住

　

慶
安
二
年（
一
六
四
九
）二
月
、湯
江
村
・
多
比
良
村
・
大
野
村
の
三
村
か
ら
串
山
村
尾お

登の
ぼ
り

名
へ
一
七
軒
が
移
住（「
良
右
衛
門
日
記
」）。

北
目
の
多
比
良
村
植
木
家
が
串
山
村
荒
牧
名
池
崎
へ
、
島
原
村
の
庄
屋
馬
場
家
が
串
山
村
荒
牧
名
門
前
へ
移
住
し
て
い
る
。

　

大
村
藩
領
以
外
に
、
五
島
か
ら
竹
下
家
が
串
山
村
荒
牧
名
門か

ど

山や
ま

に
、
池
永
家
が
同
村
京
泊
名
京
泊
と
、
辺へ

木ぎ

、
そ
し
て
有
馬
村
に

も
入
植
し
て
い
る
。
平
戸
か
ら
は
、
竹
下
家
が
串
山
村
荒
牧
名
白し

ら

頭と

と
京
泊
名
京
泊
、
そ
し
て
有
馬
村
に
も
入
植
し
た
。

　

肥
後
国
か
ら
は
、
熊
本
の
浄
土
宗
真
乗
寺
の
僧
が
口
之
津
村
東
大
屋
名
前
方
、
甲
斐
家
が
串
山
村
尾
登
名
大だ

い

王お
う

平び
ら

、
本
多
家
が
有

家
村
尾
崎
へ
移
住
。
川
尻
の
藤
尾
家（
浄
土
宗
蓮
正
寺
の
僧
）が
加
津
佐
村
水す

い

下げ

津つ

名
へ
移
住
し
た
。
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筑
前
国
は
、
北
原
村
（
福
岡
市
西
区
）
の
安
永
安
次
家
が
加
津
佐
村
津
波
見
名
へ
、
筑
後
国
は
、
柳
川
か
ら
中
村
氏
ら
が
八
大
龍

王
の
御
神
体
を
伴
っ
て
島
原
村
中な

か

原ば
ら

に
海
神
社
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
に
は
柳
川
か
ら
有
家
村
に
若
宮
神
社
、
久
留
米
か
ら
同

村
堂
崎
に
高
良
玉
垂
神
社
を
そ
れ
ぞ
れ
勧
請
し
た
。

　

日
向
国
は
、
延
岡
の
林
田
家
が
加
津
佐
村
西
上
町
へ
移
住
。
薩
摩
国
は
、
鹿
児
島
の
本
多
家
が
有
家
村
龍
石
、
出
水
郡
か
ら
小
浜

村
に
も
移
住
し
て
い
る
。

　

九
州
以
外
の
地
域
か
ら
島
原
へ
来
住
し
た
百
姓
で
一
番
遠
い
の
は
、
管
見
の
限
り
、
島
原
市
萩
原
町
に
入
植
し
た
上
野
国
沼
田
城

主
真
田
信
之
の
三
男
信
重
で
あ
る
。
信
重
は
、
島
原
に
浄
土
宗
崇
台
寺
を
開
基
し
た
。
次
が
深
江
村
諏
訪
名
に
入
植
し
た
信
濃
国
上

田
の
上
田
家
。
三
番
目
は
南
有
馬
村
に
入
村
し
た
尾
張
か
ら
の
移
住
者
。
四
番
目
は
島
原
市
三み

会え

町
に
入
植
し
た
近
江
大
津
か
ら
の

移
住
者
。
五
番
目
は
南
島
原
市
深
江
町
古
江
名
末
宝
に
入
植
し
た
播
磨
国
小
林
郡
の
小
林
家
で
あ
る
。
そ
し
て
六
番
目
が
讃
岐
国
小

豆
島
か
ら
の
集
団
移
住
で
あ
る
。

　
「
多
喜
弥
覚
書
」（
165
）
に
は
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）、
幕
府
の
移
民
令
に
基
づ
き
、
瀬
戸
内
海
に
浮
ぶ
小
豆
島
か
ら
島
原
へ
三

〇
軒
移
住
し
、
そ
の
う
ち
一
七
軒
の
人
々
が
串
山
村
京
泊
名
田
ノ
平
に
居
住
し
た
と
い
う
。

　

慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
に
は
、
小
豆
島
坂
手
村
庄
屋
高
橋
家
の
息
子
次
右
衛
門
が
く
じ
引
き
で
当
た
り
、「
家
筋
由
緒
之
事
」（
166
）

と
い
う
由
緒
書
を
持
ち
、
移
民
団
と
一
緒
に
口
之
津
村
に
入
村
し
て
い
る
。

　
「
良
右
衛
門
日
記
」（
167
）
に
よ
る
と
、
明
暦
三
年（
一
六
五
七
）に
小
豆
島
か
ら
農
民
七
〇
〇
軒
ほ
ど
が
島
原
へ
移
住
し
た
、
と
い
う

の
で
あ
る
。
家
族
構
成
が
一
軒
五
人
と
す
る
と
三
五
〇
〇
人
と
な
る
。

　

寛
文
年
間（
一
六
六
一
～
七
三
）の
小
豆
島
の
世
帯
数
が
三
五
六
六
軒
、
人
口
が
二
万
六
五
人（
168
）。
明
暦
三
年（
一
六
五
七
）の
移

住
世
帯
七
〇
〇
軒
は
三
五
〇
〇
軒
の
二
割
に
当
た
る
。

　

ど
う
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
移
住
者
が
幕
府
か
ら
瀬
戸
内
海
の
小
豆
島
に
命
令
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
小
豆
島
が
幕
府
領
で
あ
っ
た
た
め
、
島
原
へ
の
入
植
・
移
住
に
強
権
が
発
動
し
や
す
か
っ
た
こ
と
が
考
え
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ら
れ
る
。
二
つ
目
に
、
島
の
面
積
に
比
べ
て
世
帯
数
・
人
口
が
多
す
ぎ
、
人
口
密
度
が
高
い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

四
国
か
ら
は
ほ
か
に
、
西
目
の
串
山
村
京
泊
名
田
ノ
平
に
入
植
し
た
阿
波
国
の
井
上
家
、
京
泊
小
竹
木
に
入
植
し
た
伊
予
国
松
山

の
松
山
家
や
京
泊
名
辺
木
に
入
植
し
た
松
木
家
な
ど
が
い
る
。

　

中
国
の
萩
藩
（
三
六
万
石
）
か
ら
は
、
本
来
な
ら
ば
島
原
へ
頭
百
姓
三
五
、
六
竃
を
派
遣
す
べ
き
で
あ
る
が
、
近
年
不
作
続
き
の

た
め
、
ま
ず
三
〇
竃
を
派
遣
し
、
様
子
を
見
て
来
秋
二
〇
～
三
〇
竃
を
派
遣
す
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る（
169
）。

⑤
一
揆
後
の
宗
教
統
制
の
強
化

　
　
絵
踏
制
度
と
宗
門
改

　

こ
の
島
原
・
天
草
一
揆
を
契
機
に
、
九
州
を
中
心
に
絵
踏
制
度
が
始
ま
り
、
檀
家
制
度
や
宗
門
改
と
と
も
に
、〈
走
り
〉
に
対
す
る

検
断
の
目
が
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
幕
府
は
、
寛
永
十
年
代
に
諸
制
度
を
急
速
に
整
備
し
、
農
民
に
よ
る
代
官
・
地
頭
へ
の
非
法
に
対
す
る
訴
権
を
剥
奪

し
、
以
後
、
代
官
・
旗
本
の
郷
村
に
対
す
る
支
配
心
得
や
郷
村
掟
を
頻
発
し
た
。
寛
永
二
十
年（
一
六
四
三
）の
幕
府
の「
土
民
仕
置

覚
」（
170
）
で
は
、
慶
長
八
年（
一
六
〇
三
）の「
諸
国
郷
村
掟
」を
踏
襲
し
、
代
官
・
地
頭
が
非
法
を
行
っ
た
場
合
、
年
貢
を
皆
済
し
た

上
で
の
農
民
の
離
村
を
認
め
て
い
る
が
、
農
民
の
代
官
・
地
頭
へ
の
弾
劾
権
は
剥
奪
し
、
農
民
支
配
の
強
化
は
進
行
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
世
初
期
、「
領
域
」と「
階
層
」を
越
え
て
、
農
民
の〈
移
動
〉は
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
。

　

鎖
国
へ
の
傾
斜
の
中
で
、
幕
府
は
、
在
地
支
配
の
矛
盾
か
ら
勃
発
し
た
島
原
・
天
草
一
揆
を
弾
圧
し
、
そ
の
「
移
動
」
を
体
制
的

に
包
摂
し
、
農
民
層
を
階
級
的
・
地
域
的
に「
土
着
」・
定
住
化
さ
せ
た
。

�

（
半
田
隆
夫
）

　
　
郡
崩
れ
と
大
村
藩
の
宗
門
行
政

　

中
世
末
期
の
大
村
領
内
で
は
、
領
主
本
拠
地
近
郊
の
郡
村
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
司
祭
館Residencia

が
置
か
れ
、
司
祭
と
修
道
士
が
担

三
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当
の
「
町
村
と
教
会
を
巡
回
」
し
た
（
171
）。
郡
村
と
周
縁
地
で
は
、
教
会
施
設
に
加
え
信
徒
の
講
的
組
織
が
結
成
さ
れ
て
お
り
（
172
）、
大
村

藩
が
近
世
初
頭
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
政
策
に
踏
み
切
っ
た
後
に
お
い
て
も
、
地
域
に
よ
っ
て
は
信
者
間
相
互
の
組
織
網
を
通
じ
て
宗
門
の
価

値
観
が
濃
厚
に
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
る（
173
）。

■
一
．
郡
崩
れ
と
幕
府
・
大
村
藩

　

郡
村
は
、
竹
松
・
福
重
・
松
原
等
の
三
ヵ
村
を
総
称
し
た
郷
村
で
あ
る（
朱
印
高
四
〇
六
二
石
余
）（
174
）。
四
周
は
、
江
串
村
・
千
綿
村
・

萱
瀬
村
・
大
村
池
田
分
等
の
村
々
で
、
現
在
の
大
村
市
北
西
部
の
地
域
に
重
な
る
。
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
冬
、
郡
村
と
そ
の
近
村
で

キ
リ
シ
タ
ン
宗
団
が
露
見
し
た
。
こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
高
室
一
彦
の
研
究
が
あ
る（
175
）。

一
．
郡
崩
れ
の
発
端

　

長
崎
奉
行
黒
川
与
兵
衛
正
直
は
同
年
十
月
十
一
日
付
文
書
で
藩
家
老
大
村
内
匠
ほ
か
に
宛
て
、
長
崎
で
拘
束
し
た
藩
領
民
兵
作
の
妻

子
召
捕
り
を
命
じ
た
。

　

兵
作
は
矢
次
村（
大
村
市
竹
松
町
）の
住
人
で
あ
る
が
、長
崎
酒
屋
町
の「
小
舅
」ら
に
同
村
の「
六
兵
衛
」な
る
少
年
が「
嶋
原
之
四
郎
」

以
上
の「
名
誉
」な
者
で
あ
り
、
同「
母
」が
二
二
年
前
萱
瀬
村
の
岩
穴（
大
村
市
中
岳
町
）に
隠
し
て
い
た
吉
利
支
丹
絵
を
取
寄
せ
て
活

動
し
て
い
る
こ
と
等
を
密
話
。同
情
報
が
奉
行
所
に
通
報
さ
れ
一
件
が
発
覚
し
た
。奉
行
所
に
は「
酒
屋
町
物
さ
し
作
り
池
尻
利
左
衛
門
」

（
176
）が
同
町
乙
名
と
出
訴
し
、
後
日
、
褒
美
銀
拾
三
貫
を
受
給
し
た
と
い
う
。

　

大
村
藩
で
は
藩
主
大
村
純
長
が
参
府
し
て
お
り
、
藩
庁
で
は
長
崎
奉
行
所
に
用
人
を
送
り
事
実
関
係
を
確
か
め
る
一
方
、
兵
作
女
房

を
拘
束
し
て
詮
議
。
黒
丸（
大
村
市
黒
丸
町
）の
平
左
衛
門
の
子
六
左
衛
門（
一
四
歳
）と
同
祖
母（
七
五
歳
）が
当
事
者
で
あ
る
こ
と
を

突
き
止
め
、
塚
に
隠
匿
さ
れ
た
切
支
丹
絵
を
押
収
し
た（『
大
村
見
聞
集
』　

六
二
一
頁
）。

　

六
左
衛
門
一
家
の
容
疑
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
旨
と
終
末
思
想
を
説
い
た
こ
と
に
あ
る
。
六
左
衛
門
は
未
年
（
明
暦
元
年
）
狐
憑
き
と

な
り
、
翌
年
傷
寒
（
熱
病
）
を
患
っ
た
少
年
で
、
そ
の
後
、
祖
母
に
「
面
白
キ
夢
」
を
見
た
と
打
ち
明
け
た
と
い
う
。
そ
の
主
旨
は
、
来

世
に
つ
い
て
「
後
生
え
参
見
候
得
者
、
宗
数
多
数
御
座
候
得
共
、
吉
利
支
丹
宗
な
ら
で
ハ
助
り
不
申
候
由
見
候
て
参
候
」
と
し
、
現
世
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に
つ
い
て
は
「
霜
月
十
一
日
ニ
代
め
つ
し
申
候
」、「
天
狗
六
匹
出
、
火
之
雨
を
ふ
ら
し
世
界

を
焼
崩
し
申
候
」、「
吉
利
支
丹
宗
旨
ニ
成
候
者
は
一
人
も
大
事
無
御
座
候
」、「
日
本
の
宗
旨

は
悉
く
一
人
も
不
残
退
転
仕
事
候
」
な
ど
と
す
る
も
の
で
、
吉
利
支
丹
絵
の
奇
特
と
拝
礼
を

勧
め
た
。
右
の
う
ち「
後
生
え
参
見
候
」と
す
る
件
は
、来
世
に
お
け
る
救
済
説
と
な
る
。「
其

上
霜
月
十
一
日
ニ
代
め
つ
し
」
と
す
る
件
に
つ
い
て
は
現
世
の
終
末
説
と
な
る
が
、
論
旨
に

つ
い
て
は
島
原
一
揆
の
激
発
段
階
で
村
々
の
庄
屋
・
乙
名
に
配
付
さ
れ
た
「
か
づ
さ
じ
ゅ
わ

ん
廻
状
」（
177
）
が
想
起
さ
れ
る
。
同
廻
状
で
は
天
人
四
郎
の
天
下
り
と
、
ぜ
ん
ち
よGentio

〔
異
教
徒
〕
に
対
す
る
「
ひ
の
ぜ
い
ち
よ
」（
火
の
じ
ゅ
い
ぞJuizo

〔
審
判
〕）
が
記
さ
れ
て

い
た
。

　

同
家
は
、
吉
利
支
丹
絵
を
所
蔵
し
て
い
た
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
一
家
で
あ
っ
た
ろ
う
。

六
左
衛
門
の
祖
母
は
孫
の
「
夢
見
」
に
共
鳴
し
、
絵
像
の
重
要
性
と
終
末
思
想
を
近
親
者
に

説
い
て
同
信
者
を
増
や
し
た
と
い
う
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
同
家
周
辺
で
も
キ
リ
シ
タ
ン

宗
門
の
教
え
を
「
家
文
化
」
と
し
て
保
持
し
て
い
た
人
々
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
。「
霜
月

十
一
日
…
代
め
つ
」
な
ど
の
終
末
思
想
が
人
々
に
受
容
さ
れ
た
理
由
は
未
詳
で
あ
る
が
、

明
暦
三
～
四
年
の
大
風
で
秋
～
春
作
に
大
損
害
が
生
じ
、
一
部
の
領
内
村
落
で
は
子
供
を

「
質
」（『
大
村
見
聞
集
』　

六
七
二
頁
）
に
お
く
ほ
ど
困
窮
し
た
地
域
が
あ
り
、
そ
う
し
た
天

変
が
人
心
に
動
揺
を
与
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　

ほ
か
、
六
左
衛
門
一
家
の
教
え
に
共
鳴
し
郡
崩
れ
宗
団
の
「
統
領
」
と
し
て
活
動
し
た
九

人
の
存
在
が
あ
ろ
う
。
統
領
の
過
半
は
聖
具
を
押
収
さ
れ
て
お
り
、
人
々
に
教
え
を
説
い

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る〔
表
1
―
10
〕。

（
滅
）

表1-10　郡崩れの統領
地名 名前（年齢） 所持品 処分・備考

郡村竹松黒丸 六左衛門祖母（75） さんたまりやの板絵 明暦三年十二月二十三日死、
遺骸取捨て

郡村馬込　 六兵衛（48） 「はたものにかかり候」紙絵 長崎で吊殺し
郡村福重ゑらの 仁兵衛（40） さんたまりやの紙絵 長崎で吊殺し
郡村竹松黒丸 清兵衛（79） なんばん数珠を所持 長崎で吊殺し
郡村福重沖田 善右衛門（68） なんばん数珠を所持 処分・家族未詳
郡村段 小右衛門（61） 南蛮数珠を所持 処分・家族未詳
萱瀬村 次郎右衛門（33） 聖具不所持 処分・家族未詳

江串村 九郎右衛門（68）
同人女房（62） 聖具不所持 孫の徳右衛門訴人

【註】　「見聞集」三十九（藤野　保・清水紘一編『大村見聞集』　高科書店　1994年　644～ 645頁）から作成。
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二
．
郡
崩
れ
の
過
程

　

奉
行
正
直
は
大
村
藩
に
対
し
、
十
月
中
旬
以
降
十
通
余
の
通
達
を
連
発
し
、
領
内
信
徒
の
捜
索
と
身
柄
拘
束
を
藩
庁
に
指
示
し
た
。

奉
行
の
権
限
は
、
寛
永
十
年
以
降
長
崎
奉
行
に
発
給
さ
れ
た
鎖
国
令
４
条
で
「
き
り
し
た
ん
の
宗
旨
有
之
所
へ
ハ
両
人
よ
り
申
遣
之
可

被
遂
穿
鑿
事
」（
第
一
章
第
三
節
第
二
項
）
と
規
定
さ
れ
た
強
力
な
直
裁
権
に
基
づ
く
。
故
に
、
大
村
藩
が
処
置
し
た
十
一
月
十
八
日
の

江
串
村
一
三
竃（
所
帯
）に
関
す
る
藩
の
措
置（
訴
人
と
の「
申
勝
」「
申
負
」判
定
）に
つ
い
て
も
、
奉
行
正
直
は
藩
の
仕
置
を
認
め
ず
全

竃
の
長
崎
送
り
を
指
示
。「
因
幡
殿
留
守
之
儀
ニ
候
間
、
万
事
無
腹
蔵
差
図
可
申
間
、
其
通
可
被
心
得
之
由
」
と
、
奉
行
専
権
の
捜
査
を

藩
庁
に
通
告
し
て
い
る
（『
大
村
見
聞
集
』　

六
二
四
頁
）。
次
い
で
長
崎
に
移
送
さ
せ
た
容
疑
者
に
対
し
、
拷
問
に
よ
る
厳
し
い
取
調

べ
姿
勢
で
臨
み
、
牢
内
で
一
三
人
を
吊
殺
し
て
い
る
。

　

大
村
藩
庁
は
、
初
発
の
段
階
で
キ
リ
シ
タ
ン
発
覚
情
報
を
長
崎
奉
行
に
握
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
以
降
に
お
い
て
も
受
動
的
な
対
応

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
十
月
十
九
日
奉
行
正
直
は
上
記
の
兵
作
情
報
と
し
て
、
沖
田
村（
大
村
市
沖
田
町
）善
左
衛
門
の
拘
束
を
指
示
し
、

事
件
は
広
が
り
の
様
相
を
見
せ
た
。

　

藩
庁
で
は
、
十
一
月
九
日
付
で
家
老
名
に
よ
る
訴
人
褒
賞
令
を
出
し
、「
切
支
丹
の
す
す
め
仕
候
者
之
訴
人
於
有
之
ハ
銀
百
枚
並
同

宗
門
之
訴
人
同
五
拾
枚
、
右
訴
人
い
た
し
候
輩
ハ
縦
同
宗
た
り
と
い
ふ
と
も
宗
旨
を
こ
ろ
ひ
申
出
ニ
お
ゐ
て
ハ
其
科
を
ゆ
る
し
褒
美
其

品
々
ニ
可
宛
行
者
也
」と
記
し
た
高
札
を
、
松
原（
大
村
市
）の
二
ヵ
所
で
建
て
て
い
る（『
大
村
見
聞
集
』　

六
四
四
頁
）。

　

他
方
で
、
十
一
月
二
十
五
日
藩
祖
大
村
喜
前
の
娘
・
賢
孝
院
付
下
女
小
岩
の
一
件
が
発
覚
し
た
。
小
岩
は
六
左
衛
門
祖
母
に
接
触
。

上
記
教
説
を
賢
孝
院
侍
女
の
み
や
・
ち
や
ち
や
二
女
性
に
伝
え
、
両
人
か
ら
祖
母
に
銭
な
ど
の
「
慈
悲
」
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
ほ
か
、

小
岩
の
夫
は
六
左
衛
門
の
親
戚
で
藩
の
足
軽
で
あ
る
。
同
報
告
を
受
け
た
奉
行
正
直
は
、
み
や
等
に
つ
い
て「
座
牢
」を
命
じ
て
い
る
。

　

賢
孝
院
は
当
時
玖
島
城
二
の
丸
に
居
住
し
て
お
り
、
大
村
家
の
膝
元
に
飛
火
し
た
こ
と
と
な
る
。
大
村
藩
家
中
の
危
機
意
識
は
、
日

毎
に
高
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
名
処
罰
の
類
例
と
し
て
、
慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）五
月
に
な
さ
れ
た
大
坂
定
番
内
藤
信
広（
一

万
五
〇
〇
〇
石
）
の
役
職
剥
奪
と
所
領
半
減
の
一
件
が
あ
る
（
178
）。
信
広
の
咎
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
与
力
一
人
を
配
下
に
召
抱
え
た
こ
と

（
純
長
）
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で
あ
っ
た
。

　

江
戸
藩
邸
で
は
、
藩
主
純
長
が
使
者
を
二
度
長
崎
に
送
り
、
奉
行
正
直
に
釈
明
し
た
。
最
初
の
使
者
は
今
井
源
太
左
衛
門
で
、
十
二

月
十
三
日
長
崎
に
着
き
正
直
と
会
談
。
自
訴
し
た
者
や
「
親
女
房
共
事
」
を
申
し
出
た
者
に
つ
い
て
、
同
人
の
こ
ろ
び
と
絵
踏
・
寺
請

を
条
件
と
し
身
柄
を
「
自
由
」
と
す
る
宥
免
策
を
正
直
に
提
示
し
た
。
上
述
し
た
十
一
月
九
日
付
高
札
主
旨
の
追
認
を
求
め
た
こ
と
と

な
る
。
正
直
は
同
提
案
に
応
じ
、
同
月
十
八
日
に
は
松
原
村
喜
右
衛
門
の
母
等
六
名
を
牢
免
と
し
て
い
る
。

　

二
度
目
の
使
者
は
大
村
弥
五
左
衛
門
で
、
翌
年
正
月
長
崎
奉
行
所
で
奉
行
正
直
と
直
談
し
釈
明
（
179
）。
正
直
か
ら
「
因
幡
守
殿
え
悪

敷
様
成
る
儀
仕
懸
間
敷
候
」と
す
る
言
質
を
引
き
出
し
て
い
る（
180
）。

三
．
郡
村
の
対
応

　

郡
村
は
事
態
の
悪
化
と
藩
の
キ
リ
シ
タ
ン
改
め
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
に
対
応
し
、
藩
へ
の
服
従
と
奉
公
を
誓
い
、
所
持
し
て
い
る
武

具
類（
大
小
刀
・
鉄
砲
）と
起
請
文
を
藩
庁
に
提
出
。
類
門
の
者
に
つ
い
て
は
親
兄
弟
を
も
露
顕
次
第
差
出
と
し
、「
一
揆
之
企
」を
し
な

い
と
誓
言
し
て
い
る
。
同
様
の
動
き
は
大
村
藩
の
家
中
・
侍
と
諸
村
に
も
広
が
り
、
起
請
文
と
武
具
差
出
が
な
さ
れ
て
い
る
。

四
．
他
藩
送
り

　

藩
庁
で
は
捕
囚
者
の
増
加
に
よ
り
、
本
牢
の
ほ
か
仮
牢
を
設
置
。「
女
童
」
に
つ
い
て
は
番
人
を
付
し
牢
外
に
置
い
た
。
牢
の
所
在
に

つ
い
て
、
高
室
一
彦
は
本
牢
を
鈴
田
村
宮
崎
、
仮
牢
に
つ
い
て
大
村
久
原
に
あ
っ

た
と
す
る
。
鈴
田
村
宮
崎
の
本
牢
が
、
一
六
二
〇
～
三
〇
年
代
に
捕
囚
さ
れ
た

宣
教
師
と
同
じ
牢
で
あ
れ
ば
「
丘
の
上
、
三
方
海
、
風
が
強
く
当
た
る
」
場
所
と

な
る
。
大
村
久
原
の
牢
に
つ
い
て
は「
島
原
の
道
の
側
、
山
の
麓
」と
な
る（
181
）。

真
冬
の
さ
な
か
で
あ
る
。
牢
外
に
繋
が
れ
た
妊
産
婦
や
乳
幼
児
に
は
、
過
酷
な

日
夜
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

藩
庁
で
は
、
奉
行
正
直
の
十
一
月
二
十
七
日
付
指
示
に
従
い
、
同
月
二
十
九

写真1-23　�本牢（鈴田牢）跡
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日
妻
子
八
〇
人
を
諫
早
境
で
佐
賀
藩
役
人
に
引
き
渡
し
た
。
十
二
月
十
六
日
に
は
九
八
人
の
妻
子
を
船
六
艘
で
早は

い
き岐
（
佐
世
保
市
早
岐

地
区
）に
送
り
、
平
戸
藩
役
人
に
引
き
渡
し
た
。
同
月
二
十
二
日
に
は
、
妻
子
七
〇
人
を
山
田
村（
雲
仙
市
吾
妻
町
）で
島
原
藩
役
人
に

引
き
渡
し
た
。
三
藩
へ
の
引
渡
し
は
、
合
計
二
四
八
人
と
な
る
。

五
．
幕
府
の
対
応

　

江
戸
へ
の
報
告
は
、
十
月
二
十
五
日
着
便
が
第
一
報
と
見
ら
れ
る
。
以
降
、
幕
府
の
日
記
か
ら
年
内
で
一
〇
回
以
上
の
文
書
往
復
が

江
戸
〜
長
崎
間
で
な
さ
れ
た（
182
）。

　

幕
閣
へ
の
取
次
は
、
在
府
長
崎
奉
行
甲か

い
の
し
ょ
う

斐
荘
正ま

さ

述の
ぶ

を
経
た
こ
と
と
な
る
が
、
正
述
は
藩
主
純
長
の
帰
国
案
を
老
中
に
上
申
し
て
い
る
。

経
緯
は
未
詳
で
あ
る
が
、
藩
主
純
長
の
実
家
伊
丹
勝
長
が
勘
定
奉
行
の
要
職
に
あ
り
（
183
）、
そ
の
筋
の
動
き
が
あ
り
得
た
ろ
う
。
幕
府

は
純
長
の
帰
国
を
認
め
ず
、
十
二
月
二
十
一
日
女
院
使
（
東
福
門
院
の
使
者
樋
口
信
孝
、
非
参
議
従
二
位
）
の
接
待
を
命
じ
た
。
こ
の

た
め
純
長
は
女
院
使
一
行
の
接
伴
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
翌
年
正
月
二
十
七
日
同
使
の
将
軍
謁
見
と
そ
の
後
の
帰
洛
ま
で
殿
中
御
用
を
務

め
て
い
る
（『
九
葉
実
録
』
第
一
冊　

二
三
頁
）。
同
御
用
が
藩
財
政
に
も
影
響
す
る
仕
置
的
な
課
役
で
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
幕

府
の
対
応
が
前
述
し
た
内
藤
信
広
の
処
罰
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

六
．
幕
府
の
裁
定

　

郡
崩
れ
の
信
徒
探
索
は
明
暦
三
年
末
の
時
点
で
一
段
落
し
た
こ
と
に
よ
り
、
長
崎
奉
行
は
連
名
で
伺
証
文
を
幕
閣
に
提
出
し
、
幕
府

の
裁
定
を
仰
い
だ
。
幕
府
は
明
暦
四
年
四
月
二
十
六
日
「
臨
時
の
朝
会
」
が
あ
り
、
同
日
郡
崩
れ
の
処
置
を
最
終
的
に
決
定
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
関
係
史
料
は
二
点
あ
り
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵　

内
閣
文
庫
本「
長
崎
御
役
所
留　

上
」に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
史
料
１
〕明
暦
四
年
四
月
廿
六
日
付
覚
書

　
　

籠
舎
の
き
り
し
た
ん
せ
ん
さ
く
の
上
落
着
可
申
付

　
　
　

覚

一
た
と
へ
は
百
人
の
内
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一
拾
人
は
以
来
せ
ん
さ
く
の
た
り
に
可
成
も
の
を
籠
に
可
残
置
事

　

一
拾
人
は
訴
人
数
多
仕
候
分
其
所
々
え
遣
し
可
預
置
事

　

一
残
八
拾
人
は
斬
罪
た
る
へ
き
事

　
　

右
の
心
持
に
て
せ
ん
さ
く
い
た
し
科
の
重
軽
を
わ
け
可
申
付
事

一�
四
拾
余
人
帳
に
付
候
者
の
分
ハ
き
り
し
た
ん
に
紛
之
無
候
ハ
ヽ
其
も
の
と
も
に
は
類
門
訴
人
の
せ
ん
さ
く
に
不
及
可
為
斬
罪
事
、

以
上                                                                                     

　
　

戌
四
月
廿
六
日

　
　
　
　

甲
斐
庄
喜
右
衛
門
殿

　
　
　
　

黒
川
与
兵
衛
殿

　

右
か
ら
幕
府
は
「
四
拾
余
人
」
の
斬
罪
を
裁
断
し
た
ほ
か
、
郡
崩
れ
宗
徒
の
罪
科
と
処
罰
を
長
崎
奉
行
に
一
任
し
て
い
る
こ
と
。
処

罰
の
基
準
に
つ
い
て
、
一
〇
〇
人
中
、
事
後
の
穿せ

ん

鑿さ
く

要
員
と
し
て
一
〇
人
・
訴
人
多
数
の
者
一
〇
人
の
小
計
二
〇
人
を
助
命
、
残
り
の

八
〇
人
を
斬
罪
と
裁
定
。
一
律
の
「
数
量
」
的
処
分
を
命
じ
て
お
り
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
勘
案
を
見
せ
た
従
来
の
キ
リ
シ
タ
ン
刑
律
の

あ
り
方
と
相
違
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
同
令
は
以
降
の
キ
リ
シ
タ
ン
刑
罰
の
基
準
と
さ
れ
、
寛
文
元
年
以
降
の
尾
濃
崩
れ

で
も
大
量
処
刑
が
執
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
る（
184
）。

　

幕
府
は
、〔
史
料
１
〕
に
添
え
て
明
暦
四
年
四
月
廿
七
日
付
覚
を
長
崎
奉
行
に
発
給
し
た
。
同
覚
は
、
長
崎
奉
行
の
伺
書
を
受
け
た
幕

府
老
中
の
決
裁
書
で
、
全
文
五
条
の
下
知
状
で
あ
る
。
う
ち
、
冒
頭
二
条
の
要
点
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　

一
条
で
は
、
踏
絵
貸
出
に
つ
い
て
大
村
藩
か
ら
の
要
望
を
保
留
、
一
件
終
了
後
、
貸
出
し
と
す
る
こ
と
な
ど
を
具
申
し
て
い
る
。
大

村
藩
は
、
明
暦
四
年
二
月
二
十
二
日「
南
蛮
絵
」借
用
を
願
い
出
て
い
た
。
奉
行
正
直
は
絵
踏
を
拒
否
す
る
領
民
が
出
た
場
合「
数
年
絵

踏
せ
不
被
申
儀
」
は
油
断
で
あ
り
、
責
任
は
藩
に
問
わ
れ
る
と
通
告
。「
重
而
差
図
」
す
る
と
返
答
し
て
い
た
。
老
中
は
、
奉
行
の
具
申

を
承
認
し
て
い
る
。
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二
条
で
は
、
南
蛮
船
の
長
崎
来
航
時
、
長
崎
湊
口
の
「
い
わ
う
」（
伊
王
島
）
に
船
留
め
さ
せ
て
帰
帆
を
命
じ
、
制
止
を
聞
か
な
い
場

合
石
火
矢
発
砲
と
す
る
こ
と
を
提
議
。そ
の
理
由
に
つ
い
て「
長
崎
い
つ
れ
も
き
り
し
た
ん
こ
ろ
ひ
も
の
」「
彼
船
乗
込
候
を
見
申
候
ハ
ヽ

こ
ろ
ひ
共
の
気
ち
か
ひ
候
儀
万
一
可
有
御
座
か
」と
記
し
、南
蛮
船
と
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
の
立
帰
り
を
関
係
付
け
て
い
る
。
右
の
主
旨
は
、

奉
行
正
直
が
郡
村
入
牢
者
に
関
連
し
て
大
村
藩
の
役
人
に
痛
言
し
て
い
た「
切
支
丹
之
一
門
搦
候
者
大
村
ニ
は
一
人
も
人
残
り
有
間
敷
」

（『
大
村
見
聞
集
』　

六
三
八
頁
）
と
す
る
趣
旨
に
通
底
す
る
。
正
直
は
、
長
崎
・
大
村
の
住
民
の
殆
ど
が
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
で
あ
っ
た

こ
と
を
前
提
と
し
、
万
一
と
し
な
が
ら
も「
南
蛮
船
来
航
→
こ
ろ
ひ
者（
立
帰
り
）→
気
ち
か
い（
一
揆
蜂
起
）」の
図
式
を
想
定
し
、
幕

府
に
伺
い
を
立
て
た
こ
と
と
な
る
。
幕
閣
は
同
伺
に
対
し
新
た
な
指
示
を
下
し
て
は
い
な
い
が
、

同
上
に
説
か
れ
た「
こ
ろ
ひ
者
」に
対
す
る
危
機
感
は
、
そ
の
後
の
幕
政
を
方
向
づ
け
た
と
見
ら

れ
る
。
奉
行
正
直
は
、
寛
文
五
年（
一
六
六
五
）幕
府
の
諸
吏
を
監
察
す
る
大
目
付
に
就
任
。
殿

中
で
は
、
幕
閣
に
も
影
響
力
を
保
持
し
た
と
見
ら
れ
る
。

七
．
郡
崩
れ
の
結
末

　

幕
府
は
明
暦
四
年
三
月
十
五
日
付
で
、
平
戸
藩
主
松
浦
鎮
信
に
「
大
村
領
き
り
し
た
ん
の
儀

ニ
付
」
と
し
定
例
の
参
勤
延
期
を
命
じ
た
（
185
）。
同
年
六
月
藩
主
純
長
が
帰
国
し
た
ほ
か
、
甲
斐

荘
正
述
が
老
中
の
裁
定
を
携
え
て
長
崎
に
戻
り
、
郡
崩
れ
は
最
終
段
階
を
迎
え
た
。

　

大
村
藩
は
、
六
月
十
五
日
奉
行
所
か
ら
捕
囚
者
の
罪
科
軽
重
の
書
付
作
成
を
命
じ
ら
れ
、
同

月
十
八
日
「
囚
人
帳
」
三
冊
を
提
出
。
在
所
の
者
の
み
「
書
付
」
と
す
る
指
示
を
受
け
、
藩
蔵
屋

敷
で
一
冊
に
書
き
直
し
再
提
出
し
て
い
る
。
続
い
て
大
村
藩
は「
囚
人
三
拾
人
」の
長
崎
送
り
が

命
じ
ら
れ
、
六
月
二
十
一
日
以
降
二
九
人
を
長
崎
送
り
と
し
た
。
長
期
間
の
牢
舎
に
よ
り
信
徒

の
歩
行
は
困
難
で
あ
り
、
一
行
は「
ち
り
と
り
馬
」で
長
崎
に
連
行
さ
れ
た
と
い
う
。

　

他
方
で
、
七
月
一
日
に
は
六
〇
人
が
赦
免
と
さ
れ
、
平
戸
・
島
原
・
佐
賀
か
ら
長
崎
に
戻
さ
れ
、

写真1-24　（参考）寺手形� （正法寺所蔵）
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同
三
日
か
ら
逐
次
大
村
藩
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
大
村
で
は
、
妙
宣
寺
（
郡
村
福
重
、
法
花
宗
）、
長
安
寺
（
大
村
池
田
、
浄
土
宗
）、
正

法
寺（
大
村
池
田
、
真
宗
）の
住
持
が
立
会
い
、
御
経
頂
き
の
上
、
一
家
一
通
の
寺
手
形〔
写
真
1
―
24
〕が
作
成
さ
れ
た
。

　

藩
主
純
長
は
、
七
月
八
日
長
崎
奉
行
か
ら
四
九
人
の
追
加
拘
束
の
命
を
受
け
、
九
日
以
降
郡
村
ほ
か
で
幼
児
二
人
を
含
む
四
七
人
を

召
し
捕
り
、
同
月
十
八
日
長
崎
に
送
っ
て
い
る
。

八
．
信
徒
処
刑

　

長
崎
奉
行
は
、
信
徒
収
牢
各
藩
に
最
終
的
な
処
分
を
伝
え
、
検
使
を
送
っ
て
処
刑
を
命
じ
た
。
処
刑
は
二
回
に
分
け
て
執
行
さ
れ
た
。

最
初
の
処
刑
は
七
月
二
十
七
日
と
指
定
さ
れ
、
大
村
を
は
じ
め
長
崎
・
佐
賀
・
平
戸
・
島
原
各
地
で
、
四
〇
六
人
が
斬
罪
に
処
さ
れ
た
。

　

大
村
で
は
豊
村
九
郎
左
衛
門
ら
が
馬
上
か
ら
士
卒
二
〇
〇
人
余
を
指
揮
し
、
牢
か
ら
一
三
一
人
の
宗
徒
を
郡
村
放
虎
野
並
松
（
大
村

市
協
和
町
）
に
連
行
し
た
。
一
行
は
刑
場
近
く
の
「
妻
子
別
れ
の

石
」（
大
村
市
杭く

い

出で

津つ

）
の
あ
た
り
で
、
縁
者
に
別
れ
を
告
げ
た
と

い
う
。
刑
場
で
は
、
男
女
を
四
行
に
分
け
「
一
列
毎
ニ
剣
手
三
人

ツ
ヽ
漸
次
」
斬
首
。
長
崎
奉
行
所
の
呼
子
三
右
衛
門
・
小
野
寺
嘉

右
衛
門
、
大
村
藩
の
福
田
十
郎
左
衛
門
等
が
立
会
い
、
惨
劇
を
終

始
実
検
し
た
。
獄
門
所
で
は
、
長
崎
奉
行
か
ら
示
さ
れ
た
案
紙
に

従
い
「
此
者
百
三
拾
壱
人
、
切
支
丹
宗
門
に
付
令
斬
罪
所
也
」
と
記

さ
れ
た
獄
門
札
が
立
て
ら
れ
、
八
月
二
十
五
日
ま
で
晒
さ
れ
た

（『
九
葉
実
録
』
第
一
冊　

二
四
頁
）。
遺
骸
は
胴
塚
（
大
村
市
桜
馬

場
）と
、
首
塚（
同
市
原
口
町
）に
葬
ら
れ
た〔
図
1
―
4
〕。

　

長
崎
に
お
け
る
刑
場
は
「
一
ノ
坂
獄
門
場
」
で
、
同
所
に
「
胴
塚

弐
ツ
」が
造
ら
れ
た
と
い
う
。

図1-4　�郡崩刑場周辺→妻子別れの石、刑場（殉教地）・梟
首獄門所・胴塚・首塚跡地略図
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Ｒ
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佐
賀
藩
は
、
同
日
長
崎
奉
行
の
検
使
立
会
い
の
下
で
、
今
泉
村（
鳥
栖
市
今
泉
町
）の
牢
屋
で「
三
七
人
」を
斬
首
、「
高
尾
一
本
松
ノ

西
道
ヨ
リ
南
ノ
内
」で
獄
門
に
掛
け
た
。
ほ
か
、
遺
骸
は
目
籠
に
入
れ「
船
ヨ
リ
肥
後
海
」に
運
び
、
沈
め
た
と
い
う（
186
）。

　

平
戸
藩
に
お
け
る
処
刑
は
田
平
（
平
戸
市
田
平
町
）
で
、
長
崎
奉
行
の
検
使
筒
井
五
郎
左
衛
門
・
海
野
与
左
衛
門
が
立
会
い
執
行
さ

れ
た
。
大
村
か
ら
同
藩
に
送
ら
れ
た
人
数
は
一
〇
三
人
で
あ
る
が
、
う
ち
二
五
人
が
長
崎
「
召
寄
」、
一
四
人
が
牢
内
で
病
死
。
残
り

六
四
人
の
う
ち
、
二
歳
の
子
が
七
月
二
十
六
日
病
死
。
翌
日
、
斬
罪
と
し
た
首
と
一
緒
に
獄
門
に
掛
け
た
と
い
う（
187
）。

　

島
原
藩
に
お
け
る
処
刑
は
未
詳
で
あ
る
。

　

九
月
二
十
七
日
、
賢
孝
院
付
の
ち
や
ち
や
な
ど
女
性
五
人
が
斬
首
・
獄
門
に
処
さ
れ
た
。
右
の
断
罪
は
、
幕
府
と
長
崎
奉
行
か
ら
賢

孝
院
な
ど
「
親
キ
リ
シ
タ
ン
」
の
遺
風
を
残
し
た
と
見
ら
れ
る
「
純
忠
～
喜
前
系
」
の
一
部
大
村
家
や
、
同
家
士
に
向
け
ら
れ
た
強
烈
な

戒か
い

飭ち
ょ
く

処
分
と
な
ろ
う
。
大
村
家
士
に
根
強
く
残
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
宗
門
の
遺
風
に
つ
い
て
は
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
と
陰
刻

さ
れ
た
藩
家
老
宇
多
家
の
墓
所
か
ら
出
土
し
た
メ
ダ
リ
オ
ンm

edalhão

「
無
原
罪
の
聖
母
像
」
が
、
傍
証
の
一
例
と
な
る（
188
）。

　

長
崎
奉
行
は
、
明
暦
四
年（
万
治
元
年
）八
月
十
三
日「
大
村
因
幡
守
純
長
が
封
内
に
お
い
て
天
主
教
の
徒
六
百
三
人
逮
捕
し
、
あ
る

い
は
大た

い

辟へ
き

或
は
囚
獄
せ
し
め
し
む
ね
」（
189
）を
注
進
し
、
幕
府
に
復
命
を
終
え
て
い
る
。

九
．
郡
崩
れ
の
受
刑
者

　

各
地
で
執
行
さ
れ
た
受
刑
者
数
に
つ
い
て
は
、〔
表
1
―
11
〕と
な
る
。

　

斬
罪
は
四
一
一
人
で
、
捕
囚
者
総
数
（
六
〇
八
人
）
の
六
七
㌫
余
と
な
る
が
、
牢
死
七
八
人
を
合
わ
せ
る
と
八
〇
㌫
余
と
な
り
、
ほ

ぼ
幕
府
の
制
令「
百
人
中
八
拾
人
は
斬
罪
」（
史
料
１
）と
合
致
す
る
。

　

斬
罪
・
牢
死
の
う
ち
、
大
村
で
処
刑
さ
れ
た
信
徒
の
分
が
未
詳
で
あ
る
が
、
長
崎
・
佐
賀
・
平
戸
・
島
原
に
送
ら
れ
た
信
徒
の
控
か

ら
二
九
〇
人
の
名
前
、
家
族
構
成
・
出
身
地
が
知
ら
れ
る（
190
）。

　

刑
死
者
の
居
住
地
を
一
覧
に
す
る
と〔
表
1
―
12
〕と
な
る
。
地
域
別
に
集
計
す
る
と
同
上〔
表
1
―
12
〕と
な
る
。
同
上
地
域
は〔
図
1
―
5
〕

と
な
る
。
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牢
死
者
に
つ
い
て
は
、
過
酷
な
条
件
に
お
か
れ
た
乳
幼
児
等
の
病
死
に
加
え
、
拷
問

死
が
算
入
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
郡
崩
れ
統
領
九
人
の
う
ち
の

三
人〔
表
1
―
10
〕を
含
む
一
一
人（
長
崎
）と
、
佐
賀
で
記
録
さ
れ
た
三
人
の
合
計
一
四
人

が
「
つ
る
し
殺
」
に
処
さ
れ
て
い
る
。
同
拷
問
に
は
、
駿
河
問
い
と
、
穴
吊
し
（
192
）
が
推

測
さ
れ
る
が
、
ど
ち
ら
か
不
明
で
あ
る
。

　

赦
免
に
つ
い
て
は
、
自
訴
・
赦
免
と
す
る
藩
の
高
札
と
長
崎
奉
行
黒
川
正
直
の
宥
免

措
置
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
類
族
改
制
が
施
行
さ
れ
る
と
、
幕
府
・
大
村
藩
の
監
視
下

に
お
か
れ
た
。
永
牢
二
〇
人
は
赦
免
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
終
生
、
牢
舎
と
さ
れ
た
（
第

二
章
第
四
節
第
一
項
）。

表１-12　郡崩れ刑死者居住地・地域別人数（191）
村　名 字　　　　　名 男 女 小計
郡村松原 辻、馬込、久津、今山、尾ノ上、白丸、浜、浜木ノ下、梶ノ尾 17 36 53

郡村福重 えら、草場、草場ちやうこう、今富懸れいせんじ、今富懸おびとり（帯取）、
今富懸だん（段）、竜福寺、によほうじ（如法寺）、羽原村、横道 12 19 31

郡村竹松 あか迫（赤迫）、赤迫だん、矢次、黒田、黒丸、ちより（千寄）、宮小路、
かつらき（葛城）、辻 25 52 77

郡 村 こうちしようち、下かハら、とうこうじ、中村、馬場 21 10 31
千 綿 村 2 　8 10
江ノ串村 浜、古場 19 29 48
大 村 地田（池田）、久原 2 1 3
萱 瀬 村 8 14 22
彼 杵 村 2 0 2
そ の 他 大たを、かちの尾、竹部、中村懸やはた、大くほ、むるろ 5 8 13

合　　　　　計 113 177 290

表１-11　郡崩処分一覧
大村 長崎 佐賀 平戸 島原 総数

斬罪 131 123 37 64 56 411
牢死 24 10 22 9 13 78
赦免 44 15 17 19 4 99
永牢 15 5 0 0 0 20
合計 214 153 76 92 73 608

【註】　�藤野　保・清水紘一編『大村見聞集』（高科書店　
　　　1994年）　645～ 657頁から作成。一部加筆。

図1-5　郡村周辺地図
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■
二
．
万
治
元
年
の
宗
門
改

　

郡
崩
れ
は
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
多
数
が
顕
在
化
し
た
大
事
件
で
あ
り
、
大
村
藩
の
宗
教
行
政
と
統
治
能
力
が
問
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
が
、

幕
府
は
同
藩
を
処
罰
せ
ず
、
長
崎
奉
行
を
通
じ
て
行
政
指
導
を
強
化
し
た
。
大
村
藩
が
郡
崩
れ
の
失
態
で
処
罰
を
免
れ
た
理
由
と
し
て
、

慶
安
事
件
（
由
井
正
雪
の
乱
）
を
経
た
家
綱
時
代
の
幕
政
が
武
断
主
義
的
な
大
名
統
制
策
を
改
め
、
浪
人
問
題
を
生
み
出
す
大
名
改
易
策

を
緩
和
し
て
い
た
時
代
背
景
が
あ
ろ
う（
193
）。

　

処
刑
が
大
村
ほ
か
各
地
で
執
行
さ
れ
た
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
七
月
二
十
七
日
、
大
村
弥
五
左
衛
門
は
藩
主
純
長
の
使
者
と
し
て
長

崎
奉
行
所
に
出
向
き
、
牢
内
宗
徒
の
処
置
、
幕
府
老
中
へ
の
謝
罪
、
家
中
仕
置
に
関
す
る
指
示
、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
訴
人
へ
の
褒
賞
、
藩

主
純
長
の
長
崎
出
頭
時
期
な
ど
に
つ
い
て
、
両
長
崎
奉
行
と
折
衝
し
た
。

　

長
崎
奉
行
黒
川
正
直
・
甲
斐
荘
正
述
は
、
藩
主
純
長
の
奉
行
所
出
頭
に
つ
い
て
、
江
戸
へ
の
報
告
書
に
「
忝
之
段
我
々
迄
申
候
由
」
と

記
す
べ
く
、
明
後
日「
八
ツ
時
」（
二
十
九
日
午
後
二
時
）の
継
飛
脚
差
立
ま
で
に「
此
方
え
御
越
可
有
」と
指
示
し
て
い
る
。
公
儀
役
人
と

し
て
の
長
崎
奉
行
へ
、
大
村
藩
主
か
ら
の
「
陳
謝
」
を
要
求
し
た
こ
と
と
な
る
。
ほ
か
老
中
へ
の
「
御
礼
」
に
つ
い
て
は
、
純
長
の
実
父
伊

丹
蔵
人
（
勘
定
奉
行
）
に
相
談
す
る
こ
と
。
宗
門
訴
人
へ
の
褒
賞
銀
に
つ
い
て
は
「
御
上
よ
り
大
分
之
銀
子
被
下
」
と
し
、
大
村
藩
の
献
策

を
無
用
と
し
て
い
る
。
褒
賞
銀
の
扱
い
は
、
長
崎
奉
行
の
所
管
事
項
で
あ
っ
た
（
長
崎
代
官
支
弁
）。
大
村
藩
の
宗
門
行
政
に
関
し
て
は
、

宗
門
改
の
施
行
、
寺
院
建
立
と
キ
リ
シ
タ
ン
墓
の
破
壊
な
ど
を
命
じ
て
い
る（『
大
村
見
聞
集
』　

六
四
三
頁
）。

　

藩
主
純
長
は
、
両
奉
行
か
ら
指
定
さ
れ
た
七
月
二
十
九
日
長
崎
奉
行
所
に
出
頭
し
、
藩
の
宗
門
行
政
に
つ
い
て
両
奉
行
と
共
議
。
以
降
、

藩
を
挙
げ
て
事
後
処
理
に
乗
出
す
こ
と
と
な
る
。

一
．
郡
崩
れ
後
の
宗
門
行
政

　

大
村
藩
は
万
治
元
年
八
月
十
二
日
付
で
全
文
一
八
条
の
「
村
々
え
云
渡
候
覚
」
を
制
定
し
、
領
内
村
々
五
人
組
の
再
確
認
と
宗
門
改

の
徹
底
、
死
者
葬
礼
時
に
お
け
る
村
横
目
・
庄
屋
・
出
家
に
よ
る
検
視
と
火
葬
、
寺
手
形
取
置
と
奉
行
所
へ
の
提
出
、
神
事
祭
礼
日
の

宮
参
り
、「
名
誉
」（
奇
談
）を
説
く
者
に
対
す
る
警
戒
と
奉
行
所
へ
の
通
報
、
生
死
・
旅
行
・
縁
組（
嫁
取
・
養
子
）の
届
出
な
ど
細
々
と
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令
達
し
た（『
大
村
見
聞
集
』　

六
四
七
、
六
九
四
頁
）。
次
い
で
、
絵
踏
、
墓
改
め
、
宮
改
め
な
ど
を
実
施
し
た
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

二
．
最
初
の
絵
踏

　

大
村
藩
は
八
月
十
二
日「
南
蛮
絵
」二
枚
を
奉
行
所
か
ら
借
出
し
、
同
月
十
四
日
か
ら
領
内
全
域
を
二
手
に
分
け
て
絵
踏
を
開
始
し
た
。

地
方
に
は
、
大
村
右
近
・
山
川
清
右
衛
門
、
島
方
に
は
福
田
十
郎
左
衛
門
・
豊
村
九
郎
左
衛
門
等
を
派
遣
。
各
村
の
庄
屋
・
横
目
ら
吟

味
の
下
で
人
数
帳
面
の
作
成
と
五
人
組
編
成
を
確
か
め
、「
一
人
も
無
残
」
絵
踏
を
実
施
し
て
い
る
。
ほ
か
絵
踏
に
立
ち
会
っ
た
庄
屋
・

横
目
に
対
し
「
村
々
え
云
渡
候
覚
」
を
令
達
、
法
度
遵
守
の
誓
詞
提
出
を
命
じ
て
い
る
（『
大
村
見
聞
集
』　

六
四
七
頁
）。
絵
踏
は
こ
の

年
九
月
二
日
、
三
日
に
そ
れ
ぞ
れ
終
了
し
た
。
ほ
か
、
絵
踏
実
施
中
、
藩
主
純
長
は
郡
崩
れ
の
「
大
罪
」
に
つ
い
て
家
中
に
責
問
し
、

郡
村
の
横
目
吉
川
九
兵
衛
・
渡
辺
六
左
衛
門
に
切
腹
を
命
じ
て
い
る
。

三
．
墓
改
め

　

領
内
に
残
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
墓
の
改
め
に
つ
い
て
、
大
村
藩
は
七
月
二
十
九
日
か
ら
目
付
・
徒
士
各
一
人
に
命
じ
て
開
始
。
同
年

九
月
村
々
の「
古
キ
切
支
丹
之
墓
」を
一
々
掘
り
出
し
、「
骨
有
之
候
者
海
中
に
し
づ
め
」た
が
、
特
に
キ
リ
シ
タ
ン
道
具
は
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
と
し
て
い
る（『
大
村
見
聞
集
』　

六
五
〇
頁
）。

　

実
態
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
大
村
市
立
史
料
館
に
「
長
墓
改
覚
」（
194
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
同
帳
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
五
十
騎
・
小
林

盛
次
の
翻
刻
が
あ
る（
195
）。
そ
れ
ら
に
よ
り
地
名
と
箇
所
数
を
示
す
と〔
表
1
―
13
〕と
な
る
。
同
上
か
ら「
長
墓
改
覚
」は
藩
領
向
地
の
一

二
ヵ
村
で
な
さ
れ
た
墓
所
改
め
の
記
録
と
な
る
が
、
同
様
の
改
め
は
藩
全
域
で
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
全
容
に
つ
い
て
は
未

詳
で
あ
る
が
、
同
表
か
ら
次
の
状
況
を
推
測
し
て
お
こ
う
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
道
具
が
出
土
し
た
事
例
は
、〔
表
1
―
13
〕１
浦
上
西
村
の
道
之
尾
墓
所
の
道
具（
不
明
）と
、
岩
屋
河
内
墓
所
の
カ
マ
ボ
コ

型
石
碑
一
例
と
な
る
。
昔
墓
・
長
墓
の
掘
起
し
は
、
大
部
分
が
墓
「
一
ツ
」
の
試
掘
に
と
ど
ま
り
、
全
く
実
施
さ
れ
て
い
な
い
墓
所
も

あ
る
。
他
方
で
、
墓
石
の
殆
ど
が
取
崩
し
、
ま
た
は
平
地
と
さ
れ
て
い
る
（
全
五
七
三
墓
石
中
四
三
一
）。
そ
の
他
は
、
大
部
分
が
築

直
し
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、当
該
墓
所
の
祭
祀
を
営
ん
で
い
た
家
族
や
縁
者
に
対
し
、大
村
藩
は「
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
関
係
者
」
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と
し
て
追
及
す
る
こ
と
に
は

消
極
的
で
、
昔
墓
・
長
墓
の

破
壊
か
築
直
し
（
墓
石
の
改

替
）
で
済
ま
せ
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。一
二
村
中
、八
ヵ

村
で
庄
屋
が
改
め
を
担
当
し
、

な
か
に
は
「
藪
に
覆
わ
れ
不

明
」
と
し
て
処
理
さ
れ
た
事

例
も
あ
る
。

　

藩
に
と
っ
て
の
長
墓
改
め

は
、
同
墓
と
繋
が
る
キ
リ
シ

タ
ン
宗
徒
や
宗
団
を
抉
り
出

す
機
会
で
あ
っ
た
が
、
藩
の

関
心
は
外
見
上
疑
わ
し
い
墓

所
の
取
崩
し
と
墓
石
改
替
に

向
け
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ

う
。

四
．
宮
改
め

　

神
社
の
振
興
策
は
、
こ
の

年
九
月
十
一
日
か
ら
開
始
さ

表１-13　万治元年大村藩改め昔墓・長墓
地   　　名 墓所数 墓石数 掘起し箇所墓数 道具有無 取崩し 築直し 備　　　考

1 浦上西村�
（長崎市大橋町ほ
か）

4 28 4墓所で9か所
道之尾墓所に道具
岩屋河内墓所
かまぼこ石に十
文字

15 5 横目・庄屋判

2平宗村�
（長崎市滑石2丁
目ほか）

1 15 藪に覆われ不明 庄屋判

3なめし村�
（長崎市滑石1～6
丁目ほか）

1 8 1墓所で
2

墓所で
2 道具なし 6 0 庄屋判

4日並村�
（西彼杵郡時津町
日並郷）

4 37 2墓所で3か所 道具なし 3 31 庄屋3名判

5時津村�
（西彼杵郡時津町） 9 77 8墓所で各1 道具なし 67 4 庄屋・横目判

6時津西村�
（西彼杵郡時津町
西時津郷）

3 28 2墓所で各1 道具なし 26 0 庄屋判

7高田村�
（西彼杵郡長与町
高
こう

田
だ

郷）
9 87 3墓所で各1 道具なし 83 1 庄屋判

8西高田�
（西彼杵郡長与町
高田郷）

2 29 2墓所で各2 道具なし 25 藩士用�
人4判

9長与村�
（西彼杵郡長与町） 26 178 12墓所で各1 道具なし 149 16 藩士判

10伊木力�
（諫早市多良見町
舟津ほか）

5 76 3墓所で各1 道具なし 52 21 庄屋判

11させ村�
（諫早市多良見町
佐瀬）

1 3 0 0 3 藩士判

12さきへた村�
（不明） 2 6 1墓所で1 道具なし 5 0

合　　計 67 572 38 47 431 81
【註】　大村市立史料館所蔵　彦右衛門文書（架蔵番号）122-33「長墓改覚」から作成。＊道具、キリシタン道具
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れ
た
。
鳥
居
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
鳥
居
を
建
て
さ
せ
た
ほ
か
、
注
連
縄
張
り
や
清
掃
を
命
じ
村
々
の
鎮
守
等
へ
の
宮
参
り
を
促
し
た
。

　

十
月
に
は
家
老
の
名
で
、
宮
ご
と
に
禁
制
札
を
建
て
さ
せ
て
い
る
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

〔
史
料
２
〕戌
ノ
十
月
二
日
付
禁
制

　
　
　

禁
制

一
せ
つ
し
や
う
の
事

一
諸
人
ふ
れ
い
の
事

一
竹
木
切
と
る
事

右
之
条
々
若
有
違
犯
族
者
、
急
度
曲
事
可
行
者
也
、
仍
而
下
知
如
件

　
　

戌
ノ
十
月
二
日　
　
　

福
田
十
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
村
右
近
允

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
村
弥
五
左
衛
門�

（『
大
村
見
聞
集
』　

六
五
〇
頁
）

　

宮
改
め
は
、
次
に
見
る
新
寺
建
立
策
と
併
せ
て
住
民
の
神
仏
崇
拝
を
高
め
る
教
化
策
の
一
つ
と
さ
れ
た
。

■
三
．
大
村
藩
の
宗
門
行
政

　

大
村
藩
は
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
十
月
切
支
丹
改
奉
行
を
新
設
し
、
領
内
士
・
民
の
宗
旨
人
別
改
を
徹
底
し
て
藩
社
会
に
残
さ
れ

て
い
る
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
の
探
索
と
根
絶
策
を
進
め
た
。

一
．
宗
門
奉
行
の
職
務
と
職
制

　

初
代
の
奉
行
は
、
先
手
物
頭
冨
永
五
郎
左
衛
門
・
豊
村
九
郎
左
衛
門
。
各
奉
行
に
「
手
代
給
人
四
人
・
目
付
給
人
二
人
及
ひ
踏
絵
才

領
之
鉄
砲
足
軽
四
人
」が
付
属
さ
れ
、
領
内
全
域
を
巡
回
。
五
人
組
連
判
証
文
・
寺
請
状（
檀
那
寺
契
状
）の
徴
収
、
庄
屋
が
作
成
し
た

人
別
帳
と
の
照
合
と
絵
踏
施
行
に
よ
る
領
民
の
宗
門
改
が
主
要
な
職
務
と
さ
れ
た
。
万
治
二
年
か
ら
春
秋
二
季
改
め
と
さ
れ
、
地
方
・

嶋
方
に
分
か
れ
て
領
内
改
め
を
実
施
し
た（『
大
村
見
聞
集
』　

六
九
一
頁
）。
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宗
門
奉
行
は
藩
内
で
も
要
職
と
さ
れ
、
一
時
期
寺
社
奉
行
を
兼
ね
た
。

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
の
役
席
知
行
高
で
宗
門
奉
行
は
、
両
家
（
五
〇

〇
石
）・
家
老（
三
〇
〇
石
）・
城
代（
二
五
〇
石
）・
武
者
奉
行（
二
〇
〇
石
）・

中
老
（
一
〇
〇
石
）
に
つ
い
で
、
八
〇
石
を
給
与
さ
れ
た
（『
九
葉
実
録
』
第

三
冊　

二
八
九
頁
）。
序
列
に
お
い
て
も
、
文
化
十
二
年
の
家
中
と
役
格

を
示
す
座
班
の
制
令
で
、
全
一
一
二
家
・
役
職
中
の
一
九
位
に
記
さ
れ
て

い
る（『
九
葉
実
録
』第
三
冊　

三
二
六
頁
）。

　

ほ
か
安
政
二
年（
一
八
五
五
）の
供
立
規
定
で
は
、寺
社
奉
行
と
並
び「
切

棒
駕
」「
若
党
壱
人
、
鑓
持
壱
人
、
草
履
壱
人
」（『
九
葉
実
録
』第
五
冊　

一

四
五
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
切
棒
駕
は
、
職
務
上
の
移
動
に
伴
う
待
遇
と

な
ろ
う
。

　

同
上
の
藩
記
録
に
散
見
す
る
宗
門
奉
行
を
摘
録
す
る
と
〔
表
1
―
14
〕
と
な

る
。

　

宗
門
奉
行
に
は
、
本
務
の
ほ
か
に
兼
役
が
付
加
さ
れ
た
。
本
務
は
、
長

崎
奉
行
か
ら
年
々
借
用
し
た
踏
絵
二
枚
を
基
と
し
て
領
内
全
域
で
藩
士
民

の
宗
門
を
改
め
る
こ
と
で
あ
る
。
施
行
期
間
の
短
縮
を
図
り
、
天
保
七
年

（
一
八
三
七
）に
は「
三
枚
」借
用
し
て
い
る（『
九
葉
実
録
』第
四
冊　

一
七

〇
頁
）。

二
．
絵
踏

　

絵
踏
は
万
治
元
年
開
始
さ
れ
た
が
、
当
初
は
木
版
の
絵
板
が
使
用
さ
れ

表１-14　宗門奉行一覧（抄）
年　次 奉　　行 職　　名 出典・備考
万治元年 豊村九郎左衛門、冨永五郎左衛門 切支丹改奉行 『九葉実録』第一冊　25頁
延宝元年 豊村九郎左衛門、戸田左太夫 宗門奉行 同上51頁
貞享元年 朝長郷右衛門 同上78頁
元禄７年 澤井藤太夫、冨永杢右衛門 寺社奉行兼職 同上107頁
正徳元年 長崎源五兵衛 寺社奉行宗門改役 同上154頁
享保３年 岩永孫太夫（免） 宗門改不出来、役儀取上 同上205頁
享保７年 浅田東馬 奉行として踏像返却 同上249頁
享 保10年 長崎源五兵衛・浅田東馬 寺社奉行 同上280頁
享 保13年 長崎源五兵衛・稲垣十蔵 宗門奉行 『九葉実録』第二冊　８頁
寛延３年 大村彦七 寺社奉行 同上115頁
明和７年 大村左兵衛、岩永久右衛門 宗門奉行 同上202頁
文化７年 松田土佐丞 宗門奉行 『九葉実録』第三冊　223頁
文 化13年 松田土佐丞（免） 持筒者頭兼宗門奉行寺社奉行 同上345頁
天保７年 今井才記 宗門奉行 『九葉実録』第四冊　170頁
安政３年 村川求馬 宗門奉行寺社奉行 『九葉実録』第五冊　146頁
安政６年 今井元右衛門 宗門奉行 同上180頁
万延元年 渡邊雄太夫 宗門奉行兼寺社奉行 同上193頁
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た
よ
う
で
あ
る
。
大
村
藩
で
は
、
寛
文
六
年（
一
六
六
六
）長
崎
か
ら
借
り
た
絵
板
一
枚
を
破
損
し
て
い
る（『
九
葉
実
録
』第
一
冊　

三

三
頁
）。
同
九
年
以
降
は
、
長
崎
で
鋳
造
さ
れ
た
唐
銅
（
真
鍮
）
の
像
版
を
借
用
し
た
こ
と
と
な
ろ
う
（
196
）。
同
版
は
、
東
京
国
立
博
物

館
に
現
蔵
さ
れ
て
い
る（
197
）。

　

絵
踏
に
よ
る
宗
門
改
は
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
か
ら
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
ま
で
毎
年
春
秋
の
二
度
施
行
さ
れ
た
。
延
宝
元

年
以
降
、「
一
ケ
年
に
一
度
」と
改
定
さ
れ
た
。
そ
の
様
子
に
つ
い
て
、
延
宝
三
年（
一
六
七
五
）と
見
ら
れ
る
卯
ノ
正
月
晦
日
付「
領
内

宗
門
改
様
之
事
」で
は
、
当
日
、
老
若
男
女「
一
人
も
不
残
」絵
を
踏
ま
せ
、
寺
請
手
形
提
出
と
人
別
帳（
五
人
組
組
頭
調
製
、「
一
家
々
々

書
記
」「
宗
旨
年
名
所
付
」「
親
妻
子
兄
弟
諸
親
類
」併
記
）を
照
合
し
た
と
い
う（『
大
村
見
聞
集
』　

七
〇
二
頁
）。

三
．
宗
門
帳
の
調
製

　

宗
門
帳
は
村
役
人
が
作
成
し
た
人
別
帳
が
基
礎
と
さ
れ
た（
198
）。
宗
門
奉
行
が
寺
請
手
形
と
絵
踏
を
確
認
後
、
裏
書
を
添
え
て
作
成
。

宗
門
奉
行
が
正
本
を
役
所
に
持
ち
帰
り
、
人
口
集
計
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
た（
199
）。

四
．
絵
踏
の
実
施

　

絵
踏
の
当
日
は
住
民
全
員
の
参
加
が
義
務
と
さ
れ
た
が
、
事
情
が
あ
る
者
は
手
続
き
を
経
て
許
可
さ
れ
た
。
当
該
者
は
五
人
組
、
名

主
、
目
付
、
宗
門
奉
行
に
順
次
申
請
し
て
手
続
き
の
許
可
を
取
得
。
奉
行
は
そ
の
者
の
「
宗
旨
名
年
所
付
」
を
帳
面
に
記
載
し
て
受
理
。

申
請
者
は
要
務
の
後
、
目
付
か
ら
「
手
形
」
を
受
け
取
り
宗
門
奉
行
方
で
帳
面
照
合
後
、
絵
踏
。
奉
行
は
「
手
形
」
に
裏
書
・
印
形
を
捺

し
目
付
・
名
主
に
送
付
。
そ
の
所
の
帳
面
消
し
の
手
続
き
が
と
ら
れ
た
。
極
め
て
煩
瑣
な
手
続
き
と
な
る
が
、
喜
々
津
健
寿
は
「
襖
の

下
張
文
書
」
か
ら
安
政
七
年
と
嘉
永
三
年
の
「
家
門
人
行
違
手
形
」（
200
）
二
通
を
紹
介
し
て
お
り
、
江
戸
後
期
に
は
実
例
が
あ
り
得
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
無
論
、
絵
踏
洩
れ
や
代
人
に
よ
る「
替
玉
」絵
踏
な
ど
違
法
行
為
が
あ
れ
ば
、
関
係
者
は
厳
し
く
処
罰
さ
れ
た（
201
）。

　

絵
踏
関
係
の
費
用
は
、
村
民
の
負
担
と
さ
れ
た
。
諸
経
費
に
は
、
回
村
先
で
の
飲
食
糧
の
ほ
か
「
地
役
賄
帳
書
賃
・
給
仕
人
賃
・
人

馬
賃
・
筆
紙
墨
・
炭
薪
・
油
・
蝋
燭
代
・
其
外
之
諸
費
」が
必
要
と
さ
れ
た
が
、
文
化
五
年（
一
八
〇
八
）に
は
郷
村
費
用
夥か

多た

と
し
冗

費
節
約
を
命
じ
て
い
る
（『
九
葉
実
録
』
第
三
冊　

一
六
三
頁
）。
諸
費
の
徴
収
と
給
付
に
つ
い
て
、
人
数
懸
取
り
・
飲
食
渡
切
・
村
賄

（
宗
）
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な
ど
の
変
遷
が
あ
り
、
嘉
永
二
年（
一
八
四
九
）飲
食
料
渡
切
に
復
旧
。
そ
の
他
の
入
箇
は
村
人
数
の
懸
取
り
と
し
、
久
原
分（
大
村
市

久
原
）で
は「
一
家
人
数
五
人
平
均
に
し
て
百
弐
拾
文
、
壱
人
前
弐
拾
四
匁
宛
」と
概
算
さ
れ
て
い
る（『
大
村
郷
村
記
』第
六
巻　

四
三

三
～
四
三
四
頁
）。

　

絵
踏
の
当
日
に
は
、
人
々
が
指
定
さ
れ
た
場
所
に
参
集
し
賑
わ
っ
た
と
い
う
。
絵
踏
が
年
中
行
事
化
し
、
服
装
が
華
美
に
な
っ
た
た

め
で
あ
ろ
う
か
、
寛
政
十
一
年
の
制
令
で
は
宗
門
手
合
に
衣
装
目
付
を
設
け
、「
御
法
度
」の
衣
服「
剥
取
」と
五
人
組
の
処
罰
を
規
定
し

て
い
る
（『
九
葉
実
録
』
第
二
冊　

三
七
二
頁
）。
弘
化
二
年
の
藩
の
制
令
で
は
、
振
売
な
ど
は
禁
じ
ら
れ
た
が
、
饂
飩
・
蕎
麦
、
農
具

な
ど
の
売
買
に
つ
い
て
は
許
可
さ
れ
て
い
る（『
九
葉
実
録
』第
四
冊　

二
五
五
頁
）。

　

絵
踏
は
幕
末
の
安
政
五
ヵ
国
条
約
に
よ
り
廃
止
さ
れ（
202
）、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
七
月
七
日
長
崎
奉
行
岡
部
駿
河
守
長
常
が
藩
の

聞
役
に
通
達
し
た
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

〔
史
料
３
〕未
七
月
付
長
崎
奉
行
書
付

切
支
丹
宗
門
踏
絵
之
儀
是
迄
年
々
借
渡
来
候
得
共
以
来
相
止
候
間
可
被
得
其
意
候
、
尤
右
宗
門
従
前
々
重
御
制
禁
ニ
候
条
宗
旨
人

別
改
等
精
々
入
念
取
締
行
届
候
様
可
被
致
候

右
者
間
部
下
総
守
殿
被
仰
渡
候
間
相
達
候

　
　

未
七
月　

�

（『
九
葉
実
録
』第
五
冊　

一
七
六
頁
）

　

大
村
藩
で
は
、
右
の
通
達
を
受
け
「
踏
絵
ヲ
廃
ス
ト
雖
モ
従
前
ノ
通
毎
春
宗
門
奉
行
領
内
ヲ
廻
村
シ
宗
旨
ヲ
糺
シ
人
別
ヲ
改
ム
」

こ
と
を
決
定
し
、
従
来
ど
お
り
宗
門
改
を
実
施
す
る
と
し
た
が
、
以
降
、
若
干
の
変
遷
を
た
ど
る
。

　

ま
ず
同
年
十
二
月
宗
門
奉
行
今
井
元
右
衛
門
は「
足
留
之
板
」の
作
成
を
藩
庁
に
伺
い
許
可
を
得
て
い
る
。
理
由
に
つ
い
て
は「
一

家
内
宛
相
改
可
申
候
得
共
足
留
之
品
無
之
テ
ハ
混
雑
可
仕
候
付
堅
木
ニ
テ
留
リ
ノ
板
御
拵
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（『
九
葉
実
録
』

第
五
冊　

一
八
〇
頁
）。
ど
の
よ
う
な
板
踏
絵
で
あ
っ
た
か
未
詳
で
あ
る
が
、
万
治
元
～
寛
文
六
年
間
頃
の
「
絵
板
」
に
戻
っ
た
こ
と

と
な
ろ
う（
203
）。
翌
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
閏
三
月
九
日
に
は
宗
門
奉
行
の
廻
村
を
停
止
と
し
、
人
別
と
家
内
出
入
・
寺
手
形
を
従

（
安
政
六
年
）

（
詮
勝
）
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来
ど
お
り
の
手
続
き
と
し
、
宗
門
奉
行
に
差
出
と
改
め
た
（『
九
葉
実
録
』
第
五
冊　

一
九
〇
頁
）。
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
九
月
二

十
四
日
に
は
宗
門
奉
行
の
寺
社
奉
行
兼
帯
と
同
手
合
の
半
減
、
宗
門
改
め
を
春
秋
二
季
廻
村
と
改
定
し
、
巡
回
地
域
を
分
け
て
実
施

し
て
い
る
（『
九
葉
実
録
』
第
五
冊　

一
九
九
頁
）。
ち
な
み
に
同
年
十
月
、
翌
年
の
改
め
に
つ
い
て
、
春
は
二
月
二
十
五
日
出
勤
、

伊
木
力
村
・
長
与
村
・
浦
上
村
・
福
田
村
、
外
海
内
海
の
時
津
村
で
引
取
り
、
秋
は
七
月
二
十
日
出
勤
、
宮
村
始
め
、
地
方
順
々
三

浦
村
引
取
り
と
定
め
て
い
る（『
九
葉
実
録
』第
五
冊　

二
〇
〇
頁
）。

　

大
村
藩
が
、「
足
留
之
板
」を
用
い
て
踏「
板
」を
実
施
し
た
下
限
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
豊
後
臼
杵
藩
で
は
、
一
八
六
〇
年
か

ら「
七
～
八
年
」（
す
な
わ
ち
明
治
初
年
頃
）ま
で
、
紙
踏
絵
で
施
行
さ
れ
た
例
が
知
ら
れ
て
い
る（
204
）。

�

（
清
水
紘
一
）

　
　
長
崎
警
衛
と
外
国
船

■
一
．
唐
蘭
入
港
船
と
長
崎
警
衛

　

幕
府
は
、
寛
永
十
年
代（
一
六
三
三
～
）鎖
国
体
制
を
構
築
し
、
中
国（
唐
）船
・
オ
ラ
ン
ダ（
蘭
）船
の
長
崎
集
中
と
貿
易
統
制
、
異
国

船
の
長
崎
集
中
策
を
幕
末
ま
で
継
続
し
た
。
他
方
で
幕
府
は
、
南
蛮
国
と
の
断
交
と
対
峙
に
備
え
、
福
岡
・
佐
賀
両
藩
の
隔
年
番
役
を
軸

と
す
る
警
衛
体
制
を
構
築
し
、
大
事
の
際
に
は
西
国
探
題
を
出
動
さ
せ
た
が
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
〇
年
代
）
に
は
同
方
式
を
見
直
し
、

新
た
な
警
衛
体
制
を
確
定
さ
せ
た
。

一
．
長
崎
入
港
唐
蘭
船

　

唐
蘭
船
の
長
崎
集
中
は
、
唐
船
が
寛
永
十
一
年
、
蘭
船
は
同
十
八
年
に
開
始
さ
れ
た
。
唐
蘭
そ
れ
ぞ
れ
の
長
崎
来
航
船
数
に
つ
い
て
、

幕
末
ま
で
半
世
紀
ご
と
に
集
計
す
る
と〔
表
1
―
15
〕と
な
る
。

　

長
崎
入
港
唐
蘭
船
数
は
、
十
七
世
紀
後
半
を
ピ
ー
ク
と
し
、
以
降
、
漸
減
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
節
目
と
し
て
貞
享
二

年（
一
六
八
五
）に
始
ま
り
、
正
徳
五
年（
一
七
一
五
）に
制
定
さ
れ
た
正
徳
新
例
が
あ
る（
206
）。

四
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二
．
貿
易
制
度
の
改
定
と
唐
蘭
船

　

貞
享
二
年（
一
六
八
五
）幕
府
は
貿
易
取
引
高
に
つ
い
て
、
唐
船
に
銀
六
〇
〇
〇
貫
目
・
蘭

船
に
銀
三
〇
〇
〇
貫
目
と
定
め
、
元
禄
元
年（
一
六
八
八
）に
は
入
港
船
数
に
つ
い
て
唐
船
七

〇
隻
に
限
定
し
た
。
こ
の
制
令
は
大
陸
の
変
動
（
康
熙
二
十
二
年
〔
一
六
八
三
〕
清
の
台
湾
領

有
と
翌
年
の
遷
界
令
解
除
）
と
、
国
産
銀
の
海
外
流
失
問
題
に
対
応
す
る
施
策
で
あ
っ
た
が
、

貞
享
二
年
以
降
唐
船
の
積
戻
船
が
激
増
し
た
。

　

元
禄
元
年
に
は
七
七
隻
に
増
大
し
、
西
九
州
沿
岸
各
地
に
お
け
る
抜
荷
問
題
が
生
じ
た
。

幕
府
は
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
信
牌
制
に
基
づ
く
貿
易
仕
法
（
正
徳
新
例
）
を
発
布
し
た
ほ

か
、
享
保
初
年
段
階
で
は
硬
軟
両
様
の
施
策
を
講
じ
た
。
享
保
二
年
十
二
月
に
は
幕
府
目
付

渡
辺
永
倫
と
小
笠
原
忠
雄
（
豊
前
小
倉
城
主
）
等
に
洋
上
の
「
賊
舶
」
追
捕
を
命
じ
、
翌
三
年

に
は
抜
荷
犯
死
罪
を
改
定
。
訴
人
を
促
す
刑
政
に
転
換
し
て
い
る（
207
）。

三
．
寛
文
期
以
降
の
長
崎
警
備

　

幕
府
は
寛
文
三
年（
一
六
六
三
）五
月
幕
藩
制
国
家
の
最
高
法
規
と
い
う
べ
き
武
家
諸
法
度

を
改
定
し
、
一
九
条
で
「
耶
蘇
宗
門
之
儀
、
於
国
々
所
々
、
弥
堅
可
禁
止
事
」（
208
）
と
規
定
し

て
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
条
項
を
付
加
し
た
。
同
条
は
宗
門
改
制
度
を
精
緻
な
も
の
と
す
る
基
本

法
と
さ
れ
た
が
、
長
崎
の
防
備
体
制
に
影
響
を
与
え
た
。

　

寛
文
年
間
以
降
、
新
任
の
長
崎
奉
行
に
は
新
形
式
に
よ
る
渡

わ
た
り

物も
の

が
下
付
さ
れ
た
。
同
文
書

は
奉
行
の
職
務
規
定
で
あ
る
が
、
将
軍
発
給
の
黒
印
状
と
老
中
下
知
状
と
し
て
手
交
さ
れ
た

〔
表
1
―
16
〕。

　
〔
表
1
―
16
〕
の
文
書
は
一
連
の
も
の
と
言
え
る
が
、
寛
文
六
年
の
制
令
で
は
、
南
蛮
船
入
港

表１-15　17～ 19世紀の唐・蘭船入港船
年　　次 唐船・積戻船数 （合計、年平均） 蘭船・積戻船数 （合計、年平均）

1634 ～ 1650   834隻・積戻船０（834、52.1）   63隻・積戻0 （63、6.3）
1651～ 1700 2449・積戻244隻 （2693、53.8） 281・積戻１ （282、5.6）
1701～ 1750 1764・積戻172 （1936、38.7） 127・積戻０ （127、2.5）
1751～ 1800   625・積戻7 （632、12.6）   76・積戻０ （76、1.5）
1801～ 1850   404・０ （404、8.1）   63・積戻０ （63、1.3）
1851～ 1858 　 27・０ （27、3.4）   10・積戻０ （10、1.3）
合　　計 6103・423 （6526、29.1） 620・積戻１ （621、2.8）

【註】　�㊀1634 ～ 41年（寛永11～ 18）の唐船数は、岩生成一「近世日支貿易に関する数量的考察」から集計。蘭船
数は、1641年以降を集計。㊁寛永18年から明和4年（1767）まで「長崎実録大成　宝暦10年」( 長崎歴史文化
博物館収蔵　県書　13 403 1 ～ 16) 及び校訂翻刻本『長崎実録大成正編』、明和5年から天保10年（1839）
まで「長崎志続編　享和元年」（長崎歴史文化博物館収蔵　県書　13 2-1 1 ～ 2・4～ 5）及び校訂翻刻本『続
長崎実録大成』から集計。㊂天保11年から安政4年まで金井俊行「増補長崎畧史年表」から集計（205）。
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時
に「
不
儀
」が
あ
っ
た
場
合
の
軍
事
体
制
に
つ
い
て
、
幕
府
は
福
岡
・
佐
賀
両

藩
に
加
え
、
西
国
探
題
の
出
動
と
、
兵
力
不
足
時
に
お
け
る
豊
前
小
倉
・
中
津
、

肥
前
唐
津
・
島
原
、
豊
後
杵
築
・
府
内
の
六
藩
動
員
を
下
達
し
て
い
る
。

　

大
村
藩
主
に
は
「
他
の
湊
え
南
蛮
船
到
来
候
時
長
崎
の
警
固
大
村
因
幡
守
所

え
可
申
遣
事
」、「
伴
天
連
の
宗
旨
弘
之
南
蛮
人
其
外
犯
科
の
輩
於
有
之
は
長
崎

又
は
大
村
牢
ニ
可
入
置
事
」と
公
役
を
規
定
し
て
い
る
。
前
者
の「
長
崎
の
警
固
」

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
（
第
一
章
第
三
節
第
五
項
）。
後
者
に
つ
い
て
は
寛
永
鎖

国
令
と
同
趣
旨
と
な
る（
第
一
章
第
三
節
第
二
項
）。

　

寛
文
十
二
年（
一
六
七
二
）の
制
令
で
幕
府
は
、
日
本
人
の
出
入
国
禁
止
な
ど

を
規
定
し
た
将
軍
黒
印
状
を
発
給
し
て
い
る
ほ
か
、
西
国
探
題
方
式
を
廃
止
。

長
崎
奉
行
―
長
崎
番
役（
福
岡
・
佐
賀
両
藩
）―
六
藩
支
援
体
制
に
改
定
し
て
い
る
。

　

大
村
藩
の
役
務
を
規
定
す
る
同
年
の「
覚
」（〔
表
1
―
16
〕２
）は
何
故
か
知
ら
れ

て
い
な
い
が
、
同
表
の
以
降
の
文
書
の
あ
り
方
か
ら
、
同
年
段
階
に
お
い
て
も

藩
主
に
対
す
る
番
船
・
牢
番
役
、
南
蛮
船
の
他
港
来
航
時
に
お
け
る
長
崎
警
固

を
規
定
し
た
覚
書
が
発
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
大
村
家
の

勤
役
と
さ
れ
、
幕
末
ま
で
継
続
さ
れ
た
。

■
二
．
大
村
藩
と
唐
蘭
船
　
信
仰
調
査
・
遭
難
船
・
番
所
増
設

　

長
崎
に
入
港
し
た
唐
船
員
は
市
中
雑
居
を
許
可
さ
れ
た
が
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
は
唐
人
屋
敷
に
収
容
さ
れ
た
。
蘭
船
員
は
長

崎
入
港
後
、
出
島
に
滞
在
し
日
本
貿
易
に
従
事
し
た
ほ
か
、
蘭
館
長
は
毎
年
一
度
の
参
府
を
定
例
と
し
た
。
寛
永
十
八
年
幕
府
は
蘭
館
長

に
「
上
意
」
と
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
情
報
の
提
供
を
命
じ
、
蘭
側
に
「
隠
密
」
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
蘭
船
の
渡
海
を
停
止
す
る
と
通
達

（
純
長
）

表1-16　鎖国制下の長崎奉行宛黒印状・老中下知状
年　月　日 将軍 長崎奉行 黒印状 下知状 覚　書

１ 寛文 6 年 4 月16日 松平隆見・河野通成 条々 条々
２ 寛文12年 閏 ６ 月25日 家綱 牛込重忝・岡野貞明 条々 ○
３ 享保19年 6 月28日 吉宗 細井安明・窪田忠任 定 ○ 覚
４ 天明 3 年 7 月 1 日 家治 久世広民・土屋守直 ○ ○ ○
５ 文政 4 年 7 月 1 日 家斉 間宮信興・土方勝政 ○ ○ ○
６ 文政 5 年 7 月 1 日 家斉 土方勝政・高橋重賢 ○ ○ ○
７ 文政 9 年 7 月 1 日 家斉 土方勝政・本多正収 ○ ○ ○
８ 天保15年 7 月21日 家慶 伊沢政義 ○ ○ ○
９ 弘化 3 年 1 月29日 家慶 井戸覚弘 ○ ○ ○
10 弘化 3 年 7 月 1 日 家慶 井戸覚弘・平賀勝足 ○ ○ ○
11 嘉永 元 年 7 月 1 日 家慶 井戸覚弘・稲葉正申 ○ ○ ○
12 嘉永 7 年閏 7 月1日 家定 水野忠徳・荒尾成允 ○ ○ ○

【註】　�１　大村市立史料館所蔵　史料館史料（架蔵番号）101－18「大村家覚書」（複写）七。２　
『新訂　黒田家譜』第二巻　382頁（209）。３　国立公文書館所蔵　内閣文庫（架蔵番号）
151－215「御黒印并下知状覚書之留」。４　『九葉実録』第二冊　250頁。５～ 12　国
立公文書館所蔵　内閣文庫（架蔵番号）151－213「御黒印下知状之留」。
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し
た（
210
）。

　

大
村
藩
は
、
近
隣
の
諸
藩
と
と
も
に
唐
蘭
船
に
関
連
す
る
大
小
の
役
務
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
以
下
、
唐
蘭
船
員
の
信
仰
調
査
、

渡
来
船
の
遭
難
、
番
所
増
設
な
ど
の
諸
問
題
を
見
る
。

一
．
来
日
船
員
の
信
仰
調
査

　

幕
府
は
、
正
保
元
年（
一
六
四
四
）唐
蘭
両
国
の
船
員
に
対
す
る
信
仰
調
査
を
一
段
と
強
化
し
た
。

　

蘭
側
に
対
し
て
幕
府
は
、
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
筑
前
大
島
浦
に
密
入
国
し
捕
え
ら
れ
た
ジ
ュ
セ
ッ
ペ
・
キ
ア
ラGiussepe 

Chiara

（
岡
本
三
右
衛
門
）
神
父
ほ
か
へ
の
訊
問
を
通
し
て
、
蘭
国
内
に
多
数
の
「
ロ
ー
マ
教
徒
」
が
い
る
こ
と
を
把
握
し
、
正
保
元
年

六
月
三
十
日
（
一
六
四
四
年
八
月
二
日
）
長
崎
奉
行
の
名
で
蘭
館
長
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
ル
セ
ラ
ッ
クJan van Elseracq

に
対
し
、

日
本
来
航
船
員
の
信
仰
調
査
徹
底
と
、
日
本
側
へ
の
報
告
を
厳
守
す
る
こ
と
な
ど「
覚
書
」で
通
達
し
た（
211
）。

　

正
保
元
年
大
陸
で
は
明
清
交
代
の
大
変
動
が
あ
り
、
長
崎
奉
行
所
で
は
入
港
唐
船
を
注
視
（
212
）
し
て
い
た
が
、
同
年
八
月
十
六
日
入

港
し
た
唐
船
三
隻
に
対
す
る
積
荷
検
視
の
段
階
で
船
員
所
持
の
「
数
珠
と
一
冊
の
書
籍
」（
コ
ン
タ
スcontas

、
漢
籍
耶
蘇
教
書
）
が
露

顕
。
持
主
へ
の
厳
し
い
拷
問
に
よ
り
、
乗
員
八
名
が
唐
人
キ
リ
シ
タ
ン
と
認
定
さ
れ
た
。
同
上
の
聖
具
類
は
船
員
の
所
有
物
で
厳
重
に

秘
匿
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
が
、
露
顕
の
契
機
と
し
て
在
津
の
唐
人
林
友
官
が
唐
船
員
に
キ
リ
シ
タ
ン
唐
人
が
い
る
こ
と
を
告
発
。

広
東
出
航
の
船
か
ら
「
阿
媽
港
ノ
事
書
シ
物
」
を
捜
し
出
し
た
と
さ
れ
る（
213
）。
こ
の
一
件
は
他
の
唐
船
に
も
累
を
及
ぼ
し
た
。
こ
の
年

十
月
十
一
日
（
陽
暦
十
一
月
十
日
）
の
時
点
で
、
長
崎
入
港
唐
船
一
五
艘
の
乗
員
一
五
五
〇
名
余
が
奉
行
所
前
で
全
員
査
問
さ
れ
、
唐

通
事
に
よ
り
キ
リ
シ
タ
ン
信
教
の
有
無
が
個
人
別
に
糺
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
マ
カ
オ
か
ら
入
港
し
た
唐
船
に
嫌
疑
が
か
け
ら

れ
、
船
員
の
う
ち
四
〇
人
が
大
村
牢
に
、
一
五
人
が
長
崎
で
留
置
さ
れ
た
が
、
う
ち
六
名
は
拷
問
に
よ
り
死
亡
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
一
件
に
関
す
る
大
村
藩
の
記
録
と
し
て
、
大
村
純
信
か
ら
伊
丹
勝
長
に
宛
て
た
書
状
写
が
残
さ
れ
て
い
る
。

〔
史
料
１
〕十
月
廿
六
日
付
大
村
丹
後
守
か
ら
伊
丹
蔵
人
宛
て
書
状（
抄
）

　

御
報
九
月
七
日
之
御
奉（

芳
）

書
慥
致
拝
見
候
、
左
様
ニ
候
得
者
、
今
度
唐
船
ニ
吉
利
支
丹
御
座
候
付
而
、
彼
ノ
船
ニ
番
船
申
付
候
様
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ニ
と
永
崎
奉
行
衆
よ
り
申
来
、
数
日
来
番
申
付
候
、
御
穿
鑿
相
澄
候
而
よ
り
唐
人
五
拾
人
、
十
月
十
二
日
ニ
拙
者
え
御
預
被
成
候

付
、
致
牢
者
召
置
候
、
彼
唐
人
乗
申
候
船
者
、
手
前
ニ
受
取
領
内
ニ
引
上
ケ
召
置
候
、
為
御
存
候（
下
略
）

�

（『
大
村
見
聞
集
』　

一
三
九
頁
）

　

大
村
藩
主
か
ら
幕
臣
の
伊
丹
家
に
〔
史
料
１
〕
が
通
報
さ
れ
た
背
景
に
は
、
純
信
の
妻
が
伊
丹
勝
長
の
長
女
で
両
家
に
姻
戚
関
係
が

あ
っ
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。
以
上
右
か
ら
、
大
村
藩
は
問
題
と
さ
れ
た
唐
船
の
船
番
役
と
容
疑
者
「
五
拾
人
」
の
牢
舎
預
か
り
、
さ
ら
に

は
同
船
体
の
管
理
ま
で
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
一
件
に
つ
い
て
は
、
五
人
の
船
員
が
宗
徒
を
訴
人
し
た
こ
と
に
よ
り
、
九

人
が
信
者
と
認
定
さ
れ
処
刑
さ
れ
た
。
彼
ら
の
う
ち
二
人
は
獄
死
、
七
名
が
穴
釣
に
処
せ
ら
れ
た
が
、
他
の
収
牢
者
は
助
命
と
さ
れ
た
。

事
件
に
関
係
し
た
唐
船
二
艘
は
、
追
放
さ
れ
た
と
い
う（『
長
崎
実
録
大
成
正
編
』　

一
八
五
頁
）。

二
．
唐
蘭
船
の
漂
着
問
題

　

唐
蘭
船
の
な
か
に
は
、
遭
難
し
て
西
日
本
各
地
に
漂
着
し
た
船
が
あ
る
ほ
か
、
大
陸
沿
岸
の
廻
船
が
漂
着
す
る
事
例
も
生
じ
た
。
沿

岸
の
諸
藩
で
は
遭
難
船
を
救
助
の
対
象
と
し
た
が
、
漂
着
を
装
っ
て
沿
岸
に
接
近
し
、
私
的
交
易（
沖
買
・
抜
荷
）を
行
う
船
が
あ
っ
た
。

　

抜
荷
に
関
し
て
は
多
様
な
形
態
が
あ
る
が
、
特
に
入
港
後
積
戻
り
と
さ
れ
た
唐
船
が
増
加
し
、
帰
航
途
上
で
な
さ
れ
た
日
本
船
と
の

海
上
交
易
が
大
規
模
で
あ
り
問
題
と
さ
れ
た
。
唐
船
の
積
戻
船
数
は
全
体
で
四
二
三
隻
で
あ
り
、
長
崎
入
港
総
数
（
六
五
二
六
隻
）
の

七
㌫
程
と
な
る
が
、
特
に
一
六
八
〇
年
代
か
ら
一
七
一
〇
年
代
に
集
中
し
て
い
る
〔
表
1
―
15
〕。
更
に
は
正
規
入
港
と
さ
れ
た
唐
船
の
中

に
も
、
長
崎
湾
の
内
外
で
日
本
側
の
取
引
業
者
と
密
売
買
を
行
う
船
が
あ
り
、
通
常
の
交
易
品
流
通
ル
ー
ト（
正
荷
）を
脅
か
し
た
。

　

幕
府
は
諸
藩
に
命
じ
違
法
取
引
を
厳
禁
し
た
が
、
大
村
藩
で
は
藩
主
純
長
、
純
庸
の
代
に
新
番
所
が
増
設
さ
れ
、
抜
荷
問
題
に
対
応

し
た
。

三
．
純
長
時
代
の
三
番
所

　

純
長
は
、
十
六
ケ
所
番
所
に
加
え
、
長
崎
湾
内
外
の
大
浦
・
雪
浦
・
蠣か

き
の
う
ら浦
に
新
番
所
を
増
設
し
た
。

　

大
浦
番
所（
戸
町
村
、
長
崎
市
大
浦
町
）　

平
常
時
の
番
士
配
置
に
加
え
、
異
変
時
に
は
増
員
さ
れ
た
。
享
保
三
年（
一
七
一
八
）に
は
、
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大
番
頭
一
・
僕
二
四
人
、
給
人
一
、
長
柄
足
軽
な
ど
計
三
四
人
配
置（『
九
葉
実
録
』第
一
冊　

六
一
頁
、
二
〇
七
頁
）。

　

雪
浦
番
所（
彼
杵
郡
雪
浦
村
、
西
海
市
大
瀬
戸
町
雪
浦
）　

番
士
一
人
上
下
二
人
配
置
。
鉄
砲
二
挺
ほ
か
装
備
。
制
札
場（
九
枚
）（『
大

村
郷
村
記
』第
六
巻　

三
四
頁
）。

　

蠣
浦
番
所（
彼
杵
郡
嘉
喜
浦
村
、西
海
市
崎
戸
町
蠣
浦
郷
）　

番
士
一
人
上
下
二
人
配
置
。
鉄
砲
二
挺
ほ
か
装
備
。
制
札
場（
四
枚
）（『
大

村
郷
村
記
』第
六
巻　

三
〇
六
頁
）。

　

三
番
所
を
新
設
し
た
年
次
に
つ
い
て
『
九
葉
実
録
』
に
は
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
九
月
廿
四
日
の
条
で
「
公
ノ
時
ニ
至
テ
十
六
番

所
ノ
外
更
ニ
大
浦
・
雪
浦
・
蠣
浦
ニ
小
番
所
ヲ
加
フ
ト
イ
フ
」（
214
）と
記
し
て
い
る
。
す
る
と
同
年
以
前
の
増
設
が
推
察
さ
れ
る
が
、
寛

文
～
延
宝
初
年
頃
の
時
期
で
あ
ろ
う
。
史
料
上
の
確
証
を
得
な
い
が
、
傍
証
と
し
て
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
純
長
が
任
命
さ
れ
た

長
崎
警
固
役
の
ほ
か
、
同
七
年
の
抜
船
事
件
や
、
延
宝
四
年
の
末
次
平
蔵
の
改
易
事
件
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

長
崎
警
固
役
は
、南
蛮
船
が
長
崎
以
外
の
港
に
渡
来
し
奉
行
が
現
地
指
揮
の
た
め
留
守
と
な
っ
た
長
崎
を
警
固
す
る
公
役
で
あ
る（
第

一
章
第
三
節
第
五
項
）。
抜
船
事
件
は
、
寛
文
三
～
六
年
ま
で
年
々
朝
鮮
国
に
抜
船
を
送
っ
た
伊
藤
小
左
衛
門
事
件
で
あ
る
が
、一
味
九

〇
人
の
組
織
性（
役
割
分
担
）に
加
え
、
密
輸
団
が
広
域
的
な
出
身
者（
長
崎
ほ
か
福
岡
・
対
馬
・
柳
川
・
島
原
・
熊
本
・
佐
賀
・
久
留
米
・

唐
津
諸
藩
、
大
坂
出
身
）
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
幕
府
と
西
国
諸
藩
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
て
い
た
（
215
）。
末
次
平
蔵

の
改
易
は
、
代
官
末
次
茂
朝
の
配
下
が
犯
し
た
投
銀
が
発
覚
。
茂
朝
と
同
一
族
は
、
家
財
闕
所
に
加
え
隠
岐
国
ほ
か
に
流
罪
と
さ
れ
た

事
件
で
あ
る（『
犯
科
帳
』　

一
二
八
頁
）。
大
村
領
民
は
右
の
両
事
件
に
関
係
し
て
い
な
い
が
、
藩
主
純
長
は
従
来
の
十
六
ヵ
所
に
加

え
新
番
所
を
増
設
。
西
九
州
沿
岸
を
往
航
す
る
国
内
船（
216
）や
、長
崎
入
港
唐
蘭
船
に
対
す
る
監
視
体
制
を
強
化
し
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　

三
番
所
の
う
ち
、
大
浦
番
所
に
つ
い
て
は
戸
町
番
所
（
十
六
ケ
所
番
所
）
の
近
く
で
あ
り
検
討
を
要
す
る
。
大
浦
番
所
の
所
在
地
に

つ
い
て
は
、
文
化
十
年
同
地
を
測
量
し
た
伊
能
忠
敬
が
「
大
村
領
戸
町
村
枝
大
浦
、
左
大
村
領
番
所
、
大
浦
番
所
」
と
書
き
残
し
て
い

る
（
217
）。
同
番
所
の
沿
革
と
性
格
に
つ
い
て
、
菱
谷
武
平
は
「
本
来
海
手
の
外
海
番
所
に
対
す
る
口
番
所
の
系
譜
を
引
き
な
が
ら
大
浦

湾
口
に
定
着
し
、
次
い
で
陸
手
の
七
口
番
所
の
一
つ
大
浦
番
所
が
「
そ
こ
」
に
一
本
化
さ
れ
て
固
定
し
た
時
変
質
し
て
、
幕
末
期
不
法
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唐
人
取
締
り
を
中
心
と
し
た
大
村
藩
対
密
貿
易
の
警
備
体
制
の
口
留
番
所
の
性
格
を
も
つ
に
至
っ
た
」（
218
）と
概
括
し
て
い
る
。
江
戸
後

期
の
大
浦
番
所
に
つ
い
て
は
、
文
化
三
年
九
月
大
浦
番
所
と
藩
庁
で
「
抜
荷
方
ニ
付
船
々
改
之
儀
」
に
つ
い
て
対
話
が
あ
り
、
番
所
で

は「
届
」兼
ね
る
状
況
を
訴
え
て
い
る（『
九
葉
実
録
』第
三
冊　

一
一
五
頁
）。
次
い
で
同
五
年
に
は
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
が
生
じ
て
お
り
、

藩
庁
で
は
、
文
化
六
年
三
月
異
変
の
節
と
平
素
の
節
の
備
え
に
つ
い
て
、
非
常
時
に
は
大
番
頭
以
下
の
部
隊
と
大
砲
八
挺
ほ
か
の
武
具
、

各
種
船
舶
の
配
備
な
ど
を
決
め
て
い
る（『
九
葉
実
録
』第
三
冊　

一
八
三
頁
）。

四
．
寄
船
番
所
の
設
置

　

大
村
藩
は
藩
主
純す

み

庸つ
ね

（
宝
永
三
年
襲
封
～
享
保
十
二
年
致
仕
）
時
代
、
面
高
番
所
に
近
い
横
瀬
浦
に
寄
船
番
所
を
新
増
設
し
た
。
同

概
略
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

寄
船
番
所
（
彼
杵
郡
横
瀬
浦
村
、
西
海
市
西
海
町
横
瀬
郷
）　

正
徳
四
年
十
二
月
長
崎
奉
行
大
岡
清き

よ

相す
け

指
示
、
領
海
往
来
船
に
対
す

る
改
番
所
と
し
て
造
設
。
享
保
元
年
楠
本
関
左
衛
門
を
定
番
。
抜
荷
改
方
馬
廻
上
下
二
人
ほ
か
、番
船
二
艘
水
主
と
も
。
制
札
場（
三
枚
）。

石
火
矢
二
挺
・
鉄
砲
一
五
挺
ほ
か
装
備（『
大
村
郷
村
記
』第
五
巻　

二
七
〇
頁
。『
九
葉
実
録
』第
一
冊　

一
七
〇
、
一
八
四
頁
）。

　

横
瀬
浦
は
、
大
村
湾
と
佐
世
保
湾
を
扼
す
る
要
衝
地
で
あ
る
。
寄
船
の
名
称
は
、
西
彼
杵
半
島
先
端
の
寄
船
鼻
に
ち
な
ん
だ
名
称
で

あ
ろ
う
。
同
番
所
は
疑
わ
し
い
漂
流
唐
船
を
含
め
、
沖
買
を
企
図
す
る
藩
内
外
の
不
審
日
本
船
を
査
検
す
る
任
務
を
課
さ
れ
た
。

　

同
番
所
と
大
村
藩
の
各
番
所
は
、翌
五
年
五
月
藩
主
純
庸
宛
て
老
中
奉
書
と
添
付
の「
別
紙
」に
よ
り
、さ
ら
に
督
励
さ
れ
た
。「
別
紙
」

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

〔
史
料
２
〕年
欠
五
月
九
日
付
大
村
純
庸
宛
て
奉
書「
別
紙
」

当
二
月
以
来
、
大
村
領
海
上
ニ
唐
船
共
相
見
へ
、
夜
ニ
入
候
而
者
磯
近
く
乗
入
、
風
波
之
時
は
碇
を
も
下
し
候
間
、
其
方
役
人
共

出
合
、
事
之
子
細
相
尋
候
ニ
、
長
崎
表
帰
帆
之
由
を
申
付
て
、
如
例
番
人
等
附
置
、
順
風
ニ
出
帆
仕
ら
せ
候
事
度
々
ニ
及
の
由
相

聞
候
（
中
略
）
就
中
去
年
被　

仰
付
候
趣
も
有
之
候
上
者
、
か
ね
て
其
心
得
可
有
之
事
候
、
領
分
を
相
守
候
迄
ニ
而
、
此
等
之
往

来
ニ
任
せ
置
候
事
と
不
可
然
候
、
其
時
宜
ニ
随
ひ
、
急
度
取
は
か
ら
い
候
様
ニ
、
可
被
申
付
候
、
以
上（
下
略
）



148

�

（『
大
村
見
聞
集
』　

二
八
三
頁
）

　

右
は
、
奉
行
大
岡
清
相
か
ら
長
崎
聞
役
を
経
て
藩
庁
に
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
同
年
春
、
大
村
領
の
海
上
に
出
現
し
た
唐
船
は
夜
間
大

村
領
に
接
近
し
停
泊
す
る
状
態
で
あ
り
、
そ
の
頻
度
は「
度
々
ニ
及
」と
さ
れ
て
い
る
。
私
商
売（
抜
荷
）の
常
態
化
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
大
村
藩
が
漂
着
船
の
扱
い
と
対
応
に
習
熟
し
て
い
た
こ
と
は
、
享
保
元
年
奉
行
清
相
が
同
藩
聞
役
に
、
長
門
長
府
藩
の
毛
利
右
京

の「
異
国
船
主
」に
対
す
る
対
応
が「
結
構
」に
過
ぎ
不
当
で
あ
る
と
し
、「
西
海
筋
唐
船
も
漂
着
候
地
方
え
よ
り
〳
〵
指
南
有
之
可
然
候
」

と
指
示
し
て
い
る
一
件
か
ら
も
知
ら
れ
る（『
九
葉
実
録
』第
一
冊　

一
八
一
頁
）。

五
．
遭
難
船
と
大
村
藩

　

領
海
へ
の
難
船
や
漂
着
船
が
生
じ
る
と
、
藩
と
番
所
は
難
船
の
救
助
と
長
崎
曳
航
が
課
さ
れ
た
。『
九
葉
実
録
』
に
散
見
さ
れ
る
事
例

を
摘
記
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

正
徳
三
年（
一
七
一
三
）　　

九
月
瀬
戸
に
唐
船
漂
着（『
九
葉
実
録
』第
一
冊　

一
六
六
頁
）

享
保
十
四
年（
一
七
二
九
）　

八
月
福
田
浦
近
傍
に
唐
船
漂
着
、
遺
体
・
沈
荷
を
収
容（『
九
葉
実
録
』第
二
冊　

一
三
頁
）

延
享
四
年（
一
七
四
七
）　　

六
月
松
島
に
唐
船
漂
到（『
九
葉
実
録
』第
二
冊　

一
〇
一
頁
）

寛
延
二
年（
一
七
四
九
）　　

瀬
戸
海
で
唐
船
破
船（『
九
葉
実
録
』第
二
冊　

一
一
一
頁
）

宝
暦
二
年（
一
七
五
二
）　　

蠣
浦
に
唐
船
漂
到（『
九
葉
実
録
』第
二
冊　

一
二
六
頁
）

同
七
年　
　
　
　
　
　
　
　

松
島
に
唐
船
漂
到（『
九
葉
実
録
』第
二
冊　

一
四
〇
頁
）

同
十
年　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
に
唐
船
漂
着（『
九
葉
実
録
』第
二
冊　

一
五
五
頁
）

明
和
二
年（
一
七
六
五
）　　

一
月
帰
国
唐
船
神
浦
で
難
破
、
死
者
二
〇
人（『
九
葉
実
録
』第
二
冊　

一
七
九
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
月
帰
国
唐
船
三
艘
松
島
漂
到（『
九
葉
実
録
』第
二
冊　

一
七
九
頁
）

明
和
六
年　
　
　
　
　
　
　

�

三
月
紀
州
漂
着
唐
船
を
領
海
で
迎
え
案
内
船
・
挽
船
三
〇
艘
余
提
供
（『
九
葉
実
録
』
第
二
冊　

二
〇

〇
頁
）

（
元
矩
）
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明
和
七
年　
　
　
　
　
　
　

二
月
三
重
に
唐
船
漂
到（『
九
葉
実
録
』第
二
冊　

二
〇
一
頁
）

安
永
四
年（
一
七
七
五
）　　

十
二
月
三
重
に
唐
船
漂
到（『
九
葉
実
録
』第
二
冊　

二
二
三
頁
）

安
永
五
年　
　
　
　
　
　
　

六
月
唐
船
松
島
漂
到（『
九
葉
実
録
』第
二
冊　

二
二
六
頁
）

寛
政
三
年（
一
七
九
一
）　　

五
月
琉
球
船
が
遭
難
し
黒
瀬
に
漂
到（『
九
葉
実
録
』第
二
冊　

三
一
九
頁
）

文
化
六
年（
一
八
〇
九
）　　

�

二
月
前
年
薩
摩
領
に
漂
着
し
た
唐
船
二
艘
が
崎
戸
浦
に
漂
到
し
藩
で
警
固（『
九
葉
実
録
』第
三
冊　

一
七
六
頁
）

天
保
元
年（
一
八
三
〇
）　　

六
月
瀬
戸
に
蘭
船
漂
着
、
長
崎
に
挽
送（『
九
葉
実
録
』第
四
冊　

一
一
一
頁
）

安
政
二
年（
一
八
五
五
）　　

�

四
月
雪
浦
へ
異
国
船
渡
来
し
一
部
上
陸（『
九
葉
実
録
』第
五
冊　

一
三
六
頁
）

安
政
五
年　
　
　
　
　
　
　

�
七
月
福
田
に
唐
船
漂
着（『
九
葉
実
録
』第
五
冊　

一
六
四
頁
）

同
年　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
十
月
蠣
浦
へ
朝
鮮
の
漁
民
三
名
筏
で
漂
着（『
九
葉
実
録
』第
五
冊　

一
六
七
頁
）

　

地
域
別
に
は
、
福
田
（
長
崎
市
福
田
本
町
）
三
件
、
瀬
戸
（
西
海
市
大
瀬
戸
町
）
三
件
、

崎
戸（
西
海
市
崎
戸
町
）一
件
、
三
重（
長
崎
市
三
重
町
）二
件
、
神
浦（
長
崎
市
外
海
町
神

浦
）一
件
、
松
島（
西
海
市
大
瀬
戸
町
松
島
郷
）四
件
、
蠣
浦（
西
海
市
大
島
町
蛎
浦
）二
件
、

黒
瀬
（
西
海
市
大
島
町
黒
瀬
）
一
件
、
雪
浦
（
西
海
市
大
瀬
戸
町
雪
浦
）
一
件
、
合
計
一
八

件
と
な
る
。
漂
着
船
は
来
航
唐
船
が
多
数
を
占
め
た
が
、
蘭
船
の
ほ
か
、
清
・
朝
鮮
国
内

の
難
船
が
あ
っ
た
。
記
録
に
見
え
な
い
難
船
や
航
路
逸
脱
船
が
ほ
か
に
も
相
当
数
あ
っ
た

ろ
う
。

　

長
崎
へ
の
引
船
は
三
〇
艘
で
、
各
挽
船
の
水
主
は
四
人
と
さ
れ
た
〔
写
真
1
―
25
〕。
挽
船

の
手
当
に
つ
い
て
は
些
少
で
、
貞
享
二
年
瀬
戸
番
所
で「
唐
船
引
賃
」が
浦
人
に
配
分
さ
れ

た
例
で
は
、「
是
ヲ
分
ツ
に
僅
毛
弗
の
銀
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（『
大
村
郷
村
記
』
第
五
巻　

写真1-25　�難船挽揚之図
（長崎歴史文化博物館収蔵　「長崎名勝図絵稿本」　市博
文書資料　210－59－12）（219）
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四
五
五
頁
）。

　

藩
庁
は
文
化
元
年
五
月
挽
漕
船
額
の
令
文
を
外
海
在
番
に
配
布
し
て
い
る
が
、
内
容
は
未
詳
で
あ
る（『
九
葉
実
録
』第
三
冊　

二
六
頁
）。

　

大
村
藩
は
安
政
六
年（
一
八
五
九
）外
海
遠
見
番
所
十
六
ヵ
所
の
う
ち
、
前
年
に
上
知
さ
れ
た
戸
町
を
除
外
し
て「
拾
五
ケ
所
」と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
遠
見
番
人
二
人
、
番
船
一
艘
配
置
と
し
、
幕
府
に
提
出
し
て
い
る（『
九
葉
実
録
』第
五
冊　

一
八
二
頁
）。

■
三
．
大
村
藩
と
異
国
船
　

　

鎖
国
制
下
の
長
崎
に
来
航
し
た
異
国
船
に
つ
い
て
、
幕
府
と
大
村
藩
の
対
応
を
跡
付
け
る
。

　

正
保
四
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船　

ポ
ル
ト
ガ
ル
本
国
は
一
五
八
〇
年
か
ら
ス
ペ
イ
ン
国
王
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
一
六
四
〇
年
ジ
ョ
ア

ン
四
世JoãoⅣ

が
即
位
し
独
立
し
た（Bragança

王
朝
）。
新
国
王
は
日
本
市
場
を
喪
失
し
た
マ
カ
オ
側
の
要
請
を
採
択
し
、ゴ
ン
サ
ロ
・

デ
・
シ
ケ
イ
ラ
・
デ
・
ソ
ウ
ザGonçalo de Siqueira de Souza

を
日
本
に
派
遣
し
た
。
ソ
ウ
ザ
は
、
軍
船
二
艘
を
率
い
て
正
保
四
年（
一

六
四
七
）六
月
二
十
六
日
長
崎
に
入
港
。
日
本
側
に
、
来
日
目
的
が
ポ
日
両
国
の
親
善
と
交
易
再
開
に
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。

　

長
崎
奉
行
馬
場
利
重
は
ソ
ウ
ザ
に
対
し
、
軍
船
の
武
装
解
除
（
備
砲
、
本
船
二
六
挺
・
供
船
二
四
挺
ほ
か
）
を
要
求
し
た
が
、
ソ
ウ
ザ

に
拒
否
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
西
国
目
付
高
力
忠
房
（
肥
前
島
原
藩
主
）・
日
根
野
吉
明
（
豊
後
府
内
藩
主
）
等
と
連
名
で
近
隣
の
諸
藩
に

出
兵
を
催
促
。
七
月
十
二
日
着
到
し
た
西
国
探
題
松
平
定
行
（
伊
予
松
山
藩
主
）
の
軍
勢
な
ど
、
総
勢
四
万
七
〇
〇
〇
人
余
の
ほ
か
、
大

村
藩
を
含
む
八
藩
の
関
船
二
八
〇
隻
を
含
む
役
船
八
五
九
艘
ほ
か
を
長
崎
に
集
結
さ
せ
た
。
次
い
で
黒
船
二
艘
を
湾
内
に
封
鎖
す
べ
く
船

橋
を
同
月
十
六
日
完
成
さ
せ
、
将
軍
家
光
の
裁
定
に
備
え
た（
220
）。

　

幕
府
は
大
目
付
井
上
政
重
と
在
府
の
長
崎
奉
行
山
崎
正
信
を
上
使
と
し
、
七
月
十
三
日
付
覚
書
を
発
給
。
ソ
ウ
ザ
の
要
求
を
拒
絶
し
、

ポ
船
隊
の
処
置
に
つ
い
て
「
今
度
は
ほ
る
と
か
る
よ
り
代
か
ハ
り
の
御
礼
」
で
あ
る
と
し
、
船
隊
に
は
帰
航
を
命
じ
る
決
定
を
下
し
た
。

上
使
一
行
は
七
月
二
十
九
日
長
崎
に
着
き
、
翌
八
月
一
日
幕
府
の
決
定
を
ソ
ウ
ザ
に
通
達
。
ポ
船
隊
は
、
八
月
六
日
長
崎
を
出
航
し
帰
国

の
途
に
つ
い
て
い
る
。

　

大
村
藩
は
、
藩
主
大
村
純
信
が
当
初
の
段
階
か
ら
出
陣
し
、
木
鉢
浦
（
長
崎
市
木
鉢
町
）
に
本
陣
を
置
い
た
が
、
奉
行
馬
場
利
重
の
命
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に
よ
り
陣
所
を
大
浦
に
移
し
「
陸
手
之
番
」
に
従
事
し
た
。
同
役
は
長
崎
六
口
番
所
（
一
瀬
口
・
馬
込
口
・
茂
木
口
・
大
浦
口
・
清
水
口
・

伊
良
林
口
）と
、
牢
屋
警
備
・
市
中
夜
廻
り
な
ど
で
あ
り
、
七
月
十
一
日
付
で
番
士
の
規
則（
壁
書
）九
ヵ
条
を
定
め
て
い
る
。
藩
の
動
員

数
は
二
六
〇
三
人
、
関
船
一
〇
艘
ほ
か
で
あ
っ
た
。
一
件
終
了
後
、
大
村
藩
は
公
儀
の
「
御
扶
持
方
」
を
拝
領
し
て
い
る
ほ
か
、
八
月
二

十
一
日
付
の
老
中
奉
書
に
よ
り
将
軍
家
光
の
褒
詞
を
受
け
て
い
る（『
大
村
見
聞
集
』　

三
〇
五
頁
）。

　

ソ
ウ
ザ
船
隊
の
来
日
と
双
方
で
な
さ
れ
た
交
渉
に
よ
り
、
日
ポ
関
係
は
「
戦
争
状
態
」
か
ら
「
敵
対
断
交
」
の
段
階
に
移
行
し
、
貞
享
二

年（
一
六
八
五
）の
マ
カ
オ
船
の
来
航
を
経
て
幕
末
に
至
る
こ
と
と
な
る
。

一
．
延
宝
元
年
の
イ
ギ
リ
ス
船

　

イ
ギ
リ
ス
（
英
）
の
ア
ジ
ア
進
出
は
一
七
世
紀
初
年
の
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社EIC

に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
、
慶
長
十
八

年
（
一
六
一
三
）
に
は
ジ
ョ
ン
・
セ
ー
リ
スJohn Saris

の
率
い
る
英
国
船
が
バ
ン
タ
ムBantam

か
ら
平
戸
に
入
港
。
徳
川
家
康
か

ら
日
本
渡
海
朱
印
状
を
下
付
さ
れ
交
易
を
開
始
し
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社V

O
C

に
押
さ
れ
て
商
況
は
振
る
わ
ず
、
元
和
九

年
十
一
月
平
戸
商
館
を
閉
鎖
し
て
日
本
を
退
去
し
た
。
そ
の
後
、
英
国
の
本
社
で
は
日
本
市
場
回
復
を
目
指
す
動
き
が
あ
り
、
一
六
七

一
年
三
隻
の
船
を
バ
ン
タ
ム
に
送
っ
た
。
同
船
隊
の
う
ち
、
リ
タ
ー
ン
号Return

が
台
湾
を
経
由
し
て
延
宝
元
年（
一
六
七
三
）五
月

二
十
五
日
長
崎
港
に
入
港
し
た
。

　

長
崎
奉
行
岡
野
貞
明
は
、
西
泊
付
近
に
停
泊
し
た
同
船
に
番
船
を
付
し
、
和
蘭
通
詞
を
介
し
て
同
船
長
サ
イ
モ
ン
・
デ
ル
ボ
ー

Sim
on D

elboe

に
、
英
国
船
の
来
日
目
的
な
ど
を
訊
問
。
乗
員
八
六
人
に
踏
絵
を
踏
ま
せ
た
ほ
か
、
大
砲
・
玉
薬
な
ど
の
陸
揚
げ
を

承
諾
さ
せ
、
同
船
の
武
装
を
解
除
（
221
）。
そ
れ
ら
を
刻
々
幕
府
に
通
報
す
る
文
書
を
作
成
し
た
。
奉
行
貞
明
の
文
書
は
在
府
の
相
奉
行

牛
込
重し

げ
の
り

を
通
じ
て
幕
府
重
臣
に
報
告
（
222
）
さ
れ
た
が
、
幕
府
は
日
英
関
係
が
四
〇
年
断
絶
し
た
こ
と
、
英
ポ
両
国
王
室
が
縁
戚
関
係

に
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
、
英
国
船
の
日
本
渡
海
を
禁
止
す
る
決
定
を
下
し
た
。
同
上
の
決
定
は
、
正
保
四
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
対

す
る
先
例
と
、
万
治
二
年
以
降
蘭
館
長
に
要
求
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門（
国
）と
の「
通
用
」（
交
易
）が
あ
れ
ば
断
絶
す
る
と
通
達
し
た

幕
府
の
対
外
原
則
が
適
用
さ
れ
た
事
例
と
な
ろ
う
。
奉
行
貞
明
は
六
月
二
十
五
日
デ
ル
ボ
ー
船
長
に
幕
命
を
伝
え
、
英
国
船
の
退
去
を
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要
求
し
た
。
同
船
長
は
幕
命
を
受
け
、
薪
水
食
料
を
補
給
。
七
月
二
十
六
日
武
具
の
返
却
を
受
け
、
翌
日
出
航
し
た
。

　

大
村
藩
は
、
英
国
船
が
長
崎
湾
内
に
入
っ
た
五
月
二
十
五
日
か
ら
即
応
態
勢
に
入
っ
た
（『
大
村
見
聞
集
』　

七
九
九
頁
）。
奉
行
貞

明
は
、
同
日
付
で
江
戸
か
ら「
御
下
知
迄
は
番
船
」を
付
す
よ
う
藩
家
老
大
村
内
匠
・
福
田
十
郎
左
衛
門
に
宛
て
通
達
。
警
固
衆
二
三
人
、

小
船
二
三
艘
を
配
備
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
但
し
、
天
候
の
悪
化
で
藩
船
の
回
航
が
遅
れ
、
黒
田
家
番
船
が
二
十
八
日
ま
で
配
備

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
大
村
藩
が
三
艘
の
体
制
で
日
夜
勤
番
し
た
。
そ
の
状
況
は「
異
国
船
を
取
つ
々
ミ
、
前
後
左
右
行
儀
能
可
相
守
事
」、

「
本
船
は
異
国
船
之
先
ニ
可
懸
事
」
と
さ
れ
、
日
本
船
に
対
し
て
も
不
審
船
に
は
用
心
す
る
こ
と
な
ど
を
制
令
し
て
い
る
。
ま
た
英
国

船
の
帰
帆
に
際
し
て
は
、
多
数
の
日
本
船
が
動
員
さ
れ
た
が
、
大
村
の
藩
船
は
湾
内
と
同
様
の
船
列
で
香
焼
島
ま
で
英
国
船
を
護
送
し

て
い
る
。

　

リ
タ
ー
ン
号
事
件
は
、
英
国
船
の
要
求
を
退
け
た
一
件
と
な
る
が
、
近
世
日
本
の
対
外
関
係
は
、
さ
ら
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

二
．
貞
享
二
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船

　

日
ポ
貿
易
で
一
時
期
繁
栄
し
た
マ
カ
オ
（
天
川M

acao

）
で
は
、
イ
ン
ド
の
総
督
府
に
も
働
き
か
け
る
な
ど
、
正
保
四
年
後
も
対
日

復
交
を
模
索
し
た
。
一
六
八
五
年
三
月
伊
勢
国
度わ

た

会ら
い

郡
神か

み

社や
し
ろ

村
（
三
重
県
伊
勢
市
）
の
太
兵
衛
を
船
頭
と
す
る
日
本
船
が
漂
着
。
同
船

員
を
送
る
名
目
で
、
マ
ヌ
エ
ル
・
デ
・
ア
ギ
ャ
ル
・
ペ
レ
イ
ラM

anoel de A
guiar Perreira

が
指
揮
す
る
サ
ン
パ
ウ
ロ
号
を
日
本

に
送
っ
た
。
マ
カ
オ
船
は
、
貞
享
二
年
六
月
二
日
長
崎
に
入
港
。
長
崎
奉
行
川
口
宗
恒
に
、
マ
カ
オ
市
長
の
書
状
を
提
出
し
、
漂
流
民

一
二
人
を
日
本
側
に
引
き
渡
し
た
。
同
件
は
在
府
奉
行
宮
城
和ま

さ

充み
つ

を
通
じ
て
老
中
に
報
告
さ
れ
た
が
、
幕
府
は
六
月
廿
三
日
付
老
中
連

名
の
奉
書
を
長
崎
に
送
付
（
223
）。
漂
流
民
を
受
け
取
っ
た
事
実
と
、
以
降
の
ポ
船
の
渡
海
を
厳
禁
と
す
る
主
旨
が
、
七
月
七
日
口
頭
で

ペ
レ
イ
ラ
に
通
告
さ
れ
た（『
通
航
一
覧
』第
五　

四
五
頁
）。
こ
の
た
め
ポ
船
は
風
待
ち
し
、
八
月
一
日
出
港
し
た
。

　

大
村
藩
で
は
、
事
態
を
刻
々
と
把
握
し
て
い
た
が
、
福
岡
藩
が
正
保
四
年
の
前
例
を
主
張
し
帰
帆
ま
で
の
警
固
を
力
説
。
老
中
も
追

認
し
た
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の
体
制
で
臨
み
、
藩
主
純
長
が
長
崎
奉
行
所
に「
御
見
廻
」し
て
い
る（『
大
村
見
聞
集
』　

八
一
一
頁
）。
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帰
国
し
た
日
本
人
は
、
そ
の
後
揚あ

が
り

屋や

に
収
容
さ
れ
、
厳
し
い
取
調
べ
を
経
て
帰
国
を
許
さ
れ
た
が
、
同
例
は
、
日
本
人
漂
流
者
帰
国

時
の
先
例
と
な
っ
た
。

　

幕
府
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
日
米
和
親
条
約
を
締
結
後
、
同
五
年
に
は
安
政
五
ヵ
国
条
約
を
締
結
。
開
国
に
転
じ
た
他
、
長
年

御
制
禁
国
と
し
て
敵
対
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
同
国
使
ギ
ュ
マ
レ
ー
スIsidoro 

Francisco Guim
araes

と
、
日
本
国
葡
萄
呀
国
修
好
通
商
条
約
を
締
結
し
国
交
を
回
復
し
た
。

　

江
戸
後
期
の
来
航
外
国
船
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
第
四
節
第
二
項
で
取
り
上
げ
る
。

�

（
清
水
紘
一
）

　
　
大
村
藩
と
長
崎

■
一
．
大
村
藩
の
長
崎
御
用
　

　

大
村
藩
の
長
崎
御
用
は
、
鎖
国
制
下
に
お
け
る
㊀
船
番
・
牢
番
役
、
㊁
異
国
船
仕
置
役
、
㊂
長
崎
警
固
役
、
㊃
異
変
時
に
お
け
る
長
崎

海
陸
警
固
役
、
開
国
後
に
お
け
る
㊄
長
崎
奉
行
・
惣
奉
行
任
用
な
ど
に
大
別
さ
れ
る
。
㊀
か
ら
㊃
は
、
大
村
藩
主
と
大
村
藩
に
逐
次
重
層

的
に
賦
課
さ
れ
、
幕
末
の
一
時
期
、
㊄
が
公
儀
役
職
と
し
て
大
村
藩
主
に
課
さ
れ
た
。
う
ち
㊀
㊁
に
つ
い
て
は
第
一
章
第
三
節
第
二
項
で

述
べ
た
の
で
、
本
節
で
は
㊂
㊃
に
つ
い
て
跡
付
け
る
。

一
．
長
崎
警
固
役

　

幕
府
は
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
七
月
老
中
奉
書
〔
写
真
1
―
26
〕
で
、
藩
主
純
長
に
対
し
、
奉
行
不
在
時
の
長
崎
警
固
役
を
命
じ
た
。

次
の
よ
う
で
あ
る（
224
）。

　
〔
史
料
１
〕（
寛
文
二
年
）七
月
廿
八
日
付
老
中
奉
書

一
筆
令
啓
候
、
嶋
田
久
太
郎
事
被
下
御
暇
長
崎
え
被
遣
之
候
、
万
一
長
崎
之
外
他
之
湊
え
南
蛮
船
到
来
之
時
長
崎
奉
行
人
は
其
所

え
相
越
、
長
崎
警
固
明
候
時
先
年
は
同
氏
丹
後
守
被
仰
付
候
間
其
方
罷
越
可
致
警
固
旨
上
意
ニ
候
、
可
被
存
其
趣
候
、
委
細
久
太

五
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郎
可
為
演
説
候
、
恐
々
謹
言

　

七
月
廿
八
日　
　
　
　

稲
葉
美
濃
守　

判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
豊
後
守　

判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
雅
樂
守　

判

　
　
　

大
村
因
幡
守
殿

　

同
奉
書
に
見
え
る
長
崎
警
固
に
つ
い
て
は
、新
任
長
崎
奉
行
嶋
田
利
木（
守

政
）
が
役
務
心
得
書
を
老
中
に
提
出
、
同
日
付
で
決
裁
さ
れ
た
事
項
の
一
つ

で
あ
る
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵　

内
閣
文
庫
本
「
長
崎
御
役
所
留　

上
」）。

奉
行
利
木
は
、
伺
書
で
「
他
の
湊
え
南
蛮
船
来
候
時
長
崎
警
固
先
年
ハ
大
村

丹
後
守
被
仰
付
候
、
今
以
大
村
丹マ

後マ

守
方
え
可
申
遣
事
」
と
訓
令
を
求
め
、

老
中
は
「
是
は
大
村
因
幡
守
所
え
可
申
遣
候
事
」
と
決
裁
し
て
い
た
。
伺
書

に
見
え
る
「
丹
後
守
」
は
、
大
村
純
信
の
こ
と
で
あ
る
。
奉
行
不
在
の
前
例

に
つ
い
て
は
、
寛
永
十
四
年
の
島
原
一
揆
で
長
崎
奉
行
が
原
城
に
出
陣
し
て

「
不
在
」と
な
っ
た
ほ
か
、
同
十
七
年
六
月
二
十
九
日
の
馬
場
利
重
の
平
戸
蘭

館
へ
の
出
張
が
あ
る
。
大
村
藩
は
奉
行
利
重
不
在
の
長
崎
に
、「
長
崎
番
侍
五
人
上
下
四
拾
五
人
足
軽
弐
拾
人
〆
人
数
六
拾
五
人
」（
225
）

を
送
り
四
日
間
同
地
に
配
備
し
た
。
そ
う
し
た
前
例
が
、
長
崎
警
固
の
役
名
と
し
て
確
定
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。

　

大
村
藩
主
の
長
崎
警
固
役
は
、
寛
文
六
年
の
幕
府
「
条
々
」
に
規
定
さ
れ
た
ほ
か
、
同
十
二
年
以
降
、
代
々
の
長
崎
奉
行
に
発
給
さ

れ
た
渡
物
に
記
さ
れ
幕
末
ま
で
下
達
さ
れ
た（
第
一
章
第
三
節
第
四
項
）。

二
．
長
崎
異
変
時
の
警
固
役

　

大
村
藩
に
課
さ
れ
た
奉
行
不
在
時
の
長
崎
警
固
役
は
、
そ
の
後
、
同
地
異
変
時
の
海
陸
警
固
役
ま
で
累
加
さ
れ
た
。
異
変
時
の
長
崎

（
正
則
）

（
忠
秋
）

（
忠
清
）

写真1-26　南蛮船入津ノ節長崎警固仰付ニ付奉書
� （大村市立史料館所蔵　大村家史料（架蔵番号）103－58）
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警
固
役
が
大
村
藩
に
付
加
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
藩
主
純
長
は
長
崎
代
官
領
分
の
本
蓮

寺
と
折
衝
し
同
寺
を
本
営
と
す
る「
陣
場
」を
確
保
し
て
い
る（
後
述
）。
そ
の
頃
の
こ
と
と
な
ろ
う
。

　

大
村
藩
に
長
崎
異
変
時
の
海
陸
警
固
を
命
じ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
幕
府
が
鎖
国
制
下
に
お
け
る
長
崎
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
こ

と
に
あ
ろ
う
。
貞
享
三
年（
一
六
八
四
）八
月
老
中
大
久
保
忠
朝
は
、
大
村
藩
主
に
対
し「
長
崎
表
之
儀
大
切
之
場
所
ニ
候
間
万
一
替
た

る
異
国
船
抔
参
候
ハ
ヽ
早
速
長
崎
奉
行
え
可
被
談
候
」（『
九
葉
実
録
』第
一
冊　

八
四
頁
）と
通
達
し
て
い
た（
226
）。

　

異
変
時
警
固
役
の
任
務
に
つ
い
て
は
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
五
月
老
中
本
多
正
永
に
提
出
し
た
文
書
控
か
ら
概
略
が
知
ら
れ
る
。

江
戸
藩
邸
で
は
同
藩
勤
仕
の
役
務
と
動
員
数
に
つ
い
て
、「
異
変
之
節
は
長
崎
町
中
警
固
可
仕
之
旨
被
仰
付
候
故
、
同
所
七
口
番
所
町

中
昼
夜
廻
番
牢
屋
警
固
」、「
且
又
領
内
福
田
浦
添
番
人
等
都
合
三
千
人
余
、
早
速
相
越
候
様
ニ
兼
而
用
意
仕
罷
在
候
」、「
長
崎
出
火
之

節
火
消
人
数
領
内
よ
り
早
速
差
出
」（『
九
葉
実
録
』第
一
冊　

一
四
五
頁
）と
記
し
、
異
変
時
の
町
中
昼
夜
警
固
、
牢
屋
警
固
、
福
田
浦

番
の
出
動
、
七
口
番
所
守
衛
と
市
街
地
の
消
火
出
動
ま
で
、
三
〇
〇
〇
人
余
の
動
員
体
制
の
整
備
状
況
を
幕
府
に
文
書
で
提
出
し
て
い

る
。

　

同
役
は
、
そ
の
後
も
代
々
継
続
さ
れ
た
。
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
正
月
十
一
日
付
で
正
徳
新
例
が
発
令
さ
れ
た
際
、
藩
主
大
村
純

庸
は
次
の
老
中
達た

っ
し

を
受
け
て
い
る
。

　

久
島
城
主
は
長
崎
表
御
用
被
仰
付
候
御
例
候
間
、
向
後
も
家
督
等
之
時
は
、
彼
表
御
用
之
事
、
前
々
之
通
可
相
勤
哉
と
被
伺
之

可
然
事
候�

（『
通
航
一
覧
』第
八　

二
八
八
頁
）

　

同
様
の
達
は
長
崎
周
辺
の
諸
藩
に
も
下
知
さ
れ
、
各
藩
で
分
担
さ
れ
た
長
崎
諸
事
の
役
務
が
そ
れ
ぞ
れ
に
固
定
化
さ
れ
て
い
く
こ
と

と
な
る
。
大
村
藩
は
寛
永
以
来
の
異
国
船
仕
置
役
、
寛
文
以
降
の
奉
行
不
在
時
の
長
崎
警
固
役
に
加
え
、
元
禄
十
年
頃
と
推
測
さ
れ
る

異
変
時
の
長
崎
警
固
役
が
課
さ
れ
、
同
藩
の
公
儀
役
と
し
て
固
定
化
さ
れ
た
。

　

以
降
大
村
藩
は
、
異
変
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
い
う
べ
き
長
崎
異
変
帳
を
作
成
し
有
事
に
備
え
た
。
同
帳
は
宝
暦
十
一
年（
一
七
六
一
）

の
藩
内
記
録
か
ら
、
例
年
三
月
中
に
は
作
成
さ
れ
、
藩
主
参
勤
の
際
の
留
守
居
心
得
と
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（『
九
葉
実
録
』
第
二
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冊　

一
六
五
頁
）。
ほ
か
、
関
連
す
る
政
務
の
事
項
を
含
め
心
得
書
が
作
成
さ
れ
た
。
勝
田
直
子
ほ
か
「
古
書
に
親
し
む
会
」
が
紹
介
し

た「
秘
録　

長
崎
異
変
心
得
書
」（
227
）は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
同
書
に
関
し
て
は
、
中
村　

健
の
研
究
が
あ
る（
228
）。

■
二
．
大
村
藩
の
長
崎
支
所

　

大
村
藩
が
長
崎
に
お
い
た
出
先
機
関
と
そ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
林　

純
夫
の
研
究
が
あ
る（
229
）。

一
．
蔵
屋
敷

　

大
村
藩
は
、
長
崎
政
事
の
拠
点
と
し
て
蔵
屋
敷
を
設
置
し
た
。
藩
の
長
崎
屋
敷
は
、
当
初
椛
島
町
（
長
崎
市
樺
島
町
）
に
置
か
れ
た

が
手
狭
と
な
り
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
四
月
恵
美
須
（
戎
）
町
の
末
次
七
左
衛
門
の
宅
地
を
代
銀
八
貫
六
百
目
で
買
い
取
り
、
蔵
屋

敷〔
写
真
1
―
27
〕と
し
た
。
敷
地
は
、「
表
弐
拾
壱
間
、
入
は
東
方
九
間
弐
尺
、
西
方
弐
拾
間

四
尺
」で
あ
っ
た
と
い
う（『
大
村
見
聞
集
』　

五
九
三
頁
）。
同
屋
敷
は
、元
禄
十
一
年（
一

六
九
八
）
四
月
二
十
二
日
興
善
町
か
ら
出
火
し
二
二
町
・
一
九
〇
〇
軒
を
焼
い
た
市
街
地

の
大
火
で
類
焼
し
た
が
、
捕
鯨
業
で
名
を
挙
げ
た
深
澤
儀
太
夫
が
銀
三
十
貫
を
拠
金
。
蔵

屋
敷
は
、
総
額
四
十
三
貫
五
百
目
で
再
建
さ
れ
た
。

　

蔵
屋
敷
に
詰
め
た
要
員
に
つ
い
て
は
、
聞
役
の
ほ
か
広
間
番
・
門
番
な
ど
が
知
ら
れ
て

い
る
。
広
間
番
は
藩
の
馬
廻
格
の
役
務
で
、
同
番
頭
が
蔵
屋
敷
の
鎰か

ぎ

を
預
か
り
、
異
変
時

に
は
藩
の
本
陣
と
の
連
絡
役
と
日
々
の
報
告
書
提
出
が
課
さ
れ
た
。
広
間
詰
に
は
、
浦
々

の
番
所
関
係
を
執
務
し
た
藩
要
員
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
蔵
屋
敷
の
二
ヵ
所

の
門
に
は
足
軽
二
人
ず
つ
の
門
番
が
配
置
さ
れ
、
開
閉
は
朝
六
ツ
暮
六
ツ
（
朝
夕
六
時
）。

夜
間
の
出
入
り
は
、
本
陣
・
諸
番
所
を
含
め「
印
札
」の
有
無
で
門
扉
を
開
閉
し
た
。

　

蔵
屋
敷
で
長
崎
詰
藩
士
を
統
括
し
た
職
掌
は
未
詳
で
あ
る
が
、
元
禄
大
火
の
際
の
名

み
ょ
う

代だ
い

森
正
右
衛
門
の
事
跡
が
注
目
さ
れ
る
。
正
右
衛
門
は
罹
災
後
、
中
町
に
小
屋
掛
け
し
て
役

写真1-27　大村旧藩邸図　大村藩長崎蔵屋敷の図面である。蔵
屋敷の跡地には、現在カトリック中町教会（長崎市
中町）などが建てられている。

（長崎歴史文化博物館収蔵　県書 3  215－1）
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務
に
勤
し
み
、帰
藩
後
三
〇
石
を
加
増
さ
れ
て
い
る（『
九
葉
実
録
』第
一
冊　

一
一
二
頁
）。
名
代
に
つ
い
て
河
野
忠
博
は
「
藩
主
名
代
」

と
評
釈
し
て
い
る
が
、
上
級
藩
士
が
長
崎
蔵
屋
敷
を
差
配
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ

フ
帰
航
後
、
大
村
藩
で
は
蘭
船
の
停
泊
期
間
家
老
の
長
崎
蔵
屋
敷
詰
を
長
崎
奉
行
と
幕
府
に
伺
い
、
家
老
大
村
直
江
と
用
人
浅
田
左
門

を
送
っ
て
い
る（『
九
葉
実
録
』第
三
冊　

六
三
頁
）。

　

長
崎
詰
の
藩
士
は
、
年
間
、
半
年
な
ど
任
期
を
区
切
ら
れ
た
。
藩
の
享
保
四
年
五
月
「
御
役
米
御
返
被
下
候
定
」
で
は
、「
江
戸
詰
一

ケ
年
」准
と
さ
れ
た
長
崎
定
役
の
名
辞
が
見
え
、「
半
年
詰
」と
さ
れ
た
聞
役
と
区
別
さ
れ
て
い
る（『
九
葉
実
録
』第
一
冊　

二
二
四
頁
）。

二
．
長
崎
聞
役

　

唐
蘭
船
が
入
港
し
た
長
崎
に
西
国
の
諸
藩
は
聞
役
（
聞
番
）
を
置
き
、
長
崎
奉
行
と
自
藩
と
の
取
次
や
海
外
情
報
を
含
む
諸
情
報
の

収
集
・
報
告
を
担
当
さ
せ
た
。
萩
藩
を
含
め
、
全
部
で
一
四
藩
と
な
る
。
聞
役
の
創
始
に
つ
い
て
は
一
般
に
正
保
四
年
（
一
六
四
八
）

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
年
が
画
期
と
さ
れ
て
い
る
が
（
230
）、
木
村
直
樹
は
熊
本
藩
と
同
用
達
天
野
屋
と
の
関
係
究
明
を
通
じ
て
聞
役
以

前
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
ほ
か
、
通
説
と
さ
れ
る
正
保
四
年（
一
六
四
八
）開
始
説
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る（
231
）。

三
．
長
崎
聞
役
設
置
の
一
四
藩
　

　

長
崎
に
聞
役
を
置
い
た
諸
藩
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

薩
摩
鹿
児
島（
四
月
中
旬
～
十
月
上
旬
勤
）、
肥
後
熊
本（
二
人
隔
年
）、
筑
前
福
岡（
二
人
、
一
〇
〇
日
交
代
）、
肥
前
佐
賀（
一

人
定
詰
）、
長
門
萩（
四
月
中
旬
～
十
月
上
旬
）、
対
馬
府
中（
一
人
定
詰
）、
筑
後
久
留
米（
四
月
中
旬
～
十
月
上
旬
）、
豊
前
小
倉

（
同
上
）、
筑
後
柳
川（
同
上
）、
肥
前
島
原（
同
上
）、
肥
前
唐
津（
同
上
）、
肥
前
平
戸（
同
上
）、
肥
前
大
村（
同
上
）、
肥
前
福
江（
同

上
）（『
通
航
一
覧
』第
八　

二
九
二
頁
）

　

大
村
藩
初
期
の
聞
役
（
聞
番
）
と
そ
の
実
態
は
未
詳
で
あ
る
が
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
同
藩
は
船
番
・
牢
番
を
課
さ
れ
て
お
り
、

長
崎
奉
行
の
通
達
を
藩
庁
に
取
り
次
ぐ
何
ら
か
の
機
関
が
定
置
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
村
藩
聞
役
は
四
～
十
月
間
長
崎
に
駐
在
し

た
が
、
同
時
期
は
唐
蘭
船
の
来
航
期
に
相
当
す
る
。
人
数
に
つ
い
て
は
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
二
人
隔
年
と
定
め
て
い
る
（『
九
葉
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実
録
』第
一
冊　

一
〇
七
頁
）。
こ
の
年
の
聞
役（
聞
番
）は
、
小
佐
々
甚
五
右
衛
門
・
高
尾
林
右
衛
門
ら
で
あ
っ
た
。

　

聞
役
は
長
崎
で
他
の
在
役
と
と
も
に
、奉
行
所
～
藩
庁
間
の
パ
イ
プ
役
の
ほ
か
、内
外
の
情
報
収
集
活
動
を
行
っ
た
。
上
述
し
た「
秘

録
」
で
は
、
聞
役
に
は
交
代
要
員
の
副
役
が
添
え
ら
れ
、
奉
行
所
・
諸
国
同
役
・
町
方
の
風
聞
探
索
な
ど
の
ほ
か
、
藩
庁
・
江
戸
へ
の

注
進
な
ど
に
当
っ
た
。
蔵
屋
敷
か
ら
の
連
絡
要
員
に
は
、
聞
役
が「
印
鑑
之
札
」を
発
給
し
た
と
い
う
。

　

情
報
戦
裏
面
の
一
例
と
し
て
、
天
明
四
年（
一
七
八
四
）五
月
の
黒
印
状（
長
崎
奉
行「
渡
物
」）入
手
一
件
過
程
を
見
る
。
同
文
書
は
、

前
年
長
崎
奉
行
土
屋
守
直
に
発
給
さ
れ
た
将
軍
家
治
の
黒
印
状
と
老
中
発
給
の
下
知
状
・
覚
書
な
ど
で
あ
る
が
、
在
勤
奉
行
守
直
は
翌

四
年
五
月
十
八
日
に
急
死
。
相
役
の
戸
田
氏う

じ

孟た
け

は
在
府
し
て
お
り
、
長
崎
で
は
奉
行
不
在
の
事
態
と
な
っ
た
。
そ
の
折
、
大
村
藩
で
は

藩
主
純
鎮
が
長
崎
に
詰
め
た
が
、「
奉
行
不
在
」
の
事
態
と
解
す
る
か
、
在
府
奉
行
の
赴
任
ま
で
静
観
す
る
か
判
断
を
迫
ら
れ
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
大
村
藩
で
は
判
断
材
料
を
求
め
て
故
奉
行
守
直
の
家
士
に
接
触
、
右
の
三
文
書
を
密
か
に
入
手
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の

問
題
の
背
景
に
は
、
長
崎
番
役
の
福
岡
藩
・
佐
賀
藩
に
は
寛
文
十
二
年
以
降
黒
印
状
な
ど
の
写
本
が
回
付
さ
れ
て
い
た
が
、
長
崎
警
固

役
の
大
村
藩
に
は
非
開
示
と
さ
れ
た
情
報
伝
達
の
偏
在
性
が
あ
る
（
232
）。
六
月
十
五
日
藩
主
純
鎮
は
三
文
書
の
写
を
閲
覧
し
た
。
そ
の

様
子
に
つ
い
て
藩
庁
で
は
「
長
崎
奉
行
土
屋
駿
河
守
ノ
用
人
深
町
多
市
、
密
ニ
其
廳
ニ
受
ル
教
令
三
通
ヲ
写
示
ス
、
在
役
吉
川
武
左
衛

門
携
ヘ
至
リ
、
公
及
ヒ
諸
有
司
拝
覧
シ
、
遂
ニ
書
籍
方
ニ
属
ス
」（『
九
葉
実
録
』第
二
冊　

二
五
〇
頁
）と
記
録
し
、
三
文
書（
写
）を
付

載
し
て
い
る
。

■
三
．
異
変
時
の
動
員
体
制

　

異
変
の
節
大
村
藩
は
長
崎
警
固
の
た
め
、
海
陸
の
要
所
に
藩
兵
と
要
員
の
急
派
が
要
求
さ
れ
た
。
同
藩
に
課
さ
れ
た
要
務
は
、
長
崎
の

「
七
口
番
所
」「
町
中
昼
夜
廻
番
」「
牢
屋
警
固
」、「
領
内
福
田
浦
添
番
人
」増（『
九
葉
実
録
』第
一
冊　

一
四
五
頁
）な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
要
員
配
置
や
編
成
に
つ
い
て
は
、
大
村
藩
が
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
抜
荷
対
策
と
し
て
幕
府
か
ら
特
派
さ
れ
た
目
付
渡
辺
外
記

に
提
出
し
た
「
長
崎
異
変
の
節
人
数
用
意
之
覚
」（『
九
葉
実
録
』
第
一
冊　

二
〇
六
頁
）
が
あ
る
。
同
覚
を
中
心
と
し
て
、
関
連
事
項
を
跡

付
け
る
。

（
永
倫
）
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一
．
大
村
藩
の
陣
所

　

大
村
藩
は
、
軍
勢
の
駐
屯
地
と
本
営
を
上
述
し
た
本
蓮
寺
、
次
い
で
大
音
寺
に
置
い
た
。
元
禄
十
年（
一
六
九
七
）に
は
本
蓮
寺（
長

崎
村
岩
原
郷
、
長
崎
市
筑
後
町
）と
の
契
約
で
、「
異
変
之
節
」同
寺
境
内
を
大
村
藩
陣
場
と
し
て
確
保
し
た（『
大
村
見
聞
集
』　

九
七
三

頁
）。
享
保
六
年
に
は「
戸
町
村
壱
万
坪
」、
同
十
五
年
に
は
大
浦
に
四
九
六
〇
坪
を
同
寺
に
預
託
し
、
宝
暦
八
年（
一
七
五
八
）に
は「
一

ケ
年
米
弐
拾
俵
」
進
達
と
改
定
。
そ
の
後
の
異
変
時
に
備
え
た
が
、
大
村
藩
・
本
蓮
寺
双
方
の
財
政
難
が
背
景
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
文

化
二
年（
一
八
〇
五
）大
音
寺（
長
崎
村
高
野
平
郷
、
長
崎
市
鍜
冶
屋
町
）に
陣
場
を
変
更
し
て
い
る（『
大
村
見
聞
集
』　

九
七
六
頁
）。

二
．
本
陣
の
編
成

　

享
保
三
年
大
村
藩
で
は
、
本
陣
大
番
所
人
数
一
一
六
人
、
先
手
火
消
人
数
二
五
七
人
、
旗
本
火
消
人
数
四
四
八
人
、
伊
勢
守
手
廻
人

数
五
六
〇
人
、
長
崎
屋
敷
添
番
人
数
一
一
人
と
策
定
し
て
い
る
。
合
計
で
は
、
一
三
九
二
人
と
な
る
。
本
陣
以
外
に
も
、
以
下
に
見
る

よ
う
に
七
口
番
所
に
別
働
隊
を
送
る
と
し
、
そ
れ
ら
を
合
計
す
る
と
惣
人
数
は
二
二
一
五
人
、
船
手
人
数
と
し
て
船
頭
水
主
を
四
〇
〇

人
と
集
計
し
て
い
る
。
な
お
、
長
崎
蔵
屋
敷
を
本
陣
の
直
轄
支
配
と
し
、
長
崎
奉
行
所
と
の
連
動
性
を
図
っ
て
い
る
。

　

本
陣
と
さ
れ
た
寺
内
で
は
、
本
堂
を
含
め
屋
内
は
兵
舎
と
し
て
予
定
さ
れ
た
ほ
か
、
作
事
奉
行
が
小
屋
掛
け
を
担
当
し
た（
233
）。

三
．
七
口
番
所

　

番
所
七
ヵ
所
（
234
）
は
長
崎
奉
行
が
所
管
し
た
が
、
長
崎
奉
行
大
岡
清
相
は
大
村
藩
の
番
所
警
衛
に
つ
い
て
「
長
崎
奉
行
御
用
ニ
付
他

所
え
相
越
候
節
、
留
守
の
番
所
大
村
城
主
よ
り
相
勤
候
」（
235
）
と
記
し
て
い
る
。
上
述
し
た「
秘
録
」で
は「
異
変
」警
固
の
発
令
時
点
で

作
事
奉
行
が
急
行
。
七
口
番
所
つ
い
で
牢
屋
警
固
・
本
陣
の
小
屋
作
り
の
手
順
と
さ
れ
、
番
所
で
は
一
瀬
・
西
坂
・
大
浦
・
茂
木
口
、

清
水
・
西
山
・
伊
良
林
口
の
順
に
番
小
屋
五
軒
ま
た
は
二
軒
（
西
山
・
清
水
）
の
作
事
が
さ
れ
て
い
る
。
番
所
で
は
、
暮
六
時
～
朝
六

時
ま
で
門
を
閉
め
往
来
禁
止
。
夜
間
は
二
組
交
代
で
油
断
な
く
守
衛
し
、
昼
間
の
通
行
人
に
は
往
来
切
手
の
改
め
を
厳
し
く
行
う
こ
と

と
制
令
し
て
い
る
。

　

各
番
所
へ
の
人
員
配
置
に
つ
い
て
、
享
保
三
年
の
編
成
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
の
七
ヵ
所
番
所
配
置
記

（
純
庸
）
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録（『
九
葉
実
録
』第
三
冊　

一
六
五
頁
）を
付
記
し
た
。

　

一
瀬
口
番
所
（
長
崎
街
道
、
長
崎
市
桜
馬
場
町
）　

先
手
侍
大
将
支
配
、
享
保
三
年

足
軽
大
将
一
人
僕
一
〇
人
、
長
柄
奉
行
一
人
僕
六
人
、
馬
廻
一
人
僕
五
人
、
目
付
一

人
僕
二
人
、
給
人
二
人
僕
二
人
ず
つ
、
弓
銃
之
者
長
柄
足
軽
人
足
各
一
〇
人
ず
つ
、

番
人
七
三
人（
文
化
五
年
、
者
頭
以
下
七
七
人
）。

　

西
山
口
番
所
（
大
村
街
道
、
長
崎
市
西
山
町
）　

先
手
侍
大
将
支
配
、
享
保
三
年
足

軽
大
将
一
人
僕
一
〇
人
、
長
柄
奉
行
一
人
僕
六
人
、
目
付
給
人
各
一
人
僕
各
二
人
、

弓
銃
之
者
長
柄
足
軽
人
足
各
五
人
、
番
人
四
四
人（
文
化
五
年
、
馬
廻
以
下
三
六
人
）

　

西
坂
口
番
所
〔
写
真
1
―
28
〕（
浦
上
街
道
、
長
崎
市
西
坂
町
）　

先
手
侍
大
将
支
配
、

享
保
三
年
一
瀬
口
と
同
じ
、
番
人
七
三
人（
文
化
五
年
、
者
頭
以
下
七
七
人
）。

　

茂
木
口
番
所
（
茂
木
街
道
、
長
崎
市
小
島
町
）　

先
手
侍
大
将
支
配
、
享
保
三
年
一

瀬
口
と
同
じ（
文
化
五
年
、
者
頭
以
下
七
七
人
）。

　

清
水
口
番
所
（
茂
木
街
道
、
長
崎
市
鍛
冶
屋
町
・
油
屋
町
）　

先
手
侍
大
将
支
配
、
享
保
三
年
足
軽
大
将
一
人
僕
一
〇
人
、
馬
廻

一
人
僕
五
人
、
目
付
一
人
僕
二
人
、
給
人
一
人
僕
二
人
、
弓
銃
長
柄
足
軽
各
三
人
、
番
人
三
七
人（
文
化
五
年
、
馬
廻
以
下
三
六
人
）。

　

大
浦
口
番
所
（
深
堀
街
道
、
長
崎
市
十
人
町
）　

脇
備
侍
大
将
支
配
、
享
保
三
年
足
軽
大
将
一
人
僕
一
〇
人
、
馬
廻
一
人
僕
五
人
、

目
付
一
人
僕
二
人
、
給
人
二
人
僕
二
人
ず
つ
、
弓
銃
の
者
各
五
人
ず
つ
、
番
人
四
七
人（
文
化
五
年
、
者
頭
以
下
五
六
人
）。

　

伊
良
林
口
番
所（
日
見
街
道
、
長
崎
市
伊
良
林
）　

脇
備
侍
大
将
支
配
、
享
保
三
年（
大
浦
口
と
同
じ
）、
番
人
四
七
人（
文
化
五
年
、

者
頭
以
下
五
一
人
）（『
九
葉
実
録
』第
一
冊　

二
〇
六
頁
）。

　

以
上
か
ら
、
享
保
三
年
の
編
成
で
は
、
番
所
に
三
九
四
人
、
文
化
五
年
四
一
〇
人
と
策
定
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

写真1-28　�「長崎異変七口番所図解」に描かれた西坂口番所
（長崎大学附属図書館経済学部分館所蔵　武藤文庫）
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四
．
長
崎
市
街
巡
回

　

大
村
藩
は
島
原
一
揆
の
際
、
町
中
の
巡
回
を
昼
夜
行
っ
て
い
る
。
享
保
三
年
の
上
掲
覚
に
見
え
る
計
画
で
は
、
責
任
者
を
脇
備
侍
大

将
と
し
「
町
中
昼
夜
夜
廻
番
」
を
六
組
に
編
成
。
各
組
の
番
頭
一
人
僕
八
人
、
馬
廻
一
人
僕
五
人
、
給
人
二
人
僕
各
二
人
ず
つ
、
徒
目

付
一
人
僕
一
人
、
銃
者
長
柄
足
軽
各
五
人
、
人
足
七
人
、
一
組
で
人
数「
四
〇
人
」、
六
組
編
成
で
、
総
計
は
二
四
〇
人
と
な
る
。

五
．
牢
屋
警
固

　

長
崎
の
牢
屋
は
桜
町
に
造
ら
れ
、
長
崎
奉
行
支
配
の
牢
守
一
人
・
牢
番
一
〇
人
が
同
地
に
居
宅
し
た
（『
長
崎
古
今
集
覧
』
上
巻　

二

八
二
頁
）。
享
保
三
年
の
大
村
藩
の
編
成
で
は
、
先
手
侍
大
将
支
配
の
下
に
、
足
軽
大
将
二
人
・
僕
一
〇
人
ず
つ
、
馬
廻
三
人
・
僕
五

人
ず
つ
、
目
付
三
人
・
僕
二
人
ず
つ
、
給
人
一
〇
人
・
僕
二
人
ず
つ
、
小
給
八
人
、
銃
者
二
〇
人
、
長
柄
足
軽
一
〇
人
、
中
間
三
〇
人
、

大
工
八
人
、
合
計
一
五
五
人
と
さ
れ
て
い
る
。
大
工
ま
で
要
員
と
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
の
長
崎
大
火

で
牢
が
全
焼
し
て
お
り
、
非
常
時
の
牢
屋
解
体
と
仮
牢
造
設
が
想
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

六
．
福
田
浦
添
番

　

六
拾
丁
立
か
ら
拾
四
丁
立
ま
で
大
小
の
早
船
六
艘
と
、
十
二
丁
立
以
下
端
船
ま
で
七
艘
の
軍
船
に
、
船
奉
行
以
下
四
〇
〇
人
の
兵
員
、

船
頭
・
水
主
を
編
成
し
て
い
る
。
文
化
元
年
レ
ザ
ノ
フ
来
航
の
際
、
大
村
藩
は
長
崎
奉
行
成
瀬
正
定
か
ら
聞
役
を
通
じ
て
人
数
差
出
の

命
を
受
け
、
者
頭
以
下
七
七
人
に
船
一
〇
艘
を
長
崎
に
急
派
し
た
ほ
か
、
福
田
浦
に
石
火
矢
搭
載
の
軍
船
な
ど
大
小
五
六
艘
、
乗
組
員

五
六
〇
余
を
集
結
さ
せ
て
い
る（『
長
崎
古
今
集
覧
』下
巻　

二
三
七
頁
）。

　

以
上
、
船
番
・
牢
番
に
始
ま
り
、
奉
行
不
在
時
の
大
村
藩
が
異
国
船
仕
置
役
、
長
崎
警
固
役
、
異
変
時
に
お
け
る
長
崎
海
陸
警
固
役

と
累
加
さ
れ
た
状
況
を
垣
間
見
た
が
、
平
時
に
お
い
て
も
異
変
に
お
い
て
も
そ
の
備
え
が
常
時
、
大
村
藩
に
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

�

（
清
水
紘
一
）
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註（
1
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

大
村
家
史
料「
大
村
家
譜
」や「
大
村
記
」な
ど
は
、純
忠
の
死
を
天
正
十
五
年
五
月
十
八
日
と
す
る
。
ル
セ
ナ
が「
回
想
録
」

　

D
e A

lgum
as cousas que ainda se alem

bra o pe・ A
fonso de Lucena que pertencem

 a C
hristandade de Ō

m
ura

　
（Josef. F. Schütte S. J., ERIN

N
ERU

N
G

EN
 A

U
S D

ER C
H

RISTEN
H

EIT V
O

N
 Ō

M
U

RA
, Rom

a, 1972. p. 174.　

ヨ

ゼ
フ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
ッ
テ
編
・
佐
久
間
正
・
出
崎
澄
男
訳
『
大
村
キ
リ
シ
タ
ン
史
料　

ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ル
セ
ナ
の
回
想
録
』〈
キ
リ
シ
タ
ン

文
化
研
究
シ
リ
ー
ズ
12
〉（
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会　

一
九
七
五
）、
一
三
三
頁（
以
下「
回
想
録
」・『
大
村
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
』と
略
記
））に
お
い

て
報
じ
る
日
付
と
は
一
ヵ
月
の
ず
れ
が
あ
る
。

（
2
）　

ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館A

rchivio Rom
anum

 Societatis 

Ⅰesu 

所
蔵
、
日
本
・
中
国
部
文
書 Jap. Sin. 45

Ⅱ. f.114. 

こ
の
箇

所
は
、
一
五
九
八
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
エ
ヴ
ォ
ラ
で
出
版
さ
れ
た SEG

U
N

D
A

 P
A

RTE D
A

S C
A

RTA
S de 

Ⅰapão, ff. 189

～225v. 

で
は
省
略
さ
れ
る
。

（
3
）　

ル
セ
ナ「
回
想
録
」Schutte. pp. 167

～168.　

訳
文『
大
村
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
』　

一
三
一
～
一
三
二
頁

（
4
）　Jap. Sin. 45

Ⅱ. f. 114, SEG
U

N
D

A
 P

A
RTE 

（Evora

）, ff. 214

～214v.　

松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告

集
』第
Ⅲ
期
第
七
巻（
同
朋
社
出
版　

一
九
九
四
）　

二
一
五
頁（
以
下『
日
本
報
告
集
』と
略
記
）。

（
5
）　Josef F. Schütte S. J., IN

TRO
D

U
C

TIO
N

 A
D

 H
ISTO

RIA
M

 SO
C

IETA
TIS JESU

 IN
 JA

P
O

N
IA

 1549-1650, Rom
ae, 

1968. P
. 478.　

の
ちIN

TRO
D

U
C

TIO
N

　

と
略
記

（
6
）　Josef F. Schütte S. J., M

O
N

U
M

EN
TA

 H
ISTO

RIC
A

 JA
P

O
N

IA
E I. Textus C

atalogorum
 Japoniae. 1975. pp. 273

～

274. 

の
ち C

atalogorum
 

と
略
記

（
7
）　

一
五
八
九
年
九
月
二
十
日
付
、
加
津
佐
発
信
「
一
五
八
九
年
度
日
本
年
報
」（Jap. Sin. 51, f. 163.

）。
同
年
報
の
編
集
・
作
成
者
は
コ
エ
リ
ョ

と
フ
ロ
イ
ス
で
あ
る
。

（
8
）　Jap. Sin. 51, f. 108v.　

ル
セ
ナ
の
書
翰
は
、
コ
エ
リ
ョ
と
フ
ロ
イ
ス
編
集
の
「
一
五
八
九
年
度
日
本
年
報
」（ff. 103

～139v.

）
に
収
載
さ

れ
る
。
同
年
報
の
写
本
は
、
マ
ド
リ
ー
ド
所
在
の
王
立
歴
史
学
士
院
図
書
館 B

iblioteca de la Real A
cadem

ia de la H
istoria 

（
の
ち

B
RA

H

と
略
記
）, M

adrid 

の Jesuitas 9-2663, ff. 483

～484 
に
あ
る
が
、
表
現
・
表
記
に
お
い
て
原
文
と
は
若
干
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

（
9
）　ibid. f. 108v.

（
10
）　Jap. Sin. 51, f. 133v.

（
11
）　ibid. f. 114v.
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（
12
）　ibid. 46, ff. 266

～267. 

松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
第
Ⅰ
期
第
一
巻
（
同
朋
社
出
版　

一
九
八
七
）　

一
二
〇

～
一
二
一
頁
。

（
13
）　Jap. Sin. 51, f. 114v.

（
14
）　B

RA
H

. Jesuitas 9-2663, ff. 499

～499v.

前
掲
註（
12
）『
日
本
報
告
集
』　

一
六
二
～
一
六
三
頁

（
15
）　ibid. f. 501. 

前
掲
註（
12
）『
日
本
報
告
集
』　

一
六
五
頁

（
16
）　Schütte. p. 176. 『
大
村
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
』　

一
三
四
～
一
三
五
頁

（
17
）　

五
野
井
隆
史『
キ
リ
シ
タ
ン
の
文
化
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
二
）　

一
四
二
～
一
四
三
頁

（
18
）　
「
一
五
九
二
年
度
日
本
年
報
」（Jap. Sin. 51, ff. 335v.

～336

）。

（
19
）　Jap. Sin. 51, ff. 304

～304v. 331

～332v.

（
20
）　Schütte. pp. 186
～188. 『
大
村
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
』　

一
三
八
～
一
三
九
頁

（
21
）　
「
一
五
九
二
年
度
日
本
年
報
」
に
よ
る
と
、
小
西
行
長
が
諸
大
名
を
従
え
て
名
護
屋
城
に
到
着
し
た
の
は
一
五
九
二
年
三
月
二
十
六
日
（
文
禄
元
年
二

月
十
三
日
）で
あ
っ
た（Jap. Sin. 51, f. 336.

）。
喜
前
も
そ
の
前
後
に
名
護
屋
城
に
到
着
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
陽
暦
三
月
二
十
日
頃
に
は
大

村
を
出
立
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ー
ド
レ
た
ち
の
移
転
を
指
示
し
た
の
は
三
月
半
ば
頃
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

（
22
）　Jap. Sin. 52, f. 13.

（
23
）　

前
掲
註（
18
）（Jap. Sin. 51, f. 304.
）

（
24
）　
「
一
五
九
三
年
度
日
本
年
報
」（ibid. f. 13v Schütte. IN

TRO
D

U
C

TIO
. p. 475.

）

（
25
）　

五
野
井
隆
史『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
〇
）　

一
七
七
頁

（
26
）　Jap. Sin. 52, f. 13.

（
27
）　Jap. Sin. 25, ff. 21~

26v.　

Schütte. C
atalogorum

 pp. 286~
288.

（
28
）　ibid. pp. 295, 299.

（
29
）　ibid. p. 329.

（
30
）　Schütte. p. 178. 『
大
村
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
』　

一
三
五
頁

（
31
）　Jap. Sin. 51, f. 359v.

（
32
）　ibid. f. 133v.  

前
掲
註（
7
）に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
33
）　

ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
、
一
五
六
三
年
四
月
十
七
日
付
、
横
瀬
浦
発
信
書
翰
（Jap. Sin. 5, f. 1v. C

artas do Japão 

Ⅰ（Evora, 



164

1598

）, ff. 115v.

～116.

）。

（
34
）　Jap. Sin. 52, f. 19. 

佐
久
間
正
訳「
一
五
九
六
年
度
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
」（
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
編『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』第
二
十
輯　

吉
川

弘
文
館　

一
九
八
〇
）　

三
二
一
頁

（
35
）　ibid. ff. 23v, 26, 26v.

（
36
）　Jap. Sin. 52, ff. 133v.

～134.

（
37
）　ibid. f. 131v.

（
38
）　ibid. f. 18v.

（
39
）　

佐
賀
県
立
名
護
屋
城
博
物
館
所
蔵
文
書

（
40
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
稿
本

（
41
）　Jap. Sin. 12

Ⅱ, f. 265.

（
42
）　Schütte. pp. 264
～266. 『
大
村
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
』　

一
七
一
頁

（
43
）　Jap. Sin. 52, f. 257. （
一
五
九
八
年
二
月
十
七
日
付　

ゴ
メ
ス
執
筆
）

（
44
）　

五
野
井
隆
史『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
二
）　

二
一
〇
～
一
二
頁

（
45
）　Jap. Sin. 13

Ⅰ, ff. 11

～11v.

（
46
）　Jap. Sin. 52, ff. 18v. 

～19. 

佐
久
間
訳　

三
二
〇
頁

（
47
）　ibid. f. 135v.

（
48
）　ibid. f. 89v.

（
49
）　Jap. Sin. 13

Ⅰ, f. 11v.

（
50
）　Schütte. pp. 262, 264.  『
大
村
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
』　

一
七
一
・
二
二
八
頁

（
51
）　ibid. p. 196.  『
大
村
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
』　

一
四
三
頁

（
52
）　
「
黒
田
家
文
書
」（「
小
西
行
長
基
礎
資
料
集
」（
宇
土
市
教
育
委
員
会
編
『
宇
土
史
研
究
』
第
二
六
号　

宇
土
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
五)　

九
八
～

九
九
頁
）

（
53
）　C

atalogorum
, p. 411.

（
54
）　Jap. Sin. 54, f. 1v.

（
55
）　ibid. 52, f. 137v.



165近世編 第一章 幕藩体制の成立と大村藩

（
56
）　

瀬
野
精
一
郎
編『
長
崎
県
の
歴
史
』（
山
川
出
版
社　

一
九
九
八
）　

二
五
七
頁

（
57
）　

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
、
一
五
九
九
年
十
月
十
日
付「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
界
状
況
報
告
」（Jap. Sin. 54, f. 76.

）

（
58
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

大
村
家
史
料「
大
村
家
覚
書
」巻
之
四
、「
大
村
家
秘
録
」

（
59
）　Jap. Sin. 54, f. 84v.

（
60
）　C

atalogorum
, p. 365

～366. H
. C

hieslik 「
マ
ト
ス
神
父
の
回
想
録
」（
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
編
『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
第
二
十
四
輯　

吉
川
弘
文
館　

一
九
八
四　

五
〇
～
五
一
頁
）

（
61
）　C

hieslik.　

四
二
頁

（
62
）　

リ
ス
ボ
ン
市
ア
ジ
ュ
ダ
図
書
館 B

ibliotecada A
juda

（
の
ちB

A

と
略
記
）所
蔵
、Jesuitas 49-Ⅳ

-59. f. 73.

（
63
）　Jap. Sin. 50, f. 170

～175.

（
64
）　ibid. 54, f. 170.

（
65
）　

マ
テ
ウ
ス
・
デ
・
コ
ウ
ロ
ス
、
一
六
〇
三
年
十
月
六
日
付
、
長
崎
発
信
の「
一
六
〇
三
年
度
日
本
年
報
」（Jap. Sin. 54, f. 115v.

）。

（
66
）　C

atalogorum
, pp. 356

～358. C
hieslik,　

四
五
～
四
六
頁

（
67
）　B

A
. 49-Ⅳ

-59, f. 13.

（
68
）　Jap. Sin. 54, ff. 218, 227

～227v.

（
69
）　ibid. f. 194v.

（
70
）　C

atalogorum
, pp. 444

～446. 

シ
ュ
ッ
テ
師
の
翻
刻
で
は
、
大
村
の
修
院
に
い
た
イ
ル
マ
ン
・
生
月
ト
メ
が
欠
落
し
て
い
る
。

（
71
）　Jap. Sin. 55, ff. 94

～94v.

（
72
）　ibid. ff. 234

～244v.

（
73
）　B

A
. 49-Ⅳ

-59, f. 14.

（
74
）　

ド
ナ
・
カ
タ
リ
ー
ナ
は
「
有
馬
殿
の
姉
妹
」
と
「
一
六
〇
〇
年
度
日
本
年
報
」
に
記
載
さ
れ
る
。
有
馬
殿
は
有
馬
晴
信
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
結
城
了

悟
神
父
は
有
馬
殿
を
晴
信
の
父
義
直
の
女
と
す
る（
結
城
了
悟『
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
た
大
名
』　

聖
母
の
騎
士
社　

一
九
九
九　

三
五
頁
）。

（
75
）　B

A
. ibid. ff. 13v.

～14.

（
76
）　ibid. f. 14v.

（
77
）　Jap. Sin. 50, ff. 173

～174v. 

（
78
）　ibid. 54, f. 227v.

Ⅰrm
ã d

e A
rim
ad
o
no
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（
79
）　ibid. ff. 230

～230v.

（
80
）　ibid. f. 228.

（
81
）　ibid. f. 194v.

（
82
）　Schütte. p. 140.  『
大
村
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
』　

一
六
一
頁

（
83
）　Jap. Sin. 55, ff. 194v

～195.

（
84
）　ibid. f. 94

～97.

（
85
）　C

atalogorum
, p. 420.

（
86
）　

五
野
井
隆
史『
徳
川
初
期
キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
二
）　

二
二
～
二
三
・
四
二
頁

（
87
）　B

RA
H

. Jesuitas 9-2665, f. 400v.

（
88
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵
。

（
89
）　

藤
野　

保
・
清
水
紘
一
編『
大
村
見
聞
集
』（
高
科
書
店　

一
九
九
四
）　

二
七
頁

（
90
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編『
大
日
本
史
料
』第
十
二
編
之
五
十
六（
東
京
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
二
）　

一
二
一
頁

（
91
）　

同
右
。
一
三
三
頁
。

（
92
）　

D
・
パ
チ
ェ
コ「
長
崎
外
町
と
浦
上
の
換
地
問
題
に
つ
い
て
」（
キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
編『
キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
』第
十
六
集　

キ
リ
ス
ト
教
史
学
会　

一
九
六
五　

三
一
～
三
七
頁
）、
結
城
了
悟
「
長
崎
外
町
の
問
題
」（
長
崎
史
談
会
編
『
長
崎
談
叢
』
第
六
十
八
輯　

長
崎
史
談
会　

一
九
八
四　

一
～

二
〇
頁
）。

（
93
）　B

RA
H

. Jejuitas 9-2665, ff. 420, 433.

（
94
）　Schütte. pp. 214

～216.  『
大
村
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
』　

一
五
一
頁

（
95
）　B

RA
H

. 9-2665, f. 419.

（
96
）　ibid. ff. 419v. 420.

（
97
）　Jap. Sin. 2, f. 164v.

（
98
）　B

RA
H

. 9-2665, f. 400.

（
99
）　

前
掲
註（
92
）結
城
論
文　

三
六
頁

（
100
）　

ホ
セ
・
デ
ル
ガ
ー
ド
・
ガ
ル
シ
ア
O.P.
編
注
、
佐
久
間
正
訳『
福
者
ト
マ
ー
ス
・
デ
ル
・
エ
ス
ピ
リ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
・
デ
・
ス
マ
ラ
ガ
O.P.
書
簡
・
報
告
』

（
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会　

一
九
八
四　

四
一
～
四
三
頁
）
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（
101
）　

結
城
了
悟『
天
正
少
年
使
節
―
―
史
料
と
研
究
―
―
』（
純
心
女
子
短
期
大
学　

一
九
九
二
）　

六
八
～
六
九
・
二
二
六
頁

（
102
）　C

atalogorum
, pp. 501

～506.　

コ
ウ
ロ
ス
、
一
六
二
〇
年
三
月
二
十
日
付
書
翰（Jap. Sin. 35, f. 138.

）。

（
103
）　C

atalogorum
, p. 525.

（
104
）　Jap. Sin. 5

7, ff. 196

～197.
（
105
）　C

atalogorum
, p. 5

54.

（
106
）　

松
田
毅
一『
近
世
初
期
日
本
関
係
南
蛮
史
料
の
研
究
』（
風
間
書
房　

一
九
六
七
）　

一
〇
八
七
頁

（
107
）　
「
一
六
一
五
年
度
日
本
年
報
」（Jap. Sin. 57, f. 297.

）

（
108
）　ibid. f. 413v.

（
109
）　

五
野
井
隆
史
「
禁
制
下
に
お
け
る
大
村
藩
と
キ
リ
シ
タ
ン
宣
教
師
」（
長
崎
史
談
会
編
『
長
崎
談
叢
』
第
七
十
一
輯　

長
崎
史
談
会　

一
九
八
六
）　

三

～
四
頁

（
110
）　Jap. Sin. 59, f. 10v.

（
111
）　
「
一
六
一
八
年
度
日
本
年
報
」（Jap. Sin. 59, ff. 95, 105

～109. 148v.

）。「
慶
長
十
七
年
壬
子
諸
士
高
帳
」
に
よ
る
と
、
朝
長
次
郎
兵
衛
純

興
は
雪
ノ
浦
・
瀬
戸
・
大
串
・
大
村
に
二
五
三
石
を
有
し
て
い
た
。
嶺（
峯
）伊
右
衛
門
は
大
村
・
波
佐
見
・
桃（百
）津
に
二
二
一
石
の
知
行
を
得
て
い
た
。

（
112
）　Jap. Sin. 60, f. 36.

（
113
）　

前
掲
註（
90
）　

一
二
一
～
一
二
三
頁

（
114
）　

前
掲
註（
90
）　

一
二
三
、一
三
六
～
一
三
七
頁

（
115
）　Jap. Sin. 59, f. 181.

（
116
）　

前
掲
註（
90
）　

一
二
一
頁

（
117
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

彦
右
衛
門
文
書

（
118
）　

石
井
良
助
校
訂『
徳
川
禁
令
考
』全
集　

第
六（
創
文
社　

一
九
五
九
）　

三
七
五
～
七
六
頁

（
119
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

彦
右
衛
門
文
書
。
松
田
毅
一『
近
世
初
期
日
本
関
係
南
蛮
史
料
の
研
究
』（
風
間
書
房　

一
九
六
七
）　

一
〇
八
八
頁

（
120
）　

前
掲
註（
109
）　

一
五
～
一
六
頁

（
121
）　

前
掲
註（
109
）　

六
～
八
頁
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編『
大
日
本
史
料
』第
十
二
編
之
四
十
六（
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
七
七
）　

一
六
一
頁

（
122
）　

藤
野　

保
・
清
水
紘
一
編『
大
村
見
聞
集
』（
高
科
書
店　

一
九
九
四
）　

一
三
五
頁

（
123
）　

前
掲
註（
122
）　

一
三
五
頁
。
永
積
洋
子『
朱
印
船
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
一
）　

一
八
二
～
一
九
四
頁
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（
124
）　

幸
田
成
友『
日
欧
通
交
史
』（
岩
波
書
店　

一
九
四
二
）　

三
二
五
頁

（
125
）　

大
村
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編『
新
編
大
村
市
史
』第
二
巻「
中
世
編
」（
大
村
市　

二
〇
一
四
）　

五
一
四
頁

（
126
）　Jap. Sin. 

10

Ⅱ, ff. 242V
.

～243.
（
127
）　

高
瀬
弘
一
郎『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
研
究
』（
岩
波
書
店　

一
九
七
七
）　

一
六
六
頁

（
128
）　

異
国
日
記
刊
行
会
編『
影
印
本
異
国
日
記
』（
東
京
美
術　

一
九
八
九
）　

二
〇
三
～
二
〇
四
頁

（
129
）　

黒
板
勝
美
編「
新
訂
増
補
國
史
大
系
」第
三
十
八
巻『
徳
川
實
紀
』第
一
篇〈
新
装
版
〉（
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
八
）　

五
〇
七
～
五
〇
八
頁

（
130
）　

堺
市
役
所
編『
堺
市
史
』四　
（
清
文
堂
出
版　

一
九
七
七
）　

七
四
～
七
六
頁

（
131
）　

岩
生
成
一『
新
版
朱
印
船
貿
易
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
八
五
）

（
132
）　

前
掲
註（
128
）　

一
九
二
頁

（
133
）　

フ
ア
ン
・
ヒ
ル
著
・
平
山
篤
子
訳
『
イ
ダ
ル
ゴ
と
サ
ム
ラ
イ
』（
法
政
大
学
出
版
局　

二
〇
〇
〇
）　

六
七
・
八
五
・
一
三
九
・
二
四
八
・
四
六
七
～
八
・

四
七
三
～
七
四
頁

（
134
）　

中
村　

質「
投
銀
証
文
に
関
す
る
一
考
察
」（
日
本
歴
史
学
会
編『
日
本
歴
史
』第
三
一
六
号（
吉
川
弘
文
館　

一
九
六
六
）　

六
二
頁

（
135
）　

藤
野　

保
・
清
水
紘
一
編『
大
村
見
聞
集
』（
高
科
書
店　

一
九
九
四
）　

一
七
九
～
一
八
〇
頁

（
136
）　

⑴
石
井
良
助
編
『
武
家
嚴
制
録
・
聽
政
談
』（
創
文
社　

一
九
六
九
）
所
収
二
二
二
号
、
⑵
石
井
良
助
編
『
御
当
家
令
条
・
律
令
要
略
』（
創
文
社　

一
九
五
九
）
所
収
一
九
九
号
、
⑶
石
井
良
助
編
『
武
家
嚴
制
録
・
聽
政
談
』（
創
文
社　

一
九
六
九
）
和
文
「
武
家
嚴
制
録
」
所
収
二
六
三
号
・
漢
文
、

京
都
史
蹟
会
編『
林
羅
山
詩
集
』（
弘
文
社　

一
九
三
〇
）　

六
九
〇
頁
、
⑷
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
編『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
』

後
編
五
（
鹿
児
島
県　

一
九
八
五
）
所
収
七
二
二
号
、
⑸
藤
野　

保
・
清
水
紘
一
編
『
大
村
見
聞
集
』（
高
科
書
店　

一
九
九
四
）　

二
九
〇
頁
、
⑹
石

井
良
助
校
訂『
徳
川
禁
令
考
』前
集　

第
六（
創
文
社　

一
九
六
八
第
二
刷
）所
収
四
〇
五
一
号
、
⑺
田
辺
茂
啓
編
、
丹
羽
漢
吉
・
森
永
種
夫
校
訂『
長

崎
実
録
大
成
正
編
』（
長
崎
文
献
社　

一
九
七
三
）　

九
頁
、
⑻
国
立
公
文
書
館
所
蔵　

内
閣
文
庫
（
架
蔵
番
号
）
一
八
一
―
一
一
三
「
長
崎
御
役
所
留

　

上
」

（
137
）　

長
崎
奉
行
宛
て
老
中
下
知
状
（
鎖
国
令
）
に
つ
い
て
は
、
清
水
紘
一
・
木
﨑
弘
美
・
柳
田
光
弘
・
氏
家　

毅
編
『
近
世
長
崎
法
制
史
料
集
１
』
天
正
八

年
～
享
保
元
年
〈
岩
田
書
院
史
料
叢
刊
８
〉（
岩
田
書
院　

二
〇
一
四
）
所
収
一
四
一
、一
六
〇
、一
七
九
、一
八
三
号
ほ
か
に
収
載
。
寛
永
十
三
年
覚

は
、末
次
平
蔵
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
側
に
写
本
手
交
。
６
条
に
つ
い
て「
外
国
船
に
つ
い
て
何
か
起
っ
た
時
に
は
、貴
下
は
宮
廷
に
知
ら
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
大
村
領
の
見
張
り
の
船
と
兵
隊
を
、こ
の
船
を
監
視
す
る
た
め
に
、呼
ば
ね
ば
な
ら
な
い
」と
訳
解
。永
積
洋
子
訳『
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』

第
三
輯（
岩
波
書
店　

一
九
六
九
）　

四
五
七
頁
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（
138
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

大
村
家
史
料（
架
蔵
番
号
）二
〇
五

－

二
三

（
139
）　

佐
竹　

茂「
大
村
藩
沿
岸
警
衛
の
始
末
」㈠
～
（完）（
大
村
史
談
会
編『
大
村
史
談
』第
五
～
七
号　

大
村
史
談
会　

一
九
七
〇
～
七
二
）。
河
野
忠
博「
鎖

国
と
外
海
十
六
番
所
に
勤
務
し
た
人
員
構
成
の
考
察
―
安
政
五
年
の
小
史
料
よ
り
」（
大
村
史
談
会
編
『
大
村
史
談
』
第
三
十
八
号　

大
村
史
談
会　

一
九
九
一
）

（
140
）　

佐
久
間
達
夫
編『
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
』第
五
巻（
大
空
社　

一
九
八
八
）　

四
一
〇
頁

（
141
）　

大
村
史
談
会
編『
九
葉
実
録
』第
一
冊（
大
村
史
談
会　

一
九
九
四
）　

一
六
八
頁

（
142
）　

深
谷
克
己
『
増
補
改
訂
版　

百
姓
一
揆
の
歴
史
的
構
造
』〈
歴
史
科
学
叢
書
〉（
校
倉
書
房　

一
九
八
六
）。
神
田
千
里
『
島
原
の
乱
』
キ
リ
シ
タ
ン
信

仰
と
武
装
蜂
起
〈
中
公
新
書
〉（
中
央
公
論
新
社　

二
〇
〇
五
）。
大
橋
幸
泰
『
検
証
島
原
天
草
一
揆
』〈
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〉（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
八
）ほ
か
。

（
143
）　

藩
内
の
郷
士
層
の
一
部
に
は
、
原
城
の
幕
藩
軍
に
牢
人
と
し
て
参
加
し
た
者
が
い
る
。
原
口　

聡「
岩
永
家
と
島
原
天
草
一
揆
」（
大
村
史
談
会
編『
大

村
史
談
』第
六
十
四
号　

大
村
史
談
会　

二
〇
一
三
）

（
144
）　

鶴
田
倉
造
編『
原
史
料
で
綴
る
天
草
島
原
の
乱
』（
本
渡
市　

一
九
九
四
）　

一
四
五
、一
七
二
、一
八
六
頁
。
差
出
は
曾
我
古
祐
、稲
垣
重
綱
、阿
部
正
次
、

板
倉
重
宗
等
で
あ
り
、
大
坂
町
奉
行
・
大
坂
城
代
、
京
都
所
司
代
連
署
の
通
達
と
な
る
。
宛
先
は
、
細
川
忠
利
、
鍋
嶋
勝
茂
、
有
馬
豊
氏
、
立
花
宗

茂
、
寺
沢
堅
高
、
松
浦
鎮
信
、
大
村
松
千
代
、
五
嶋
盛
利
等
。

（
145
）　

永
積
洋
子
訳『
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』第
四
輯（
岩
波
書
店　

一
九
六
九
）　

四
六
頁

（
146
）　

鶴
田
倉
造
編『
原
史
料
で
綴
る
天
草
島
原
の
乱
』（
本
渡
市　

一
九
九
四
）　

三
九
〇
〜
四
二
六
頁

（
147
）　

永
積
洋
子
訳
『
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
第
四
輯
（
岩
波
書
店　

一
九
六
九
）　

二
一
頁
。
但
し
、「
天
川
人
」
が
寛
永
十
四
年
十
二
月
廿
三
日
御

礼
と
し
て
登
城
、
進
物
を
献
上
し
て
い
る
。藤
井
譲
治
監
修『
江
戸
幕
府
日
記　

姫
路
酒
井
家
本
』第
六
巻（
ゆ
ま
に
書
房　

二
〇
〇
三
）　

二
三
五
頁

（
148
）　

長
崎
で
急
造
し
た
四
隻
の
軍
用
唐
船
型
船
の
一
隻
で
原
城
に
回
送
（
田
辺
茂
啓
編
、
丹
羽
漢
吉
・
森
永
種
夫
校
訂
『
長
崎
実
録
大
成
正
編
』　

長
崎
文

献
社　

一
九
七
三　

三
二
八
頁
）。
同
上
の
唐
船
に
つ
い
て
は
、
寛
永
十
五
年
四
月
大
村
藩
が
泥
土
に
埋
没
し
た
唐
船
一
隻
を
掘
起
し
た
と
す
る（
藤

野　

保
・
清
水
紘
一
編『
大
村
見
聞
集
』　

高
科
書
店　

一
九
九
四　

二
二
四
頁
）。

（
149
）　

藤
井
譲
治
監
修『
江
戸
幕
府
日
記　

姫
路
酒
井
家
本
』第
七
巻（
ゆ
ま
に
書
房　

二
〇
〇
三
）　

四
四
〇
頁

（
150
）　

蘭
館
長
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
カ
ロ
ン
の
記
録
。
永
積
洋
子
訳『
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』第
四
輯（
岩
波
書
店　

一
九
六
九
）　

一
九
一
頁

（
151
）　

藤
井
譲
治
監
修『
江
戸
幕
府
日
記　

姫
路
酒
井
家
本
』第
八
巻（
ゆ
ま
に
書
房　

二
〇
〇
三
）　

二
〇
四
頁

（
152
）　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
編
『
譜
牒
餘
録
』
上
〈
内
閣
文
庫
影
印
叢
刊
〉（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫　

一
九
七
三
）　

八
〇
一
頁
ほ
か
。
同
役
は
、
西
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国
藩
鎮
・
長
崎
探
題
と
も
呼
称
さ
れ
、
特
定
の
名
称
を
持
た
な
い
。

（
153
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

大
村
家
史
料（
架
蔵
番
号
）一
〇
三
ー
三
二「
二
月
十
三
日
付
大
村
丹
後
守
宛
大
坂
城
番
等
書
付
」

（
154
）　
「
部
分
御
旧
記
」（
熊
本
県
編『
熊
本
県
史
料
』近
世
篇　

第
一　

熊
本
県　

一
九
六
五
）

（
155
）　

大
分
県
立
図
書
館
所
蔵「
岡
本
家
文
書
」

（
156
）　

臼
杵
市
立
臼
杵
図
書
館
所
蔵　

加
島
英
國
編「
温
故
年
表
録
」（
一
八
三
三
）

（
157
）　
「
宮
田
家
文
書
」

（
158
）　

得
能
通
昭
著
・
伊
地
知
茂
七
校
訂
「
西
藩
野
史
」
巻
之
一
七
（
薩
藩
叢
書
刊
行
会
編
『
薩
藩
叢
書
』
第
五
編
「
西
藩
野
史
」　

薩
藩
叢
書
刊
行
会　

一
九
一
〇
）。
原
本
は
明
治
二
十
九
年（
一
八
九
六
）完
成
。

（
159
）　
「
種
子
島
家
譜
」巻
五（
鮫
島
宗
美
訳
・
著
、
鮫
島　

穣
編『
鮫
島
本　

種
子
島
家
譜
』１　

ぶ
ど
う
の
木
出
版　

二
〇
〇
三
復
刻
版
）

（
160
）　

対
馬
藩
の
日
記「
毎
日
記
」（
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵　

宗
家
文
庫
史
料
）

（
161
）　

山
口
県
文
書
館
所
蔵「
毛
利
家
文
庫
」中
の「
公
儀
所
日
乗
」十

（
162
）　

日
本
歴
史
学
会
編『
日
本
歴
史
』第
八
六
号（
吉
川
弘
文
館　

一
九
五
五
）

（
163
）　

藤
野　

保
・
清
水
紘
一
編『
大
村
見
聞
集
』（
高
科
書
店　

一
九
九
四
）

（
164
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

彦
右
衛
門
文
書　
「
覚
」（
走
百
姓
五
口
合
六
十
五
人
人
名
書
上
）

（
165
）　

雲
仙
市
歴
史
資
料
館 

南
串
山
展
示
館
所
蔵「
年
代
記
」お
よ
び「
古
記
録
拔
書
帳
」に
収
載
の「
多
喜
弥
覚
書
」

（
166
）　

南
島
原
市
口
之
津
町 

高
橋
家
所
蔵「
家
筋
由
緒
之
事
」

（
167
）　

雲
仙
市
歴
史
資
料
館 

南
串
山
展
示
館
所
蔵「
年
代
記
」お
よ
び「
古
記
録
拔
書
帳
」に
収
載
の「
良
右
衛
門
日
記
」

（
168
）　

小
豆
島
町
立
図
書
館
所
蔵「
小
豆
島
風
土
記
」

（
169
）　

前
掲
註（
161
）

（
170
）　
「
土
民
仕
置
覚
」（
高
柳
眞
三
・
石
井
良
助
編『
御
觸
書
寛
保
集
成
』　

岩
波
書
店　

一
九
七
六
第
三
版
）

（
171
）　

東
光
博
英
訳
「
一
五
八
〇
年
度
の
日
本
年
報
」（
松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
第
Ⅲ
期
第
５
巻　

同
朋
舎
出
版　

一
九
九
二
）　

二
三
九
頁

（
172
）　

大
村
領
内
で
は
長
崎
と
同
様
の「
至
聖
の
秘
蹟
」「
お
告
げ
の
聖
母
」「
慈
悲
の
兄
弟
会
」な
ど
が
組
織
。
岡
村
多
希
子
訳「
一
六
〇
三
、〇
四
年
の
日
本

の
諸
事
」（
松
田
毅
一
監
訳『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』第
Ⅰ
期
第
４
巻　

同
朋
舎
出
版　

一
九
八
八　

一
八
三
頁
）

（
173
）　

正
保
二
年（
一
六
四
六
）波
佐
見
村（
東
彼
杵
郡
波
佐
見
町
）の「
お
か
こ
」一
件
で
は
自
身
の「
き
り
し
た
ん
心
」を
藩
役
人
に
吐
露
。
藤
野　

保
・
清



171近世編 第一章 幕藩体制の成立と大村藩

国
藩
鎮
・
長
崎
探
題
と
も
呼
称
さ
れ
、
特
定
の
名
称
を
持
た
な
い
。

（
153
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

大
村
家
史
料（
架
蔵
番
号
）一
〇
三
ー
三
二「
二
月
十
三
日
付
大
村
丹
後
守
宛
大
坂
城
番
等
書
付
」

（
154
）　
「
部
分
御
旧
記
」（
熊
本
県
編『
熊
本
県
史
料
』近
世
篇　

第
一　

熊
本
県　

一
九
六
五
）

（
155
）　

大
分
県
立
図
書
館
所
蔵「
岡
本
家
文
書
」

（
156
）　

臼
杵
市
立
臼
杵
図
書
館
所
蔵　

加
島
英
國
編「
温
故
年
表
録
」（
一
八
三
三
）

（
157
）　
「
宮
田
家
文
書
」

（
158
）　

得
能
通
昭
著
・
伊
地
知
茂
七
校
訂
「
西
藩
野
史
」
巻
之
一
七
（
薩
藩
叢
書
刊
行
会
編
『
薩
藩
叢
書
』
第
五
編
「
西
藩
野
史
」　

薩
藩
叢
書
刊
行
会　

一
九
一
〇
）。
原
本
は
明
治
二
十
九
年（
一
八
九
六
）完
成
。

（
159
）　
「
種
子
島
家
譜
」巻
五（
鮫
島
宗
美
訳
・
著
、
鮫
島　

穣
編『
鮫
島
本　

種
子
島
家
譜
』１　

ぶ
ど
う
の
木
出
版　

二
〇
〇
三
復
刻
版
）

（
160
）　

対
馬
藩
の
日
記「
毎
日
記
」（
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵　

宗
家
文
庫
史
料
）

（
161
）　

山
口
県
文
書
館
所
蔵「
毛
利
家
文
庫
」中
の「
公
儀
所
日
乗
」十

（
162
）　

日
本
歴
史
学
会
編『
日
本
歴
史
』第
八
六
号（
吉
川
弘
文
館　

一
九
五
五
）

（
163
）　

藤
野　

保
・
清
水
紘
一
編『
大
村
見
聞
集
』（
高
科
書
店　

一
九
九
四
）

（
164
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

彦
右
衛
門
文
書　
「
覚
」（
走
百
姓
五
口
合
六
十
五
人
人
名
書
上
）

（
165
）　

雲
仙
市
歴
史
資
料
館 

南
串
山
展
示
館
所
蔵「
年
代
記
」お
よ
び「
古
記
録
拔
書
帳
」に
収
載
の「
多
喜
弥
覚
書
」

（
166
）　

南
島
原
市
口
之
津
町 

高
橋
家
所
蔵「
家
筋
由
緒
之
事
」

（
167
）　

雲
仙
市
歴
史
資
料
館 

南
串
山
展
示
館
所
蔵「
年
代
記
」お
よ
び「
古
記
録
拔
書
帳
」に
収
載
の「
良
右
衛
門
日
記
」

（
168
）　

小
豆
島
町
立
図
書
館
所
蔵「
小
豆
島
風
土
記
」

（
169
）　

前
掲
註（
161
）

（
170
）　
「
土
民
仕
置
覚
」（
高
柳
眞
三
・
石
井
良
助
編『
御
觸
書
寛
保
集
成
』　

岩
波
書
店　

一
九
七
六
第
三
版
）

（
171
）　

東
光
博
英
訳
「
一
五
八
〇
年
度
の
日
本
年
報
」（
松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
第
Ⅲ
期
第
５
巻　

同
朋
舎
出
版　

一
九
九
二
）　

二
三
九
頁

（
172
）　

大
村
領
内
で
は
長
崎
と
同
様
の「
至
聖
の
秘
蹟
」「
お
告
げ
の
聖
母
」「
慈
悲
の
兄
弟
会
」な
ど
が
組
織
。
岡
村
多
希
子
訳「
一
六
〇
三
、〇
四
年
の
日
本

の
諸
事
」（
松
田
毅
一
監
訳『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』第
Ⅰ
期
第
４
巻　

同
朋
舎
出
版　

一
九
八
八　

一
八
三
頁
）

（
173
）　

正
保
二
年（
一
六
四
六
）波
佐
見
村（
東
彼
杵
郡
波
佐
見
町
）の「
お
か
こ
」一
件
で
は
自
身
の「
き
り
し
た
ん
心
」を
藩
役
人
に
吐
露
。
藤
野　

保
・
清

水
紘
一
編『
大
村
見
聞
集
』（
高
科
書
店　

一
九
九
四
）　

一
八
三
頁

（
174
）　

藤
野　

保
編『
大
村
郷
村
記
』第
二
巻（
国
書
刊
行
会　

一
九
八
二
）　

二
頁

（
175
）　

高
室
一
彦
『
郡
崩
』
―
明
暦
年
間
肥
前
国
大
村
領
に
於
け
る
切
支
丹
崩
（
私
家
版　

一
九
三
〇
）。
郡
崩
れ
は
高
室
一
彦
「「
郡
崩
」
の
概
略　

明
暦
年

間
大
村
領
、
主
と
し
て
郡
村
に
於
け
る
切
支
丹
崩
れ
」（
長
崎
史
談
会
編『
長
崎
談
叢
』第
弐
輯　

長
崎
史
談
会　

一
九
二
八
）に
登
場
。
以
降
、
キ
リ

シ
タ
ン
宗
団
の
大
量
露
顕
と
刑
死
の
事
例
に
つ
い
て
、
濃
尾
崩
れ
、
豊
後
崩
れ
な
ど
、
歴
史
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
露
顕
多
数
の

事
件
を「
崩
」と
す
る
用
語
は
、
寛
政
年
間
に
使
用
例
が
あ
る（
第
二
章
第
四
節
第
一
項
）。

（
176
）　

森
永
種
夫
・
越
中
哲
也
校
著『
寛
宝
日
記
と
犯
科
帳
』（
長
崎
文
献
社　

一
九
七
七
）　

九
二
頁

（
177
）　

鶴
田
倉
造
編『
原
史
料
で
綴
る
天
草
島
原
の
乱
』（
本
渡
市　

一
九
九
四
）　

一
一
頁
。
終
末
思
想
、
海
老
沢
有
道『
キ
リ
シ
タ
ン
の
弾
圧
と
抵
抗
』（
雄

山
閣
出
版　

一
九
八
一
）　

一
九
四
頁
ほ
か

（
178
）　

高
柳
光
寿
・
岡
山
泰
四
・
斎
木
一
馬
編
『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
三
（
続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
六
五
）　

二
〇
五
頁
。
キ
リ
シ
タ
ン
与

力
を
内
藤
信
広
に
推
挙
し
た
徒
頭
岡
田
淡
路
守
重
治
は
、
死
一
等
を
免
じ
ら
れ
改
易
。
保
科
正
之
預
け（
高
柳
光
寿
・
岡
山
泰
四
・
斎
木
一
馬
編『
新

訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜
』第
四　

続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
六
四　

二
一
七
頁
）。

（
179
）　

大
村
弥
五
左
衛
門
は
、
釈
明
に
あ
た
り「
伴
天
連
共
色
々
之
武
略
を
廻
し
、
丹
後
守
え
毒
を
与
へ
申
候
」と
証
言
し
た（
藤
野　

保
・
清
水
紘
一
編『
大

村
見
聞
集
』
高
科
書
店　

一
九
九
四　

六
三
七
頁
）。
喜
前
は
元
和
元
年
致
仕
、
翌
二
年
八
月
八
日
死
去
（
四
八
歳
）
し
て
い
る
が
、
晩
年
の
異
変
に

つ
い
て
は
日
本
側
史
料
で
知
ら
れ
て
い
な
い
。
但
し
、
大
村
喜
前
の
後
継
者
純
頼
（
二
八
歳
）、
純
信
（
三
三
歳
）
が
短
命
で
、
有
馬
家
か
ら
入
嗣
し

た「
純
忠
―
喜
前
」系
が
絶
え
た
こ
と
か
ら
、
大
村
家
中
に「
毒
殺
」説
が
生
じ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
純
長
時
代「
私
領
内
切
支
丹
致
禁
止
覚
」を

作
成
し
、「
毒
殺
」一
件
を
公
儀
に
提
出
し
て
い
る（『
大
村
見
聞
集
』七
〇
一
頁
）。

（
180
）　

因
幡
守
純
長
が
譜
代
旗
本
の
伊
丹
家
か
ら
入
り
、
一
代
限
り
乍
ら「
御
譜
代
並
」（
御
譜
代
之
子
、
他
門
之
養
子
ニ
成
、
其
跡
ヲ
雖
継
実
父
之
以
統
々
）

と
看
做
さ
れ
た
背
景
が
あ
ろ
う
か（「
厳
命
式
」一
神
宮
寺
廳
編『
古
事
類
苑
』官
位
部
三　

吉
川
弘
文
館　

一
九
七
八　

一
六
七
四
頁
）。

（
181
）　

パ
チ
ェ
コ
・
デ
ィ
エ
ゴ
「
外
国
文
献
に
よ
る
大
村
の
牢
屋
に
つ
い
て
」（
大
村
史
談
会
編
『
大
村
史
談
』
第
三
号　

大
村
史
談
会　

一
九
六
七
）。
デ
ィ

エ
ゴ
・
パ
チ
ェ
コ
著
、
佐
久
間
正
訳『
鈴
田
の
囚
人
』（
長
崎
文
献
社　

一
九
六
七
）　

二
二
頁

（
182
）　

国
立
公
文
書
館
所
蔵　

内
閣
文
庫（
架
蔵
番
号
）二
二
〇
―
三
四
一　
「
幕
府
日
記
」三　

明
暦
三
年

（
183
）　

伊
丹
勝
長
（
一
万
石
）
の
長
女
が
大
村
純
信
室
、
四
男
純
長
が
大
村
家
に
入
嗣
。
勝
長
、
慶
安
三
年
勘
定
奉
行
、
佐
渡
国
支
配
を
兼
務
（
高
柳
光
寿
・

岡
山
泰
四
・
斎
木
一
馬
編『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜
』第
五　

続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
六
四　

一
二
二
頁
）。

（
184
）　

本
文〔
史
料
1
〕が
決
定
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
家
光
時
代
か
ら
宗
門
改
を
専
務
し
た
大
目
付
井
上
政
重
に
対
す
る
幕
閣
内
部
の
責
任
追
及
が
あ
ろ
う
。
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政
重
は
同
上
の
三
日
後「
老
免
」を
名
目
と
し
て
解
任
さ
れ
て
い
る
。
な
お
寛
文
四
～
七
年
間
で
、
尾
張
藩
は
一
〇
〇
〇
人
余
を
処
刑
。

（
185
）　

公
益
財
団
法
人　

松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵「
御
家
世
伝
草
稿　

御
奉
書
控
」

（
186
）　

佐
賀
県
立
図
書
館
編『
佐
賀
県
近
世
史
料
』第
一
編
第
三
巻（
佐
賀
県
立
図
書
館　

一
九
九
五
）　

二
一
八
頁

（
187
）　

公
益
財
団
法
人　

松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵　

楽
歳
堂
文
庫（
旧
平
戸
藩
主
松
浦
伯
爵
家
蔵
書
）①「
囚
人
請
取
帳
」、
②「
明
暦
三
年
大
村
よ
り
参
候
囚

人
覚　

ひ
か
へ
」

（
188
）　

志
田
一
夫「
青
銅
マ
リ
ヤ
像（
県
文
化
財
）の
由
来
」（
大
村
史
談
会
編『
大
村
史
話
』上
巻　

大
村
史
談
会　

一
九
七
四　

二
八
四
頁
）

（
189
）　

黒
板
勝
美
・
国
史
大
系
編
修
会
編『
徳
川
實
紀
』第
四
篇（
吉
川
弘
文
館　

一
九
六
五
）　

二
七
六
頁

（
190
）　
「
見
聞
集
」四
十（
藤
野　

保
・
清
水
紘
一
編『
大
村
見
聞
集
』　

高
科
書
店　

一
九
九
四
）、
前
掲
註（
187
）②

（
191
）　

高
室
一
彦「
関
係
部
落
一
覧
」（
高
室
一
彦『
郡
崩
』―
明
暦
年
間
肥
前
国
大
村
領
に
於
け
る
切
支
丹
崩　

私
家
版　

一
九
三
〇　

六
二
頁
）参
照
。牢
舎
・

赦
免
分
は
除
い
た
。

（
192
）　

穴
吊
し
は
中
国
古
代
の
刑
罰
で「
倒
懸
」（『
孟
子
』公
孫
丑
上
）と
さ
れ
る
。
高
祖
敏
明『
解
説　

イ
タ
リ
ア
語
版
日
本
の
殉
教
者
一
二
〇
人
の
記
録　

１
６
３
２
年
9
月
～
１
６
３
３
年
10
月
の
殉
教
者
リ
ス
ト
』（
雄
松
堂
出
版　

二
〇
〇
八
）　

二
五
頁

（
193
）　

藤
野　

保『
新
訂　

幕
藩
体
制
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
八
三
新
訂
版
二
刷
）　

四
二
頁

（
194
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

彦
右
衛
門
文
書（
架
蔵
番
号
）一
二
二

－

三
三「
長
墓
改
覚
」

（
195
）　

宮
崎
五
十
騎
・
小
林
盛
次
「
大
村
彦
右
衛
門
文
書　

キ
リ
シ
タ
ン
関
係
そ
の
一
」（
大
村
史
談
会
編
『
大
村
史
談
』
第
三
号　

大
村
史
談
会　

一
九
六
七
）

（
196
）　

田
辺
茂
啓
編
、
丹
羽
漢
吉
・
森
永
種
夫
校
訂『
長
崎
実
録
大
成
正
編
』（
長
崎
文
献
社　

一
九
七
二
）　

一
九
二
頁

（
197
）　

東
京
国
立
博
物
館
編
『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
』
キ
リ
シ
タ
ン
関
係
遺
品
篇
（
大
塚
巧
藝
社　

二
〇
〇
一
）　

二
六
頁
。「
踏
絵　

弐
拾
枚
之
内
」

と
表
記
す
る
箱
蓋
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
一
枚
が
失
わ
れ
一
九
枚
現
蔵
。　

（
198
）　

宮
崎
五
十
騎「
西
海
村
大
串
に
て
発
見
さ
れ
た
大
村
藩
宗
門
改
帳
の
断
簡
」（
大
村
史
談
会
編『
大
村
史
談
』第
四
号　

大
村
史
談
会　

一
九
六
八
）

（
199
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

大
村
家
史
料
（
架
蔵
番
号
）
二
一
一
ー
一
「
旧
藩
宗
門
調
方
ニ
付
書
状
」（
八
月
二
十
一
日
付
）、
大
村
市
立
史
料
館
所

蔵　

大
村
家
史
料
（
架
蔵
番
号
）
二
一
一
ー
二
二
「
宗
門
帳
調
製
ニ
関
ス
ル
諸
法
規
」。
宗
門
奉
行
は
人
別
帳
を
基
礎
と
す
る
関
連
の
役
務
を
課
さ
れ

た
。
幕
府
に
提
出
す
る
一
紙
証
文
の
作
成
な
ど
に
関
係
し
た
ほ
か
、
藩
人
口
の
調
査
、
潰
竃
再
興
問
題（
大
村
史
談
会
編『
九
葉
実
録
』第
二
冊　

大

村
史
談
会　

一
九
九
五　

一
九
五
頁
）、
分
地
制
限
か
ら
分
戸
制
限
の
問
題
な
ど
に
関
与
（
大
村
史
談
会
編
『
九
葉
実
録
』
第
二
冊　

大
村
史
談
会　

一
九
九
五　

一
九
五
頁
）。
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（
200
）　

喜
々
津
健
寿「
古
文
書
二
題　

絵
踏
と
用
山
材
木
下
」（
大
村
史
談
会
編『
大
村
史
談
』第
二
十
六
号　

大
村
史
談
会　

一
九
八
四
）。一
通
は
、
子
々
川

村
の
惣
太
夫
が
絵
踏
当
日
の
日
並
村
へ
の
他
出
を
伝
え
、「
乍
御
六
ケ
鋪
於
彼
地
御
改
被
仰
付
可
被
下
候
」と
す
る
願
書
を
宗
門
御
手
合
衆
中
に
提
出
。

（
201
）　

大
村
史
談
会
編『
九
葉
実
録
』第
四
冊（
大
村
史
談
会　

一
九
九
六
）　

八
六
、九
六
、一
四
六
、二
〇
八
、二
五
九
頁

（
202
）　

安
政
五
年
六
月
十
九
日
江
戸
で
調
印
さ
れ
た
日
本
国
米
利
堅
合
衆
国
修
好
通
商
条
約
第
８
条
の
末
文
で
「
日
本
長
崎
役
所
に
於
て
踏
絵
の
仕
来
は
既

に
廃
せ
り
」
と
約
定
さ
れ
た
（
外
務
省
編
『
日
本
外
交
年
表
竝
主
要
文
書
』
上
〈
明
治
百
年
史
叢
書　

第
一
巻
〉　

原
書
房
復
刻　

一
九
七
二　

本
文　

一
九
頁
）。

（
203
）　

長
崎
奉
行
所
で
は
嘉
永
六
年
「
板
之
踏
絵
壱
枚　

八
箱
之
内
」
と
上
書
き
し
た
蝋
塗
の
箱
を
作
製
し
て
い
る
が
、
同
箱
に
入
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る

板
踏
絵
は
板
に
銅
牌
を
嵌
め
込
ん
だ
も
の
で
あ
る（
東
京
国
立
博
物
館
編『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
』キ
リ
シ
タ
ン
関
係
遺
品
篇　

大
塚
巧
藝
社

　

二
〇
〇
一　

二
六
頁
）。
大
村
藩
の
板
踏
絵
は
木
製
と
な
ろ
う
。

（
204
）　

海
老
沢
有
道「
南
蛮
誓
詞
・
踏
絵
の
下
限
」（
海
老
沢
有
道『
維
新
変
革
期
と
キ
リ
ス
ト
教
』　

新
生
社　

一
九
六
八　

一
一
九
頁
）

（
205
）　

田
辺
茂
啓
編
、
丹
羽
漢
吉
・
森
永
種
夫
校
訂『
長
崎
実
録
大
成
正
編
』（
長
崎
文
献
社　

一
九
七
三
）、
小
原
克
紹
編
、
丹
羽
漢
吉
・
森
永
種
夫
校
訂『
続

長
崎
実
録
大
成
』（
長
崎
文
献
社　

一
九
七
四
）。
岩
生
成
一
「
近
世
日
支
貿
易
に
関
す
る
数
量
的
考
察
」（
東
京
大
學
文
學
部
内 

史
學
会
編
『
史
学
雑

誌
』第
62
編
第
11
号　

山
川
出
版
社　

一
九
五
三
）所
収
。
金
井
俊
行「
増
補
長
崎
畧
史
年
表
」（
長
崎
市
役
所
編『
長
崎
叢
書
』下〈
明
治
百
年
史
叢
書

　

第
一
六
二
巻
〉　

原
書
房　

一
九
七
三　

二
九
八
頁
）。
来
航
船
の
う
ち
、
番
外
船
・
飛
船
・
迎
船
、
無
牌
船
（
信
牌
不
所
持
船
）、
二
艘
込
船
（
二

艘
分
の
貨
物
積
載
船
）な
ど
来
航
船
数
に
集
計
。

（
206
）　

正
徳
新
例
の
一
部
原
本
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
。
清
水
紘
一
・
木
﨑
弘
美
・
柳
田
光
弘
・
氏
家　

毅
編
『
近
世
長
崎
法
制
史
料
集
１
』
天
正
八

年
～
享
保
元
年〈
岩
田
書
院
史
料
叢
刊
8
〉（
岩
田
書
院　

二
〇
一
四
）　

四
一
七
頁

（
207
）　

林　

復
斎（
韑
）他
編『
通
航
一
覧
』第
八（
国
書
刊
行
会　

一
九
一
三
）　

四
七
二
頁

（
208
）　

高
柳
眞
三
・
石
井
良
助
編『
御
触
書
寛
保
集
成
』（
岩
波
書
店　

一
九
七
六
）所
収
五
号

（
209
）　

川
添
昭
二
校
訂『
新
訂　

黒
田
家
譜
』第
二
巻（
文
献
出
版　

一
九
八
二
）　

三
八
二
頁
、
清
水
紘
一「
近
世
日
本
の
鎖
国
令
覚
書
」（
南
島
史
学
会
編『
南

島
史
学
』第
七
七
・
七
八
合
併
号　

南
島
史
学
会　

二
〇
一
一
）

（
210
）　

国
立
公
文
書
館
所
蔵　

内
閣
文
庫（
架
蔵
番
号
）一
六
三
―
一
九
二「
寛
永
録
」

（
211
）　

村
上
直
次
郎
訳『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』第
一
輯（
岩
波
書
店　

一
九
八
〇
第
二
刷
）　

三
二
六
、三
五
二
、三
六
九
頁

（
212
）　

林　

春
勝
・
林　

信
篤
編
、
浦　

廉
一
解
説『
華
夷
變
態
』上
冊〈
東
洋
文
庫
叢
刊
〉（
東
洋
文
庫　

一
九
五
八
）　

五
頁

（
213
）　

田
辺
茂
啓
編
、
丹
羽
漢
吉
・
森
永
種
夫
校
訂
『
長
崎
実
録
大
成
正
編
』（
長
崎
文
献
社　

一
九
七
三
）　

一
八
五
頁
。
林
友
官
は
禁
制
品
の
刀
剣
輸
出
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の
廉
で
一
旦
死
罪
と
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

（
214
）　

大
村
史
談
会
編『
九
葉
実
録
』第
一
冊（
大
村
史
談
会　

一
九
九
四
）　

六
一
頁

（
215
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵（
オ
リ
ジ
ナ
ル
番
号
）一
七
ー
二「
抜
荷
筋
ニ
付
御
触
書
并
御
仕
置
御
下
知
書
壱
」。
森
永
種
夫
編『
犯
科
帳
』第
一
巻〈
寛

文
六
年
～
寛
保
二
年
〉（
犯
科
帳
刊
行
会　

一
九
五
八
）　

二
頁

（
216
）　

万
治
三
年（
一
六
六
〇
）西
彼
杵
半
島
の
沿
海
諸
村
を
巡
見
し
た
楠
本
十
郎
左
衛
門
は
、
面
高
浦（
西
海
市
西
海
町
面
高
郷
）に
摂
津
・
播
磨
・
四
国
・

肥
後
・
肥
前
・
筑
前
・
薩
摩
・
唐
津
な
ど
諸
国
の
船
が
大
小
二
五
艘
ほ
ど
船
掛
り
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る（
藤
野　

保
・
清
水
紘
一
編『
大

村
見
聞
集
』高
科
書
店　

一
九
九
四　

六
八
四
頁
）。

（
217
）　

佐
久
間
達
夫
校
訂『
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
』第
五
巻（
大
空
社　

一
九
九
八
）　

四
一
〇
頁
。
な
お
、
幕
末
の
安
政
六
年（
一
八
五
九
）「
長
崎
港
会
所
付

置
」に
記
事
が
あ
る（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編『
大
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
二
十
五
』　

東
京
大
学
出
版
会　

一
九
七
三　

三
一
頁
）。

（
218
）　

菱
谷
武
平「
大
村
藩
大
浦
番
所
の
始
末
に
つ
い
て
」（
大
村
史
談
会
編『
大
村
史
談
』第
六
号　

大
村
史
談
会　

一
九
七
一
）

（
219
）　

詳
訳
本
は
、
饒
田
喩
義
編
述
、
打
橋
竹
雲
図
画
、
丹
羽
漢
吉
訳
著『
長
崎
名
勝
図
絵
』（
長
崎
文
献
社　

一
九
七
四
）　

二
一
四
頁
参
照
。

（
220
）　

細
川
護
貞
監
修『
綿
考
輯
録
』第
七
巻〈
出
水
叢
書
〉（
出
水
神
社　

一
九
九
一
）　

三
七
一
頁
。
船
橋
の
位
置
、
同
書
口
絵
で
は「
高
崎
」（
神
崎
）―「
黒

田
筑
前
番
所
戸
町
」間
に
架
橋

（
221
）　
「
寛
文
十
三
年
丑
五
月
廿
五
日
ゑ
げ
れ
す
入
津
萬
覚
書
」（
長
崎
市
編『
長
崎
市
史
』通
交
貿
易
編
西
洋
諸
国
部　

清
文
堂
出
版　

一
九
八
一
復
刻　

付

録
・
二
二
五
頁
）

（
222
）　

林　

復
斎（
韑
）他
編『
通
航
一
覧
』第
六（
国
書
刊
行
会　

一
九
一
三
）　

三
五
五
頁

（
223
）　

国
立
公
文
書
館
所
蔵　

内
閣
文
庫（
架
蔵
番
号
）一
八
一
―
一
一
三「
長
崎
御
役
所
留
」

（
224
）　

大
村
史
談
会
編『
九
葉
実
録
』第
一
冊（
大
村
史
談
会　

一
九
九
四
）　

二
八
頁

（
225
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

大
村
家
史
料（
架
蔵
番
号
）二
〇
五
―
二
三「
寛
永
九
年
申
よ
り
慶
安
二
年
丑
七
月
迄
十
八
年
分　

異
国
船
就
渡
海
浦
番
船

番
并
塩
焼

囚
人
請
取
渡
籠
番
人
数
帳
」

（
226
）　

長
崎
「
大
切
」
の
認
識
は
、
長
崎
支
配
の
職
制
面
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
長
崎
奉
行
は
寛
永
十
年
以
来
二
員
制
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
十
二
年
に
は
四

名
に
増
員
し
た
ほ
か
、
殿
中
席
次
を
京
都
町
奉
行
・
大
坂
町
奉
行
の
上
席
と
し
て
い
る
（「
長
崎
御
役
所
留
」
四
）。
前
例
踏
襲
を
基
本
と
す
る
幕
府

の
官
制
か
ら
い
え
ば
、
極
め
て
珍
し
い
改
定
と
な
る
。

（
227
）　
「
秘
録　

長
崎
異
変
心
得
書
」
は
、
故　

稲
田　

淳
（
福
岡
市
）
所
蔵
本
の
複
製
。
大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

史
料
館
史
料
（
架
蔵
番
号
）
一
〇
一
―

八
八「
秘
録　

長
崎
異
変
心
得
書
」（
複
写
）。
中
村　

健
解
題
、
古
書
に
親
し
む
会
編『
秘
録　

長
崎
異
変
心
得
書
』（
私
家
版　

二
〇
一
〇　

稿
本
）。
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以
下
、
本
文
中
で「
秘
録
」。

（
228
）　

中
村　

健「「
秘
録　

長
崎
異
変
心
得
書
」―
藩
政
の
実
像
を
知
り
機
敏
に
触
れ
る
―
」（
大
村
史
談
会
編『
大
村
史
談
』第
六
十
一
号　

大
村
史
談
会　

二
〇
一
〇
）

（
229
）　

林　

純
夫「
大
村
藩
に
み
る
長
崎
異
変
警
備
」（
大
村
史
談
会
編『
大
村
史
談
』第
五
十
三
号　

大
村
史
談
会　

二
〇
〇
二
）

（
230
）　

田
辺
茂
啓
編
、
丹
羽
漢
吉
・
森
永
種
夫
校
訂『
長
崎
実
録
大
成
正
編
』（
長
崎
文
献
社　

一
九
七
三
）　

三
四
頁

（
231
）　

木
村
直
樹「
長
崎
聞
役
以
前
」（
木
村
直
樹『
幕
藩
制
国
家
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
九　

一
七
二
頁
）

（
232
）　

長
崎
で
諸
役
を
担
当
し
た
大
村
藩
に
は
、
不
満
感
が
残
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
233
）　

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
レ
ザ
ノ
フ
が
来
航
し
、
乗
船
修
理
と
乗
員
休
養
の
た
め
、
幕
府
領
梅
ケ
崎
に
上
陸
し
た
際
、
大
村
藩
は
大
浦
に
陣
屋
な
ど

二
～
三
棟
を
急
造（
松
浦
東
溪
著
、
森
永
種
夫
校
訂『
長
崎
古
今
集
覧
』下
巻　

長
崎
文
献
社　

一
九
七
六　

二
四
六
頁
）。

（
234
）　

七
口
番
所
の
絵
図
史
料
と
し
て
、「
長
崎
異
変
七
口
番
所
図
解
」（
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
経
済
学
部
分
館
所
蔵　

武
藤
文
庫
）が
残
さ
れ
て
い
る
。
原

田
博
二「
長
崎
の
街
道
」（
長
崎
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編『
新
長
崎
市
史
』第
二
巻
近
世
編　

長
崎
市　

二
〇
一
二　

三
四
九
頁
）。

（
235
）　

大
岡
清
相
編
、
中
田
易
直
・
中
村　

質
校
訂『
崎
陽
群
談
』〈
日
本
史
料
選
書
〉（
近
藤
出
版
社　

一
九
七
四
）　

八
七
頁

参
考
文
献

　
　

 

「
嶋
原
一
揆
松
倉
記
」（
国
書
刊
行
会
編『
續
々
群
書
類
従
』第
四「
史
傳
部
」　

続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
八
五
）

　
　

 

半
田
隆
夫
編
・
秋
吉
和
夫
校
訂『
九
州
の
歴
史
と
風
土
』第
一
輯（
歴
史
文
化
出
版
会　

一
九
九
〇
）

　

中
世
か
ら
の
居
付
大
名
・
大
村
氏
が
支
配
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
教
会
に
寄
進
さ
れ
の
ち
に
異
国
交
渉
の
場
と
も
な
る
旧
領
長
崎
を
囲
む
大

村
藩
の
地
域
社
会
を
特
色
付
け
る
も
の
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
存
在
と
そ
の
禁
令
化
、
武
士
身
分
に
属
す
る
給
人
の
在
郷
制
、
山
が
ち
な
地

形
で
か
つ
大
村
湾
（
内
海
）
と
外
海
と
い
う
海
も
包
括
す
る
自
然
環
境
、
の
三
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
は
相
互
に
関
連
し
合

い
な
が
ら
、
地
域
の
人
々
の
く
ら
し
全
般
に
大
き
く
関
わ
っ
た
。

第
四
節
　
地
域
の
人
々
と
く
ら
し
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役
人
と
村
社
会

■
一
．
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
と
役
人
組
織

一
．
在
方
支
配
役
人

　

寛
文
四
年（
一
六
六
四
）七
月
、
大
村
藩
は
郡
代
を
設
置
し
、
庄
屋
・
間も

う

人ど

（
間は

ざ

と
も
呼
称
）・
百
姓
や
在
方（
村
方
）で
耕
作
を
行
う

給
人
に
対
し
、
郡
代
・
代
官
の
指
示
に
従
う
よ
う
、
給
人
・
横
目
・
庄
屋
宛
に
指
示
し
た（
1
）。
こ
の
同
じ
年
の
十
月
、
絹
・
紬つ

む
ぎ

、
布
・

木
綿
の
織
り
出
し
の
長
さ
と
幅
に
関
す
る
公
儀
触
（
幕
府
法
令
）
が
出
さ
れ
た
際
、
そ
の
内
容
を
各
村
の
横
目
・
庄
屋
・
別
当
・
問と

い

宛

に
そ
れ
を
伝
え
て
い
る
（「
見
聞
集
」
三
十
二
・『
大
村
見
聞
集
』　

五
一
八
頁
）。
更
に
こ
れ
よ
り
、
少
し
下
る
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）

六
月
、
百
姓
層
へ
出
さ
れ
た
「
御
書
付
」
に
は
、
百
姓
が
代
官
・
庄
屋
及
び
五
人
組
の
組
頭
の
管
轄
下
に
あ
り
、
と
り
わ
け
代
官
・
庄

屋
が
「
非
分
」
す
な
わ
ち
不
当
な
支
配
を
行
え
ば
、
村
横
目
へ
届
け
出
る
と
し
た
（
2
）。
こ
の
よ
う
な
諸
規
定
な
ど
に
よ
り
、
次
の
よ
う

な
江
戸
時
代
前
期
の
在
方
役
人
の
関
係
が
分
か
る
。
郡
代
及
び
代
官
の
管
轄
の
も
と
に
、
百
姓
は
相
互
監
視
の
関
係
に
あ
る
五
人
組
を

構
成
し
、
村
は
庄
屋
、
町
は
別
当
、
浦
は
問
と
い
う
役
人
が
取
り
仕
切
る
。
そ
の
在
方
支
配
が
十
分
に
機
能
し
て
い
る
の
か
監
視
す
る

役
割
を
各
村
（
町
・
浦
を
含
む
）
単
位
に
置
か
れ
た
横
目
（
村
横
目
・
町
横
目
）
が
行
う
。
な
お
小こ

左さ

司し

・
小
頭
と
い
う
役
人
も
い
た
。

松
原
村
で
は
前
者
が
二
名
、
後
者
が
四
名
、
更
に
小
左
司
の
見
習
も
い
て
村
か
ら
合
力
米
な
ど
が
支
給
さ
れ
て
お
り
（
3
）、
庄
屋
を
補

佐
す
る
役
目
を
担
う
。

　

藩
側
に
と
っ
て
は
い
ず
れ
も
重
要
な
役
人
で
あ
っ
た
が
、
な
か
で
も
、
庄
屋
（
は
じ
め
は
肝
煎
）
や
問
（
弁べ

ん

指ざ
し

〔
弁
差
〕
と
い
う
浦
も

あ
る
）
な
ど
、
日
常
直
接
的
に
百
姓
層
と
関
わ
る
役
人
及
び
彼
ら
の
不
正
に
目
を
光
ら
せ
る
横
目
が
重
要
で
あ
っ
た
。
百
姓
層
が
就
く

庄
屋
・
問
及
び
士
分
（
武
士
身
分
）
が
任
を
負
う
横
目
な
ど
在
方
役
人
層
は
、
大
村
藩
に
と
り
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
禁

制
の
動
向
を
背
景
に
形
成
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る（
4
）。

二
．
庄
屋
と
横
目

　

元
和
九
年（
一
六
二
三
）六
月
、大
村
藩
は
領
内
の
肝
煎（
後
の
庄
屋
）と
各
浦
の
問
宛
て
に
、「
き
り
し
た
ん
出
家
」（
バ
テ
レ
ン
や
パ
ー

一
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ド
レ
）
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
ぞ
く
（
俗
）
人
」（
非
宗
教
者
）
で
あ
っ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
勧
誘
す
る
者
は
拘
束
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
い

た
ら
藩
へ
届
け
出
、そ
れ
と
分
か
り
な
が
ら
通
報
し
な
か
っ
た
者
も
同
罪
と
し
て
、肝
煎
と
問
に
誓
約
さ
せ
た（「
見
聞
集
」十
二「
私
領
・

公
領
ニ
よ
ら
す
き
も
い
り
ニ
可
申
渡
事
」・『
大
村
見
聞
集
』　

一
四
九
頁
）。
寛
永
期
（
一
六
二
四
～
四
四
）
に
入
る
と
、
キ
リ
シ
タ
ン

と
と
も
に
そ
も
そ
も
村
居
住
で
は
な
い
座ざ

頭と
う

瞽ご

女ぜ

（
男
女
の
盲
人
旅
芸
人
）・
慈じ

悲ひ

請う
け（
勧
進
者
）・
乞か

た
い丐（
病
気
な
ど
で
物
も
ら
い
生
活

を
す
る
人
）
な
ど
も
排
除
の
対
象
と
さ
れ
、
肝
煎
・
問
・
弁
指
宛
て
に
通
達
さ
れ
た
（
5
）。
キ
リ
シ
タ
ン
と
遊
芸
的
な
人
々
は
同
じ
で

は
な
い
が
、
村
人
の
生
活
を
脅
か
し
、
ひ
い
て
は
領
主
支
配
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
恐
れ
を
藩
側
は
抱
い
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
に
関
す

る
通
報
・
拘
束
・
排
除
に
つ
い
て
、
領
民
百
姓
層
で
も
あ
っ
た
肝
煎
（
庄
屋
）・
問
・
弁
指
を
通
じ
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ

ン
一
揆
と
幕
藩
領
主
が
捉
え
た
島
原
の
乱
が
鎮
圧
さ
れ
た
翌
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）、「
き
り
し
た
ん
御
改
」
に
つ
い
て
「
村
中
之
者

一
人
も
不
相
残
承
届
」と
い
う
内
容
で
、
各
村
・
浦
単
位
に
、
庄
屋
・
浦
庄
屋
・
問
・
弁
指
か
ら
誓
詞
が
出
さ
れ
て
い
る（
6
）。

　

横
目
は
在
方
支
配
の
広
範
な
監
視
役
を
果
た
す
存
在
だ
っ
た
が
、
庄
屋
（
肝
煎
）・
問
な
ど
と
同
様
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
。
む
し
ろ
、
武
士
層
が
就
く
横
目
は
、「
惣
而
村
横
目
之
儀
、
元
来
宗
門
事
為
吟
味
、
公
儀
江
被
相
達
被
仰
付
置
候
、

依
之
横
目
勤
方
宗
門
方
第
一
ニ
候
」（
7
）
と
、
対
キ
リ
シ
タ
ン
対
策
と
し
て
行
わ
れ
た
人
々
の
宗

し
ゅ
う

門も
ん

吟ぎ
ん

味み

（
檀
家
寺
院
の
改
め
）
の
た
め

に
設
置
さ
れ
た
役
人
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
横
目（
村
横
目
・
町
横
目
）は
大
目
付
と
宗
門
寺
社
奉
行
の
両
方
の
配
下
に
あ
っ
た（
8
）。

　

明
暦
三
年（
一
六
五
七
）、大
村
藩
で
は
、郡
村
を
中
心
に
キ
リ
シ
タ
ン
六
○
○
名
ほ
ど
が
発
覚
す
る
と
い
う
大
規
模
な
騒
動
が
起
こ
っ

た
（
郡
崩
れ
）。
翌
万
治
元
年
八
月
、
家
老
か
ら
各
村
横
目
宛
て
に
「
切
支
丹
之
心
少
も
御
座
候
者
」
の
摘
発
を
、
厳
し
く
命
じ
た
（
9
）。

ま
た
五
人
組
の
者
が
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
改
吟
味
の
中
核
に
据
え
ら
れ
、「
切
支
丹
之
心
」
の
者
が
一
人
で
も
組
以
外
の
者
に
よ
る
通
報
で

見
い
出
さ
れ
た
ら
、
組
中
の
五
人
と
も
同
罪
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
宗
派
は
問
わ
ず
寺
手
形
の
奉
行
所
差
し
出
し
を
命
じ
、
寺
請
の
方
針

が
明
確
化
さ
れ
た（
10
）。

　

と
り
わ
け
、
横
目
に
は
「
切
支
丹
之
心
」
の
用
捨
・
摘
発
が
期
待
さ
れ
、
翌
万
治
二
年
五
月
、
藩
主
・
純
長
自
ら
、
不
審
な
こ
と
は

庄
屋
・
横
目
ま
で
届
け
出
、
横
目
は
月
に
三
度
の
宗
門
改
め
を
指
示
し
た
（
11
）。「
寛
文
以
来
村
横
目
江
御
達
書
」
と
い
う
集
成
史
料
の
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な
か
に
、「
酉
年
」に「
村
々
横
目
」へ
宛
て
ら
れ
た
も
の
で（
12
）、

一
、
先
年
ゟ
俗
人
祈
祷
・
ま
し
な
い
致
候
儀
御
法
度
被　

仰
出
候
趣
相
背
候
者
無
之
哉
、
弥
致
吟
味
他
懸
り
之
村
ニ
も
無
油
断
心

を
付
可
申
事

と
さ
れ
る
。
俗
人
に
よ
る
祈
祷
・
呪
い
は
「
宗
門
」
の
秩
序
を
乱
す
異
端
的
な
存
在
ゆ
え
キ
リ
シ
タ
ン
と
同
質
、
と
い
う
見
方
が
あ
る

だ
ろ
う
。
横
目
や
庄
屋
宛
と
考
え
ら
れ
る
延
宝
五
年（
一
六
七
七
）二
月
の「
覚
」で
も
、「
日
本
の
出
家
」（
僧
）で
あ
っ
て
も
変
わ
っ
た「
す

す
め
」（
宗
教
的
な
勧
誘
）を
す
る
者
、
こ
と
に
旅
人
・
山
伏
ま
た
は
ま
じ
な
い（
呪
い
）な
ど
を
す
る
者
が
来
た
場
合
は
、
一
宿
も
貸
し

て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
の
も
、
同
じ
よ
う
な
考
え
方
が
見
て
取
れ
よ
う（
13
）。

　

次
は
横
目
宛
の
心
得（
寛
文
期
以
降
）の
一
部
で
あ
る（
14
）。

　
　

一
、
仏
事
・
祭
礼
・
祝
言
之
時
心
を
付
可
申
事

　
　

一
、
寺
社
墓
所
ニ
諸
人
参
詣
之
時
心
を
付
可
申
事

　
　

一
、
宗
門
之
一
類
、
老
人
男
女
ニ
心
を
付
可
申
事

他
所
か
ら
の
来
訪
者
と
と
も
に
生
活
の
な
か
で
の
い
わ
ば
〈
民
の
心
〉
の
あ
り
方
の
検
分
を
、
横
目
は
心
掛
け
よ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

領
主
側
は
キ
リ
シ
タ
ン
問
題
を
背
景
に
根
深
い
懐
疑
を
領
民
へ
向
け
て
お
り
、
そ
の
見
極
め
の
先
兵
を
横
目
が
担
う
。

　

本
来
は
、
幕
府
の
鎖
国
政
策
に
応
じ
、
外
海
沖
の
蘭
船
・
唐
船
の
監
視
、
海
上
で
の
密
貿
易
の
探
索
、
漂
着
船
救
助
な
ど
、
沿
岸
警

備
の
任
に
当
た
っ
た
番
所
も
在
方
支
配
の
機
能
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
正
徳
三
年（
一
七
一
三
）に
大
村
藩
が
出
し
た「
外
目
小
御
番

所
之
御
壁
書
」に
は（「
見
聞
集
」十
五
・『
大
村
見
聞
集
』　

二
八
五
～
六
頁
）、
小
番
所
の
役
務
が
記
さ
れ
る
。
船
に
関
す
る
監
視
や
諸

規
定
が
あ
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、「
火
の
用
心
」
や
「
宗
門
」、
更
に
「
所
之
者
公
事
・
出
入
」
な
ど
の
解
決
も
小
番
所
の
仕
事
と
さ
れ

て
い
る
。
鎖
国
体
制
を
維
持
す
る
た
め
の
沿
岸
警
備
が
主
務
だ
が
、
こ
れ
に
関
わ
る
キ
リ
シ
タ
ン
取
り
締
ま
り
、
つ
ま
り
宗
門
改
を
役

務
の
一
つ
と
す
る
こ
と
が
、
在
地
支
配
の
番
所
と
い
う
性
格
を
強
め
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
や
が
て
、
平
島
・
崎
戸
な
ど
二
四
ヵ
所
は

「
島
方
横
目
番
所
」、
宮
ノ
浦
・
波
佐
見
両
所
な
ど
一
五
ヵ
所
が
、「
地
方
横
目
番
所
」
と
さ
れ
（「
見
聞
集
」
五
十
二
・『
大
村
見
聞
集
』　
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八
六
七
～
八
頁
）、
本
来
は
沿
岸
警
備
を
主
目
的
に
設
置
さ
れ
た
外
海
小
番
所
が
、
他
の
在
方
支
配
の
番
所
と
同
じ
機
能
を
持
つ
も
の

と
み
な
さ
れ
、
在
方
支
配
の
要
で
あ
る
横
目
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
背
景
に
、
大
村
藩
在
方
役
人
組
織
は
形
成
さ
れ
る
特
質
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。

■
二
．
村
の
編
成
と
住
民

一
．
四
八
ヵ
村
の
編
成

　

戦
国
期
に
至
る
ま
で
根
強
い
勢
力
を
持
っ
て
い
た
在
地
領
主
を
傘
下
に
置
き
、
権
力
基
盤
を
強
め
た
大
村
純
忠
の
時
代
に
、
江
戸
時

代
の
大
村
藩
領
に
ほ
ぼ
重
な
る
大
村
湾
を
取
り
巻
く
よ
う
な
所
領
が
形
成
さ
れ
、
こ
れ
を
豊
臣
政
権
と
徳
川
政
権
が
相
次
い
で
安
堵
、

大
村
藩
成
立
に
至
っ
た
。
も
っ
と
も
、
豊
臣
政
権
が
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
没
収
し
て
い
た
長
崎
は
再
び
大
村
領
に
組
み
入
れ
ら

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
慶
長
十
年
（
一
六
○
五
）、
長
崎
新
町
（
外
町
）
が
幕
領
化
し
た
際
に
、
長
崎
と
同
時
に
没
収
さ
れ
て
い
た

浦
上
・
家
野
な
ど
が
返
還
さ
れ
、
村
数
四
八
ヵ
村
が
定
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
城
下
を
含
む
東
彼
杵
の
地じ

方か
ん

地
区
・
一
一
ヵ
村
、
大
村

湾
南
部
で
西
彼
杵
半
島
の
基
底
部
の
向
地
地
区
・
一
一
ヵ
村
、
西
彼
杵
半
島
東
側
の
内
海
地
区
・
八
ヵ
村
、
西
彼
杵
半
島
西
側
と
点
在

す
る
五
つ
の
島
か
ら
な
る
外
海
地
区
・
一
八
ヵ
村
で
あ
る
。
な
お
、
古
来
か
ら
大
村
領
は
四
八
ヵ
村
と
さ
れ
た
と
い
う
が
、
実
際
に
は

こ
の
う
ち
の
一
四
ヵ
村
は
有
馬
領
、
龍
造
寺
領
、
平
戸
（
松
浦
）
領
、
公
領
と
な
り
、
漸
次
、
大
村
領
で
は
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
江

戸
時
代
の
四
八
ヵ
村
と
は
相
違
す
る
。

　

つ
ま
り
、
残
り
三
四
ヵ
村
か
ら
小
村
一
四
を
新
た
に
設
定
し
て
旧
制
に
復
し
、
大
村
領
四
八
ヵ
村
と
称
し
た
と
い
う
。
一
四
ヵ
村
と

は
、
浦
上
村
の
う
ち
、
木
場
村
・
北
村
・
家
野
村
・
西
村
・
畝あ

ぜ

苅か
り

平た
い
ら

村
・
黒
崎
村
・
滑な

め

石し

村
、
長
与
村
の
う
ち
幸
田
村
、
伊
木
力
村
の

う
ち
佐
瀬
村
、
こ
れ
ら
の
九
ヵ
村
に
、
松
島
・
嘉
喜
浦
・
江
島
・
平
島
・
大
島
の
五
島
を
加
え
た
、
一
四
ヵ
村
で
あ
る（『
大
村
郷
村
記
』

第
六
巻　

四
二
二
頁
）。
そ
の
構
成
は
表
1
―
17「
元
和
3
年
の
各
村
高
」の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
江
戸
時
代
を
通
じ
、
村
数
は
増
加
し
、

公
式
に
は
四
八
ヵ
村
だ
が
、
実
際
に
は
六
八
ヵ
村
と
な
っ
た
（
表
1
―
18
）。
な
お
幕
末
の
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
、
向
地
の
戸
町
村

が
幕
領
と
し
て
収
公
さ
れ
た
た
め
、
代
地
の
古
賀
村
が
、
藩
領
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
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二
．
住
民
構
成

　

大
村
藩
領
の
住
民
構
成
を
示
し

た
の
が
、
表
1
―
18「
地
域
社
会
の
構

成
者
」で
あ
る
。
本
表
は
近
世
前
期

か
ら
編
纂
が
繰
り
返
さ
れ
、
幕
末

期
に
完
成
し
た
藩
の
領
内
調
査
書

「
郷
村
記
」（『
大
村
郷
村
記
』と
し
て

翻
刻
）に
よ
り
作
成
し
た
。
お
お
む

ね
幕
末
（
安
政
期
）
の
状
況
と
考
え

て
良
い
よ
う
で
あ
る
。
本
史
料
は
、

藩
側
の
立
場
で
身
分
制
に
基
づ
き

記
載
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
可
能
な

限
り
、
生
業
実
態
の
解
明
の
観
点

か
ら
作
表
し
た
。
玖
島
城
下
町
は
、

「
郷
村
記
」
で
の
区
分
上
で
は
大
村

（
久
原
・
池
田
）
に
入
り
、
数
値
は

内
数
だ
が
参
考
に
掲
げ
た
。
た
だ
し
、
小
路
所
在
の
家
臣
（
士
分
）
の
竈
（
世
帯
）
は
含
ま
れ
ず
、
城
下
町
（
片
町
・
本
町
・
田
町
・
水

主
町
）所
在
の
竈
数
で
あ
る
。

　
「
郷
村
記
」
は
蔵
入
地
を
軸
に
領
内
把
握
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
領
（
知
行
地
。
家
臣
拝
領
地
）
は
私
領
百
姓
な
ど
の
表
現
も

あ
る
の
で
百
姓
と
し
た
。
し
か
し
、
私
領
に
は
百
姓
の
み
な
ら
ず
、
町
人
・
商
人
や
職
人
、
浦
人
な
ど
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
。
江
島

表1-17　元和3年の各村高

地区名 村 名 村 高

地　
　
　
　
　
　
　
方

石 　　　才
大 村 3,144.71700
郡 村 4,062.57330
萱 瀬 村 316.96000
鈴 田 村 1,060.28330
三 浦 村 854.92660
江 串 村 396.87000
千 綿 村 720.21000
彼 杵 村 2,238.15540
川 棚 村 1,526.04000
波 佐 見 村 2,484.58500
宮 村 744.90330

向　
　
　
　
　
　
　
地

伊 木 力 村 230.67900
佐 瀬 村 139.79000
長 与 村 1,229.01412
高 田 村 467.90350
時 津 村 1,348.40382
滑 石 村 370.48751
浦 上 西 村 287.82200
浦 上 北 村 592.82300
浦上家野村 300.62400
浦上古場村 428.71800
戸 町 村 379.86693

内 

海
日 並 村 111.43330
西 海 村 273.93330

地区名 村 名 村 高

内

海

石 　　　才
長 浦 村 346.40000
形 上 村 108.93332
大 串 村 577.70000
八 木 原 村 136.91330
川 内 浦 村 241.88660
横 瀬 浦 村 95.63333

外

海

面 高 村 43.38550
天 久 保 村 163.10000
大 田 和 村 153.96666
中 浦 村 90.66666
多 以 良 村 218.51533
瀬 戸 村 180.72574
雪 浦 村 106.49490
神 浦 村 249.84897
黒 崎 村 123.41400
三 重 村 317.69053
陌 苅 村 135.24336
式 見 村 300.00000
福 田 村 502.46926
大 島 村 19.95116
嘉 喜 浦 村 18.38000
松 島 村 51.64940
江 島 村 66.52000
平 島 村 12.66666

計 48  ヵ  村 27,973.87700
【註】　「大村家記」巻２による。藤野　保「大村藩」（長崎県史編集委員会編『長崎県史』藩

政編　長崎県　吉川弘文館　1973年　47頁）第5表から転載。
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村
の
場
合
、
小
給
・
社
人
・
村
医
以
外
は
私
領
と
さ
れ
る
が
、
一
○
四
艘
の
船
が
村
に
存

在
し
（『
大
村
郷
村
記
』
第
六
巻　

三
七
七
頁
）、
私
領
（
百
姓
）
構
成
者
の
ほ
と
ん
ど
が
浦

百
姓
だ
ろ
う
。
ま
た
、
形
上
村
は
蔵
百
姓
五
軒
、
浦
百
姓
三
軒
だ
が
、
糀
屋
二
軒
・
鍛
冶

屋
一
軒
・
染
屋
一
軒
・
揚
酒
屋
二
軒
・
塩
問
屋
一
軒
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
運
上
銀
納
の

記
述
か
ら
分
か
り
、
こ
れ
ら
は
、
私
領
一
七
七
軒
の
う
ち
に
含
ま
れ
よ
う（『
大
村
郷
村
記
』

第
四
巻　

三
八
六
頁
）。
し
か
し
「
私
領
」
層
の
内
実
を
精
査
し
得
る
デ
ー
タ
記
載
が
「
郷

村
記
」
に
は
な
く
、
便
宜
的
に
私
領
は
知
行
地
居
住
の
百
姓
（
村
百
姓
）
と
し
て
作
表
し
た
。

な
お
、
寺
内
は
寺
内
百
姓
の
表
現
が
あ
り
百
姓（
寺
抱
の
百
姓
）と
す
る
。

　

私
領（
百
姓
）が
多
様
な
生
業
を
営
む
階
層
か
ら
な
っ
て
い
た
と
い
う
問
題
は
本
百
姓
に

も
い
え
る
。
本
百
姓
は
私
領（
百
姓
）分
を
含
ま
な
い
蔵
百
姓
と
同
義
で
記
さ
れ
、
浦
百
姓

は
別
記
さ
れ
る
の
が
「
郷
村
記
」
記
載
の
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
神
浦
村
写
真
1
―
29
の
よ
う

に
本
百
姓
の
内
訳
を
村
百
姓
と
浦
百
姓
と
す
る
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
百
姓
・

蔵
百
姓
と
あ
る
場
合
は
村
百
姓
と
し
た
。
も
っ
と
も
、
百
姓
（
本
百
姓
・
蔵
百
姓
）
と
い
っ
て
も
生
業
は
多
様
で
、
浦
百
姓
と
区
別
さ

れ
る
場
合
で
も
、
実
際
に
は
、
商
業
・
漁
業
に
関
わ
る
者
も
い
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
竹
松
村
の
よ
う
に
、
竈（
世
帯
、
軒
）と
し
て
商
人
・

町
人
の
記
載
が
な
く
と
も
、
運
上
を
課
さ
れ
る
商
人
・
職
人
が
い
る
場
合
が
あ
る（『
大
村
郷
村
記
』第
二
巻　

三
二
～
三
頁
）。

　

一
方
、
百
姓
で
も
、
主
た
る
生
業
を
基
本
に
、
釜か

ま

百ひ
ゃ
く

姓し
ょ
う（
塩
焼
百
姓
、
塩
浜
百
姓
）・
浜は

ま

田だ

百ひ
ゃ
く

姓し
ょ
う

や
皿
山
百
姓
（
釜か

ま

司し

）
は
職
人
、
前

記
の
浦
百
姓
も
本
百
姓
と
は
区
別
し
た
。
主
に
塩
田
経
営
に
浜
子
と
し
て
従
事
す
る
釜
百
姓
・
浜
田
百
姓
を
、
藩
側
は
「
百
姓
」
と
捉

え
て
お
り
、
浦
百
姓
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
生
業
活
動
（
製
塩
に
必
要
な
特
殊
な
技
能
・
技
術
を
伴
う
）
を
重
視
し
た
。

ま
た
、
川
棚
村
小
串
に
は
瓶
類
を
釜
焼
き
す
る
瓶
山
が
あ
り
、「
諸
雑
用
細
工
人
」が
、
藩
側
か
ら
は「
釜
百
姓
」と
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
職
人
と
考
え
る
（『
大
村
郷
村
記
』
第
三
巻　

二
○
七
、
二
三
一
頁
）。
上
波
佐
見
村
で
は
、
皿
山
を
構
成
す
る
釜
司
（
百
姓
）
が 写真1-29　長崎市神浦江川町（旧神浦村）
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商人・職人層 医者・宗教者 そ　の　他
竈合計 人数 一　竈

当人数町人・商人 町間人 扶持職人 職人 職人間人 医者 間医 宗教者 浮竈 他

582 100 2 11 28 2569 9478 3.7

579 31 4 1 671 2199 3.3

1 1 11 6 705 2528 3.6
1 7 667 2421 3.6

2 1 1 1 6 410 1505 3.7
6 2 1 3 508 1867 3.7
5 1 1 1 1 532 2242 4.2

1 2 398 1621 4.1
2 1 2 349 1347 3.9

127 12 1 5 1 1 1 609 2412 4.3
267 9 1 2 2 1035 4662 4.5
51 9 31 3 1 1203 5585 4.6
1 3 62 2 1161 5531 4.8
1 4 24 2 1 659 3099 4.7

3 5 2 1 519 2556 4.9
1 219 949 4.3

110 519 4.7
2 5 35 2 3 947 4544 4.8

90 451 5.0
10 104 4 1 852 4347 5.1

140 608 4.3
1 74 322 4.4

1 1 161 786 4.9
48 226 4.7

1 227 1066 4.7
146 803 5.5

1 159 873 5.5
1 1 115 608 5.3

120 669 5.6
1 1 192 1038 5.4

91 466 5.1
1 189 1066 5.6

136 764 5.6
47 245 5.2

1 1 324 1344 4.1
2 1 1 359 1678 4.7

2 135 733 5.4
1 117 667 5.7

85 467 5.5
60 327 5.5

2 1 116 559 4.8
1 150 747 5.0

1 2 321 1459 4.5
115 544 4.7
73 327 4.5

1 2 305 1456 4.8
1 1 151 721 4.8

80 413 5.2
85 397 4.7
224 1191 5.3

1 223 1018 4.6
1 228 1210 5.3

8 1 201 1019 5.1
1 9 1 1 3 1 679 3931 5.8

4 1 471 2339 5.0
7 1 1081 5460 5.1

257 1457 5.7
2 1 2 1 629 3430 5.5

1 280 1564 5.6
1 1 1 778 4616 5.9

1 1 1 1 536 3026 5.6
193 1007 5.2

1 153 933 6.1
1 1 138 704 5.1

1 121 585 4.8
2 1 397 2007 5.1
1 1 168 757 4.5

3 1 1 170 667 3.9
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表1-18　地域社会の構成者
武　　　　　士　　　　　層 百　　　姓　　　層

侍 給人 足軽・扶持
人・家来 間人 小計（％） 村百姓 村間百姓 浦百姓 浦間百姓

地方

大 村（ 久
原・ 池 田 ） 375 194 301 27 867（33.7） 725 54 147 17

内、 玖 島
城 下 町 13 7 8  28（4.1) 12 15

竹 松 村 54 47 21 122（17.3) 289 283 1
福 重 村 58 53 16 127（19.0) 300 223
松 原 村 25 12 2   39（9.5) 194 97 69
萱 瀬 村 52 25 7   84（16.5) 176 130
鈴 田 村 87 203 16 306（57.5) 151 66
三 浦 村 26 11 10   47（11.8) 222 87 39
江 串 村 40 109 6 155（44.4) 117 51 21
千 綿 村 31 35 4   70（11.4) 217 123 50
彼 杵 村 58 10 13   81（7.8) 709 56
川 棚 村 75 32 83 190（15.7) 449 138 331
上波佐見村 51 37 67 155（13.3) 406 532
下波佐見村 49 37 39 125（18.9) 309 193
宮 村 68 14 31 113（21.7) 272 81 46

向地

伊 木 力 村 2 1 　 3（1.3) 162 36 17
佐 瀬 村 1 　 1（0.9) 109
長 与 村 22 3 5   30（3.1) 202 616 52
幸 田 村 　 0（0.0） 90
時 津 村 27 7 7   41（4.8) 299 272 121
滑 石 村 　 0（0.0) 140
浦 上 西 村 5 6 3   14（18.9) 45 14
浦 上 北 村 5 1 1 　 7（4.3) 120 32
浦上家野村 2 　 2（4.1) 38 8
浦上木場村 2 1 　 3（1.3) 152 71

内海

日 並 村 2 2 1 　 5（3.4) 138 1
西 海 村 11 1   12（7.5) 146
村 松 村 17 1 6   24（20.8) 74 15
子 々 川 村 4 　 4（3.3) 116
長 浦 村 1 1 　 2（1.0) 162 26
戸 根 村 2 　 2（2.1) 89
形 上 村 2 1 　 3（1.5) 182 3
尾 戸 村 1 　 1（0.7) 125 7 3
小 口 浦 2 　 2（4.2) 2 16 27
三 町 分 14 1 1   16（4.9) 174 93 37
下 岳 村 21 11   32（8.9) 241 77 5
亀 浦 村 6 1 　 7（5.1) 48 36 16 26
中 山 村 1 　 1（0.8) 51 64
宮 浦 村 3 1 　 4（4.7) 52 10 1 18
白 似 田 村 3 　 3（5.0) 57
八 木 原 村 1 　 1（0.8) 110 4
小 迎 村 14   14（9.3) 111 18 3 1
川 内 浦 村 8 7   15（4.6) 148 155
伊 ノ 浦 4 　 4（3.4) 56 55
畠 下 浦 4 1 　 5（6.8) 1 3 64
横 瀬 浦 村 1 4 1 2 　 8（2.6) 117 174 3

外海

面 高 村 9 21 4   34（22.5) 7 3 88 17
天 久 保 村 　 0（0.0) 80
黒 口 村 　 0（0.0) 85
大 田 和 村 1 　 1（0.4) 223
中 浦 村 　 0（0.0) 222
多 以 良 村 1 　 1（0.4) 224 2
七 ツ 釜 浦 5 1 　 6（2.9) 50 45 91
瀬 戸 村 20 13 5   38（5.5) 92 365 168
雪 浦 村 17   17（3.6) 264 160 25
神 浦 村 10 15 2   27（2.4) 406 282 140 218
黒 崎 村 3 7   10（3.8) 221 26
三 重 村 16 10 3   29（4.6) 379 38 177
陌 苅 村 5 2 1 　 8（2.8) 164 107
式 見 村 13 34 3   50（6.4) 328 3 394
福 田 村 7 82 31 120（22.3) 281 127
大 島 村 2 1 　 3（1.5) 190
黒 瀬 村 2 3 2 　 7（4.5) 145
嘉 喜 浦 村 4 10 2   16（11.5） 1 119
崎 戸 浦 10 2   12（9.9） 3 105
松 島 村 15 14 8   37（9.3） 147 63 147
江 島 村 2 　 2（1.1） 164
平 島 村 1 3 5 2   11（6.4） 21 3 130
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い
る
が
、
下
波
佐
見
村
と
違
い
「
皿
山
百
姓
」
と
い
う
把
握
で
は
な
い
。
し
か
し
実
態
は
皿
山
百
姓
と
思
わ
れ
、
皿
山
百
姓
と
と
も
に

職
人
欄
に
加
え
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
階
層
も
農
作
事
に
、
半
農
半
漁
、
半
農
半
工
と
し
て
従
事
し
て
い
た
ろ
う
。

　

浦
に
関
わ
る
者
と
し
て
は
浦
百
姓
が
中
心
だ
が
、
浦
人
が
並
立
さ
れ
る
場
合（
面
高
村
、『
大
村
郷
村
記
』第
五
巻　

二
九
四
頁
）、
水

夫
も
含
め
浦
人
と
一
括
し
て
、
百
姓
層
に
組
み
入
れ
作
表
し
た
。
浦
人
は
漁
業
専
業
者
や
水
上
交
通
者
な
ど
と
考
え
ら
れ
る
。
水
夫
は

藩
の
御
用
を
務
め
る
が
、
家
臣
で
は
な
く
、
生
業
は
浦
百
姓
・
浦
人
な
ど
と
同
じ
く
、
水
上
交
通
や
漁
業
な
ど
も
行
い
、「
郷
村
記
」
で

は
百
姓
層
（
浦
百
姓
）
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
（
例
え
ば
長
与
浦
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
浦
百
姓
は
、
水
に
関
わ
っ
て

生
業
を
営
む
階
層
と
し
て
作
表
し
た
。

　

間
人
は「
士
農
工
之
三
民
之
者
共
、
無
給
・
無
名
地
ニ
而
、
竃
持
伝
罷
在
候
者
共
、
都す

べ

而て

間
人
と
従
古
来
唱
申
候
、
依
人
士
間
人
・
職

家
間
人
・
百
姓
間
人
と
相
分
居
候
」（「
見
聞
集
」五
十
七
・『
大
村
見
聞
集
』　

九
六
八
頁
）と
さ
れ
、「
郷
村
記
」で
は
、
給
人
間
・
間
小
給
・

奉
公
間
人
ま
た
間
百
姓
な
ど
と
呼
ぶ
。
前
者
は
扶
持
人
層
に
隣
接
記
載
で
名
称
か
ら
も
士
分
（
武
士
）
関
係
の
間
人
、
後
者
は
百
姓
関

係
の
間
人
と
捉
え
る
。

　

拝
領
禄
高
（
無
高
も
含
め
）
記
載
が
あ
り
記
載
順
序
か
ら
も
家
臣
団
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
職
人
層
（
鍛
冶
・
大
工
・
石
工
な
ど
）

は
扶
持
人
（
武
士
層
）
だ
が
、
こ
こ
で
は
実
質
的
な
生
業
を
重
視
し
、
扶
持
職
人
と
し
て
扶
持
を
得
な
い
職
人
層
と
と
も
に
一
括
し
作

表
し
た（
竹
松
村
、『
大
村
郷
村
記
』第
二
巻　

一
七
頁
、
福
重
村
、『
大
村
郷
村
記
』第
二
巻　

八
一
頁
、
川
棚
村
、『
大
村
郷
村
記
』第
三

巻　

一
六
四
頁
）。

　

な
お
、
竈
数
と
し
て
は
職
人
が
扶
持
人
と
し
て
足
軽
層
と
一
括
さ
れ
る
場
合
で
も
、「
住
居
知
行
人
別
」
の
項
で
、
諸
職
人
と
し
て
人

名
・
禄
高
・
生
業
記
載
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
参
考
に
扶
持
職
人
竈
数
を
把
握
し
、
調
整
の
上
で
作
表
し
た
。
大
村
の
久
原
分
・
池
田

分
の
普
請
組
は
扶
持
職
人
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
き
作
成
し
た
表
1
―
18
か
ら
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
傾
向
が
指
摘
で
き
よ
う
。
a
．
地
方
地
区
に
在
郷
給

人
が
多
い
、
b
．
浦
百
姓
は
外
海
に
多
い
も
の
の
全
領
に
広
が
り
を
持
っ
て
存
在
す
る
、
c
．
対
照
的
に
町
人
・
商
人
は
城
下
町
や
地
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方
地
区
の
特
定
村
（
彼
杵
・
千
綿
・
川
棚
）
に
集
中
し
て
い
る
、
d
．
職
人
層
も
地
方
・
向
地
地
区
に
偏
在
す
る
が
、
町
人
・
商
人
ほ

ど
の
集
中
度
は
な
い
、
e
．
間
人
は
町
人
・
職
人
層
に
少
な
い
が
、
武
士
層
で
は
多
く
な
り
、
百
姓
と
り
わ
け
村
間
百
姓
は
相
対
的
に

多
く
、
間
人
が
本
百
姓
を
上
回
っ
て
い
る
村
も
あ
る
、
f
．
医
者
・
宗
教
者
層
は
偏
在
傾
向
が
少
な
く
ほ
ぼ
全
領
的
に
い
る
、
g
．
一

竈
（
世
帯
、
軒
）
当
た
り
の
人
数
は
、
地
方
地
区
が
少
な
く
向
地
、
更
に
内
海
・
外
海
地
区
ほ
ど
多
く
な
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
以

上
の
よ
う
な
諸
傾
向
の
背
景
に
も
触
れ
な
が
ら
、
地
域
の
人
々
と
そ
の
く
ら
し
の
あ
り
方
に
つ
き
以
下
に
見
よ
う
。

■
三
．
武
士
と
村
社
会

　

大
村
藩
地
域
社
会
の
大
き
な
特
色
は
、
在
郷
給
人（
武
士
）の
存
在
で
あ
る
。「
慶
長
高
帳
」（
慶
長
四
年
・
一
五
九
九
）に
拠
れ
ば
、
特
に

地
方
地
区
に
、
中
世
来
の
在
地
領
主
に
系
譜
す
る
階
層
を
軸
に
、
郡
村
給
人
、
彼
杵
給
人
、
波
佐
見
給
人
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
向
地
・
外
海
・
内
海
各
地
区
の
在
郷
給
人
は
西
方
衆
と
し
て
一
括
把
握
さ
れ
、
人
数
は
少
な
い
。
そ
れ
は
朝
鮮
出
兵
後
、
こ
れ
ら
三

地
区
の
在
地
領
主
に
系
譜
す
る
家
臣
団
が
取
り
潰
さ
れ
た
か
ら
だ
。
表
1
―
18
で
向
地
・
内
海
・
外
海
三
地
区
の
在
郷
武
士
が
少
な
い
の
は
、

か
か
る
歴
史
的
背
景
が
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、在
郷
給
人
は
藩
政
期
を
通
し
存
在
し
続
け
る
。
た
だ
、そ
れ
は
中
世
以
来
の
姿
で
は
な
か
っ

た
。
ま
ず
、
家
臣
団
対
策
（
御
一
門
払
）
や
検
地
実
施
（
慶
長
四
年
、
同
十
七
年
、
寛
永
八
～
九
年
）
な
ど
を
通
し
て
、
蔵
入
地
（
大
名
直

轄
地
）の
設
定
や
知
行
地
割
替
え
に
伴
う
知
行
地
の
分
散（
複
数
の
村
で
の
知
行
地
拝
領
）・
相あ

い

給き
ゅ
う（
一
村
に
複
数
給
人
の
知
行
地
設
定
）や

知
行
地
外
で
の
在
村
が
進
み
、
在
郷
給
人
と
村
社
会
と
の
強
い
排
他
的
関
係
は
変
容
し
た
。
ま
た
、
寛
文
年
間（
一
六
六
一
～
七
三
）に
は
、

郡こ
お
り

役や
く

夫ふ

（
城
普
請
や
治
水
灌
漑
な
ど
の
土
木
工
事
で
の
労
働
力
提
供
）と
郷ご

う

役や
く

夫ふ

（
村
の
渡
河
・
道
路
・
架
橋
な
ど
の
工
事
へ
の
労
働
力
提

供
）
と
し
て
百
姓
へ
の
労
働
課
役
が
藩
に
よ
り
一
元
的
に
設
定
さ
れ
、
給
人
に
よ
る
百
姓
へ
の
恣
意
的
な
労
役
賦
課
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た（
15
）。

　

更
に
、
鉄
砲
足
軽
の
設
定
や
新
田
開
発
で
の
取
立
な
ど
、
在
村
す
る
武
士
階
層
は
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う
な
武
士
の
在
郷
形
態
は
、
知

行
地
（
地
方
知
行
）
の
村
に
居
住
す
る
者
、
知
行
地
以
外
に
居
住
す
る
者
、
蔵
米
取
で
あ
り
な
が
ら
在
村
す
る
者
、
地
方
知
行
と
蔵
米
知

行
の
二
重
形
態
な
が
ら
知
行
地
居
住
の
者
や
知
行
地
外
の
在
村
す
る
者
な
ど
、
知
行
形
態
と
居
住
形
態
と
を
基
準
に
し
七
形
態
に
整
理
で
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き
る（
16
）。

　

子
細
に
み
れ
ば
在
郷
家
臣
の
形
態
は
静
態
的
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
代
々
浦
上
村
の
小
給
で
知
行
二
石
余
の
松
下
氏
は
、
村
の
作

奉
行
や
山
方
の
役
に
就
い
て
き
た
（
17
）。
ま
た
、
同
じ
小
給
で
も
分
家
筋
の
場
合
で
は
事
情
が
違
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
も
と
は
松
浦
氏
に

系
譜
す
る
峰
伊
右
衛
門
昌
行
は
領
主
大
村
喜
前
に
近
仕
し
、
肥
後
国
衆
一
揆
に
際
し
て
は
川
棚
結
士
（
給
人
）
や
足
軽
都
合
一
五
○
人
を

率
い
天
草
へ
参
陣
、
朝
鮮
出
兵
に
も
従
軍
、
知
行
二
一
○
石
余
を
得
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
子
純
行
も
島
原
一
揆
に
足
軽
三
○
人
を
率
い

参
陣
、
そ
の
子
昌
茂
は
宗
門
奉
行
に
就
い
た
。
し
か
し
徒
士
で
あ
っ
た
そ
の
弟
某
の
子
・
殿
助
は
三
浦
村
で
新
地
三
石
一
斗
余
を
開
発
し

て
小
給
と
な
っ
た
が
、
そ
の
地
位
は
養
子
や
そ
の
子
孫
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
殿
助
の
弟
・
某
は
間
人
と
し
て
江
串
村
に
住
し

た
（
18
）。
こ
の
よ
う
に
在
郷
武
士
は
士
分
で
は
あ
る
が
、
先
祖
か
ら
子
孫
、
ま
た
親
族
集
団
で
み
た
場
合
、
必
ず
し
も
士
分
と
し
て
の
安

定
的
な
地
位
が
保
証
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
存
在
で
も
あ
っ
た
。

　

在
郷
武
士
は
少
禄
石
高
に
よ
る
生
活
の
糧
と
し
て
、
ま
た
、
開
発
地
の
分
知
取
立
や
家
格
上
昇
な
ど
を
目
途
に
耕
作
を
行
う
者
は
多
く
、

藩
は
耕
作
従
事
の
限
り
は
郡
代
の
下
知（
指
示
）に
従
う
も
の
と
し（
19
）、「
百
姓
地
を
か
か
へ
作
仕
候
者
之
儀
者
、
た
と
ひ
給
人
ニ
而
も
百

姓
並
之
役
可
申
付
事
」（
20
）と
百
姓
同
様
の
役
負
担
を
課
し
た
。
し
か
し
百
姓
と
違
う
特
権
を
持
ち
、
山
野
の
用
益
・
用
水
な
ど
で
の
不
平

等
利
用
が
認
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
牛
馬
で
の
一
ヵ
月
の
薪
取
定
日
は
、
馬
廻
以
上
一
○
日
間
、
大
給
か
ら
小
給
ま
で
六
日
間
、
足
軽
以

下
は
三
日
間
と
い
う
（
21
）。
ま
た
給
人
耕
作
は
、「
小
身
の
士
、
本
意
に
は
あ
ら
す
候
得
共
、
耕
作
不
致
候
而
は
、
取
続
御
奉
公
相
成
間
敷
、

無
余
儀
思
召
上
」て
藩
側
が
認
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
百
姓
共
の
土
地
を
貪
り
耕
作
致
候
て
は
、
百
姓
の
家
業
を
掠
め
」て「
筋
無

き
事
」で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
余
慶（
計
）之
土
地
買
込
、自
分
致
耕
作
」す
れ
ば
、「
百
姓
共
作
所
ニ
放
れ
、難
儀
に
相
成
」か
ら
だ
と
す
る（
22
）。

こ
の
よ
う
に
百
姓
経
営
を
圧
迫
す
る
よ
う
な
在
郷
武
士
に
よ
る
自
作
（
耕
作
）
を
、
藩
が
憂
慮
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
た
。
少
禄
高
の
武

士
の
在
村
や
耕
作
を
藩
は
容
認
し
た
が
、
そ
れ
は
地
域
民
の
生
業
・
生
活
を
圧
迫
す
る
側
面
も
持
っ
た
の
で
あ
る
。
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く
ら
し
の
諸
相

■
一
．
様
々
な
生
業

一
．
生
業
と
産
物
　

　

大
村
藩
領
の
人
々
は
ど
の
よ
う
な
生
業
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
具
体
相
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
産
業
の
観
点
か
ら
述

べ
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
日
常
的
な
く
ら
し
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
も
の
、
と
い
う
面
を
重
視
し
て
み
て
み
よ
う
。

　

藩
が
享
保
十
九
年（
一
七
三
四
）、享
保
飢
饉
に
際
し
幕
府
へ
提
出
し
た
報
告
に
は
、人
々
の
生
業
の
特
色
が
端
的
に
表
現
さ
れ
る（「
見

聞
集
」
五
十
九
・『
大
村
見
聞
集
』　

九
九
八
頁
）。
そ
こ
で
は
、
a
．「
領
分
は
一
体
田
畑
少
な
く
野
山
多
く
、
海
広
き
所
故
先
年
よ
り

漁
事
に
て
勝
手
向
の
助
け
成
り
共
罷
り
成
り
」、
b
．「
魚
漁
」の「
産
業
」の
一
つ
は「
鯨
組
」、
c
．「
領
中
所
々
皿
山
こ
れ
有
り
、
瀬
戸

物
焼
き
出
し
」で「
右
之
場
所
は
数
多
の
人
も
入
り
込
み
渡
世
仕
り
」、d
．「
野
山
に
て
渡
世
仕
り
候
者
共
多
く
御
座
候
」、e
．「
塩
焼（
製

塩
）・
瓦
師
・
炭
焼
等
の
家
業
の
者
も
御
座
候
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
報
告
書
の
眼
目
は
、
f
．「
長
崎
も
繁
昌
せ
ざ
る
故
、
漁
猟
の
品
交

易
不
束
」、
g
．「
鯨
組
不
漁
」、
h
．「
近
年
皿
山
衰
微
」、
i
．「
次
第
人
民
殖
え
野
山
も
浅
く
罷
り
成
り
」、
j
．「
樹
木
払
底
」、
と
い
う

諸
産
業
不
振
の
訴
え
だ
が
、
大
村
の
人
々
の
生
業
は
田
畠
が
少
な
い
こ
と
か
ら
海
産
や
林
産
に
も
比
重
を
お
き
、
後
者
は
木
材
を
使
用

し
た
製
塩
・
瓦
業
や
炭
焼
き
な
ど
に
も
欠
か
せ
な
か
っ
た
の
が
分
か
る
。
し
か
し
、
田
畠
農
耕
に
限
ら
ず
い
ず
れ
も
の
生
業
も
そ
れ
一

つ
で
く
ら
し
を
成
り
立
た
せ
る
の
は
難
し
く
、
例
え
ば
職
人
の
場
合
、
小
身
者
で
家
職
の
み
で
は
と
り
続
け
な
い
の
で
、
自
家
用
分
だ

け
の
耕
作
は
許
容
す
る
が
、
余
計
な
農
業
は
百
姓
を
難
儀
に
す
る
の
で
心
得
る
べ
き
と
さ
れ
た（
23
）。

　

家
産
と
呼
べ
る
も
の
が
生
業
に
打
ち
込
み
蓄
え
ら
れ
た
。
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
野
岳
村
の
小
さ
な
事
件
は
そ
れ
を
物
語
る
。

百
姓
儀
太
郎
の
伜
喜
太
郎
は
生
来
の
「
不
作
行
」
者
（
不
道
徳
な
怠
業
者
）
で
家
族
や
周
囲
の
者
が
意
見
を
加
え
て
も
用
い
ず
、
家
業
の

農
業
に
も
身
を
い
れ
ず
、
果
て
は
自
分
の
家
の
穀
物
・
家
財
・
農
具
・
馬
な
ど
ま
で
盗
み
だ
し
、
売
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
家
計

困
窮
に
陥
っ
た
。
父
・
儀
太
郎
は
息
子
を
た
し
な
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
喜
太
郎
は
父
に
悪
態
を
つ
き
暴
力
を
ふ
る
っ
た
。
七
月
十
四

日
の
こ
と
で
息
子
は
揚
屋
に
禁
固
と
な
っ
た
（
24
）。
本
事
件
で
、
一
般
的
は
百
姓
は
、
上
納
し
た
後
に
残
る
日
々
の
糧
と
な
っ
た
で
あ

二
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ろ
う
穀
物
や
、
そ
れ
ら
の
生
産
収
穫
の
際
に
使
う
農
具
や
馬
な
ど
の
家
畜
を
、
い
わ
ば
家
産
と
し
て
家
別
に
持
っ
て
い
た
の
が
分
か
る
。

主
な
日
々
の
食
糧
は
、
上
納
対
象
に
は
な
ら
な
い
山
や
海
・
川
な
ど
で
の
採
集
物
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
表
1
―
19「
大
村
藩
に
お
け
る
生
産
物
及
売
出
物
」は
領
内
の
諸
産
物
に
つ
い
て「
郷
村
記
」の「
山
野
土
産
之
事
」「
海
草
之
事
」「
売
出
物

之
事
」
及
び
「
諸
運
上
并
諸
上
納
物
之
事
」
な
ど
を
典
拠
に
し
、
農
林
産
物
、
海
産
水
産
物
、
畜
産
物
、
鉱
産
物
に
分
類
、
掲
載
し
た
。

そ
の
う
え
で
食
用
・
薬
用
か
加
工
品
（
加
工
用
品
）
か
の
用
途
を
付
記
し
、
こ
れ
ら
の
う
ち
で
の
売
出
品
も
示
し
た
。
売
出
の
形
態
は

振
売
（
行
商
）
な
ど
生
産
者
が
小
規
模
に
行
う
も
の
か
ら
、
問
屋
に
買
い
取
ら
れ
る
も
の
、
ま
た
領
外
売
出
（
移
出
）
な
ど
様
々
な
レ
ベ

ル
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
非
売
出
品
は
、
藩
に
納
入
さ
れ
た
り
自
家
消
費
に
充
て
ら
れ
た
。
本
表
に
は
、
大
村
領
の
人
々
の
農
林
山
業

や
海
産
を
軸
と
す
る
水
産
業
、
更
に
鉱
工
業
な
ど
の
生
業
や
副
業
（
兼
業
）
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
食
糧
や
薬
草
、
日
常

的
に
使
用
す
る
道
具
類
や
生
活
具
な
ど
、
文
字
ど
お
り
、
仕
事
と
衣
食
住
に
わ
た
る
く
ら
し
全
般
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、

各
村
ご
と
に
そ
の
実
態
の
一
端
が
読
み
取
れ
よ
う
。

二
．
村
人
の
家
計

　

村
人
の
く
ら
し
を
支
え
る
収
支
バ
ラ
ン
ス
、
い
わ
ば
家
計
に
つ
い
て
、
直
接
的
に
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
し
か
し
、「
郷
村
記
」
の

記
述
か
ら
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル
を
介
し
、
幕
末
期
の
百
姓
経
営
の
実
相
に
つ
き
垣
間
見
る
こ
と
は
で
き
る
。
大
村
藩
領
に
お
け
る
蔵
入

地
百
姓
の
平
均
所
持
面
積
は
約
八
反
、
知
行
地
（
私
領
）
百
姓
は
三
反
で
あ
る
（
25
）。「
郷
村
記
」
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
蔵
入
地
の
領
民

実
態
を
軸
に
調
査
、
記
述
さ
れ
て
お
り
、
田
三
反
と
畑
五
反
の
耕
作
モ
デ
ル
（
計
八
反
）
を
掲
げ
る
の
は
、
相
応
の
実
態
反
映
と
み
な

せ
る
。
た
だ
、
地
力
に
は
差
が
あ
る
。
近
世
前
期
、
寛
永
八
～
十
年（
一
六
三
一
～
三
三
）の
検
地
に
際
し
、
大
村
藩
で
は
、
田
で
上
々

田
一
石
八
斗
か
ら
四
下
田
八
斗
、
ま
た
畠
で
上
々
畠
七
斗
か
ら
四
下
畠
六
升
、
そ
れ
ぞ
れ
七
段
階
も
の
等
級
を
設
け
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
地
力
の
差
は
幕
末
段
階
で
も
解
消
さ
れ
ず
、「
郷
村
記
」
で
も
田
・
畠
を
そ
れ
ぞ
れ
上
・
中
・
下
に
区
分
し
て
い
る
。
百
姓
所
持
面

積
が
八
反
に
し
て
も
、
同
一
地
力
の
耕
作
地
だ
っ
た
と
は
限
ら
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
同
一
地
力
の
「
中
田
」（
一
反
当
た
り

籾
一
二
俵
、
一
俵
は
三
斗
一
升
、『
大
村
郷
村
記
』第
六
巻　

四
二
七
頁
）を
三
反
と「
中
畠
」を
五
反
、
計
八
反
を
耕
作
す
る
萱
瀬
村
の
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百
姓
を
想
定
し
よ
う（『
大
村
郷
村
記
』第
二
巻
、
萱
瀬
村
）。

　

中
田
三
反
を
耕
作
す
る
場
合
、
収
穫
高
は
五
石
四
斗
六
升
で
俵
に
詰
め
る
と
三
六
俵
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
一
九
俵
一
斗
三
升
一
合

が
蔵
納（
本ほ

ん

途と

物も
の

成な
り

・
口く

ち

米ま
い

・
夫ぶ

石こ
く

相
当
）、
一
俵
一
斗
八
升
が
普
請
会
所
納
め（
普
請
料
）、
九
俵
六
升
二
合
は
公
的
支
出
の
村
出
目
米
・

公
役
賃
米
及
び
私
的
支
出
の
種
子
籾
・
農
具
料
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
の
内
訳
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
う
ち
別
記
さ
れ

る
農
具
料
は
、
一
四
種
類
の
農
具
代（
こ
の
ほ
か
部
品（
鍬
刃
先
）と
修
復（
千
歯
）代
を
含
む
）と
し
て
、
一
ヵ
年
代
籾
で
九
俵
一
斗
三

升
の
費
用
が
計
上
さ
れ
、
収
穫
高
の
二
六
・
一
㌫
が
農
具
（
整
備
）
代
で
、
か
な
り
高
額
と
な
る
。
ち
な
み
に
種
子
籾
・
村
出
目
米
・

公
役
賃
米
・
農
具
料
と
し
て
あ
が
る
九
俵
六
升
二
合
を
上
回
っ
て
計
算
が
合
わ
な
い
た
め
に
、
こ
の
な
か
に
は
諸
出
目
（
共
同
体
維
持

の
性
格
が
強
い
支
出
）が
含
ま
れ
な
い
可
能
性
が
高
く
、
別
途
支
出
で
あ
っ
た
ろ
う（
後
述
）。

　

以
上
を
差
し
引
き
百
姓
の
手
許
に
残
る
（
作
得
）
の
は
五
俵
二
斗
二
升
七
合
（
俵
換
算
で
五
・
七
三
俵
）、
収
穫
高
の
一
五
・
九
㌫
に

過
ぎ
な
い
。
な
お
こ
れ
は
籾
高
で
、
脱
穀
後
の
実
質
的
な
米
高
は
二
俵
二
斗
六
升
三
合
五
勺
で
あ
る
。
一
俵
を
六
〇
㌔
ɡ
と
す
れ
ば
、

約
一
七
一
㌔
ɡ
。
こ
れ
が
、
中
田
の
場
合
の
年
間
消
費
可
能
米
量
で
あ
る
。

　

畠（
中
畠
）は
連
作
作
物
と
な
り
複
雑
で
あ
る
。
五
反
の
う
ち
、例
え
ば
、三
反
は
大
麦（
一
反
当
た
り
四
俵
収
穫
）、一
反
は
小
麦（
同

二
俵
一
斗
）、
一
反
は
大
豆（
同
一
俵
一
斗
五
升
）を
作
り
、
合
わ
せ
俵
数
で
一
五
俵
二
斗
五
升（
俵
換
算
で
一
五
・
七
八
俵
）の
収
穫
だ
。

そ
の
後
、
一
反
は
蕎
麦
（
三
俵
）、
五
畝
は
粟
（
一
俵
一
斗
五
升
）、
二
反
は
芋
（
甘
藷
）、
一
反
五
畝
は
大さ

角さ

豆げ

・
麻
・
木
綿
・
飼か

い

葉ば

・

野
菜
諸
類
を
作
る
。
大
麦
・
小
麦
・
大
豆
及
び
蕎
麦
・
粟
の
収
穫
高
合
計
は
二
○
俵
一
斗
で
、
こ
の
う
ち
二
斗
七
升
が
蔵
納
め
、
二
斗

二
升
が
普
請
会
所
納
め
、
四
俵
一
斗
三
升
二
合
が
、
種
子
・
村
出
目
米
・
公
役
賃
米
と
し
て
納
入
さ
れ
、
残
り
六
俵
七
升
八
合
（
俵
換

算
で
六
・
二
五
俵
）、
収
穫
高
の
三
九
・
六
㌫
が
手
許
に
残
り
、
更
に
大
角
豆
・
麻
・
木
綿
・
飼
葉
・
野
菜
諸
類
は
納
入
不
要
で
、
こ

れ
ら
が
作
得
と
な
る
。
見
方
に
よ
る
が
、
収
穫
量
に
対
す
る
作
得
率
か
ら
す
れ
ば
、
畠
作
が
田
作
よ
り
有
利
で
あ
っ
た
。

　

上
と
下
に
つ
い
て
も
簡
単
に
み
よ
う
。
上
田
三
反
の
収
穫
高
は
四
五
俵
、
作
得
分
は
一
一
俵
二
升
八
合
で
、
作
得
率
は
二
四
・
六
㌫
、

上
畠
五
反
の
収
穫
高
は
二
六
俵
に
大
角
豆
や
野
菜
諸
類
、
作
得
分
は
九
俵
一
斗
七
升
で
、
作
得
率
は
三
六
・
七
㌫
で
大
角
豆
や
野
菜
諸
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表1-19　大村藩における生産物及売出物
○ 食用・薬用　　※ 加工用品・加工品　　　　 売出物

村名 農林産物 海産・水産物 畜産物 鉱産物
地
方（
じ
か
ん
）　　
　
14
ヵ
村

大
村

※ 萱 （かや） ○ 薯蕷 （ながいも） 油せん ○ あこや貝 ○ 靑海苔（のり）
○ 蕨 ○ 大根 ○ 李（すもも） ○ 鋓貝 ○ 八幡海苔（のり）
○ 石蕗 ○ 胡麻 ○ 柿 ○ 蛤貝（はまぐり）
○ 楊梅（やまもも） ○ 胡瓜 ○ 梨子 ○ 馬刀（まて貝）
○ 梅 ○ 里芋 ○ 栗 ○ 蜷貝
○ 初茸（キノコ） ○ 茄子 ※ 木綿 ○ 榮蝉（さざえ）
○ 栗蕗（ふき） ○ 九年母 （ミカン） ※ 縄 ○ 海松（ミル海藻）
竹 ○ 橙 ※ 畳 ○ 牛の尾（ゴチ魚）

※ 薪 （まき） ○ 茶 ※ 藍 （あい） ○ 石毛（海藻）
○ 蕪 （かぶ） ○ 蜜柑 ○ 海雲（もずく）

竹
松
村

○ 蜜柑 ○ 茄子 ○ 牛房
○ 柿 ※ 七嶋畳 ○ 人参
○ 茶 ○ 西瓜 ※ 蚊帳布
○ 橙 ○ 葉藍 ※ 紙
○ 梅 ○ 大根

福
重
村

○ 薯蕷 （ながいも） ○ 梅 ○ 茶 ※ 上釘
○ 柿 ○ 楊梅 （やまもも） ○ 蓮根
○ 梨子 ○ 蕨 ※ 梠皮 （シュロ皮）
○ 蜜柑 楮苧

櫨
※ 稲巻（魚を巻く縄）
※ 七嶋畳

松
原
村

梠皮 （シュロ皮） ○ 梨子 ○ 烏賊（いか） ○ 細魚（さより） ※ 鎌
楮 ○ 蜜柑 ○ 蛸（たこ） ○ 八幡海苔 ※ 包丁
櫨 ○ 茶 ○ 海老（えび） ○ 海松（海藻のミル） ※ 斧

○ 柿 ○※素麺 ○ 鯖（さば） ※ 鉈 （なた）
○ 鰯（いわし） ※ 鍬 （くわ）

萱
瀬
村

○ 濁活（うど） ※ 樫 ○ 梨子
○ 瓜婁（からすうり菜）※ 五葉松 ○ 楊梅 （やまもも）
○ 樫の實 椴（とど） ○ 梅
○ 椎茸 ※ 栂（つが。材木用）○ 覆盆子（イチゴ）
○ 蕨 （わらび） ○ 椎 ○ 栗
○ 葛根（くずね。薬）○ ゆず ○ 髭人参

○ 松茸 ○※ 櫟（くぬぎ） ○ 白芍薬（びゃく
しゃくやく）

○ 岩茸 こが（桶・樽か） ○ 川茸
○ 木くらげ ※ たぶ（山ぐわ。桑） さんかく草（イ草）
○ なめすゞき（きのこ） 柘（山ぐわ。桑） ○ 薯蕷
○ 冬花（わらび） ひめつちよふ ※ 三組葛（三組つづら）
○ ぜんまい 千本木（やつでカ）※ つゞら （葛。かずら）
※ 多葉粉（たばこ） ○ 槐（えんじゅ。薬用） 櫨の實
あぶらせん しほじり ※ 鍛治炭

※ 椿の實 ○ 檗（きはだ。薬用）※ 茸萱
○ 茶 ○※ 楝（おうち、せんだん）※ 白箸 （白南天箸力）
○ 柿 ※ 楓 ※ 鎌の柄
竹 石南草（しゃくなげ）※ 鍬の平 （板の刃か）

※ 薪 樒（しきみ） ※ 槻（つき。けやき）
※ 縄 ○ 蜜柑 ※ 松

※ 藁 ○ 久年母（ミカン） ○※ 榧�（かや。実は食用。材木用）
※ 楠 ○ 金柑 ※ 榊

※ 杉

鈴
田
村

○ 楊梅（やまもも） ○ 水芋 ※ 麦藁菰
石落 ○ 茄子 ※ 藁菰

○ 蓬（よもぎ） ○ 橙 ○ 柿
○ 芹（せり） ○ 野菜豆 ○ 菖蒲
※ 足袋 ※ 七嶋畳 ※ 菰
○ 梨子 ※ 渋藻
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村名 農林産物 海産・水産物 畜産物 鉱産物
地
方（
じ
か
ん
）　　
　
14
ヵ
村

三
浦
村

※ 七嶋畳 ○ 柿 ○ 海松（ミル貝） ○ 薐（ヒシ。蔆、菱）
櫨實 ○ 茶 ○ 石毛（海藻） ○ 馬爪貝（ウマンメ）

○ 梨子 ○ 芋 ○ 牛の尾（ゴチ） ○ 海松喰（ミル貝）

江
串
村

○ 薯蕷（ながいも） ○ 葛根（くずね） ※ 楮 （紙の材料）
○ 楊梅（やまもも） ○ 茶 ○ 梯 （デイゴか。薬）
○ 濁活（うど） 櫨 （はぜ） ※ 藁 （わら）
○ 蕨（わらび）

千
綿
村

○ 楊梅（やまもも） ○ 蕨 ※ 鍛炭 ○ 牛の尾（ゴチ魚） ○ 鮎
○ 梅 ○ 茶 生楮 ○ 藻つく（もずく） ○ 鰍
○ 栗 櫨 ○ 柿 ○ 石毛（海藻）
○ 薯蕷 ※ 黒炭 ※ 藁 ○ 靑のり
○ 茸（タケ、キノコ） ○ 白魚

彼
杵
村

○ 楊梅（やまもも） ○ 蕨（わらび） 侶皮 （シュロ皮） ○ 牛の尾（ゴチ魚） ○ 海松（みる海藻）
○ 梅 櫨 ○ 柿 ○ 海雲（もずく） ○ 鮎
○ 栗 ※ 茶 ※ 薪 ○ いぎす（えごのり海）○ 鱣（てん。チョウザメ）
○ 薯蕷 ※ 菜種子 ※ 竹渋藁 ○ 石毛（海藻）

○ 茸（キノコ） ○ 梶芋 ○ かしき （ガガイモ）○ なご屋�
（オゴノリ。おご、うご。海藻）

川
棚
村

○ まがり（ねぎ、筍）○ 瓜婁（からすうり。薬）○ 木海月（きくらげ）○ 牛の尾（ゴチ） ○ 馬刀（まて貝）
○ 薯蕷 ○ 茶 ○ 柿 ○ 海雲（もずく） ○ 鮎
○ 蕨（わらび） ○ 楊梅（やまもも） ○ 蜜柑 ○ いぎす（えごのり）○ 鱣（てん。チョウザメ）
○ 笹栗 ○ 枇杷 ○ 蕗 ○ 石毛（海藻） ○ 白魚
○ 葛の根 ○ 椎茸 ○ 梨子 ○ なこや（オゴノリ）
○ 濁活（うど） ○ 平茸 ※ 盬菰 ※ 真珠貝
○ ぜんまい ○ 初茸 ※ 菜種 ○ 蛤
○ 覆盆子（イチゴ） ○ 舞茸

上
波
佐
見
村

○ 薯蕷 ※ 七嶋畳 ○ 茶 ○ 鮎 ※ 焼物類 （陶器品々）
○ 葛根 ○ 松茸 ○ 牛房 ※ 砥石 （といし）
※ 梠皮 （シュロ皮） ○ 蜜柑 竹
○ 柿 ○ 久年母 （みかん） ※ 縄
○ 梨子 ○ 梅 ※ 藁

下
波
佐
見
村

○ 薯蕷 ○ 楊梅 （やまもも） ○ 柿 陶器類
○ 葛根 ○ 桃 ○ 梨子
○ 茸類 ○ 蜜柑 ※ 皿荷菰 （酒樽用。菰）
○ 椎の實 ○ 九年母（ミカン） ※ 盬菰
○ 栗 ○ きんかん ※ 荒茶
○ 梅 ○ 覆盆子（イチゴ）

宮
村

○ 梅 ○ 樫實（どんぐり） ○ 濁活（うど） ○ 牛の尾（ゴチ魚）
○ 梨子 ※ 多葉粉 （たばこ） ※ 椿實（つばきの実。油）○ いぎす（えごのり）
○ 栗 ※ 盬菰 ○ 蕗（ふき） ○ 白魚
○ 柿 ※ 縄 ○ 芹（せり）
○ 楊梅 （やまもも） ※ 櫨（はぜ） ※ 七嶋畳
○ 桃 ※ 楮（こうぞ） ※ 菜種子
○ 蜜柑 ○ 蕨（わらび） ※ 鰯網
○ 茶 ○ 薯蕷 ※ 織木綿

○ 食用・薬用　　※ 加工用品・加工品　　　　 売出物
村名 農林産物 海産・水産物 畜産物 鉱産物

向
地（
む
か
い
じ
）　　
　
11
ヵ
村

伊
木
力
村

○ 栗 ○ 梅 ○ 茶 ○牛の尾（ゴチ魚）
○ 梨子 ○ 桃 ※ 椿の實（油） ○ なこや（オゴノリ）
○ 柿 ※ 薪 ○ 椎の實（食用） ○ 石毛（海藻）
○ 蜜柑 ※ 箒 （ほうき） ○ 濁活（うど） ○ 海松（ミル貝）
○ 久年母 （ミカン） ※ 草鞋 （わらじ） ○ 芹
○ 橙 ○ 楊梅 （やまもも） ○ 狗背（ぜんまい）
○ 橘 （たちばな） ○ 葛根 （薬） ○ 蕗（ふき）
○ 棗 （なつめ） ○ 蕨 ※ 縄
○ 金柑 ○ 薯蕷 ※ 藁
○ 枇杷 ※ 莨 （タバコ） ※ 草履 （ぞうり）
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村名 農林産物 海産・水産物 畜産物 鉱産物

佐
瀬
村

○ 栗 ※ 薪 ○ 枇杷 ○ 牛の尾（ゴチ）
○ 柿 竹 ※ 椿の實（油） ○ 薐（ヒシ。菱）
○ 蜜柑 ○ 梨子 ○ 薯蕷 ○ なこや（オゴノリ）
○ 九年母 （ミカン） ○ 橘（ミカンの古名） ○ 茶 ○ 石毛（海藻）
○ 橙 ○ 梅 ○ 濁活（うど）
○ 棗 （なつめ） ○ 楊梅 （やまもも） ○ 牛房
○ 桃 ○ 葛根 （薬） ○ 大根
○ 柚子

長
与
村

○ 葛根（薬） ※ 椿の實 ○ 橙 ○ 海雲（もずく）
○ 蕨（わらび） 侶皮 （シュロ皮） ○ 早松茸（キノコ） ○ 牛の尾（ゴチ魚）
○ 濁活（うど） 竹 ○ 本松茸（キノコ） ○ ひじき
○ 薯蕷 ※ 縄 ○ 冬瓜 ○ 靑海苔（のり）
○ 梅 ※ 藁 ○ 茄子 ○ 石毛（海藻）
○ 桃 ○ 蜜柑 ○ 大根 ○ あをさ（あおさ）
○ 柿 ○ 棗（なつめ） ○ 牛房 ○ 白魚
○ 栗 ○ 久年母 （ミカン） ○ 蓮根
○ 梨子 ○ 金柑 ※ 織木綿
※ 煙草 ○ 杏 ※ 草履
※ 椎 ○ ゆず ※ 草鞋
○ 胡麻

幸
田
村

○ 蕨（わらび） ○ 蕗（ふき） ○ 松茸
○ 梯（デイゴか。薬） ○ 石蕗（つわぶき） ※ 草履 （ぞうり）
○ 楊梅 （やまもも） ○ 薯蕷 ※ 草鞋 （わらじ）

時
津
村

○ 葛根（薬） ○ 蜜柑 ※ 櫨の実 ○ 牛の尾（ゴチ魚）
○ 蕨（わらび） ○ 栗 ○ 大根 ○ 石毛（海藻）
○ 薯蕷 ○ 九年母 （ミカン） 竹 ○ 海松（ミル海藻）
○ 梅 ○ 蓮根 ※ 藁 ○ 海雲（もずく）
○ 桃 ※ 草履 ※ 縄 ○※塩
○ 梨子 ※ 椿の実 ○ 白魚

滑
石
村

○ 楊梅 （やまもも） ○ 人参 ○ 芋
○ 梨子 （なし） ○ 牛房 ○ 里芋
○ 柿 ○ 大根 ※ 渋藁
○ 栗 ○ 茄子

浦
上
西
村

椿實 ※ 薪 ○ ふき
○ 茶 櫨 ○ 芋
※ 藁 ○ 大根
※ 縄 ○ 牛房

浦
上
北
村

○ 梨子 ○ 蕨 ※ 畳菰 （たたみこも）
○ 柿 ○ 楊梅 （やまもも） ○ 大根
○ 梅 ※ 薪 ○ 牛房 （ゴボウ）
○ 枇杷 竹 ○ 芋
○ 茶

浦
上
家
野
村

○ 柿 ○ 牛房 ※ 縄 ※ 鎌の輪
○ 茶 ○ 水芋 ○ 芋
○ くわい ※ 藁 ○ 大根

浦
上
木
場
村

○ 梨子 ○ 蕨（わらび） ○ 栗
○ 柿 ○ ぜんまい ○ 枇杷
○ 蜜柑 ※ 薪 ○ 桃
○ 楊梅 （やまもも） ※ 踏炭 ※ さんかく草 （イ草。七嶋畳）
○ 薯蕷 ○ 濁活 （うど） ○ 茸
○ 葛根 （薬） ○ 茶 ○ 野菜

戸
町
村

○ 薯蕷 ※ 藍 ○ 和布（わかめ）
○ 蕨 ○ 梨子 ○ あをさ
○ つわ ○ 唐菜 （とうな）
○※ 茅 （かや。ちがや） ○ 柿
※ 櫨実 ○ 大根
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○ 食用・薬用　　※ 加工用品・加工品　　　　 売出物
村名 農林産物 海産・水産物 畜産物 鉱産物

内
海（
う
ち
め
）　　
　
21
ヵ
村

日
並
村

○ 松茸 ○ 薯蕷
○ 蜜柑 ※ 草鞋
○ 柿 ※ 縄

西
海
村

○ 蕨（わらび） ○ 柿 ○ 蜜柑
○ 薯蕷 ○ 梨子 ○ 楊梅（やまもも）
○ 蕗（ふき） ○ 九年母（ミカン） ○ 芋
○ 橙 ○ 梅 ※ 鮪網縄
○ 栗

村
松
村

○ 蕨 ○ 蜜柑 ○ 梨子 ○ 白魚
○ 薯蕷 ○ 橙 ○ 九年母（ミカン） ○ 小鰯
○ 蕗 ○ 柿 ※ 鮪網縄
○ 栗

子
々
川
村

○ 蜜柑 ○ 橙（だいだい） ○ 芋
○ 柿 ○ 九年母（ミカン） ※ 鮪網縄
○ 薯蕷 ○ 梅 ※ 櫨
○ 蕗（ふき） ○ 栗

長
浦
村

○ 蕨（わらび） ○ 蜜柑 ○ 蕗 ○ 牛の尾（ゴチ魚）
○ 薯蕷 ○ 梨子 ※ 椿の實 ○ いぎす（えごのり）
○ 椎茸 ○ 梅 ○ 芋 ○ もづく（もずく）
○ 柿 ○ 栗 ※ 縄 ○ 鰯

戸
根
村

蕨（わらび） 大豆
薯蕷 芋
茶 薪

形
上
村

○ 蕨（わらび） ○ 梨子 ○ 蕗
○ 薯蕷 ○ 梅 ※ 縄
○ 椎茸 ○ 栗 ※ 薪
○ 蜜柑 ○ 茶 ○ 芋
○ 柿 ※ 椿の實

尾
戸
村

○ 橘 ○ 梅 ※ 椿の實
○ 蜜柑 ○ 栗 ○ 芋
○ 梨子 ○ 蕗

小
口
浦
村

○ 梅 ○ 栗 ○ 牛の尾（ゴチ） ○ 栄螺（さざえ）
○ 柿 ○ 蕗 ○ いけ壽（えごのり）○ 辛螺（にし）
○ 蜜柑 ○ 芋 ○ 海雲（もずく） ○ 鰯

○ 魚類色々 ○ 鯔（ボラ）
○ 海鼠（なまこ）

三
町
分

○ 山芋 ○ 松茸 ○ 柿 ○ 白魚 雲母石
○ 蕨 ○ 楊梅（やまもも） ○ 笹栗 ○ 鰶（このしろ）
○ 濁活 ○ 生芋 ○ 山芋 ○ 鰯
○ 椎茸 ※ 櫨實 ※ 薪

下
岳
村

○ 黄茸（キダケ） ○ 楊梅（やまもも） ○ 薯蕷 ○ 牛の尾（ゴチ）
○ 初茸 ○ 梅 ○ 桃
○ 梨子 ※ 櫨 ○※蕎麦
○ 柿 ○ 橙 芋
○ 蜜柑

亀
浦
村
○ 蕗 ○ 梅 ○ 海雲（もずく） ○ 牛の尾　（ゴチ）
○ 橙 ○ 芋 ○ 石毛（海藻） ○ 石花　（かき）

中
山
村

○ 梨子 ○ 蕗 ○ 菜 ○ 鯲 （どじょう） ○ 鶏
○ 柿 ○ 茗荷（みょうが） ○ 芹 ○ 鶏卵
○ 牛房 ※ 箪（はこ） ○ 大角豆
○ 人参 ○ 蒪（じゅんさい） ※ 小縄
○ 濁活（うど）

宮
浦
村

○ 午房 ○ 梅 ○ 大角豆　（ささげ）○ もづく
○ 人参 ※ 櫨 ○※蕎麦 ○ 牛の尾（ゴチ）
○ 黄茸（キダケ） ○ 梨子 ○ 生芋 ○ 石毛（海藻）
○ 初茸 ○ 小豆 ※ 切芋
○ 柿
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村名 農林産物 海産・水産物 畜産物 鉱産物

白
似
田
村

○ 楊梅（やまもも） ○ 松茸 ○ 桔梗
○ 栗 ○ 野百合（薬） ○ 薯蕷
○ 蕨 ○ 石蕗（ツワブキ） ○ 芋
※ 椎の實 ○ 狗背（ぜんまい） ○ 大根
○ 梅 ※ 樫の實

八
木
原
村

○ 梨子 ○ 楊梅（やまもも） ※ 櫨 ○ 牛の尾（ゴチ）
○ 柿 ○ 黄茸（キダケ） ○ 海雲（もずく）
○ 栗 ○※ 蕎麦 ○ いぎす（えごのり）
○ 梅 ○ 芋 ○ 石毛（海藻）

小
迎
村

○ 薯蕷 ○ 梯（デイゴか。薬） ○ 芋
※ 梠皮（シュロ皮） ○ 梅 ○ 茶
○ 梨子 ○ 橙 ※ 七嶋畳
○ 蜜柑 ○※蕎麦 ※ 縄

川
内
浦
村

○ 蕨 ○ 梨子 ○ 芋
○ 濁活（うど） ○ 梯（デイゴか。薬）※ 鮪網
○ 蕗 ○ 栗 ※ 羽網
○ 黄茸 ○ 楊梅（やまもも） ※ 細縄
○ 初茸 ○※蕎麦 ※ 櫨實

伊
ノ
浦
村

○ 和布 ○ 黒魚（くろいお。なじな）
○ 魚類品々 ○ 鯛
○ 鰯

畠
下
浦
村

○ 魚類品々
○ 鰯

横
瀬
浦
村

○ 蕨 ○ 柿 ○ 芋
○ 蕗 ○ 初茸 ※ 鮪縄
○ 松茸 ○ 梨子 ※ 七嶋畳
○ 黄茸 (キダケ） ○ 西瓜 ※ 萱苫

○ 食用・薬用　　※ 加工用品・加工品　　　　 売出物
村名 農林産物 海産・水産物 畜産物 鉱産物

外
海（
そ
と
め
）　　
　
22
ヵ
村

面
高
村

○ 蕗 ○ 西瓜 ○ 白藻（しらも） ○ 海そふめん
○ 芹 ※ 鹿角菜（ふのり） ○ 鰯
○ 芋 ○ あをさ ○ 鰡（りゅう。ボラ）
○ 大角豆　（ささげ） ○ 和布 ○ 小鰯
○ 小豆 ○ をご（おごのり） ※ 干鰯

天
久
保
村

○ 橙 ○ 西瓜
○ 葛根（薬） 縄網
○ 蕗 櫨實
○ 茶 ※ 渋柿

黒
口
村

○ 薯蕷 ※ 鮪網縄
○ 梨子 ※ 櫨實
○ 柿 ※ 楮
○ 橙

大
田
和
村

○ 薯蕷 ○ 柿 ○ 芋
○ ト治茸 ○ 楊梅（やまもも） ※ 切芋
○ 狗背（ぜんまい） ○ 桃 ※ 櫨實
○ 蕨（わらび） ○ 大豆 ※ 鮪網縄
○ 梨子 ○ 小角豆　（ささげ）※ 七嶋畳

中
浦
村

○ 葛根　（薬） ○ 芋
○ 蕨 ※ 藍
○ 薯蕷 ※ 網縄
※ 薪 ※ 藁

多
以
良
村

※ 椿の實 ○ 濁活（うど） ※ 切芋
○ 薯蕷 ○ 蕗 ※ 網縄
○ 葛の根（薬） ○ 芋 ※ 萱苫

七
ツ
釜
浦
村

○ 薯蕷 ※ 切芋 ○ 藻 ※ 干鰯
○ 蕨 ○ 生芋 ○ 和布 ○ 鰯

○ ひじき ○ 小魚
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村名 農林産物 海産・水産物 畜産物 鉱産物

瀬
戸
村

○ 橙 ○ 芋 ○ 和布 ○ 榮螺
○ 柿 ※ 苫 ○ 荒和布 (アラメ） ○ 雲丹
○ 栗 ※ 縄 ○ 松海苔 ○※鰹節
○ 梅 ○ 葛 ○ 薐（ヒシ） ※ 干鰯
○ 楊梅（やまもも） ○ 靑さ（あをさ） ○ 魚類色々
○ 梨子 ○ 海籮（ふのり） ○ 鰶（このしろ）
○ 薯蕷 ○ 白藻（しらも） ○ 鯵
○ 桃 ○ 藻つく（もずく) ○ 鯛
○ 濁活（うど） ○ 牡丹海苔 ○ 鰹
○ 薇（ぜんまい） ○ 蚫

雪
浦
村

○ 蕨 ○ 薯蕷 ○ 和布（わかめ） ○ 蛤
○ 蕗 ○ 栗 ○ 海苔
○ 黄茸（キダケ） ○※ 切芋 ○ ひしき（ひじき）
○ 初茸 ※ 薪 ○ あをさ

神
浦
村

○ 梨子 薯蕷 ○ 藻 鰹節 鵜の糞
梅 蕗（ふき） ひしき（ひじき） 鯛
橙 狗背（ぜんまい） かちめ（かじめ） 魳　（かます）
葛根 ※ 藍 布海苔 大海老
蕨 瀬魚類 平子　（マイワシ）

松魚（鰹） 榮螺
鮪

黒
崎
村

○ 濁活 ○ 橙 ○ 石花（かき） ○ は （ゞ藻。はば海苔）
○ 薯蕷 ※ 椎實 ○ 榮螺 ○ 布海苔
※ 煙草 ○ 蕨 ○ 瀬見 ○ あをさ
○ 茶 ○ 葛根 ○ 螺 ○ 石毛（海藻）
※ 椿實 ○ 梨子 ○ 搗和布（かじめ） ○※ 心太草（ところ天）
○ 石蕗 ○ 桃 ○ 藻頭 ○ 藻
○ 大根 ○ 梯（デイゴか。薬） ○ 松海苔 ※ 干鰯
○ 牛房（ゴボウ） ○ 芋 よがまた

三
重
村

○ 茶 ○ 芋 ○ 搗和布（かじめ） ○ 藻
蕨 ○ 藻頭 ○ 雲丹（うに）
橙 ○ 松海苔 ○ 石花（かき。牡蠣）
ふき ○※ は （ゞはば。海苔）○ 榮螺（さざえ）
葛根 よがまた ○ 瀬貝
梅 ○ 布海苔 ○ 螺（たにし）
桃 ○ あをさ ※ 干鰯
柿 ○ 石毛（藻） ○ 小魚
梨子 ○ 心太草

陌
苅
村

○ 薯蕷 ○ 芋 ○ 鹿尾藻（ひじき） ○ 荒和布（アラメ）
○ 蕨 ○ 牛房 ○ をご（おごのり） ○ 蛤

○ 里芋 ○ 和布（わかめ） ○ 雲丹
○ 牛の尾（ゴチ魚） ○ 榮螺類
○ 藻 ○ 鰶（このしろ）

式
見
村

○ 蕨 ○ 柿 ○ ひじき ○ 鮪
○ 栗 ※ 稲巻 ○ 和布
○ 楊梅（やまもも） ※ かまき（たきぎ） ※ 干鰯
○ 梨子 ○ 芋 ○※松魚（鰹）

福
田
村

○ 柿 ○ 葛根 ○ 濁活 ○ 和布 ○ 蒲鉾
○ 栗 ○ 芋 ○ 薇（ぜんまい） ○ 鹿尾菜（ひじき） ○ 鯛
○ 梅 ○ 山芋 ○ 木茸 ○ おご（おごのり） ○ 鮪
○ 楊梅（やまもも） ○ 蕗 ○ 橙 ○ 白藻（しらも） ○ 鰹
○ 梨子 ○ 狗背 ○ 野菜色々 ○ 牛の尾（ゴチ） ○ 大海老
○ 枇杷 ○ 芹 ○ 青さ ○ 瀬魚類（せうおるい）
○ 桃 ○ 牡丹海苔 ○ あいのうお（鮎）

大
島
村

○ 薯蕷 ○ 麦 ○ 和布 ○ 寒海苔
○ 大根 ○ 生芋 ※ ふのり ○ ひじき
○ 葛根 ○ 切芋 ○ あをさ ○ かぎ和布

○※ は （ゞはば。海苔）○ 藻
○ 松海苔 薐
○ 雪の下海苔（甘のり）
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村名 農林産物 海産・水産物 畜産物 鉱産物

黒
瀬
村

○ 薯蕷 ○ 爭 ○ 蕗 ※ 鹿角菜（ふのり） ○ 小鰯
○ 梅 ○ 橙 ○ 百合（薬） ○ 和布
○ 桃 ○ 梯（デイゴか。薬）○ 葛根（薬） ○ 靑さ
○ 衰荷（スイカ） ○ 椎 ○ 芋 ○ 石花（かき）
○ 蕨 ○ 防風（薬） ○ 切芋 ○ 鰯

嘉
喜
浦
村

○ 桃 ○ 芋 ○ 和布 ○ 鮪
○ 薯蕷 ○ おご ○ 蚫
○ 蕨 ○ 靑さ ○ 雲丹
○ 防風　（薬） ○ 鰤　（ぶり） ○ 石花（かき）
○ 石蕗 ○ 鯛 ※ 鹿角菜（ふのり）

○ 魳　（かます）

瀬
戸
浦
村

○ 防風　（薬） ○ 芋 ○ 和布 ○ 鮪
○ 石蕗 ○ 靑さ ○ 雲丹

○ おご　（おごのり）○ 蠣（かき）
○ 鰤 ○ 榮螺
○ 鯛 ○ 井貝
○ 魳 ○ 鹿尾藻（ひじき）
○ 瀬魚類　（せうおるい）○ 搗和布　（かじめ）
○ 海老

松
島
村

○ 薯蕷 ○ 切芋 ○ 和布 ○ かじめ 石炭
○ 蕨 ○ 西瓜 ○ ひじき ○ 鮪 荒舐石

○ 芋 ○ 靑さ ○ 榮螺
よがまた ○ 蠣（かき）

○ 松海苔 ○ 雲丹
○ おご

江
島
村

○ 防風 ○ 芋 ○ 和布 ○ 松海苔
○ 蕨 ※ 萱苫 ○ おご ○ 藻
○ 石蕗 ○ 心太草 ○ かちめ（かじめ）

○ 櫻海苔 ○ 鰤
○ 海松（ミル貝） ○ 小魚
○ 雪の下（甘のり）

平
島
村

○ 防風 ○ 芋 ○ 甘海苔 雪の下（甘のり）
○ 薯蕷 ○ 大根 ○ おご 藻
○ 石蕗 和布 海髪（うご。オゴノリ）

心太草 やず（はまち）
かじめ きびな（きびなご）
鹿尾菜（ひじき）
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【凡例】
項　目 説　　　　　　　　　　明

ひめつちよふ 不詳
檪（くぬぎ） 実は食用。材は薪炭用。

かしき（ガガイモ）
古い時代に広い葉を利用し、食物を盛ったり、包んだり、焼いたり蒸したりしたので、
炊葉（かしきば）と呼ばれ、カシキがカシワとなった。種子は砕いて水でさらし、渋
抜きして食用にする。

楮（こうぞ）
山野に自生する。葉は卵形で先がとがり、2～ 5つに裂けるものもある。春、枝の
下部の葉の付け根に雄花を、上部の葉の付け根に雌花をつける。実は赤く熟し、食
べられる。樹皮から繊維をとって和紙の原料にする。

荒茶 摘みたての葉を蒸気で加熱し乾燥しただけで、まだ精製していない茶。生葉を蒸し
てもみ乾したままの茶。

椴（とど） 椴松（とどまつ）の別称。
畳菰（薦） 畳にする薦。畳薦は幾重にも重ねて編む。 

くわい 「芽が出る」縁起の良い食物として、煮物にしておせち料理で食べられる習慣がある。
ユリ根に似たほろ苦さがある。

梠皮（シュロ皮） 漁具に使われる縄の原料とされた。

七嶋畳 別名をリュウキュウイ（琉球藺）、シチトウイ（七島藺）とも。湿地に群生する。畳表
などに使われることがある。

槐（えんじゅ） 和名は古名えにすの転化したもの。街路樹や庭木として植えられる。
覆盆子�
（いちご。漢方薬） 強壮、虚労などに応用する。用法は煎剤、丸剤、散剤、膏剤など。

よがまた 海藻。わかめときくらげの間のような食感。

萱（茅）苫 菅（すげ）・茅（ちがや）などの草を編んで薦（こも）のように造ったもの。雨露を防ぐ
ために、小屋の屋根にふいたり、船の上部を覆ったりするのに使う。

防風 薬効は発汗作用・発散作用・鎮痛作用。主に皮膚疾患に使用される 。

塩尻（しほじり） 塩田で塩を取るために、砂を摺（す）り鉢を伏せたような形に積み上げたもの。これ
に海水をかけて塩分を固着させる。この作業に使用される道具か。

寒海苔（かんのり）別名は新海苔、初海苔。冬から、春にかけて採れる海苔のこと。
松海苔 紅藻類カクレイト目の海藻。潮間帯の岩上に生育。食用・糊料とする。
白藻（しらも） 外海に生え、春に採って食用とする。刺身のつま、寒天の増量材。

海そふめん 干潮線付近の岩や貝殻に繁茂し、濃紅色のひも状で、ほとんど分枝しない。寒天質
で粘性があり、食用とする。

馬爪貝（ウマンメ）カガミガイのこと。現在は流通はほとんどなく、食用貝としての認識はほとんどない。
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類
は
納
入
不
要
で
あ
る
。
ま
た
、
下
田
三
反
の
収
穫
高
は
三
○
俵
、
作
得
分
は
三
俵
一
斗
二
升
三
合
で
、
作
得
率
は
僅
か
に
一
一
・
三

㌫
、
下
畠
五
反
の
収
穫
高
は
一
三
俵
一
斗
に
大
角
豆
や
野
菜
諸
類
、
作
得
分
は
一
俵
一
斗
八
升
一
合
で
、
作
得
率
も
一
一
・
九
㌫
、
た

だ
大
角
豆
や
野
菜
諸
類
は
納
入
不
要
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
に
比
べ
れ
ば
上
の
作
得
率
は
お
お
む
ね
よ
く
下
は
極
端
に
悪
い
。
し
か
し
、
総
じ
て
、
米
や
大
麦
・
小
麦
・
大
豆
・

蕎
麦
・
粟
な
ど
、
納
入
負
担
義
務
が
あ
る
主
要
な
穀
物
類
の
作
得
は
少
な
く
、
そ
の
分
を
納
入
義
務
が
な
い
大
角
豆
・
麻
・
木
綿
・
飼

葉
・
野
菜
諸
類
な
ど
で
、
生
活
の
自
給
度
を
高
め
、
交
換
や
売
却
な
ど
の
手
立
て
で
現
物
・
現
銀
収
入
が
必
要
だ
っ
た
ろ
う
。
表
1
―
18

に
み
る
売
出
物
は
、
大
村
領
の
人
々
の
か
か
る
生
活
・
生
業
の
一
端
が
示
さ
れ
る
。

　

共
同
体
（
村
）
維
持
の
性
格
が
強
い
諸
出
目
は
、
以
上
の
支
出
分
に
含
ま
れ
な
い
よ
う
だ
が
、
幸
い
に
そ
の
軒
別
負
担
額
は
別
記
部

分
で
分
か
る
。
萱
瀬
村
の
場
合
を
列
記
す
れ
ば
、
大
神
宮
初
穂
料
と
し
て
一
一
○
～
二
○
文
、
宝
円
寺
祈
祷
料
が
銭
三
文
、
多
羅
山
祭

礼
初
穂
米
と
し
て
米
五
合
一
勺
～
一
合
六
勺
、
藩
と
関
わ
り
深
い
観
音
寺
・
快
行
院
な
ど
宗
教
者
へ
米
一
升
四
合
九
勺
か
ら
四
合
六
勺
、

郡
方
雨
乞
い
費
用
で
銭
七
文
、
八
幡
宮
・
春
日
社
札
料
な
ど
に
四
八
文
、
牛
痘
種
代
（
天
然
痘
対
策
）
と
し
て
銭
四
文
、
横
目
方
費
用

に
銭
二
四
文
、
村
医
二
人
扶
持
と
し
て
米
と
麦
で
そ
れ
ぞ
れ
一
升
二
合
～
五
合
、
山
伏
宝
蔵
院
の
家
祓
料
に
米
一
升
五
合
、
念
仏
・
奉

加
代
と
し
て
正
法
寺
納
分
が
銭
九
五
文
、
同
じ
く
西
教
寺
納
分
が
銭
一
一
九
文
と
同
寺
扶
持
と
し
て
米
と
大
麦
を
そ
れ
ぞ
れ
一
升
、
絵

踏
代
（
対
キ
リ
シ
タ
ン
対
策
の
踏
み
絵
実
施
費
用
）
と
し
て
一
人
前
（
一
軒
当
た
り
で
は
な
い
）
銭
二
三
文
な
ど
が
計
上
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
は
個
別
に
は
少
額
で
、
ま
た
倒
れ
者
（
生
活
困
窮
者
）
は
あ
ら
か
じ
め
納
入
対
象
者
か
ら
は
ず
さ
れ
、
更
に
納
入
額
も
家
計
事
情
が

考
慮
さ
れ
て
か
、
幅
を
設
け
決
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
宗
教
者
を
中
心
に
多
く
の
費
目
支
出
は
、
や
は
り
か
な
り
負
担
だ
ろ
う
。
本
来
、

宗
教
は
民
の
く
ら
し
に
自
然
と
根
付
く
性
格
を
持
と
う
が
、
大
村
藩
領
で
は
寺
社
・
山
伏
な
ど
と
祈
祷
者
を
領
主
が
経
済
的
に
結
び
つ

け
よ
う
と
し
て
お
り
、
絵
踏
み
費
用
の
個
人
別
負
担
も
合
わ
せ
、
キ
リ
シ
タ
ン
問
題
の
根
深
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

三
．
家
船

　

大
村
藩
に
特
徴
的
な
く
ら
し
の
あ
り
方
に
「
家え

船ぶ
ね

」写
真
1
―
30
が
あ
る
。
陸
上
に
生
活
拠
点
を
置
か
ず
船
上
で
生
業
を
営
み
生
活
す
る
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形
態
は
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
東
ア
ジ
ア
の
海
岸
地
域
や
大
河
川
流
域
に

確
認
で
き
る
（
26
）。
こ
れ
は
一
般
的
に
「
家
船
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
日
本

列
島
を
眺
め
れ
ば
、
瀬
戸
内
海
域
に
集
中
的
に
み
ら
れ
る
ほ
か
、
日
本

海
側
や
太
平
洋
側
に
散
在
す
る
が
、
九
州
北
西
部
も
そ
れ
が
目
立
ち
（
27
）、

歴
史
的
に
は
大
村
藩
領
外
海
地
区
の
瀬
戸
を
中
心
に
嘉
喜
浦
及
び
崎
戸

に
存
在
し
た
。

　

家
船
の
由
緒
を
記
し
た
史
料（
28
）
に
拠
れ
ば
、
十
六
世
紀
の
初
め
、
大

村
領
主
・
大
村
純
伊
は
有
馬
氏
と
の
中
岳
合
戦
に
敗
れ
、玄
界
灘
の
孤
島
・

加
々
良
島
（
現
佐
賀
県
唐
津
市
鎮
西
町
加
唐
島
）
に
敗
走
す
る
際
、
外
海
の
家
船
衆
が
純
伊
の
逃
走
を
助
け
、
純
伊
の
本
領
回
復
を
祈

願
し
、
伊
勢
・
多
賀
両
宮
へ
参
拝
し
た
時
も
家
船
衆
の
船
を
用
い
た
と
い
い
、
こ
の
功
績
で
、
以
後
、
領
海
内
は
勝
手
次
第
に
漁
が
で

き
た
と
さ
れ
る
（
29
）。「
郷
村
記
」
に
拠
れ
ば
、
瀬
戸
村
の
六
三
艘
（
男
一
五
八
人
、
女
一
五
一
人
）、
嘉
喜
浦
に
三
八
艘
、
崎
戸
浦
に
二

九
艘
が
あ
っ
た
。

　

家
船
の
人
々
は
、
根
拠
地
に
近
い
農
民
の
な
か
か
ら
、「
ツ
ケ
ヤ
ド
」
と
呼
ぶ
家
を
一
軒
だ
け
選
び
、
こ
れ
と
特
定
の
関
係
を
持
っ
た
。

季
節
に
応
じ
、
不
要
な
衣
類
を
預
け
、
魚
突
き
の
鉾
に
あ
て
る
竹
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め
、
炉
の
上
に
吊
し
て
、
い
ぶ
し
て
も
ら
っ
た
り

し
て
い
た
。
瀬
戸
で
は
、
裕
福
な
農
家
は
、
四
～
五
戸
の
家
船
の
ツ
ケ
宿
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
更
に
、
農
村
と
の
間
で
家
船
の
魚

と
麦
・
甘
藷
な
ど
と
の
交
換
も
行
わ
れ
た
と
い
い
、
こ
れ
を「
カ
エ
キ
」と
称
し
た
。「
カ
エ
キ
」は
海
岸
か
ら
の
一
定
範
囲
に
限
ら
れ
た

が
、
瀬
戸
家
船
で
は
、
一
艘
に
つ
き
二
～
五
軒
の
一
定
し
た
交
換
先
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
ト
ク
イ
」
と
呼
ん
だ
。
そ
し
て
家
船
相
互
で

ト
ク
イ
を
横
取
り
し
な
い
し
き
た
り
で
あ
っ
た
。
更
に
ト
ク
イ
の
な
か
で
特
に
親
密
な
家
を
、
家
船
側
で
は「
イ
ト
コ
」あ
る
い
は「
シ

ン
ル
イ
」
と
称
し
、
こ
の
よ
う
な
家
に
海
産
物
を
贈
り
、
五
節
句
な
ど
に
招
待
さ
れ
る
の
が
楽
し
み
で
あ
っ
た
（
30
）。
な
お
、
こ
の
宿

を
め
ぐ
っ
て
は
、家
船
の
人
々
の
衣
類
や
道
具
類
の
保
管
よ
り
は
、収
穫
物
の
販
売
や
保
存
加
工
の
た
め
の
集
荷
問
屋
的
な
性
格
を
も
っ

写真1-30　家船の模型
（西海市大瀬戸歴史民俗資料館所蔵　西海市
教育委員会写真提供）
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た「
廻
船
問
屋
」の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（
31
）。

四
．
領
内
の
商
工
業
種

　

領
内
の
商
工
業
は
、
製
造
・
販
売
ま
た
購
入
な
ど
を
通
し
て
人
々
の
く
ら
し
を
支
え
る
。
表
1
―
20「
領
内
商
工
業
種
」は
、
領
内
商
工

表1-20　領内商工業種

業　　種 運　上　銀
軒　　　　数

地方 向地 内海 外海

飲食・薬種関係

酒屋 19貫856匁5分 46 20 19 46
糀屋 6貫742匁6分4厘 93 11 21 31
豆腐屋 810匁 94 7 4 48
蒟蒻屋 28匁5分 7 1 3
肴屋 4匁 1
味噌醤油屋 103匁 4 2
素麺塩小売 73匁 2
素麺問屋・小売 20目 4
米屋 1貫80目 22 8 8
魚問屋 1貫500目 2
塩問屋・塩売 123匁5分 5 1 18 11
薬種屋・丸散薬 408匁 4

衣 料 関 係

染屋 3貫300目2分5厘 72 14 24 43
綿屋 4貫625匁 32 7 15 22
呉服屋 64匁5分 1 1
藍問屋 100目 2

鉄製品・鉱産関係

鋳物師屋 129匁 2
鍛冶屋 2貫203匁7分5厘 48 6 15 37
銕鋼売 7匁5分 1
銕釘小売 21匁5分 1
鍋釜売 21匁5分 1
石炭問屋 300目 1

工芸・加工関係

紙漉 383匁 77 2
蝋・油絞・油小売 2貫19匁 38 1 3 4
鬢付屋 35匁 2 1
小間物売 216匁 14 2
たばこ屋 15匁 1
薪屋 90目 3
干鰯問屋 80目 1

窯 業 関 係
皿山 12貫129匁2分 3
瓶山 60目 1
瓦焼 240目 17 2 1 4

流通・金融関係

問屋 5貫351匁 4 2 10 19
諸色問屋 43匁 1
船問屋 265匁 2
小店・出店小売 341匁5分 1 2 47
居商人 33匁 5
質屋 3貫829匁5分 13 3 2 10

【註】　�『大村郷村記』第一巻　29～ 31頁及び各村の「請運上并諸納物之事」から作成。銀や称量
貨幣で、１貫は1000匁（1匁＝1目＝3.75g）。
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業
者
の
概
要
を
示
す
た
め
に
、
飲
食
・
薬
種
、
衣
料
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
区
分
し
作
成
し
た
が
、
そ
の
有
り
様
を
把
握
す
る
の
は
難

し
い
。
た
だ
「
郷
村
記
」
に
は
運
上
を
納
め
た
業
種
を
各
村
ご
と
に
確
認
で
き
、
こ
こ
で
は
こ
れ
に
基
づ
き
作
表
し
た
。
も
っ
と
も
城

下
商
人
に
は
運
上
義
務
が
な
い
階
層
も
お
り（「
見
聞
集
」五
十
三
・『
大
村
見
聞
集
』　

八
九
二
～
四
頁
）、
必
ず
し
も
網
羅
的
で
は
な
い
。

な
お
運
上
額
は
業
種
に
よ
り
相
違
し
、
ま
た
同
業
種
で
も
、「
半
運
上
」な
ど
の
条
件
で
同
額
と
は
限
ら
な
い（『
大
村
郷
村
記
』第
四
巻
、

形
上
村　

三
八
六
頁
）。
し
か
し
商
売
の
業
種
・
産
品
の
種
別
や
地
域
別
の
比
較
の
指
標
に
な
る
と
思
わ
れ
掲
げ
た
。

　

株
で
軒
数
化
さ
れ
な
い
も
の
は
多
く
、
兼
業
的
な
性
格
が
強
か
っ
た
ろ
う
。
そ
も
そ
も
株
付
与
は
藩
に
よ
る
商
工
業
育
成
と
保
護
の

役
割
を
持
っ
た
。
ま
た
、
小
間
物
屋
と
木
綿
屋（『
大
村
郷
村
記
』第
三
巻
、
川
棚
村　

二
○
八
頁
）、
酒
屋
と
糀

こ
う
じ

屋や

（『
大
村
郷
村
記
』四
、

時
津
村　

一
四
七
頁
）、
味
噌
醤
油
と
蒟こ

ん

蒻に
ゃ
く（
同
右
）
な
ど
、
兼
業
の
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
同
質
性
が
高
い
も
の
は
筆
頭
の
業
種
、

同
質
性
が
低
い
場
合
は
別
業
種
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

な
お
、
労
働
者
を
雇
用
し
運
上
の
み
を
納
め
た
賃
綿
弓（
綿
打
ち
業
）な
ど
も
あ
る
が（『
大
村
郷
村
記
』第
二
巻
、
福
重
村　

一
○
八

頁
）、
軒
数
と
し
て
あ
が
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
運
上
を
納
め
る
も
の
の
軒
数
化
さ
れ
な
い
も
の
は
軒
数
に
組
み
入
れ
な
い
。
既
述
の

如
く
運
上
を
納
め
な
い
場
合
も
あ
り
、
か
か
る
実
態
を
想
定
す
れ
ば
、
小
規
模
な
が
ら
も
生
業
の
一
部
と
し
て
の
商
売
の
兼
業
実
態
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

皿
山
が
あ
る
波
佐
見
上
村
で
は
、
宿
米
屋
一
軒
と
皿
山
米
屋
二
軒
と
い
う
米
屋
の
棲
み
分
け
が
み
ら
れ
た
り
、
皿
山
薪
屋
三
軒
、
皿

山
揚
酒
屋
の
如
く
地
域
産
業
に
特
化
し
た
商
売（
皿
山
使
用
の
燃
料
・
薪
）が
営
ま
れ
た（『
大
村
郷
村
記
』第
三
巻
、
波
佐
見
上
村　

二

八
八
頁
）。
ま
た
商
売
関
係
の
運
上
が
な
い
村
が
あ
る
一
方（
向
地
の
浦
上
北
村
・
浦
上
家
野
村
）、
外
海
で
は
商
売
業
種
が
多
い（
瀬
戸
、

雪
浦
、
神
浦
）。

　

運
上
銀
に
着
目
す
れ
ば
、
藩
が
関
わ
る
皿
山
や
、
軒
数
が
多
く
金
融
業
的
性
格
の
併
有
も
想
定
さ
れ
る
酒
屋
・
糀
屋
な
ど
を
除
け
ば
、

運
上
額
は
多
く
な
く
、幕
末
期
の
多
様
な
商
工
業
種
の
展
開
は
指
摘
で
き
る
が
、零
細
業
種
が
主
流
で
商
工
業
の
自
立
的
展
開（
専
業
化
）

の
度
合
い
は
低
く
、
人
々
の
く
ら
し
の
基
本
は
自
給
経
済
の
域
に
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
地
方
地
区
に
諸
業
種
が
集
中
す
る
偏
在
性
も



202

指
摘
で
き
る
。
た
だ
内
海
・
外
海
両
地
区
に
塩
問
屋
・
塩
売
り
、
ま
た
外
海
地
区
に
問
屋
・
小
店
・
出
店
小
売
な
ど
が
多
い
の
は
注
目

さ
れ
る
。
漁
獲
物
の
塩
加
工
や
船
運
を
利
用
し
た
流
通
が
小
売
も
巻
き
込
み
相
応
に
展
開
す
る
背
景
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、「
外
目（
海
）

廻
村
見
聞
書
上
」（
32
）に
よ
れ
ば
、
藩
役
人
が
廻
村
中
の
万
治
三
年（
一
六
六
〇
）七
月
、
雪
浦
村
に
は
、
播
磨
船
二
艘
、
四
国
船
三
艘
が
、

材
木
・
樵こ

り

木き

（
薪
用
な
ど
の
伐
採
木
）
買
の
た
め
に
入
っ
て
お
り
、「
五
艘
な
か
ら
大
船
」
で
あ
っ
た
。
七
ツ
釜
浦
に
は
、
淡
路
船
一
艘
、

四
国
船
一
艘
が
樵
木
買
の
た
め
に
着
船
し
て
お
り
、
中
浦
に
は
堺
船
一
艘
が「
売
買
」の
た
め
に
い
た
。
更
に
、
面
高
浦
は
廻
船
数
多
く
、

一
八
端（
枚
）帆
か
ら
五
端
帆（
帆
の
枚
数
、
つ
ま
り
端
数
で
和
船
の
大
き
さ
は
表
す
）ま
で
二
五
艘
ほ
ど
浦
に
繫
留
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
、

摂
津
・
播
磨
・
四
国
・
肥
後
・
肥
前
・
筑
前
・
薩
摩
・
唐
津
な
ど
の
船
で
あ
っ
た
。
外
海
地
区
の
流
通
業
者
は
、
諸
品
の
移
出
入
と
当

地
で
の
集
荷
販
売
を
担
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　

働
く
人
々
の
賃
銭
は
ど
の
程
度
で
あ
ろ
う
か
。
川
棚
で
は
江
戸
末
期
、
村
役
人
・
給
人
・
郷
々
の
小
頭
が
庄
屋
宅
に
集
ま
り
、
話
し

合
い
が
行
わ
れ
定
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
工
は
一
日
米
一
升
代
払
い
、
つ
ま
り
時
の
米
値
段
の
一
升
分
が
支
払
わ
れ
る
。
嘉

永
四
年（
一
八
五
一
）の
記
録
で
は
、
米
一
升
九
○
文
な
の
で
そ
れ
が
大
工
の
日
給
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
決
め
方
で
、
大
工
・
大お

お

鋸が

・

木こ

挽び
き

は
外
仕
事
で
一
日
、
米
一
升
七
合
五
勺
と
割
高
と
な
り
、
葺
手
（
屋
根
葺
）
米
八
合
で
割
安
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
建
築
関

係
の
職
人
で
も
、
仕
事
の
内
容
で
賃
金
に
差
が
出
る
。
ま
た
、
平
夫（
単
純
労
働
者
）米
六
合
は
外
仕
事
で
は
一
升
、
女
日
雇
は
米
三
合
、

外
仕
事
は
米
六
合
で
、
男
女
の
賃
金
格
差
も
あ
っ
た（
33
）。

■
二
．
人
々
の
日
常
食

　

大
村
藩
領
の
人
々
は
日
常
的
に
ど
の
よ
う
な
食
事
を
し
た
の
か
。
天
保
期
（
一
八
三
〇
～
四
四
）
に
長
崎
か
ら
下
関
に
行
く
途
中
、
外

海
の
松
島
に
寄
っ
た
人
物
が
、
食
事
を
提
供
し
て
も
ら
っ
た
土
地
の
人
の
話
と
し
て
、

　

此
所
に
て
は
米
を
焚
て
喰
は
稀
に
し
て
朝
夕
な
ら
で
は
麦
飯
と
て
も
な
け
れ
ば
。
こ
れ（
甘
藷
）を
ま
い
ら
す（
差
し
上
げ
る
）な
り
。

そ
の
薯
（
甘
薯
、
甘
藷
）
を
喰
て
汁
を
吸
い
玉
へ
と
い
へ
り
。
此
国
々
の
田
家
に
て
は
皆
か
く
の
如
く
、
こ
の
薯
ば
か
り
を
朝
夕
食

す
れ
ど
も
各
々
壮
健
な
り
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と
記
し
て
い
る
（
34
）。
外
海
の
松
島
は
も
と
よ
り
、
大
村
藩
領
で
は
、
米
食
の
み
な
ら
ず
麦
食
も
少
な
か
っ
た
よ
う
で
朝
夕
は
甘
藷
を
主

食
と
し
た
が
、
健
康
と
い
う
。

　

甘
藷（
琉
球
芋
）の
栽
培
の
始
ま
り
は
特
定
で
き
な
い
が
、
福
岡
藩
の
宮
崎
安
貞
は
、「
こ
れ（
甘
藷
）い
ま
だ
諸
国
に
種
子
な
し
と
い
へ

ど
も
、
長
崎
に
多
き
物
な
り
」（
35
）
と
い
い
、
享
保
飢
饉
の
際
に
大
村
領
の
人
々
の
命
を
多
く
救
っ
た
の
で
（
36
）、
十
八
世
紀
前
後
に
は
既

に
大
村
藩
領
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
ろ
う
。
村
々
の
売
出
物
と
し
て
の「
芋
」が
甘
藷
に
相
当
し
、
こ
れ
に「
生
芋
」（
里
芋
か
）・「
切
芋
」（
つ

く
ね
芋
か
）な
ど
、
甘
藷
を
含
む
芋
類
は
、
主
要
な
食
材
穀
物
だ
っ
た
。
な
お
享
保
二
十
年（
一
七
三
五
）刊
行
で
長
崎
町
人
・
西
川
如
見

が
記
し
た『
長
崎
夜
話
草
』で
は
、「
赤
芋
琉
球
芋
」（
甘
藷
）に
つ
い
て「
唐
人
は
酒
に
も
造
り
、
又
水
飛
し
、
粉
を
取
て
餅
に
し
た
る
は
上

品
の
物
」（
37
）と
あ
る
。
焼
酎
や
餅
の
原
材
料
の
焼
酎
粕
は
鯨げ

い

骨こ
つ

粕か
す

な
ど
と
と
も
に
肥
料
で
も
あ
り
甘
藷
・
芋
類
の
用
途
は
広
範
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
デ
ン
プ
ン
を
含
有
す
る
甘
藷
な
ど
の
芋
類
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
大
事
だ
が
、
体
を
作
る
も
と
に
な
る
タ
ン
パ
ク
質
が

希
少
で
、
そ
れ
は
大
豆
を
原
料
と
し
た
味
噌
や
豆
腐
な
ど
で
補
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
表
1
―
20
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
豆
な
ど
を

発
酵
さ
せ
る
糀
屋
や
豆
腐
屋
は
地
域
差
は
あ
る
も
の
の
、
大
村
藩
領
全
域
に
展
開
す
る
。
こ
れ
に
比
べ
味
噌
関
連
業
の
店
は
少
な
く
、
内

海
・
外
海
地
区
に
は
全
く
な
い
。
た
だ
豆
腐
な
ど
と
違
い
保
存
性
は
高
い
の
で
、
同
地
区
に
多
い
問
屋
や
小
店
・
出
店
を
通
じ
提
供
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
塩
問
屋
・
塩
売
が
同
地
区
に
多
く
、
醤
油
・
味
噌
の
自
家
用
仕
込
み
に
使
わ
れ
る
塩
の
提
供
が
な
さ
れ
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
る（
38
）。

　

た
だ
重
要
な
タ
ン
パ
ク
源
は
魚
類
で
あ
っ
た
。
表
1
―
19
の
村
々
の
産
物
を
み
て
も
、
鰯
・
干
鰯
が
目
を
引
く
。
後
者
は
肥
料
と
し
て
の

使
用
・
販
売
（
売
出
物
）
も
あ
ろ
う
が
、
保
存
が
き
く
タ
ン
パ
ク
源
で
あ
り
、
内
海
・
外
海
地
区
に
塩
問
屋
・
塩
小
売
が
多
い
の
は
、
塩

魚
製
造
用
で
あ
っ
た
と
も
い
う
（
39
）。
た
だ
、
鰯
は
大
規
模
魚
網
や
船
曳
網
な
ど
漁
法
が
工
夫
さ
れ
る
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
大
量
消
費

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
村
領
で
も
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
江
戸
時
代
の
前
半
は
、
米
・
麦
な
ど
の
穀
類
や
味
噌
な
ど
の
大
豆
加
工
品
が
主
で
、
次
第
に
甘
藷
や
鰯
類
が
重
要
に
な

り（
40
）、こ
れ
に
年
間
を
通
じ
採
集
さ
れ
る「
山
野
植
物
」表
1
―
21
が
蔬そ

菜さ
い

類
を
中
心
に
ビ
タ
ミ
ン
や
そ
の
他
の
栄
養
源
と
し
て
補
給
さ
れ
た
。
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と
こ
ろ
で
非
自
給
の
食
品
で
あ
れ
ば
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
高
値
な
ら
困
る
。
食
は
く
ら
し
の
根
幹
で
あ
る
。
藩
は
、

物
価
に
つ
い
て
商
売
の
品
々
は
な
る
べ
く
安
値
で
売
り
、
藩
内
の

需
要
が
他
所
に
持
ち
越
さ
れ
ず
、
藩
内
で
済
む
よ
う
に
心
懸
け
、

市
中
の
栄
え
と
な
る
心
懸
け
を
商
人
は
持
つ
べ
き
と
し
た（
41
）。
文

化
十
三
年
（
一
八
一
六
）、
豆
腐
一
丁
一
○
文
売
を
城
下
町
の
豆
腐

屋
仲
間
が
藩
へ
申
請
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
必
要
経
費
は
原
料

の
大
豆
が
一
升
三
合
で
代
六
五
文
（
一
升
五
○
文
）、
燃
料
の
薪
代

が
二
○
文
で
合
計
八
五
文
で
あ
る
。
豆
腐
一
二
丁
売
れ
て
、
売
り

上
げ
一
二
○
文
、
差
し
引
き
の
三
五
文
が
利
潤
と
な
る（
42
）。
ち
な

み
に
嘉
永
四
年
段
階
で
の
食
品
関
係
の
物
価
は
、
米
一
升
九
○
文
、

酒
一
升
一
二
○
文
、
塩
一
斗
一
二
○
文
、
豆
腐
一
丁
一
五
文
、
蒟

蒻
一
丁
七
文
、
わ
か
め
一
斤
二
一
文
で
あ
る
。
ま
た
生
産
者
の
必

要
経
費
だ
が
、
農
産
物
生
産
に
使
わ
れ
る
肥
料
の
干
鰯
一
俵
（
六

貫
入
）
一
二
五
○
文
、
か
し
き
（
肥
料
用
刈
敷
）
一
把
八
文
、
下
肥

一
荷（
肥
料
用
）一
○
○
文
で
あ
っ
た（
43
）。

　

大
村
藩
領
の
人
々
は
、
表
1
―
19
に
み
る
よ
う
な
食
に
関
わ
る
諸

産
物
を
、
他
領
か
ら
の
移
入
物
も
含
め
交
換
や
売
買
を
通
し
て
融

通
し
な
が
ら
、
く
ら
し
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

表1-21　山野植物
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

葛
よめかはき
つくし・川ちさ
すみれ
うと
蕨
ふき・蓬・徳利苺
揚梅
竹の子
青梅
百合草
枇杷・山椒
むかご・ぐみ・栗
椎
樫の実
山芋
芹
野老（やまいも）
椎茸・舞茸・平茸
松茸
平茸
【註】　『大村見聞集』　896～ 7頁から作成。
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■
三
．
地
域
由
緒
と
民
俗

　

人
々
の
く
ら
し
を
映
し
出
す
民
俗
は
様
々
な
姿
を
み
せ
る
。
そ
れ
が
年
中
行
事
と
な
り
芸
能
と
し
て
娯
楽
化
す
る
場
合
も
あ
る
。
た
だ

民
俗
は
地
域
の
由
緒
や
特
性
と
結
び
つ
き
な
が
ら
形
成
さ
れ
る
側
面
を
持
つ
。
例
え
ば
、「
盆
踊
之
儀
者
畢
竟
古
来
ゟ
作
祭
り
と
申
伝
御

由
緒
有
之
踊
」（「
見
聞
集
」
五
十
九
・『
大
村
見
聞
集
』　

九
九
一
頁
）
と
い
う
盆
踊
り
は
生
業
の
民
俗
と
い
え
る
が
、
文
明
年
間
（
一
四
六

九
～
八
七
）に
、
大
村
純
伊
が
萱
瀬
村
中
岳
の
合
戦
で
流
浪
し
、
そ
の
後
、
逃
れ
て
い
た
加
々
良
島（
一
九
九
頁
前
出
）か
ら
帰
郡
し
、
諸

社
の
造
営
を
し
て
祖
先
の
霊
位
を
祭
り
、神
仏
に
奉
幣
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
い
、大
村
家
の
由
緒
と
深
く
関
わ
っ
た
も
の
と
さ
れ
る（『
大

村
郷
村
記
』
第
二
巻　

五
六
～
七
頁
）。
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
領
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
の
禁
教
の
歴
史
や
旧
在
地
領
主
に
連
な
る
給
人
な
ど
の

在
郷
を
背
景
と
し
た
士
分
と
の
近
接
性
、
こ
の
二
つ
の
大
村
領
独
自
の
由
緒
・
地
域
特
性
は
、
民
俗
の
あ
り
方
に
影
響
し
て
い
よ
う
。
こ

こ
で
は
か
か
る
地
域
の
由
緒
や
特
性
を
背
景
に
持
つ
こ
れ
ら
二
つ
の
タ
イ
プ
の
民
俗
が
人
々
の
く
ら
し
と
結
び
つ
く
様
を
み
て
お
こ
う
。

一
．
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
と
神
仏
信
仰

　

大
村
領
内
で
大
規
模
な
キ
リ
シ
タ
ン
が
発
覚
し
た（
郡
崩
れ
）翌
明
暦
四
年（
一
六
五
八
）八
月
、
藩
は「
村
々
制
法
」（「
見
聞
集
」四

十
二
・『
大
村
見
聞
集
』　

六
九
四
～
六
九
五
頁
）を
出
し
、
第
一
条
で
、「
村
中
・
五
人
組
中
随
分
念
を
入
、
切
支
丹
宗
門
改
吟
味
可
仕
事
」

と
し
た
。
村
支
配
の
要
が
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
と
さ
れ
、
藩
は
村
横
目
や
庄
屋
を
通
し
、
人
々
の
「
心
」
の
穿
鑿
ま
で
行
う
よ
う
に
な
っ

た
が
（
本
節
第
一
項
一
）、
そ
の
柱
の
一
つ
は
「
寺
手
形
之
儀
、
諸
宗
共
ニ
其
寺
之
住
持
ニ
申
請
之
可
致
所
持
事
」（
同
法
八
条
）
で
明
記

さ
れ
た
寺
請
制
で
あ
る
。
こ
れ
と
と
も
に
、
地
域
の
氏
神
（
鎮
守
）
を
清
浄
な
な
か
で
祭
祀
し
、
祭
日
に
は
生
業
（
商
売
耕
作
）
を
休
ん

で
祭
礼
を
行
い
、
そ
れ
が
賑
わ
う
よ
う
に
露
天
商
売
も
禁
じ
な
い
と
し
て
、
氏
神
祭
り
を
い
わ
ば
督
励
し
た
（
一
○
条
）。
神
仏
へ
の

信
仰
、
帰
依
を
定
着
さ
せ
、
キ
リ
シ
タ
ン
の「
心
」を
排
除
す
る
意
図
は
明
確
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
同
じ
く
異
端
的
な
存
在
と
し
て「
旅

之
乞
食
・
非
人
」や
こ
の
よ
う
な
遊
芸
的
な
勧
進
者
に
よ
る「
気
違
よ
み
か
へ
り
」の
よ
う
な
呪
い
行
為
も
禁
止
し
た（
一
三
条
）。
か
か

る
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
、
神
仏
祭
祀
の
督
励
、
異
端
的
宗
教
の
排
除
と
い
う
方
向
性
は
、
そ
の
後
も
維
持
さ
れ
、
江
戸
時
代
中
期
と
思
わ

れ
る「
制
法
」（「
見
聞
集
」四
十
二
・『
大
村
見
聞
集
』　

六
九
○
～
一
頁
）に
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る（
一
～
五
条
）。



206

　

と
こ
ろ
で
村
横
目
は
月
末
ご
と
に
、
担
当
村
の
状
況
を
虚
偽
遺
漏
な
く
報
告
す
る
義
務
が
あ
っ
た
（
44
）。
そ
の
よ
う
な
村
横
目
の
万

治
二
～
三
年
（
一
六
五
九
～
六
○
）
に
か
け
て
の
報
告
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
外
海
の
中
浦
村
横
目
が
万
治
二
年
十
月
二
十
九

日
に
大
目
付
へ
提
出
し
た「
十
月
之
書
上
之
覚
」に
よ
れ
ば
、
同
村
人
は
月
の
一
日
と
九
日
は「
御
宮
」（
氏
神
社
）へ
参
拝
、
浄
土
真
宗

の
者
は
二
十
八
日
の
寺
参
り
、
十
四
日
と
二
十
七
日
は
浄
土
真
宗
の
念
仏
を
唱
え
る
念
仏
講
を
行
っ
た
。
日
蓮
宗
信
徒
は
十
五
日
に
寺

参
り
、
八
日
と
十
二
日
は
題
目
唱
え
の
題
目
講
を
催
し
て
い
る
、
な
ど
と
報
告
さ
れ
る
（
45
）。
い
ず
れ
の
村
も
書
き
ぶ
り
に
異
同
は
あ

る
が
同
内
容
で
、
万
治
三
年
七
月
二
十
九
日
の
三
重
村
横
目
の「
覚
」（「
見
聞
集
」四
十
一
・『
大
村
見
聞
集
』　

六
八
一
頁
）に
は
、

一
村
中
男
女
ニ
よ
ら
す
信
心
ニ
見
へ
、
節
々
御
寺
参
・
御
宮
参
り
無
油
断
仕
、
就
夫
女
共
寺
参
之
時
毎
月
包
米
持
参
仕
、
此
頃
は
別

而
、
田
初
尾
と
見
へ
、
又
は
ま
め
さ
ゝ
げ
重
箱
壱
つ
充
持
参
申
候
、
又
人
ニ
よ
り
苧
初
尾
と
相
見
少
し
充
持
参
申
候
、
近
年
村
中

別
而
信
心
ニ
罷
成
候
故
と
奉
存
候
事

と
、
寺
社
へ
の
「
信
心
」
が
厚
く
な
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
「
心
」
な
ど
異
端
的
な
民
俗
宗
教
が
意
識
さ
れ
て

い
よ
う
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
は
領
民
の
神
仏
へ
の
信
仰
心
を
ベ
ー
ス
に
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
禁
教
と
な
れ
ば
、
容
易
に
神
仏
信
仰
に
回

帰
し
得
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
46
）。
万
治
三
年
七
月
、
楠
本
七
郎
左
衛
門
が
、
外
海
の
村
浦
を
廻
っ
た
報
告
に
は
、
各
村
記

載
の
一
条
目
に
は
、
文
言
の
相
違
は
あ
る
が
、
村
人
の
信
心
が
厚
い
こ
と
、
各
家
ご
と
に
仏
壇
が
あ
る
こ
と
、
毎
月
の
題
目
を
唱
え
る

寄
合
が
あ
る
こ
と
、宮（
村
の
氏
神
社
）参
り
も
欠
か
さ
れ
ず
宮
掃
除
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
、が
記
さ
れ
る（「
見
聞
集
」四
十
一
・『
大

村
見
聞
集
』　

六
八
一
～
五
頁
）。
外
海
廻
村
の
藩
役
人
も
村
目
付
同
様
の
記
録
を
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

藩
側
が
領
内
の
人
々
の
信
仰
生
活
に
入
り
込
ん
で
お
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
か
ら
本
来
の
民
俗
的
な
あ
り
方
に
戻
っ
た
と
い
う
側
面

と
と
も
に
、
領
主
主
導
に
よ
る
習
俗
形
成
を
受
容
し
た
と
い
う
側
面
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
領
民
が
武
士
在
郷
の
地
域
特
性
な
ど
に
よ

り
武
士
層
と
心
性
面
で
近
接
し
て
い
た
、
い
わ
ば
士
分
的
な
権
威
に
親
し
ん
で
き
た
、
と
い
う
背
景
も
あ
ろ
う
。
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二
．
士
分
と
民
俗
　

　

先
に
み
た
盆
踊
り
は
大
村
純
伊
の
伝
承
を
持
つ
。
同
じ
く
純
伊
の
帰
郷
の
頃
に
肥
前
須す

古こ

（
現
佐
賀
県
杵
島
郡
白
石
町
）の
者
が
来
て
、

帰
郡
の
祝
い
に
踊
り
を
教
え
、
純
伊
は
月
輪
で
顔
を
隠
し
太
鼓
を
打
っ
て
舞
い
踊
っ
た
の
に
由
来
す
る
と
い
う
「
須
古
踊
」（
寿
古
踊
）

写
真
1
―
31（『
大
村
郷
村
記
』
第
二
巻　

一
二
五
頁
）、
中
国
浪
人
法
養
と
い
う
者
が
郡
村
に
来
て
教
え
、「
大
さ
つ
ま
」
と
号
し
て
黒
丸
踊

の
定
踊
に
な
っ
た
と
い
う
黒
丸
踊
（『
大
村
郷
村
記
』
第
二
巻　

五
七
頁
）、
大
村
純
忠
の
思
し
召
し
ど
お
り
に
吉
事
が
起
こ
っ
た
こ
と

に
由
来
す
る
と
い
う
郡
村
沖
田
の「
長
太
刀
踊
」（
沖
田
踊
）写
真
1
―
32（「
見
聞
集
」二
十
八
・『
大
村
見
聞
集
』　

四
四
二
・
四
四
三
頁
）、

更
に
純
伊
帰
郷
後
に
城
内
で
の
馬
の
湯
洗
い
が
や
り
難
く
寺
で
行
っ
た
と
い
う
故
事
に
由
来
す
る
福
重
・
松
原
村
の
御
馬
洗
な
ど
は
、

大
村
氏
に
由
来
を
持
つ
芸
能
・
習
俗
で
あ
る
。

　

く
ら
し
に
切
実
な
も
の
と
し
て
病
気
に
関
わ
る
も
の
も
あ
る
。
三
城
城
の
大
手
の
路
傍
に
五
尺
ほ
ど
の
首
実
検
石
と
い
う
大
石
が
あ

る
。
か
つ
て
三
城
城
籠
城
の
時
、
大
村
純
忠
が
大

渡
野
軍
兵
衛
（
伊
佐
早
領
主
西
郷
氏
の
大
将
）
の
首

を
す
え
て
実
検
し
た
石
と
い
う
。
地
域
の
人
々
は

こ
の
石
の
中
程
の
水
溜
ま
り
の
水
を
、
腫
れ
物
治

癒
を
祈
願
し
て
患
部
に
つ
け
れ
ば
、
治
る
と
伝
え

る
（『
大
村
郷
村
記
』
第
一
巻　

一
○
七
頁
）。
ま
た

竹
松
村
久
保
田
の
丹
生
大
明
神
の
観
音
は
、
元
禄

三
年
（
一
六
九
○
）
八
月
、
原
口
村
百
姓
権
左
衛
門

が
疱
瘡
（
天
然
痘
）
立
願
に
つ
き
、
拝
殿
を
新
規
建

立
し
た
と
い
う
由
緒
を
持
つ
（『
大
村
郷
村
記
』
第

二
巻　

四
九
頁
）。

写真1-31　寿古踊〈国指定重要無形民俗文化財〉
中央の人物が純伊（殿様）役。

� （大村市教育委員会提供）

写真1-32　沖田踊〈国指定重要無形民俗文化財〉
　�  （大村市教育委員会提供）
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大
村
氏
が
創
建
に
関
わ
る
寺
社
で
民
俗
伝
承
の
対
象
に
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
大
村
池
田
分
の
大
杉
大
明
神
は
寛
政
十
年
（
一
七
九

八
）に
円
融
寺
勧
請
で
建
立
さ
れ
、
稲
荷
大
明
神（
稲
荷
社
）が
同
殿
と
な
る
。
稲
荷
社
は
も
と
三
城
城
内
の
鎮
守
で
元
禄
年
中
に
村
川

主
馬
右
衛
門
の
霊
夢
で
純
長
の
武
運
長
久
や
領
内
安
全
の
祈
願
の
た
め
に
、
大
杉
大
明
神
の
境
内
に
再
建
さ
れ
た
が
、
地
域
の
人
々
は
、

三
城
の
古
城
跡
に
住
む
白
狐
は
当
社
の
眷け

ん

属ぞ
く

で
、
そ
の
頃
、
通
夜
の
者
は
毎
朝
、
白
狐
を
み
た
と
い
う
（『
大
村
郷
村
記
』
第
一
巻　

二

二
六
頁
）。
ま
た
、
大
村
氏
を
め
ぐ
る
祈
願
を
機
縁
に
持
ち
、
村
人
が
建
立
、
村
鎮
守
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
萱
瀬
石
場
の
三
社
大
権

現
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
文
明
年
中
の
大
村
純
伊
の
肥
前
加
々
良
島
へ
の
潜
居
の
際
、
萱
瀬
中
の
者
が
祈
願
を
当
社
に
籠
め
、
祈
願
成

就
に
よ
り
建
立
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る（『
大
村
郷
村
記
』第
二
巻　

二
二
五
～
六
頁
）。

　

こ
の
よ
う
な
大
村
家
由
緒
と
民
俗
形
成
の
結
び
つ
き
と
と
も
に
、
村
の
鎮
守
に
当
地
の
給
人
層
が
関
わ
る
事
例
が
多
く
あ
る
の
も
注

目
さ
れ
る
。
尾
戸
村（
長
崎
市
琴
海
尾
戸
町
）は
、天
明
七
年（
一
七
八
七
）に
針
尾
半
左
衛
門
の
知
行
地
と
な
っ
た
。
彼
が
寛
政
二
年（
一

七
九
〇
）
に
建
立
し
た
の
が
当
村
鎮
守
の
八
幡
宮
で
、
勧
請
導
師
は
自じ

證し
ょ
う

寺じ

で
あ
る
。
幕
末
段
階
で
は
懸
持
知
行
人
は
針
尾
氏
と
森
氏

の
二
人
だ
が
、
知
行
高
は
針
尾
氏
が
七
五
石
、
森
氏
三
石
五
斗
余
で
針
尾
氏
が
多
く
、
同
村
の
村
高
一
〇
八
石
余
の
七
割
を
占
め
る
。

ま
た
村
の
竃
数
一
三
六
軒
の
う
ち
私
領
（
知
行
地
）
は
一
二
五
軒
で
あ
る
。
更
に
庄
屋
・
村
目
付
・
小
左
司
も
針
尾
九
左
衛
門
が
担
当

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
村
に
お
け
る
給
人
針
尾
氏
の
影
響
力
は
極
め
て
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
村
の
鎮
守
の
八
幡
宮
も
建
立
し

た
の
で
あ
ろ
う（『
大
村
郷
村
記
』第
四
巻　

三
九
五
～
四
○
六
頁
）。

　

川
内
浦
村
の
鎮
守
・
七
面
大
明
神
は
万
治
三
年（
一
六
六
〇
）九
月
十
九
日
、
大
村
又
助
家
来
の
与
兵
衛
・
千
五
左
衛
門
が
建
立
し
た
。

幕
末
期
に
大
村
邦
三
郎
と
い
う
懸
持
知
行
人
が
い
る
の
で
、
そ
れ
と
関
わ
り
あ
る
人
物
だ
ろ
う
。
当
村
は
慶
長
四
年
に
一
七
二
石
七
斗

を
大
村
清
助
が
知
行
、
清
助
は
民
部
大
輔
代
の
御
一
門
払
の
時
に
浪
人
で
平
戸
へ
い
っ
た
と
い
う
（『
大
村
郷
村
記
』
第
五
巻　

二
一
六

～
七
頁
）。
瀬
戸
村
鎮
守
の
長
濱
大
明
神
は
、
往
古
は
宮
の
原
に
あ
っ
た
が
、
寛
永
九
年
に
白
浜
に
遷
座
し
、
そ
の
後
、
破
却
に
及
ん

だ
が
、
寛
文
十
年
に
地
頭
（
給
人
）
長
井
又
六
郎
が
再
興
し
た
と
い
う
（
同
、
四
五
一
～
二
頁
）。
雪
浦
村
の
鎮
守
・
三
社
大
権
現
は
、

延
宝
五
年
再
建
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
の
棟
札
に「
大
檀
那
」と
し
て
藩
主
・
大
村
純
長
と
領
主（
給
人
）富
永
文
左
衛
門
種
清
の
名
が
あ
り
、



209近世編 第一章 幕藩体制の成立と大村藩

「
領
内
安
全
・
当
所
豊
饒
」
を
祈
念
す
る
銘
が
あ
る
。
雪
浦
村
は
往
古
、
田
川
家
代
々
の
領
地
と
さ
れ
る
が
、
推
移
が
あ
り
、
慶
長
年

中
に
朝
鮮
出
兵
の
軍
功
で
富
永
四
郎
左
衛
門
忠
清
の
知
行
と
な
り
、
代
々
が
知
行
し
た
。
子
孫
種
清
が
領
主
と
し
て
再
建
し
た
。
な
お

天
明
三
年
に
、
子
孫
種
英
は
当
地
没
収
と
な
り
、
一
五
○
石
の
蔵
米
取
と
な
っ
た
が
、
種
依
の
代
に
再
び
、
二
○
○
石
を
当
地
で
再
知

行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
社
は
幕
末
期
ま
で
、
富
永
氏
が
再
興
し
た
鎮
守
社
と
し
て
存
在
し
た
（『
大
村
郷
村
記
』
第
六
巻　

三
三
～

五
頁
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
村
領
の
人
々
の
民
俗
に
は
大
村
氏
や
そ
の
家
臣
な
ど
武
士
と
の
由
緒
を
潜
ま
せ
る
も
の
が
多
く
あ
り
、
そ
こ
に
武

士
的
権
威
と
の
親
和
性
を
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
髙
野
信
治
）

註（
1
）　
「
見
聞
集
」三
十
二　

寛
文
四
年
辰
ノ
七
月
一
日「
口
上
之
覚
」（
藤
野　

保
・
清
水
紘
一
編『
大
村
見
聞
集
』高
科
書
店　

一
九
九
四
）　

五
一
七
～
八
頁
。

以
下『
大
村
見
聞
集
』の
引
用
は
、
註
記
文
が
短
い
場
合
は
本
文
に
示
す
。

（
2
）　
「
御
書
付
」貞
享
二
年
丑
六
月
十
四
日（
長
崎
県
史
編
纂
委
員
会
編『
長
崎
県
史
』史
料
編　

第
二　

長
崎
県　

吉
川
弘
文
館　

一
九
六
四　
「
大
村
藩
」

法
令
家
中
制
法
下　

○
諸
村
制
法　

六
九
～
七
一
頁
）な
ど
。

（
3
）　

藤
野　

保
編
『
大
村
郷
村
記
』
第
二
巻
（
国
書
刊
行
会　

一
九
八
二
）　

一
四
七
頁　

以
下
藤
野　

保
編
『
大
村
郷
村
記
』
全
六
巻
（
国
書
刊
行
会　

一
九
八
二
）
か
ら
の
引
用
は
、
本
文
註
記
を
原
則
と
す
る
。
な
お
、
戸
町
村
に
つ
い
て
は
、
大
村
史
談
会
編
『
大
村
藩
戸
町
村
郷
村
記
』（
大
村
史
談

会　

二
〇
一
〇
）を
参
照
し
た
。

（
4
）　

藤
野　

保「
大
村
藩
」（
長
崎
県
史
編
集
委
員
会
編『
長
崎
県
史
』藩
政
編　

長
崎
県　

吉
川
弘
文
館　

一
九
七
三
）　

六
七
頁

（
5
）　

前
掲
註
（
1
）　

一
四
九
～
五
○
頁
（「
見
聞
集
」
十
二　

寛
永
二
年
卯
月
二
十
六
日
「
此
中
数
度
申
触
候
得
共
い
よ
〳
〵
為
慥
之
申
渡
候
条
々
の
事
」、

「
見
聞
集
」十
二　

寛
永
五
年
辰
ノ
七
月
二
十
四
日「
大
村
領
分
村
々
江
申
渡
条
々
」）

（
6
）　

前
掲
註（
1
）　

一
六
○
～
七
頁（「
見
聞
集
」十
二　

寛
永
十
六
年
卯「
諸
村
庄
屋
共
誓
詞
之
事
」）

（
7
）　

前
掲
註（
1
）　

七
〇
八
～
九
頁（「
見
聞
集
」四
十
三　

酉
二
月
十
日「
覚
」（
寛
文
以
降
。
家
老
よ
り
村
々
横
目
宛
））
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（
8
）　
（
年
不
詳
。
宝
暦
三
年
～
同
九
年
）「
諸
士
支
配
」（
岩
永
充
三（
西
海
市
）所
蔵
文
書「
要
録
」）

（
9
）　

前
掲
註（
1
）　

六
四
八
～
九
頁（「
見
聞
集
」三
十
九　

明
暦
四
年
戌
八
月
十
二
日「
村
々
横
目
江
云
渡
之
覚
」）

（
10
）　

前
掲
註（
1
）　

六
四
七
～
八
頁（「
見
聞
集
」三
十
九　

明
暦
四
年
戌
八
月
十
二
日「
村
々
江
云
渡
候
覚
」）

（
11
）　

前
掲
註（
1
）　

六
九
七
～
八
頁（「
見
聞
集
」四
十
二　

万
治
二
年
亥
ノ
五
月
十
三
日「
覚
」〔
純
長
公
御
書
〕）

（
12
）　

前
掲
註（
7
）

（
13
）　
「
九
葉
実
録
」巻
三　

延
宝
五
年
巳
二
月
十
二
日「
覚
」（
大
村
史
談
会
編『
九
葉
実
録
』第
一
冊　

大
村
史
談
会　

一
九
九
四
）　

五
八
頁

（
14
）　

前
掲
註（
1
）　

七
○
七
頁（「
見
聞
集
」四
十
三　

九
月
二
十
二
日「
村
々
横
目
心
得
之
事
」）　

（
15
）　

前
掲
註（
4
）　

一
八
～
二
三
頁
、
二
九
～
四
八
頁
、
六
三
～
七
頁

（
16
）　

前
掲
註（
4
）　

一
四
三
頁

（
17
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

大
村
家
史
料「
新
撰
士
系
録
」巻
三

（
18
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

大
村
家
史
料「
新
撰
士
系
録
」巻
四

（
19
）　

前
掲
註（
1
）　

五
一
七
～
八
頁（「
見
聞
集
」三
十
二　

寛
文
四
年
辰
ノ
七
月
朔
日「
口
上
之
覚
」）

（
20
）　

前
掲
註（
13
）　

七
四
頁（「
九
葉
実
録
」巻
三　

天
和
二
年
壬
戌
二
月
三
日「
令
」）

（
21
）　
「
九
葉
実
録
」巻
十
七　

宝
暦
九
年
卯
六
月
十
二
日「
牛
馬
ニ
而
薪
取
定
日
」（
大
村
史
談
会
編『
九
葉
実
録
』第
二
冊　

大
村
史
談
会　

一
九
九
五
）　

一
四
八
頁

（
22
）　

前
掲
註（
2
）　

八
二
頁（
寛
政
元
年
十
二
月「
四
民
江
之
御
教
諭
」）

（
23
）　

前
掲
註（
22
）

（
24
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

大
村
家
史
料「
天
保
十
二
年
十
二
月
改　

犯
科
帳
」

（
25
）　

大
村
市
史
編
纂
委
員
会
編『
大
村
市
史
』上
巻（
大
村
市
役
所　

一
九
六
二
）　

三
七
五
頁

（
26
）　

浅
川
滋
男「
東
ア
ジ
ア
漂
海
民
と
家
船
居
住
」（
鳥
取
環
境
大
学
編『
鳥
取
環
境
大
学
紀
要
』創
刊
号　

鳥
取
環
境
大
学　

二
○
○
三
）

（
27
）　

吉
田
敬
市
「
日
本
に
於
け
る
家
舟
的
聚
落
の
調
査
」（
谷
川
健
一
責
任
編
集
『
日
本
民
俗
文
化
資
料
集
成
』
第
三
巻
「
漂
海
民
」
―
家
船
と
糸
満　

三
一

書
房　

一
九
九
二
）

（
28
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

大
村
家
史
料「
家
船
之
由
来
」、「
家
船
由
緒
書
」

（
29
）　

久
田
松
和
則『
大
村
史
―
琴
湖
の
日
月
―
』（
国
書
刊
行
会　

一
九
八
九
）　

一
九
三
～
四
頁

（
30
）　

羽
原
又
吉『
漂
海
民
』〈
岩
波
新
書
〉（
岩
波
書
店　

一
九
六
三
）　

一
四
八
頁
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（
31
）　

安
野
眞
幸｢

長
崎
開
港
史
―
家
船
の
陸
上
が
り
の
視
点
か
ら
―｣

（
弘
前
大
学
編『
弘
前
大
学
教
育
学
部
教
科
教
育
研
究
紀
要
』第
28
号　

弘
前
大
学　

一
九
九
八
）　

一
○
頁

（
32
）　

前
掲
註（
1
）　

六
八
三
～
四
頁（「
見
聞
集
」四
十
一「
楠
本
七
郎
左
衛
門
廻
村
書
上
之
事
」）

（
33
）　
「
広
田
家
文
書
」（
喜
々
津
健
寿『
大
村
藩
の
産
業
経
済
史
』〈
肥
前
歴
史
叢
書
5
〉　

芸
文
堂　

一
九
八
〇
）　

二
一
九
～
二
二
一
頁

（
34
）　
『
都
鄙
安
逸
伝
』（
天
保
四
年（
一
八
三
三
）「
序
」）（
吉
井
始
子
編『
江
戸
時
代
料
理
本
集
成
』【
翻
刻
】第
七
巻　

臨
川
書
店　

一
九
八
○　

三
一
九
頁
）

（
35
）　

宮
崎
安
貞
編
録
・
貝
原
楽
軒
刪
補
・
土
屋
喬
雄
校
訂『
農
業
全
書
』〈
岩
波
文
庫
〉（
岩
波
書
店　

二
〇
〇
三
第
九
刷　

二
○
二
頁
。
同
原
書
は
元
禄
九

年（
一
六
九
二
）刊
。

（
36
）　

松
井
保
男「
享
保
の
大
飢
饉
と
大
村
藩
」（
大
村
史
談
会
編『
大
村
史
談
』第
四
十
九
号　

大
村
史
談
会　

一
九
九
八
）

（
37
）　

西
川
如
見
著
・
飯
島
忠
夫
・
西
川
忠
幸
校
訂『
町
人
嚢
・
百
姓
嚢
・
長
崎
夜
話
草
』〈
岩
波
文
庫
〉（
岩
波
書
店　

一
九
八
五
第
四
刷
）

（
38
）　

喜
々
津
健
寿「
大
村
藩
の
漁
村　

内
海
の
部
」（
大
村
史
談
会
編『
大
村
史
談
』第
十
二
号　

大
村
史
談
会　

一
九
七
七
）

（
39
）　

前
掲
註（
38
）

（
40
）　

有
薗
正
一
郎「
九
州
大
村
藩
領
の
村
人
の
日
常
食
」　

第
11
図「
大
村
藩
領
に
お
け
る
村
人
の
日
常
食
の
変
遷
模
式
図
」（
愛
知
大
学
文
学
部
史
学
科
編

『
愛
大
史
学
―
日
本
史
・
ア
ジ
ア
史
・
地
理
学
―
』第
13
号　

愛
知
大
学
文
学
部
史
学
科　

二
○
○
四
）

（
41
）　

前
掲
註（
22
）　

九
九
頁

（
42
）　

前
掲
註（
33
）　

二
一
六
～
七
頁

（
43
）　

前
掲
註（
33
）　

二
一
三
頁

（
44
）　

前
掲
註（
1
）　

七
○
五
～
六
頁（「
見
聞
集
」四
十
三　

寛
文
四
年
辰
四
月
十
二
日「
覚
」）

（
45
）　

前
掲
註（
1
）　

六
七
八
～
九
頁（「
見
聞
集
」四
十
一「
村
横
目
月
書
上
之
事
」）

（
46
）　

前
掲
註（
29
）　

一
八
三
～
四
頁




